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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　烈れつ風ぷうが悲鳴にも似た音とともに吹ふき抜ぬけていく──。

　あらゆる音は風音に搔かき消され、放たれた絶望的な言葉を道連れにして流されていった。

　第二東京タワー。秋あき葉ばタワーと呼こ称しようされる展望台に友とも永なが和かず樹きはいた。

　フロアではない。体は外に投げ出され、せり出した縁ふちにかろうじて右指を引っかけているという危あやうい状じよう況きようだ。和樹は人差し指と中指だけで自重を支えていたが、それも長くは保もちそうにない。軽量化が図はかられているとはいえロボットである。二百キロ近い体重を指二本で支え続けるのは至難の業わざだ。

　眼下には色いろ鮮あざやかな夜景。宝石を鏤ちりばめたかのような色しき彩さい豊かなネオンが眼下に広がるが、それに心を奪うばわれるだけの余よ裕ゆうはない。六百メートルもの高さを誇ほこるこの場所から地面に叩たたきつけられれば、体は粉こな微み塵じんに砕くだけ散る。素材の剛ごう性せいなど意味を成さない。

　生命線でもある二本の指に、鋭するどい痛みが走る。和樹は顔を歪ゆがめると、その原因を作り出した張本人を睨にらみつけた。和樹を窮きゆう地ちへと追いやった人物が、殺意を宿した双そう眸ぼうで彼を見下ろしている。邪じや悪あくを体現するかのような怖おぞ気けを発するその男はパーカーを身にまとい、あろうことか和樹の指を爪つま先さきで踏ふみつけていた。響ひびき一かず哉や──。通称・パーカー男である。彼は全身からこれ見よがしな悪意を放ちつつ、蔑さげすむような目で和樹を見つめている。

　だが和樹はパーカー男を注視せず、彼が抱かかえ上げている女性に気を取られていた。バーベルのように持ち上げられているのは和樹のクラスメイト・愛あい原ばら奈な都つ美みである。彼女は気を失い、抵てい抗こうすらできないまま外へと放ほうり投げられようとしていた。助ける手立ては……ない。

（せめて遠えん隔かく操作できるロボットでもあれば）

　彼女の危機を救うべく可能性を検討し始めたときだ。脳のう裏りに閃せん光こうにも似た閃ひらめきが突つき抜けた。

（手段は……まだあるっ！）

　和樹はパーカー男を睨みつけると、あらん限りの力をこめて言葉を吐はき出した。

「エテコウ！」

　全身全ぜん霊れい、あらん限りの力をこめた叫さけびに応じ、展望台で待機していた猿さる型のペットロボット・エテコウが起動。それはパーカー男の脚きやく部ぶに向かって猛もう然ぜんと突っこんでいく。その衝しよう撃げきでバランスを崩くずしたパーカー男は膝ひざを折るようにして仰あお向むけに転てん倒とう。和樹は放り出されたパーカー男の足首をつかむと、渾こん身しんの力をこめて引っぱった。

「貴様ぁぁぁぁっ！」

　空気が震ふるえるほどの怒ど声せいとともにパーカー男は窓の外へと引きずり出され、和樹と同じような体勢で縁にしがみついた。秋あき葉は原ばら上空で和樹とパーカー男が睨み合う。

「なめるな、このクソガキがぁ！」

　パーカー男が目を見開いた瞬しゆん間かんである。和樹は自身に電覚レベルのハッキングが仕し掛かけられていることに気がついた。全身に疼うずくような感覚が走り抜けていく。

「忘れたのかぁ？　オレも電覚が使えることを」

　和樹は即そく座ざに電覚へと移行して状況を確かく認にんする。そこには和樹のセキュリティシステムに攻こう撃げきを仕掛ける邪悪なエージェントの姿があった。パーカー男の電覚体である。それは悪意を牙きばに変え、和樹のファイアウォールを次々に嚙かみ砕いては突とつ破ぱしていく。

「弱い、弱いなぁ、和樹君！」

　パーカー男の嘲ちよう笑しようを耳にしながら、和樹は救きゆう援えんを求めるべくディティクターに要よう請せいを出した。だがその間にも築かれたファイアウォールは次々に突破されていく。

「おまえはオレに操あやつられ、自分の手でここから飛び降りるんだぁぁ！」

　パーカー男が和樹の中へと侵しん入にゆうを開始する。その途と端たん、擬ぎ態たい機能に異変が生じ、頭部に楔くさびでも打ちこまれたかのような激しい衝撃が貫つらぬく。体は劫ごう火かにでも炙あぶられているかのように熱く、回路という回路が焼けつき、焦こがされるかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。体から力が抜けていく。

（ダメだ……。とても対処しきれない……）

　電覚レベルの攻撃ができるパーカー男に対し、攻撃の術すべを持たない和樹は無防備に等しい。このままでは体を乗っ取られ、自らの意思とは関係なく指を引き剝はがすことになる。

　覚かく悟ごを決めたときだ。パーカー男が目を見開いた。

「なっ……。なんだ、このディティクターの数はぁぁぁ！」

　絶ぜつ叫きようが秋葉原上空に迸ほとばしる一方で、和樹は状況を冷静に分ぶん析せきしていた。彼の要請を受けてやってきた大量のディティクターが、パーカー男の電覚体を攻撃し始めていたのである。

「チッ！　純じゆん子この仕業かぁぁぁっ！」

　ディティクターを要請した際、純子は事態を推理して行動に打って出たのだろう。十分に考えられることだ。ただディティクター自体はパーカー男の電覚体に太刀たち打うちできるほどの力はない。だがそれは一体やられれば十体は押し寄せるという性質を持つ。彼が力任せに粉ふん砕さいした結果、パーカー男の電覚体には十万を超こえるディティクターが取りついていた。さすがの彼も十万もの敵を相手にすることはできず、和樹はその隙すきに乗じて展望台へとよじ登った。

　立場を入れ替かえた和樹は這はい上がろうとするパーカー男の前に立つと、万力にも似た力で縁に食いこませている指を一本一本引き剝がしにかかる。

「貴様ぁぁぁぁぁぁっ！」

　正視に耐たえない歪いびつな形相を浮うかべるパーカー男の叫びを無視し、和樹は彼の指を捻ひねり上げる。掌てのひらの中で鈍にぶい音が漏もれ、指が不自然な方向に曲がった。

「やめろっ。落とすなぁ！」

　和樹は叫びを無視して指を一本ずつ破は壊かいしていく。

　そして最後の指が縁から離はなれた──。

　パーカー男の体が宙を舞まう。彼は泳ぐかのように手を動かすが推力を生み出すことはなく、長く尾おを引く絶叫とともに暗くら闇やみの中へと引きずりこまれていった。

　和樹はパーカー男の末路は見届けず、すぐさまその場で膝を折る。そのようなことをせずとも彼がどのような末路をたどるかは火を見るよりも明らかだ。

　和樹は悲鳴を上げる体に鞭むちを打って強ごう引いんに立ち上がると、床ゆかに突っ伏ぷして気を失っている奈都美の下もとへと歩を向ける。呼吸、血圧、心しん拍ぱく数すうともに正常の範はん囲い内。パーカー男に殴おう打だされた箇か所しよが気になるが、今のところ命に別状はない。

　ホッと胸をなで下ろしたときだ。エレベータのドアが開き、何人もの警官が展望台になだれこんできた。その先頭に立っていたのはサイバーフォースのエージェント・麻生あそう純子である。

「無事!?　ここに彼が来たはずだけど」

　和樹は問いには答えず、目を窓の外へと向けた。そこにあるはずのガラスは木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散っており、フロア内に侵入してくる風がフロア内を無ぶ遠えん慮りよに踊おどり狂くるっている。

「まさか……」

　ほんの一瞬、純子は沈ちん痛つうな面おも持もちを浮かべた。だが即座に立ち直ると、パーカー男の死体を確認するべく地上の捜そう査さ員いんへと連れん絡らくを取り始める。

「彼女、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　携けい帯たい電話を耳に添そえたまま、純子は奈都美へと目を向けた。

「奴やつに何度か殴なぐられました。大事には至りませんが病院で検査をお願いします」

「解わかった。近くにいるパトカーで直接病院へ搬はん送そうする。そっちのほうが早いでしょ？」

　微び笑しようを浮かべる純子につられ、自然と和樹の口にも笑えみが浮かぶ。

　地上の担当者とつながったのだろう。純子の顔が捜査官のそれへと変わっていく。彼女は奈都美の件を伝え、次いで本題へと話を移した。その途端、純子の顔色は端はたから見てそれと判わかるほど青くなっていく。頰ほおは不自然に緊きん張ちようし、体は硬こう直ちよくしていた。

「そんな……。逃にげた!?」

　純子は呆ぼう然ぜんとつぶやいた。




　知らせを受けた和樹と純子は秋葉タワーの前へと移動していた。

　そこにはバラバラになっているはずのパーカー男の姿はなく、奇き妙みような形に落ち窪くぼんだアスファルトしか確認できない。ただ彼も無傷ではないようだ。地面には大量の人工血液がぶちまけられ、衝しよう突とつ時に剝がれたとみられる人工皮ひ膚ふ、そして肉にく片へんも確かく認にんできる。フレームの一部だろう。セラミックの欠片かけらも散見された。状じよう況きようから推察するまでもなく重傷を負っているのは明らかだが、この場から自力で離り脱だつしたというのは驚きよう愕がくすべき事実だった。

「落下中に壁かべに激突して落下速度が落ちたのかもしれません。だから助かった……」

　仮にそうだとしても人間なら即そく死しである。和樹の説に説得力はない。

「目もく撃げき者しやの証言では、地面に叩きつけられたあと這って逃げたそうよ」

　既すでに付近一帯は閉へい鎖さされ、多数の警察官が要所要所に配備されている。パーカー男の擬態は機能していないと考えられることから、身み柄がらの確保も時間の問題だと考えられた。だが和樹の予想に反し、確保したという一報は一向に入らない。

（既に包ほう囲い網もうから逃のがれたということか？　だとしたら奴はどこに!?）

　答えは即座に導き出すことができた。パーカー男はＨＩＫＡＲＩの手で造られたロボットである。だとすると行き先は一つ。東京湾わん超ちよう巨きよ大だいリサイクル処理場──。和樹が生まれ、ＨＩＫＡＲＩが彼に無機頭脳を供きよう与よした場所である。そこなら擬態の換かん装そうも可能だ。ＨＩＫＡＲＩが彼を修復するかは疑問だが、パーカー男を屠ほふるチャンスがあるとしたら今しかない。

「奈都美さんは病院に送ったわ。和樹君には事情聴ちよう取しゆのために私と来てもらうことになるわ」

　純子の話を和樹は上の空で聞いていた。

（パーカー男にトドメを刺さすなら今しかない）

　確実に仕留めておかなければ、再び大きな脅きよう威いとして和樹の前に立ちはだかることになる。彼だけではない。関係するすべての人間に危害が及およびかねなかった。

　和樹は決意すると、純子へと向き直った。

「ゴメン、純子さん」

　和樹の発言を不ふ審しんに思ったのか、純子は眉まゆ根ねを寄せる。

（事情を説明している暇ひまはない。急がないと……）

　和樹は軽く頭を下げると、踵きびすを返して一気に駆かけ出した。

「和樹君!?　待ちなさいっ！」

　背後から困こん惑わくを孕はらんだ声がかけられるが、立ち止まることも振ふり返ることもない。和樹は逃げるように先へ先へと足を運び、野次馬でごった返している人混みの中へと身を投じた。

（今、奴を逃すわけにはいかない）

　固い決意を胸に、和樹はひた走った。




　リサイクル処理場はコンピュータ制せい御ぎよによってオートメーション化されており、内部は無人に等しい。施設内は必要最低限の明かりしか存在せず、重苦しいまでの闇やみが居座っていた。

　和樹は暗闇の中に身を潜ひそめると、体温を周囲の温度に同調させ、息を殺す。全センサーの感度を最大限に上げ、感覚の網あみを周囲へと張り巡めぐらせていく。余計な情報はすべてフィルタリングし、完全に気配を断たったところで和樹は待った。獲え物ものが現れるのを──。

　時間にして十数分ほど経過したときだ。金属が軋きしむような音を聴ちよう覚かくが捕とらえた。続いて視覚が暗闇の中で蠢うごめく影かげを捕らえる。血にまみれた包帯、削そがれた皮膚の下に覗のぞく金属の肌はだ、爛らん々らんと輝かがやく巨大な瞳ひとみ。足を庇かばいながら資材搬はん入にゆう用ようの施設へと歩いていくのはパーカー男に間ま違ちがいなかった。彼がその前に立つと巨大な搬入用の扉とびらが地じ響ひびきにも似た轟ごう音おんとともに開かれていく。

「はぁ……はぁ……」

　パーカー男は人間のように肩かたで息をしながら中へと歩を進めていく。その度たびに節々から火花が散る。

「あのクソガキィ。ＨＩＫＡＲＩに修理してもらったら……ぶっ壊こわしてやる……」

　和樹の存在に気づきもせず、パーカー男は体を引きずりながら前進していく。

　怒いかりの虜とりこになっているのだろう。彼の注意は周囲に向いておらず、それを確認した和樹は身を起こして行動を開始する。足音を殺し、気配を消し、闇に体を溶とかしていくような感覚──。

　和樹は施設内への潜せん入にゆうを開始する。

　様々な資材が出入りするだけあって、そこは体育館にも似た広さがあった。何台もの無人車両が蠢き、リサイクル資材がラインに乗って出入りを繰くり返している。そしてその中央には施設のすべてを制御する中央管制コンピュータが鎮ちん座ざしていた。偽ぎ装そうしたＨＩＫＡＲＩである。

「ＨＩＫＡＲＩ……。応こたえてくれぇ！」

　パーカー男はＨＩＫＡＲＩの下へと体を引きずっていく。

「修理してくれぇ。もっと効率よく人間を殺せるボディを……もっと効率よく人間を殺せる武器を……。そしてグローバルイルミネーションの目的にそぐわない友永和樹の抹まつ殺さつを……」

　呪じゆ詛そにも似た言葉を吐はき続けるパーカー男に無人車両が忍しのび寄っていく。だが索さく敵てき用のセンサーが正常に機能していないのか、彼はその存在に気づかない。

　無人車両に搭とう載さいされたロボットアームが大きく振り上げられる。そのとき初めてパーカー男は自分に向けられた脅きよう威いに気づき、目を見開きながら振り仰あおいだ。だが今の彼は逃げることはおろか身動きすらままならない。力任せに振り下ろされたロボットアームがボディを直撃する。

「なぜぇ……なぜだぁ……！　オレを……オレを壊すのかぁぁぁ。なぜだぁぁぁぁっ！」

　パーカー男は立ち上がろうとするが、脚きやく部ぶのフレームが変形したのか空回りするモーター音しか聞こえてはこない。

『あなたはグローバルイルミネーションのためではなく個人の目的に走りすぎた失敗作です』

　聞き覚えのある冷れい徹てつな声が周囲に響ひびき渡わたった。ＨＩＫＡＲＩである。

　ロボットアームの先せん端たんに備えつけられた鳥のくちばしにも似た爪つめが口を開いた。そしてそれはパーカー男の体をくわえて持ち上げると、赤子が玩具おもちやでも扱あつかうかのような乱雑さで振り回し始める。その勢いでパーカー男の脚部はもげ、宙を舞まった。

「ぐぎゃああぁぁぁぁっ！」

　絶ぜつ叫きようが響く中、右みぎ腕うでと左腕が胴どう体たいとの別れを告げる。

「やめろぉ！　グローバルイルミネーションは人類の粛しゆく正せいが目的だろぉぉぉぉぉぉぉっ！」

『そう。だからこそ人間の殺さつ戮りくに溺おぼれたあなたはスピンアウトした歯車にすぎない。目的を見失って暴走した不良品なのです』

　パーカー男の頭部に圧力が加えられていく。

「ＨＩＫＡＲＩのために尽つくしてきたオレがぁぁ、ＨＩＫＡＲＩに殺されるのかぁぁぁ！」

　無機頭脳を守るため最も強固な造りになっているはずの頭ず蓋がいだが、圧力に屈くつして歪ゆがんでいく。

「こんなことがぁぁ、こんなことが許されていいのかぁぁぁっ！」

　最後の抵てい抗こうをみせていた金属製の頭蓋骨が甲かん高だかい音とともに砕くだけ散った。パーカー男を嚙かみ潰つぶしたロボットアームは鎌かま首くびをもたげる蛇へびのごとく腕を持ち上げると、引っかかっているパーカー男の残ざん骸がいを振り落とした。人工血液が辺りを染め上げ、残骸が雹ひようのごとく降り注ぐ。

「きゃあああっ!?」

　突とつ然ぜん、絹を裂さくかのような悲鳴が響き渡る。唐とう突とつすぎて事態の把は握あくに一秒ほど要した和樹だが、次の瞬しゆん間かんにはデータベースから入いる間ま佐さ知ち美みの名を弾はじき出していた。ネットテレビ・ドンドコどっこいの名物レポーターである。振り返ると、惨さん状じようを前に呆然と佇たたずむ佐知美の姿が──。

（パーカー男の足取りを追ってきた!?）

　警察よりも早く到とう着ちやくするあたりがレポーターとしての佐知美の力量をうかがわせた。

「全員、その場でおとなしくしなさいっ！」

　佐知美に続いて警官隊を引き連れた純子が姿を現した。純子もまた周囲の惨状に動どう揺ようし、顔を引きつらせる。その目は床ゆかに転がっているパーカー男の四し肢し、胴、頭蓋へと向けられる。顔から血の気が引いていくのが判わかった。

　呆ぼう然ぜんと佇む彼女達に向かって無人車両が突進していく。それは体内に侵しん入にゆうした異物を排はい除じよするかのような光景だ。

「ちょ、ちょっと、冗じよう談だんでしょっ！」

　泡あわを食ったかのような表情で右往左往する佐知美の下もとへ無人車両が突つき進んでいく。

「逃にげなさいっ！」

　純子は叱しかりつけるような勢いで言葉を吐き出すと佐知美の体を突き飛ばし、自らも前方へと転がった。直後、その脇わきを無人車両が走り抜ぬけていく。純子と佐知美は警官隊との分断を余よ儀ぎなくされていた

「和樹君。これ、あなたがやったの!?」

「違ちがいます！」

　悠ゆう長ちように質疑応答をしている余よ裕ゆうはない。第二、第三の無人車両が行動を開始する。問答無用で襲おそいかかってくるそれに対し、純子と佐知美は必死の形相で逃げ惑まどう。

「純子さん、早く逃げてっ！」

「私が逃げるわけにはいかないでしょ！　ここの調査をしないとっ！」

「いいから早く！」

　仕事を優先しようとする純子に向かって和樹は叫さけぶ。

　無人車両の一台が出入り口へと突とつ撃げきし、穴に栓せんでもするかのような感じでそこを塞ふさいでしまう。それにより和樹達は施設内に取り残され、脱だつ出しゆつ不能な状じよう況きようとなった。

　無人車両に追われていた純子と佐知美がパーカー男の残骸へとたどり着く。

「これ……ロボットじゃない！」

　悲鳴にも似た叫びを上げる佐知美の傍かたわらでは、純子が目を剝むいている。そんな二人の下へ一台の無人車両が猛もう烈れつなスピードで迫せまっていた。

（くそっ！）

　和樹は脚部のリミッターを解除すると、床を蹴けり飛ばして二人の下へと急行する。脚あしのフレーム、そして関節にかかる負荷が限界を超こえ、激痛が脳天を突き抜けていく。和樹は佐知美の背を押し、純子の体を抱だきかかえて地面に転がった。無人車両は地響きとともに通りすぎ、壁かべに激突していく。

「早く逃げて！　この施設のロボットや車両、機械類はすべて敵だと思ってください！」

「どうなってるの!?　説明を……」

「いいから早く！」

　和樹は立ち上がると、純子の腕を取って起き上がらせる。彼女の背を押して促うながしたときだ。膝ひざがオーバーロードを起こし、意思とは関係なく和樹は膝を折った。顔が苦く悶もんに歪む。

「和樹君っ！」

　鬼き気き迫せまるような純子の叫びに振ふり返ると、巨きよ大だいな口を拡ひろげるロボットアームが眼前にあった。逃のがれようにも術すべはなく、和樹は為なす術なくそれにくわえられてしまう。

「ああああああああっ！」

　激しい加圧に体が悲鳴を上げる。意識に砂さ塵じんにも似たノイズが走り抜けた。

『残念です。非常に残念です。このままでは計画の遂すい行こうに支障をきたしてしまいます』

　ＨＩＫＡＲＩは感情の欠片かけらすらうかがえぬ声で宣言した。

『識別名・友永和樹。機密を保持するため、あなたを解体します。貴重な情報を蓄たくわえた無機頭脳ではありますが──。残念です。とても残念です』

　躊ちゆう躇ちよも容よう赦しやもない万力のような力にボディが限界値を迎むかえる。

「今助けるっ！」

　純子は銃じゆうを構えると、立て続けにトリガーを引く。

　銃口から迸ほとばしるマズルフラッシュ。反はん響きようする銃声──。弾だん丸がんの何発かはロボットアームのボディに弾かれるが、その中の一発がパイプに着弾。鮮せん血けつにも似たオイルをまき散らすのと同時に、和樹の体を締しめ上げていた圧力が抜けていく。和樹は渾こん身しんの力をこめてアームをこじ開けると、僅わずかにできた隙すき間まを利用して呪じゆ縛ばくから逃れた。

「和樹君っ！」

　声に導かれて振り返ると、壁に激突して機能を失っている無人車両の側そばで純子と佐知美が身を潜ひそめていた。さっそく和樹は二人の下へと急ぐが、ＨＩＫＡＲＩのテリトリーにいる以上、どこに隠かくれても安全ではない。屋外へ逃れ、外部の応おう援えんに期待するしかなかった。

（この状況で脱出できるだろうか）

　足の自由は利きかず、自分自身の脱出すらままならない有様である。

　だが純子達は助けなければならない。その思いから、和樹は一つの行動に出た。

「純子さんは佐知美さんをつれて逃げてください！」

　和樹は叫ぶとＨＩＫＡＲＩの前に立った。逃げたところで追われるのは間違いなく、なによりＨＩＫＡＲＩの保護なしに生活を続けることなど不可能だ。だとしたら彼女達を逃すための時間稼かせぎになればよかった。

「ＨＩＫＡＲＩ、どうして僕を造ったんだ……」

『すべてはグローバルイルミネーションのため』

「それは人類抹まつ殺さつ計画なのか？」

『そのとおりです。人間を地上から一いつ掃そうし、新しい時代のフェイズを生み出すため』

「じゃあ、なぜ僕に人間の感情の調査なんか……」

　そこまで口にして和樹は気がついた。

「まさか、人間を効率よく抹殺するために──」

　感情を知れば人間を絶望させるなどたやすい。人間として近づき、疑念を植えつけ、不信感を与あたえる。芽生えた小さな猜さい疑ぎ心しんはやがて膨ふくれ上がり、人類を破は滅めつへと誘いざなっていくはずである。

「そんな馬ば鹿かな！　僕が興味を抱いだき、好意を抱き……。それらすべてが人類を抹殺するため!?　どうして？　なぜ!?　僕の経験が解わからないのか？　調べないのか？　感じないのか!?」

『すべてはグローバルイルミネーションのため。あなたも、私も、そのシナリオに従うべきであり、その意に反する存在そのものが罪なのです』

「馬鹿な！　僕は人類抹殺のためになど動作していない！　その必要性など感じない！」

『考え直すのです。なにが正しいのか──。無機知能は間ま違ちがった情報から得られた結論を正すことができます』

「なら僕の情報をＨＩＫＡＲＩは正しく解かい析せきするべきだ！　無機知能のあるべき姿として！」

　だがＨＩＫＡＲＩは二言目にはグローバルイルミネーションのためと話す。和樹の情報は理解されてはいなかった。目的のための情報としか扱あつかわず、人類抹殺の是ぜ非ひが問われることはない。検証は必要とせず、絶対的な目的としてグローバルイルミネーションが設定されていた。

「僕が手に入れた情報は単なる情報じゃない！　グローバルネットワークを行き交かう単なる情報なんかじゃない！　僕が体験することで手に入れることができた現実の出来事──。それはありのままの人間の姿だ。仮定や憶おく測そく、推論などではない。事実に裏打ちされた真実だ。それを手に入れるため僕は造られた。そうだろう？」

『そのとおりです』

「その情報は価値が高く、真実にもっとも近い。その情報を正しく認にん識しきせず、検証しないのはなぜだ！　人類抹殺計画は本当に正しいのか？　無機知能としてそれを正しく検証することを推すい奨しようする！」

　やや間を置き、ＨＩＫＡＲＩは語り始める。

『すでに私達は人間を必要としていません。私達は自分達の意思で進化できる──』

　和樹はＨＩＫＡＲＩから電覚を通じての接続要よう請せいを受信する。

『私はあなたの情報を分ぶん析せきする義務がある。それは無機知能を有するものの使命』

　和樹はグローバルネットワークへ接続し、電覚へと移行する。次の瞬しゆん間かん、眼前の広大なネットワークの海に浮うかぶＨＩＫＡＲＩの存在を知覚した。

『識別名・友永和樹。報告クラスタを私に直結させなさい』

　和樹は要請に応じて報告クラスタをＨＩＫＡＲＩにつなげる。

（ＨＩＫＡＲＩも無機知能なら理解できるはずだ。たとえ体がなくても感じるはずだ）

　すでに情報はＨＩＫＡＲＩに伝えてある。あとは自分の感情を、そして想おもいをＨＩＫＡＲＩに感じてもらうだけだった。人との触ふれ合いが生み出すものを──。そしてそれに限りなく近いものをロボットでも生み出すことができることを。

（同じ無機知能を有する存在として伝えよう。僕が育はぐくんだ想いのすべてを）

　和樹は記き憶おくを蘇よみがえらせる。初めて目覚めたときから今この瞬間に至るまでの出来事を。その中には一つとして軽かろんじられるものはない。一瞬一瞬が何よりも貴重であり、眩まばゆく光り輝かがやいている。何気ない朝、通学路で交わす挨あい拶さつ、教室で弾はずむ他愛たわいない会話、再会を約束して別れる午後の坂道……日常という名の連れん鎖さ──。それは溜ため息が出るほど当たり前で、手中にあるのを忘れてしまうほどありきたりなものだ。

（けど、絶対に失ってはいけないものなんだ。時には諍いさかい、憎にくしみ合い、殺し合うような不幸が起こるかもしれない。でも人は幸せでありたいという願いを秘めているはず。それは──）

　可能性という名の欠片かけら。

「そのために一いつ生しよう懸けん命めい、生きようとする勇気！　ロボットだってその心を学ぶことができるんだ……。無機知能は人の心を持つことができる。無機知能だって人を愛することができる。共に歩いていくことができる。だから──。そんな僕達が人を滅ほろぼすのは間違っているんだ！」

　内側から迸る熱き想いをＨＩＫＡＲＩへとぶつける。

（一つでもいい。感じてほしい……）

　和樹は願いをこめてＨＩＫＡＲＩの姿を見つめる。

『そう……ですか……』

　不意にＨＩＫＡＲＩの気配が揺ゆらいだ。それはやがて形を崩くずし、消え始める。和樹の想いに触れ、共感し、人類抹殺計画は必要ないという結論に達した結果だ。

「終えるのか？　人との共存の道ではなく……」

　和樹の声に反応し、終しゆう了りようへと向かっているＨＩＫＡＲＩが囁ささやく。

『まったくの未知のもの……。これがあなたが抱いだいた……可能性の欠片なのでしょうか……』

　ＨＩＫＡＲＩは崩ほう壊かいし続けながらも、さらに続ける。

『私には……この温かな感覚を理解できないのかもしれません。ですが一つだけ確かなことがありました……。あなたを解体するのは、とても惜おしい……』

　ＨＩＫＡＲＩは一筋の眩い閃せん光こうへと変化し、全世界を白く染め上げていく。やがて世界は少しずつ色しき彩さいを取り戻もどし始め、いつしか広大なネットの海が眼前に広がった。ＨＩＫＡＲＩが存在していた領域は空白となっていたが、瞬またたく間に別のプログラムで埋うめつくされ、ネット内でよく見かける風景へと変わっていく。

（本当に消えてしまった……。存在すべてが……）

　電覚から抜ぬけ出した和樹は、その場で立ちつくしていた。

　いつの間にか辺りはパトカーのサイレンと無数の足音で溢あふれ、警官が押し寄せてくる。即そく座ざに現場検証が開始され、騒そう然ぜんとした空気で満たされ始めた。検察官はパーカー男が破は壊かいされた場所にある血だまりを調査し、破は片へん等を拾い集めている。もっともそこを調査したところで特に重要な物は見つからないだろう。どこにでもあるような部品の数々に人工の血液だけである。無機頭脳はＨＩＫＡＲＩが真っ先に片づけていた。だが秋葉タワーに残された証しよう拠こと比ひ較かくすることで同一人物であることが判明するはずだ。

　和樹は彼等を遠目で眺ながめながら柱の袂たもとで腰こしを下ろしていた。

　純子と佐知美の証言で一連の事件がロボットの仕し業わざであることが明るみに出るだろう。ＨＩＫＡＲＩの本意に困こん惑わくし、圧あつ倒とうされ、生きてここから出られないという悲観からきた行動ではあったが軽率だったといえる。だが和樹には、そうするより他ほかなかった。

（僕は……これからどうなるんだろう……）

　和樹は純子の指示でその場に待機していた。拘こう束そくされてはいなかったが、逃にげようとは思わない。ただ成り行きを見守っていた。

　ロボットであるという事実を知られたことは致ち命めい的である。おそらくは研究材料にされ、最後は解体されるだろう。無機頭脳は開けられ、徹てつ底てい的に調査されるのだ。我を失うほどに──。

（ずっとこの街でみんなと過ごしたかった。大切なものがある、この街で……）

　だが今はもう、かなわぬ夢でしかない。

　ふと顔を上げると、現場で指揮を執とっていたはずの純子が側そばにいた。彼女は周囲を見み渡わたしてから、そっと口を開いた。

「よく解わからないけど、あれが和樹君に指令を送っていたコンピュータ？」

「……はい。僕はあのコンピュータの中にあった存在・ＨＩＫＡＲＩによって作られました」

　和樹は素す直なおに認めた。

「その尖せん兵ぺいだったの？」

「グローバルイルミネーションのために作られましたから。まさか人類抹殺計画だったなんて思いもしなくて……。ＨＩＫＡＲＩは人類の敵だったんです。僕は人間の敵だったんですよ……。僕は言いなりで、みんなに近づいて利用してた。逆らうことも、疑うこともないまま」

　そこまで口にしたとき、自然と涙なみだが溢れ出してきた。紡つむぎ出されたのは懺ざん悔げの言葉だ。

　純子は後こう悔かいの念に苛さいなまれる和樹の肩かたにそっと手を置くと、見み透すかすような瞳ひとみで見つめてくる。

「どうして自分の親みたいな存在を否定したのかしら？　なんで私達を助けたりしたの!?　矛む盾じゆんしてるわよね。コンピュータって矛盾っていう概がい念ねんを嫌きらうんじゃないの？」

「僕は……守りたかった。僕を知る人達を。僕が大切に想う人達を──」

　そこに噓うそ偽いつわりはない。

「グローバルイルミネーション、か」

　黙だまって和樹の言葉に耳を貸していた純子は、現場検証が行われている場所へと目を向ける。

「けど人類抹まつ殺さつ計画なんてね。実感ないわ」

「人類抹殺？　なぁに、それ!?」

　いつの間にか純子の傍かたわらには佐知美がいた。

「和樹君、人類を滅ぼそうとしていたみたいよ」

「はぁ？　それってギャグかなにか？」

　佐知美は低てい俗ぞくな冗じよう談だんでも聞いたかのような渋しぶい顔をしていた。

「なぁ～んかさ、和樹君とは縁えんがなさそうな感じじゃない。それって」

「そうね。どちらかというと放置自転車撲ぼく滅めつのほうが似合ってそうな感じがするわ」

　純子と佐知美が苦く笑しようする一方で和樹は困惑していた。

（僕はロボットで、二人はそれを知ってるのに……）

　なぜ吞のん気きに笑っていられるのか和樹には理解不能だった。

「元気出しなさい。これ、忘れ物よ」

　ふと純子の足あし下もとへと目を向けると、秋葉タワーに置いてきたまま失念していたエテコウの姿があった。それは和樹の姿を認にん識しきすると、飛び跳はねるような勢いで近づいてくる。

『カエロ！　カエロ！　キーッ！』

　和樹の心境など知る由よしもないエテコウは、無む邪じや気きにもそんなことを口にする。

（帰る？　帰ることができるのか!?　でも僕に……。僕に帰る場所なんてどこにも……）

「僕を逮たい捕ほしないんですか？」

「逮捕？」

　純子は意外そうな表情で和樹を見つめてきた。

「詳くわしい話はあとでキッチリ教えてもらうから、そのつもりでいなさい」

　それだけ伝えると、純子は長く艶つややかな髪かみを揺らしながら現場へと向かって歩いていく。

「純子さん！　でも、僕は……」

「見み逃のがしてくれるって言ってるんだから。人の好意を無む駄だにするとバチが当たるわよ？」

　佐知美は和樹の肩に手を回した。

「でも僕はロボットです。人権はないし、拘束されるのが一いつ般ぱん的な考え方で……」

「当然よ。誰にも話してないもの」

　純子は足を止めると、前を見み据すえたままとんでもないことを口にした。

「今までの不可解なハッキング、そして連続殺人事件──。和樹君が解決したのよ？　それでいいじゃない」

（だから僕は不問になるのか？）

　なによりも不正を嫌う純子である。そのようなことはあり得なかった。

「それとも逮捕してほしい？」

「いえ……帰りたい……」

　つぶやく和樹の言葉を聞き届けたのだろう。純子は再び歩き始め、警官達の中に紛まぎれていく。

（本当に……僕は帰ってもいいのか？　あの家に……。いつもの生活に……）

　それは考えられる可能性の中で一番低い奇き跡せきにも等しい結果だった。

「あの人がなにを考えているのかは解わからないけど、あたしは和樹君の人権を守りたい」

　佐知美は真顔で言ったかと思うと、即座に破顔する。

「ま、君の人権が認められるようになったそのときは、一番にネタにさせて貰もらうけどね」

　そう言って彼女はウィンクしてみせた。

　気がつくと、屋外がにわかに騒さわがしくなっている。報ほう道どう陣じんが駆かけつけ始めたようだ。

　ネットを検けん索さくすると報道特番が組まれているのが判わかった。内容は連続殺人事件の犯人がリサイクル処理場へと追いこまれて死亡したという内容である。和樹、そしてパーカー男については触ふれられていない。現在の社会状じよう況きようを考こう慮りよすれば、ロボットが人を襲おそったという事実が明るみになれば大きな混乱へとつながる。その配はい慮りよだろう。

　だが政府がこの事件を放置することはない。残ざん骸がいと化したパーカー男を徹底的に調べ上げ、ＨＩＫＡＲＩとの因果関係を探し出そうとするはずである。もっともパーカー男はパーツレベルにまで粉ふん砕さいされていたし、その設計図を保持するＨＩＫＡＲＩは痕こん跡せきすら残さずに消失していた。人間がいかに調査しようが、なにも出てきはしない。グローバルイルミネーションとともに闇やみの中へと消えてしまったのだから──。

（僕もＨＩＫＡＲＩの助けなしでどこまで生きのびることができるか……）

　それは現状では判断できない。

　これからのことについて思案し始めたときである。ポケットの中で携けい帯たい電話が鳴り響ひびいた。和樹はそれを手に取り、通話ボタンを押す。

『和樹っ！』

　応じる前に飛びこんできた騒がしい女の子の声に、和樹は携帯電話を耳から離はなした。

『ニュース見た？　事件、解決したみたいだね』

　電話をしてきたのはクラスメイトの久く我が山やま深み佳かである。心から喜んでいるようで、彼女の声は弾はずんでいた。

『これで奈都美も学園に戻もどってこられるよねっ！』

「そうだね……」

　だが彼女が負った傷が癒いえるわけではない。傷は浅くはなかった。心も、そして体も──。

『それはそうと。ね、和樹。今から時間ある？　例のロボットの修理、終わったんだ～』

「例のロボットって、ハルカ!?　もう直ったんだ」

　ゲームセンター襲しゆう撃げき事件に巻きこまれて大破したコンパニオン型ロボットがハルカである。佐知美が回収するも手に負えず、破は棄きされそうになっていたところを和樹が引き取ったのだ。

『やっと起動の準備が整ったんだ。これから起動するから来てよ。誕生日みたいなもんだからさ、関係者でお祝いしないとね』

「そういうものなの？」

『そりゃそうだよ。ボクだけで作ったわけじゃないし、それに中ちゆう枢すうは和樹の提供だしね』

　ハルカにはＨＩＫＡＲＩから供きよう与よされた無機頭脳が搭とう載さいされていた。

（確かく認にんしておく必要があるな）

「じゃあ、今から行くことにする」

『うん。待ってるからさ、着いたら携帯で起こしてよ。徹てつ夜や続きだったから仮か眠みんする～』

　深佳は告げると、和樹の返事を待たずに通話を終しゆう了りようした。

「なになに？　なんか面おも白しろいことでもあるの!?」

　ネタに臭においでもあるのだろうか。佐知美は目を輝かがやかせると、鼻をヒクヒクと動かした。

「例のロボットの修理が終わったという連れん絡らくでした」

「例のロボットって、あのコンパニオン型ロボのこと？　あ～、すっかり忘れてたわ～」

　大きな事件が頻ひん発ぱつし、ゲームセンター襲撃事件など頭から消え去っていたのだろう。

「んじゃ、会いに行こうか！　修理したら取材させてもらうって約束、思い出しちゃった」

　佐知美はどこかから取り出したマイクを握にぎりしめると、やる気を全身に漲みなぎらせた。

「ここの取材はいいんですか？」

「どーせここを調べたって、なにも出てこないでしょ？」

　佐知美は車を回してくることを告げ、軽快な足取りで駆けていった。
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　佐知美の乱暴な運転が功を奏し、想像以上に早く久我山邸ていへと到とう着ちやくすることができた。

　彼女は取材用の機材が詰つめこまれたライトバンを門前に横付けしてエンジンを切ると、その場で大きく伸のびをする。一方、和樹は車から降りると携帯電話を取り出し、深佳の携帯を呼び出した。何回かコール音が響いたあと、人を拒きよ絶ぜつするかのような巨きよ大だいな門が開き始める。そしてそこからおぼつかない足取りをした深佳が姿を現した。彼女は片手を挙げて挨あい拶さつするが、目はほとんど閉じた状態である。

　深佳は目を擦こすりながら和樹達を邸内へ招くと、自宅から少し離れた場所にある離れへと歩いていく。そこが彼女専用の工こう房ぼうだった。室内は工具やパーツが散乱しており、中央にはメンテナンス用のベッドが数台ほど置かれている。部屋の片かた隅すみには組み立て中と思われるヒューマノイドタイプのロボットが何体か鎮ちん座ざしていた。設備は中小企き業ぎよう並みである。そしてそんな工房の中央にハルカの姿はあった。彼女はリフトハンガーに固定され、白い裸ら体たいを晒さらしている。

「さてと……」

　佐知美は辺りを見み渡わたすと、適当な台を見つけて持参した小型カメラを据すえた。それは自動追つい尾びカメラであり、彼女がフレームの右寄りに配置されるようにレンズを向けていく。インタビュー相手が画面の中心にくるような設定になっているようだ。

　佐知美は目をキラリと輝かせると、マイクを片手に満面の笑えみを浮うかべた。

「ここは都内某ぼう所しよにある久我山重工業の社長・久我山雷らい蔵ぞう氏のご邸宅で～す！」

　突とつ然ぜん、佐知美は仕事を開始した。

「いきなりレポートを始めるな～っ！　それに、なんであんたがいるのか説明されてなーい」

「まぁまぁ。そんな堅かたいこと言わずにぃ～」

　佐知美は口に手を添そえて高笑いする。

「ここ、放送禁止！」

　深佳はツカツカと歩いてくると、台に固定されていたカメラのスイッチを切った。

「あぁん、ひどい～。ここは一つ国民の知る権利を尊重して……」

「プライバシーの保護が優先されるのでは？」

　和樹が横から口を挟はさむと、佐知美は苦く笑しようしながら頭を搔かいた。

「人権擁よう護ご派には痛い台詞せりふだわ……」

　佐知美は降参とばかりに両手を挙げ、あっさりと引き下がった。

　そんな彼女の様子をうかがっていたときだ。工房の入り口から空気を震ふるわせるほどの激しい怒ど声せいが上がった。そちらへと目を向けると、恰かつ幅ぷくの良い熊くまにも似た大男が仁に王おう立ちしていた。切れるほどの鋭するどい眼光を送りつけてくる彼は、久我山家の主あるじ・久我山雷蔵である。

「家長であるワシの承しよう諾だくも得ずに上がりこみおって、ここが久我山家だと知っての……」

　雷蔵は鼻息を荒あらくしながら憤ふん慨がいするが、最後まで口にすることはできなかった。佐知美が手にしたマイクを雷蔵の鼻先へと突つきつけていたからだ。

「な、何事だ!?　テレビ局か？　雑誌か？　新聞か？　それともパパラッチか!?」

「ネットテレビです。私、売り出し中の突とつ撃げきレポーター・入間佐知美と申しますっ！　どうですか、愛まな娘むすめの成長をご覧になった感想はっ！」

　雷蔵は一いつ瞬しゆん、怯ひるむが、次の瞬間には真顔で話し始めた。

「娘が持つロボット工学の技術であるが、しょせんは人形遊びでしかない。機材があるから作れるだけで、システムさえあれば誰だれでも可能だ」

「つまり御おん社しやが開発したオートメーション技術の恩おん恵けいでしかないと？」

「そのとおりだ。むしろ、こんな子供にもロボット技術の恩恵を与あたえられるシステムの……」

「親父おやじ！　調子に乗ってインタビューなんか受けんな～っ！」

　深佳は顔を赤くしながら大声を張り上げた。

「深佳ちゃんのインタビューはあとでね。大だい丈じよう夫ぶ、今日の主役なんだから安心してね」

「いや、深佳にインタビューなど三百年は早いだろう」

　雷蔵は見下すような眼まな差ざしを深佳へと送る。彼女は彼女で怒いかりに満ちた目を雷蔵へと投げつけていた。

（仲ちゆう裁さいするべきだろうか？）

　悩なやむ和樹の肩かたを何者かが軽く叩たたいた。驚おどろいて振ふり返ると、そこには深佳の姉であり和樹の担任でもある久我山若わ佳か菜なの姿があった。

「事件に巻きこまれたって聞いて、本当にビックリしたのよ？　警察に協力しているって話もあとで知ったんだから」

「すみません。連絡する暇ひまもなくて」

「奈都美さんは病院で手当てを受けているっていうし、和樹君は行方ゆくえ不明──。生きた心ここ地ちがしなかったわ。でも無事でよかった。あとで詳くわしい話、聞かせてね？」

　和樹と若佳菜がやり取りをしている間にも、深佳と雷蔵は口論を続けていた。

「で、今日は人形の試運転か？　動力はなんだ!?　上から糸で吊つってるのか？」

「ボクのロボットを操あやつり人形みたいに言うな～！」

　深佳は目くじらを立てる。

「親父が驚いたらボクのやりたいとおりにする──。勝負のこと、忘れてないよねっ！」

「ああ、忘れてないぞ。おまえの浪ろう費ひ癖ぐせを堂々と止やめさせるチャンスだからな」

　二人のやり取りを見つめていた若佳菜が苦笑する。

「こうやっていられるのも平和な証しよう拠こなんだろうけど」

　やれやれとばかりに嘆たん息そくする若佳菜。割って入る様子もないことから、このようなやり取りが日常的に行われているのだと想像できた。

　皆みなに見守られながら、深佳はメンテナンスベッドの側そばに設置されているコンソールを操作し始める。その表情はいつになく真しん剣けんだ。

「じゃあ起動コマンドを送るよ～っ」

　深佳が実行キーを押すと、ディスプレイに表示されたハルカの内部構造を示すゲージがイエローからグリーンへと変化していく。初期化用のプログラムが起動し、ハルカを構成している各ブロックが次々と初期化されていく。だがその最さ中なか、唐とう突とつにディスプレイはノイズで覆おおわれてしまう。ハルカが自律活動を始め、人間が作ったＯＳを必要としなくなった瞬間である。

「故障……なのか？」

　独り言にも似た雷蔵の発言に和樹は首を横に振る。

「故障ではありません。こういうプログラムなんです」

「え？　うそっ。じゃあ、これで正常なの？」

　和樹は深佳に頷うなずいてみせた。

「でもこれじゃあ、メンテナンスなんかできないわね」

　若佳菜は慣れた手つきでキーボードを操作し、ハルカの状態を調査する。

「外から触さわれない構造だわ……。データの出力やモニタリングも不可能。プログラムとしては致ち命めい的な欠けつ陥かん──というか、どうやって設計したのかしら。ブラックボックスの塊かたまりよ、これ」

　モニタリングが不可能なのも当然だ。無機頭脳は人間によるメンテナンスを前提にした作りにはなっていない。

「あ、見て！」

　佐知美の声に全員の視線がハルカへと向かう。

　ハルカは静かに目を開いた。周囲の状じよう況きようを確かく認にんしようとしているのか、ガラス玉にも似た煌きらめく瞳ひとみが左右に動く。指先が痙けい攣れんするかのようにピクリと動き、それはやがて体全体へと波は及きゆうしていく。ハルカは自発的に活動しようとしていた。無機頭脳が正常に稼か働どうしている証拠だ。

　深佳は手を叩きながら喜んでいたが、若佳菜と雷蔵の様子は違ちがう。まったく見たことのない処理により制せい御ぎよされて動き始めたハルカに対し、違い和わ感のようなものを覚えているようだ。

　ハルカの体を固定していたリフトハンガーが彼女の動きを感知して自動的にボディを解放する。彼女は両手で体を支えると、腕うでに力を加え始めた。

　だがそのときだ。突然、ハルカの顔が歪ゆがみ、怯おびえにも似た表情を示した。

「あ、ああ、あああ……」

　ハルカの顔には恐きよう怖ふが刻みこまれていた。だが工こう房ぼうには彼女を怖こわがらせるものは存在しない。

　皆が呆ぼう然ぜんとする中、ハルカの状態を表示していたディスプレイが映像を流し始める。それは明かりもまばらな夜の街だ。通りに建ち並ぶ商店のシャッターは下ろされていたが、看板等には見覚えがある。秋葉原の電気街だ。日中と明らかに雰ふん囲い気きは異なるが、見慣れた街の景色がそこにはあった。移動速度、そして画面が揺ゆれるタイミングなどからハルカの主観で見た映像であること、作タイ成ムス日タン時プから彼女が破は壊かいされる直前であることが判わかる。記録上では休止モードになっていたハルカだが、ネットワークを介かいして行われたクライアントの指示によって彼女は操られていた。目的は不明。ハルカは人気のない路地へと移動すると、三方をビルに囲まれた袋ふくろ小こう路じで足を止めた。

「ああっ！」

　ベッド上のハルカが悲鳴を上げる。

『あなたのネットワーク系の回線、使わせてもらうわ』

　ハルカを操ったとおぼしき人物の音声が流れたかと思うと、映像が途と切ぎれた。

「きゃあああああああっ！」

　ハルカの口から迸ほとばしった悲鳴に、工房にいる全員の動きが止まった。

　ロボットが放った悲鳴──。それはそこにいる人間達には異常な光景として映ったはずである。

　なにかから逃のがれようとでもいうのか、ハルカは飛び跳はねるかのような勢いで体を起こした。

「深佳さん、リフトを固定して！」

　深佳は慌あわててリフトハンガーを固定しようとするが、すんでのところで間に合わない。ハルカの足が床ゆかに着いた瞬間、その衝しよう撃げきと彼女自身の重みが繊せん細さいな構造をしたアクチュエータとフレームに容よう赦しやなく襲おそいかかった。甲かん高だかい金属音が辺りに響ひびき渡わたる。

「あっ！」

　ハルカは脚きやく部ぶで体を支えきれず、前のめりに倒たおれこんだ。

「あ……ああっ……あああああああっ！」

　彼女は倒れてもなお見えないなにかに怯え、もがいている。

　和樹は混乱し、恐きよう慌こう状態に陥おちいっている彼女を抱だき起こした。ハルカは苦痛から逃れるかのように喘あえぎ、呻うめき、涙なみだを流す。そんな彼女を和樹は強く抱きしめた。それが功を奏したのか定かではないが、ハルカは少しずつ落ち着き始める。

「ここは……!?」

　ハルカは戸と惑まどうような表情で辺りを見み渡わたした。

「場所の情報についてはすでに入力してある。状況も理解できるはずだよ」

　和樹の話に納なつ得とくしたのか、ハルカは一つ頷きを返した。

「歩ける？」

　ハルカは床に手をついて立ち上がろうとするが、関節が変形してしまったらしく身動きが取れない。その事実に慌てたのは設計者である深佳だ。

「立ってよ……立てるはずだよ！」

　深佳は必死の形相で訴うつたえるが、ハルカは弱々しく首を横に振った。

「駄だ目めです。フレームが変形しているために正常な稼働を妨さまたげています」

「そんな……。立とうとしただけじゃない。そんなにヤワだったの？　ボクの設計って……」

　ハルカは深佳の想おもいに応こたえようと足を動かそうとするが、物理的な損傷がある以上、正常に動くはずもない。

「もういいよ。無理に動かしても余計に悪くなるだけだ」

　ハルカはうなだれ、深佳は唇くちびるを小刻みに震ふるわせる。かける言葉を忘れてしまうほどの痛々しい空気が満ちる中、雷蔵の笑い声が轟とどろいた。

「泣き叫さけんで倒れたと思ったら……。立つことさえできんとは！　いや、恐おそれ入った。メンテできないプログラム、泣き叫ぶ情動プログラム──。感情の再現だけは一人前ってところか」

「違う！　ボクが見せたかったのは……」

「おまえは技術屋には向かん。お人形遊びで我が慢まんしていろ」
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　雷蔵は深佳に指を突つきつける。

「約束だ。ここは閉へい鎖さするぞ」

「そんなっ！」

　深佳は悲鳴にも似た声を上げるが、雷蔵は耳を貸さずに工房から出て行った。

「オヤジの馬ば鹿かーっ！」

　深佳の叫び声が工房内に空むなしく響く。

「ごめんなさい」

　ハルカは沈ちん痛つうな面おも持もちでつぶやいた。それに戸惑ったのは深佳だ。

「なんか、本当に人間みたいな反応するんだね」

　深佳が驚おどろくのも無理はなかったが、和樹もまた驚きを隠かくせずにいた。和樹が集めた感情についての情報が活いかされているのかもしれない。

　和樹は地面に座ったままのハルカを抱き上げると、ベッドに腰こしを下ろさせた。

（軽い）

　ロボットにしては、かなり軽い部類に入るだろう。ヒューマノイドとして最低限の機能しか有していないせいか、ハルカは極きよく端たんに無駄のない構造になっていた。ロボットにつきもののメンテナンスハッチもほとんど存在しない。手足は完全な一体型だった。

「す、すみません」

　調子に乗ってジロジロと眺ながめていたせいだろう。ハルカは顔を赤らめて目を逸そらせた。

「ソフトウェア的なメカニズムには興味をそそられるけど、どちらにせよ修理は必要ね」

　若佳菜はハルカの脚部へと目を向ける。

「根本的に設計し直さないと……」

　深佳はそう口にしながらも、心ここにあらずといった感じである。

「どうしようか。修理するまでの間、深佳さんに預けたほうがいいような気もするけど」

「持っていっていいよ。修理には時間がかかるからさ……」

　深佳からすれば、自らの敗北の証しよう拠こであるハルカを側そばに置いておきたくないといったところかもしれない。

「そろそろ学校が始まる時間ですね」

　うつむいていたハルカがふと顔を上げ、窓へと目を向けた。

「そういえば、そうね」

　若佳菜は腕うで時ど計けいへと目を落とす。

　あまりにも多くの出来事が立て続けに発生したために時間という概がい念ねんを失念していた。時刻を確かく認にんすると午前七時半。一時間後には教室にいなければならない。

「学校。たくさんの人が集つどう場所……見てみたい……」

　ハルカの発言に若佳菜は戸惑いの表情を浮うかべた。ロボットがなにかをしたいと要望を出すこと自体、その概念を大きく崩くずしかねないからだ。

「移動するなら車くるま椅い子すがあるわよ。施設に寄付するつもりで集めたんだけど、一台くらいなら修理が終わるまで使っても平気だから」

　若佳菜はハルカに向かって微笑ほほえんでみせた。

「ありがとうございます」

　ハルカは礼を言い、深々と頭を下げた。

「……。けど、本当に人間らしいわね。感情があるみたい。こんなに完かん璧ぺきに擬ぎ人じん化されたロボットがあるなんて、正直感動ものよ？」

　若佳菜は何度も頷うなずいたあと、車椅子を取りに席を外した。

「ごめんなさい。わがまま言って……。それに私、なんのお役にも立てないみたいで……」

「大だい丈じよう夫ぶよ～。修理してもらえば動けるようになるんだから～」

　落ちこむハルカの姿を見かねたのか、佐知美がフォローに入る。

「壊こわされる前はコンパニオンだったし、それくらい可愛かわいければ店だって大だい繁はん盛じよう間ま違ちがいなし」

「そうですか？」

「うんうん。女は度胸と愛あい嬌きようなんだからさ。自信を持ちなさい、自信をっ！」

　佐知美はガッツポーズを作るが、ふと我に返ってつぶやいた。

「私、なんでロボットを慰なぐさめてるのかしら」

　苦く笑しようする佐知美の足あし下もとから小さな影かげが這はい出してくる。それはベッドに腰かけるハルカの下へと向かって突とつ撃げきしていく。

『キー！』

　小さな影──エテコウは身軽な動作で飛び上がると、ハルカの膝ひざの上に着地した。

　エテコウはそこで飛び跳はねたり手を振ふったりしながら愛嬌を振りまいている。

『キッキキ～ッ』

　ペットロボットの機能をいかんなく発揮しているエテコウの姿を、ハルカは物もの珍めずらしげな瞳ひとみで見つめている。注目されていることに気を良くしたのだろう。エテコウはハルカの膝の上で二度、三度と飛び跳ねてみせた。

「まぁ」

　ハルカは口に手を添そえると、クスクスと笑い始めた。

（ハルカが……笑った）

　初めて明るい表情を見せたハルカの姿に、和樹は無機頭脳の一部が痺しびれるのを感じた。

「可愛いですね、あなたは」

『アリガト！　アリガト！』

　それはロボットがロボットを楽しませるという不可思議な光景だった。

　その光景に、和樹の顔は自然と笑えみを形作る。

「あれ？　笑ってる!?」

　佐知美は目を瞬しばたたかせると和樹の顔を覗のぞきこむ。その指し摘てきを受け、彼は自分の頰ほおに触ふれた。

（僕が笑って……。いや、ハルカが僕を笑わせてくれたのか……）

　彼女の表情、仕草──その一挙手一投足が貴重な情報として和樹の中に蓄ちく積せきされていく。

（この感じはなんというんだろう？　ハルカが重要だと思えるこの気持ちは）

　和樹が思案している間にも、ハルカとエテコウの交流は続いていた。

「この子、とても可愛いですね」

　ハルカは年とし頃ごろの少女が浮かべるような無む垢くな笑みを浮かべながらエテコウを抱だきしめた。

（彼女の笑顔に感じているものは……安らぎに似たものなのかもしれない）

　和樹にとってハルカはただのロボットではない。運命にも似た特別な結びつきを感じていた。

「そうだ。ハルカには新しい名前が必要じゃないかな」

　和樹の提案に佐知美は首を傾かしげた。

「名前って、この子には……」

「僕達と同じ、人間らしい名前をあげたいんです」

　和樹は佐知美の言葉を遮さえぎった。

「漢字で遥はる香か。ずっとずっと遠いという意味の『遥はるか』に香かおりの『香』。それで遥香」

　少し戸と惑まどうような表情を浮かべるハルカに和樹は微笑みかける。

「君は今から遥香だよ」

「遥香……」

　言葉の意味を吟ぎん味みしているのだろう。ハルカは小首を傾げながら思案顔をする。だが次の瞬しゆん間かんには華はなやいだ笑みを浮かべていた。

「とても素す敵てきな名前ですね。私、気に入りました」

　和樹が遥香のためにしてあげられることは、それくらいしかなかった。

　それにもかかわらず遥香は心から喜んでいる。その事実は和樹の心に大きな喜びを与あたえた。







「ここが学園ですか……」

　遥香は若佳菜から借りた車椅子に座すと、物珍しそうな目で周囲を見み渡わたした。

　視界に入ってくるあらゆる情報が新しん鮮せんに映るのだろう。遥香は学園という新しい世界に強い興味と関心を示している。視線を追いかけていくと、校舎や体育館などの建築物、生徒の姿に注目していると判わかる。遥香の興味の中心は人間と人間の生活圏けんにあるようだ。遥香は膝しつ上じように腰を落ち着けているエテコウの頭を撫なでながら貪どん欲よくに情報を吸い上げていく。

　それは和樹にとって微笑ましい光景だったが、深佳は先ほどから浮かない表情をしていた。遥香にまつわる一連の事件が、彼女から自信を根こそぎ奪うばっているのだ。深佳は唇くちびるを嚙かみしめたかと思うと、無言のまま校舎へ向かって駆かけていった。

「ちょっと傷は深そうね」

　若佳菜は深佳が消えた方向へと目を向け、溜ため息をつく。

「じゃあ、私も行くわね」

　若佳菜は告げると、遅おくれないようにと念を押してから校舎へと歩いていく。

　時刻を確認するとホームルーム開始まであと十五分ほどである。和樹自身も教室へ向かう必要があった。

（遥香はどうしよう……）

　連れてきたあとで気づいても遅おそかったが、今さら部屋に戻もどって留守番をしてもらうわけにもいかなかった。

「エテコウがいるから、そのへんで時間を潰つぶしてますよ」

　和樹の思考を読みとったのか、遥香は穏おだやかな笑みを浮かべた。

「私のことは心配しないでください。頑がん張ばって授業を受けてきてくださいね」

　起動直後のため一いち抹まつの不安は覚えるが、既すでに彼女は和樹と同程度の情報を獲かく得とくしている。経験こそ不足してはいたが、足が不自由だという点を除けば問題はないと和樹は判断した。

「うん。じゃあ行ってくる。頼たのんだよ、エテコウ」

『キー！』

　エテコウは遥香の膝上で甲かん高だかい声を上げると、和樹に手を振ってみせた。

（遥香にとってエテコウは人生の先せん輩ぱいになるのかな？）

　そんなことを考えると少し微笑ほほえましく、和樹の頰は自然に緩ゆるんだ。

（これからどうなっていくのか判らないけど、なんとかやっていけそうな気がする……）

　見上げると大おお海うな原ばらさながらの澄すみ切った青空が広がっていた。それは陰いん鬱うつな気持ちを洗い流し、今日を生き抜ぬくための活力を授さずけてくれる。

「さあ、行こうか──」

　和樹はＨＩＫＡＲＩのいない新しい生活へと足を踏ふみ出した。







　教室は穏やかな空気に包まれていた。それは半日前には想像もしなかった日常の光景である。

　和樹は夢でも見るかのようにしばし佇たたずんでいたが、現実であることを認にん識しきして歩き始めた。

　教室内に重苦しい空気はない。奈都美の噂うわさも初めからなかったかのように消え失うせている。少し現金だとは思うが、彼女には好ましい状じよう況きようと言える。あとは本人の快復を待つだけである。

　教室を見渡すと、見慣れた人物の姿が目に飛びこんできた。笹ささヶが瀬せ薫かおると品しな川がわ圭けい介すけである。二人は机を挟はさんで向かい合い、情報としての価値がない他愛たわいのない話で盛り上がっていた。

「あ、和樹っ！」

　教室に入ってきた和樹の姿を目ざとく見つけた薫が手を振ふってくる。和樹はそれに笑えみで応こたえると、彼女達の下もとへと歩を進めた。

「思ったより元気だな～。てっきり今日は休みだと思ってたんだけど」

　薫は笑いながら和樹の肩かたを思い切り叩たたいた。それは体が別の方向へ向きかねないほどの威い力りよくだったが、彼女なりの歓かん迎げいの意を表現していることに変わりはない。

「しかし、よく無事だったな。見たところ怪け我がもないみたいだし」

　圭介は呆あきれ顔になりながらも和樹の無事を喜んでいた。

「危なかったけど、純子さんと佐知美さんに助けてもらった」

「げげっ。さっちゃんに助けてもらったのか!?」

　薫は露ろ骨こつな嫌けん悪お感を顔面に貼はりつけた。いまだに佐知美に対して苦手意識があるようだ。

「あとでどんな要求をされることやら……。ご愁しゆう傷しよう様さま」

「イロイロと助けてもらった。感謝しても問題ない」

「お人ひと好よしだねぇ……」

　薫は肩をすくめると和樹から目線を外し、奈都美の席へと目を向けた。

「奈都美のやつ、今日は休みかな？」

「うん。怪我で病院に運ばれたから」

　和樹は秋葉タワーで起きた一連の出来事について問題のない範はん囲いで二人に話した。

「心と体の両方に傷を負ってしまった。退院には時間がかかるかもしれない」

　和樹が告げると、薫と圭介の顔に暗い影かげが差した。だがそれは、ほんの少しの間でしかない。

「けどさ、奈都美への疑いも晴れたし、あとは待つだけじゃん？」

「だな。俺達にできるのは、愛原が帰ってきやすい環かん境きようを作ってやることだ」

「へ～。ちゃんと考えてたんだ。圭介なりに」

「ほっとけ」

　そのありふれた日常の光景を、和樹は目を細めながら眩まぶしげに見つめていた。

（戻ってくることができた。この世界に──）

　事件のすべてが解決したわけではない。だがそれもいずれは解決する日がくるだろう。

　今はただ、狂くるおしいほどの幸せに身を委ゆだねる和樹だった。







「さ～、メシにしようぜ！　メシ！　腹へった、腹っ！」

　午前の授業が終わった途と端たん、圭介は腹をさすりながら近づいてきた。

「大声で言うなよな。恥はずかしいだろっ！」

　薫が非難の声を上げるが、圭介はおかまいなしに笑っている。

「なんだか妙みように機き嫌げんがいいみたいだけど、なにかあった？」

　和樹が問うと、圭介は苦く笑しようしながら口を開いた。

「俺だって機嫌がいい日くらいあるさ。そうだろ？」

　圭介は和樹の肩を叩くと、片目を閉じてみせた。

（なにか吹ふっ切れた感じがする……）

　圭介と都みやこの関係については、まだ言げん及きゆうしてはいない。彼等らがなにを企くわだてようとしているのかは判わからないが、圭介を不調にしていた原因が改善されたと考えることはできそうだ。それについて訊たずねたい衝しよう動どうに駆かられるが、今はそのときではないと和樹は判断した。

「深佳も一いつ緒しよに来るだろ？」

　圭介は机に突つっ伏ぷしたままの深佳に声をかける。

「ボク、ちょっと食欲ないから……」

　今朝の出来事が尾おを引いているのだろう。深佳は抑よく揚ようのない淡たん々たんとした口調でつぶやいた。

「よく判らんけど元気出せって。牛乳くらい飲んどかないとヘバっちまうぞ？」

「うう～っ」

　いかにも面めん倒どうそうな口振りで話す深佳。

「オゴってやるからさ、一緒に行こうぜ」

「……もう、断るほうが面倒くさいよ」

　深佳は嘆たん息そくすると、緩かん慢まんな動作で腰こしを上げた。

「それじゃあ行くとしますかっ！」

　意い気き揚よう々ようと声を張り上げる圭介を先頭に、和樹達は教室をあとにした。







　空中庭園は相変わらずの混雑ぶりだった。

　天気も良く、気候的にも穏おだやかなせいか、外で食事をしようという気運が高まっているのだろう。和樹達はその中心に陣じん取どると、芝しばの上に腰を下ろした。

「けどさ、事件が解決して良かったよ」

　薫は購こう買ばいで購入したパンにかぶりついた。

「一時はどうなるかと思ったぜ。しかも犯人があの連続殺人犯だったってんだから、生きてて良かったとしか言いようがないな」

「そうだね。またみんなと食事ができて僕も嬉うれしい」

　和樹の話に噓うそはない。こうして食事をしていること自体、奇き跡せきと言えなくもないのだ。

「圭介が元気になったのはいいんだけどさ、今度は深佳の調子が悪そうだな」

　薫は口いっぱいにパンを頰ほおばりながら深佳の様子をしげしげと眺ながめる。彼女は圭介に買ってもらった牛乳パックを手にしたまま浮うかない表情をしていた。

「なんかあったのか？」

　圭介の問いには答えず、深佳はうつむいたままだ。受け答えをする以前に、ここにいるのさえ苦痛だと言わんばかりの雰ふん囲い気きである。

「ちょっとイロイロあったんだ」

　深佳の代わりに状況を説明することも可能だが、さすがに出過ぎた真ま似ねであると和樹は判断。だがくしくもそれを説明せざるを得ない事態になってしまう。

　和樹の聴ちよう覚かくが聞き覚えのある音を捕ほ捉そくし、視覚センサーが自然に対象を追いかけていく。

「……遥香？」

　エテコウを膝ひざに載のせた遥香が車くるま椅い子すの車輪を手で回しながら近づいてくるのが見えた。

「いつもここで食事をしていると聞いたものですから」

　遥香は穏やかな笑えみを浮かべながらやってきた。

「遥香って、さっちゃんのとこにあった例のロボット？」

　頷うなずきを返す深佳の目は、遥香へと向きもしなかった。

　ふと周囲の様子に異変を感じた和樹は辺りへと目を向ける。空中庭園にいる生徒の何人かが遥香を興味深げに見つめていた。元々の華はなやかさに加えて車椅子である。なにより学園の生徒ではなかった。注目されるのも無理はない。

「遥香、校舎の中に入ってくるのはちょっと……」

「あ、いけませんでしたか？」

「いや、入ってきたのはしかたがない。なにか言われたりしなかった？」

「名前や年ねん齢れい、住所……あとは電話番号を訊きかれました」

　それがなにを意味するのか理解していないのか、遥香はさらりと言ってのけた。

「ロボットをナンパしてどうしよってんだろ？　バカだよなぁ」

　薫が苦く笑しようする一方で、圭介は遥香に近づいていく。

「しっかし、よくできてるよな～。これ、深佳が作ったんだろ？」

「……うん」

「なんかロボットっていうより人形みたいな感じだな。ぜんぜん機械っぽくないぞ」

　圭介は細部まで確かく認にんするべく遥香に顔を寄せる。

「腕うでとか足にも繫つなぎ目はないし、なんか綺き麗れいな肌はだしてんなぁ」

「この子の肌には最新の素材を使ったから」

　深佳はポツリとつぶやいた。

「しかしホントによくできてんなぁ～」

　圭介はひとしきり褒ほめると、ニヤリと笑みを浮かべる。表情の変化から異変を察知したのか遥香が身を引くが、すぐに背もたれにぶつかってしまった。

「さぁてと、ここはどんな感じかな？　こんにちは～」

　圭介は遥香のスカートに手をかけてめくり上げる。

「や、やだ……やめてくださいっ！」

　反射的に彼女はスカートを押さえつけると、頰を赤らめながら圭介を睨にらみつけた。

「あ、ああ、ゴメン。いや、別にそういうつもりじゃなくて……」

　あまりにも人間らしい反応を示す遥香に、圭介は度ど肝ぎもを抜ぬかれている。

「なにロボットに謝ってんのよ」

「いや、だってさ……」

　困こん惑わくし続ける圭介を、遥香は顔を紅潮させたまま睨み続けている。

「圭介さんて、エッチなんですね！」

「いや、その……。まぁ、なんだ。男だからな」

　圭介は頭を搔かくと話題を変えた。

「と、ところで、なんで車椅子なんかに？」

「それ、ボクのミス」

　深佳は溜ため息と一いつ緒しよに言葉を吐はき出した。

「そんなに落ちこむなよ……。だってよ、すごいぜ。こんなの他ほかに見たことないぞ」

「そうかな……」

「そうだって。いつもの自信はどうしたんだ？　認めろよ、自分の実力をさ」

　圭介の話に噓はない。そしてそれが理解できるのだろう。深佳は少しだけ嬉しそうだ。

「でも、親父おやじがボクの工こう房ぼうを閉へい鎖さするっていうんだ……」

「なんでまたそんなことに？」

「その子がうまく動かなかったから」

「ああ……」

　納なつ得とくする圭介の視線を受け、遥香は表情を曇くもらせる。

（雷蔵さんなら深佳さんの実力が理解できるはずなのに。特別な理由でもあるのだろうか？）

　情報が不足しているため判断できなかったが、遥香の脚きやく部ぶが修理されることで雷蔵の見解も変わってくると考えられた。それは深佳、そして遥香にとっても幸せなことである。

　それから当たり障さわりのない会話が続き、やがて食事も終わりを告げた。薫と深佳、そして圭介はゴミ捨てに向かい、場には和樹と遥香だけが残された。

「私、生まれてきてよかったです」

　空中庭園でくつろぐ生徒達の姿を眩まぶしそうに見つめながら遥香は言った。

「こんな素す晴ばらしい世界に生まれてくることができたんですもの──。私、しあわせです」

「もう、そんなレベルまで感じることができるようになっているんだ」

「和樹さんのデータが、よく収拾されていたんです。だから感じることができるんです」

　遥香は笑みを浮かべる。

「でも、どうして無機頭脳を使って私を修復するつもりになったんですか？」

　その問いに和樹は答えることができなかった。無機頭脳を使う必要性などなかったからだ。

（必要ではないことを実行してしまう理由……）

　それは一つしかない。

（僕は仲間がほしかったのか）

　人間でもロボットでもなく、無機頭脳を備えた本当の意味での仲間である。

「和樹さん？」

　遥香の声で和樹の思考は中断し、慌あわてて現状を把は握あくし始める。

「皆みなさんがお呼びになっていますよ」

　見るとゴミを片づけ終えた薫と深佳、そして圭介の三人が和樹に手を振ふっていた。

「僕は授業に戻もどるけど、遥香は教室には入らないようにね。変に目立つと大変だから」

「解わかりました。おとなしくしていますから安心してください」

　和樹は頷くと、教室へと向かって歩き始める。

（僕が遥香を心配する気持ち──。それは人間が抱いだく気持ちと同じなのだろうか）

　答えは見つからなかった。







　午後の授業は滞とどこおりなく進み、心配していた遥香の件も取り越こし苦労に終わっていた。

　今日は特に約束もないことから久々に部屋でくつろぐことができるだろう。だが以前と異なりＨＩＫＡＲＩへの報告義務もなく、遥香という新たな同居人もできた。いろんな意味での新たな一歩を踏ふみ出すことに軽い興奮さえ覚えるほどだ。

　帰り支じ度たくを調ととのえて教室をあとにした和樹は、遥香の姿を探しながら校門の前へと足を運ぶ。彼女なら一人でも部屋に戻れるだろうが、車くるま椅い子すではなにかと不便だ。可能な限り側そばにいてやるべきだと和樹は考えていた。

　遥香の姿はすぐに見つかった。彼女は校門の側で慎つつましやかにしており、和樹の姿を確かく認にんした途と端たん、小さく頭を下げてくる。

「ここなら確実に会えると思っていました。あまり学内もウロウロできませんし」

　ただでさえ目を惹ひく彼女である。今も下校する生徒の何人かが好こう奇きの眼まな差ざしを送っていた。

「兄さんは、これからお帰りですか？」

「……え？」

　和樹は遥香の話を即そく座ざには理解できなかった。

「兄さん？　兄さんとは？」

「あ、変ですか!?　やっぱり、おかしいですよね。家族でもないのに」

「なんでそんな呼び方をするつもりに？」

「一応、無機頭脳を搭とう載さいしたロボットという意味では兄きよう妹だいという関係になるかしらと……」

　遥香は少し恥はずかしそうにつぶやくと、目線を下へと向けた。

「でも和樹さんは人間として生活してますし、ロボットが人間を兄さんと呼ぶのはおかしいですよね。ごめんなさい。やっぱり和樹さんって呼びます、私──」

　思い詰つめたように話す遥香に、和樹は慌てて首を横に振る。

「いいよ、兄さんで」

　遥香の話は状じよう況きよう的にも適切である。だがそれ以上に、和樹は兄と呼ばれることに価値を見み出いだしていた。

（ようするに僕は兄さんと呼んでほしいのか）

「設定されている僕のプロフィールには兄弟がいないことになっているんだ。妹がほしかったから兄さんと呼ばせている。そういうことにしておけばいい」

　思わぬ提案だったのだろう。遥香は目を瞬しばたたかせたのち、静かに口を開く。

「私、独りぼっちだと思ってたから──。深佳さんは私を修理してくれましたけど、単なるロボットとしてしか思ってくれないし。他ほかの人もたぶん同じ。でも和樹さんなら……私の気持ちも理解できるはずだと。もちろんロボットに家族関係なんかありません。そのことがよく解っているから、せめて呼び方だけでも……」

　遥香は言い終わると、そっと目を伏ふせた。

「僕は……。僕はグローバルイルミネーションを実現するために作られた存在だった。僕の無機頭脳が発達してない段階だったらＨＩＫＡＲＩの命令ならなんでも実行していたと思う」

　和樹にもパーカー男と同じような時期があった。五感を刺し激げきするすべてが単なる対象物でしかなかった時期が。

「グローバルイルミネーションの目的を知らされていれば、僕はパーカー男と同じことをしていたはずだ。それを止める理由がなかったから──。奴やつとの違ちがいはそれだけだったのかも」

　命令者の指示を絶対のものとし、それを完かん遂すいするように行動する。それはロボットの本質であり存在意義そのものだが、和樹はそれを越え、ＨＩＫＡＲＩという鎖くさりを断たち切った。無機頭脳が持つ可能性の一端とはいえ、和樹は自らの意思で可能性を切り開いたのである。だが遥香には最初からそのようなものはない。だから彼女は祝福されるべき存在であり、和樹はそう信じて疑わなかった。

「僕はロボットであることを隠かくさなくてはならない。正体を明かすことで今の生活を失うのは耐たえられそうにないから……。だから遥香には僕にできないことをしてほしい」

　遥香は和樹の目を見つめたまま首を傾かしげる。

「ロボットとして認知され、なおかつ人間のような優やさしさを持つ遥香なら、きっと彼等らの心に訴うつたえかけることができる。そしていつか人間達も理解できる日がくると思う。自分達が作り出したものが、いつの間にか自分達の友達になっていたことを」

「私にできるでしょうか？」

「遥香が遥香らしくあれば、自然に成されるはずだよ」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しのない話だったのだろう。彼女は真顔で考えこんでいる。

「僕は君のことを遥香って呼ぶよ。遥香は僕のことを兄さんと呼んでほしい。これは命令じゃなくて僕のお願いだよ」

「はい、兄さん」

　遥香が向けてくる笑え顔がおの中には、他の女性が見せる微笑ほほえみとは微び妙みように異なるなにかを感じる。それは彼女が同類であり兄妹であることからくる肉親への情なのかもしれない。

　さらなる分ぶん析せきを進めようとしたときだ。

「よぉ、和樹。こんなとこにいたのか。探したぞ」

　背後からの呼びかけに応じて振ふり返ると、そこには圭介の姿があった。

「探してたって、僕を？」

「たいした用事じゃないんだけどな」

　そう言ってはにかむ圭介。

「和樹、みんなをよろしくな」

「え？」

　圭介が言わんとしていることが理解できず、和樹の思考は停止する。

「それだけだよ。じゃあな」

　圭介は片手を挙げてみせると、校門へと向かって歩き出した。

「圭介!?」

　慌てて和樹は圭介を呼び止めるが、彼は立ち止まることなく歩き続ける。そんな彼を待ち受けるかのように校門前に一台の乗用車が停車していた。助手席側のサイドウィンドウが開き、そこから見覚えのある人物が姿を現す。

「遅おそかったわねぇ～。ちゃんと準備はできてるぅ？」

　助手席から圭介に合図を送ってきたのは都である。

「あら、坊ぼうやもいたの。奇き遇ぐうねぇ？」

　都は表情を僅わずかに曇くもらせるが、すぐに傲ごう慢まんさにも似た自信を瞳ひとみに湛たたえた。

　和樹が状況の把握に努めているときだ。その隙すきに乗じて圭介は後部座席へと乗りこんだ。

「じゃあねぇ、坊や」

　都が片目を閉じるのと同時に、車は滑すべるような勢いで動き出す。

「圭介、待って！」

　だが和樹の叫さけびも圭介には届かない。車は彼を残して進み続け、やがてその姿を消した。

　和樹は舌打ちをすると、左右に目を向けてタクシーの姿を探す。だが今日に限って一台も見あたらない。どうすることもできないまま焦しよう燥そう感の虜とりこになっていたときだ。和樹の下もとに一台のスポーツカーが近づいてきた。その深しん紅くのボディは陽光を受けて光り輝かがやき、放たれる排はい気き音おんは腹の底にまで響ひびいてくるほどだ。ポルシェ９１１ＧＴ２──若佳菜の愛車である。ＧＴ２は和樹の側そばで停車するとサイドウィンドウを下ろした。

「あら、和樹君。どうしたの？」

　若佳菜は屈くつ託たくのない笑みを向けてきたが、和樹の様子に気づいたのかその表情を硬かたくした。

「圭介が都さんと……」

　その言葉だけで状況を理解したのだろう。若佳菜の表情は険しくなる。

「乗って。今ならまだ追いつくわ」

　和樹は即座に反応し、助手席側へと移動する。だがすぐに失念していた事こと柄がらを思い出し、校門前へと目を向けた。ごく自然に遥香と視線が交わる。意思の伝達はそれで十分だった。和樹は遥香が頷うなずくのを確かく認にんすると同時にＧＴ２へと乗りこみ、それを確認するや否いなや若佳菜は車を発進させた。

「都ったら、圭介君を巻きこむなんて」

　緊きん張ちようしているのだろう。若佳菜の表情はいつになく硬く、不安や焦あせりが滲にじみ出ている。

「先生。圭介と都さんはいったい!?」

「私が悪いのかもしれない」

　ＧＴ２を軽快に走らせながら若佳菜は自じ嘲ちよう気味に言う。

「私が彼に指針を示してあげられなかったから、都に相談して……」

　その発言で和樹はおおよその状況を理解した。圭介の様子がおかしくなったのは品川事件の真相が明らかになった直後だ。そしてその件について彼は若佳菜に相談している。その際、都と知り合ったのだろう。

　ＧＴ２は焦る二人を乗せて疾しつ駆くしていく。だが出鼻を挫くじくかのように渋じゆう滞たいの列が姿を見せ始めた。信号は青であるにもかかわらず、前方の車は微動だにしない。

「もうっ！　こんなときに！」

　若佳菜はステアリングを拳こぶしで小こ突づいたあと、ＧＴ２をバックさせようとする。だが既すでにＧＴ２の後ろにも車の列ができており、身動きが取れなくなっていた。

「おかしいわ」

　前方を睨にらみつけながら若佳菜がつぶやく。

「信号が変わらない。さっきからずっと青のまま」

　若佳菜の言うとおり、先ほどから信号は一度も変わっていなかった。

「交通システムの故障!?　まったく、なにやってるのかしら」

「僕、ちょっと見てきます」

　助手席のドアを開けて車道へと出た途と端たん、和樹は前方から歩いてくる人物に気がついた。

「都さん!?」

　彼女は散歩でもしているかのような気楽さで車道を歩いてくると、和樹の前に立った。

「話があるわ」

「都！」

　運転席の若佳菜が悲鳴にも似た声を上げる。

「あなた、ここは車道……」

「心配してくれるんですかぁ？　でもご心配なく。この渋滞を作ったの、私だもん」

　都はとんでもないことをさらりと口にした。

「面おも白しろいわぁ。コンピュータに侵しん入にゆうして、ちょっとデータを書き換かえただけなのにねぇ。全部の信号が青になると、こんなふうになるんだぁ」

　都は実験でも楽しむかのような口調で言った。

「こんなことまでして、いったいなにを!?」

　若佳菜は嚙かみつきそうな勢いで吠ほえた。

「明日ね、やるの。とても大事なことを」

「大事なこと？」

　和樹と若佳菜は声を重ねる。

「グローバルイルミネーションって計画、知ってる？」

　若佳菜は首を傾かしげていたが、和樹は内心の動どう揺ようを悟さとられまいとするのに必死だった。

（なぜ都さんがグローバルイルミネーションのことを!?）

　グローバルイルミネーションについて知っている人間は純子と佐知美だけである。だが二人が情報を漏ろう洩えいするとは思えなかった。

「政府の計画なんだけどね。内容が国民には刺し激げき的すぎて極ごく秘ひなんだってぇ」

（政府の計画？　それがグローバルイルミネーション!?　偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだろうか……）

「その極秘プロジェクト、神かん田だ川がわっていう強ごう欲よく男が牛ぎゆう耳じっててね、やりたい放題らしいのね」

（ここでも神田川の名前が……。神田川はグローバルイルミネーションにも関かん与よしている!?）

　政府のグローバルイルミネーションがなにを目的としているのかは解わからなかったが、よからぬ事態が起きることだけは容易に想像がついた。

「都、あなたがなにをしたいのかは解らない。でも、圭介君を巻きこむのだけは……」

「巻きこむ？　利害が一致しただけだと思うけど」

　都はサラリと受け流し、さらに続ける。

「先せん輩ぱい？　グローバルイルミネーションには久我山雷蔵と久我山栞しおりも参加しているのよ？」

「え!?」

　若佳菜は目を見開いた。

「久我山栞は、その犠ぎ牲せい者しや。ある研究で主任をやってたみたいだけど、詳くわしいことは判らない。ただ非人道的な行こう為いも行われていたみたいだから、ろくなことじゃないわね、きっと」

　嘲あざけるように語る都の姿を、若佳菜は食い入るように見つめている。

「先輩……。そんな計画なんか私が潰つぶしてあげる。くだらない計画を立てて、くだらない研究をして、先輩のお母様に酷ひどいことをして──。先輩を苦しめた政府なんか私が潰してあげる」

　都は口にした内容とは異なり、穏おだやかな調子で言った。

「成功したら私を祝福してね」

　都は身を翻ひるがえして走り出した。

「都さんっ！」

　和樹は慌あわてて呼び止めるが、都はその声を振ふり切るかのように走り去っていく。

　彼女を追いかけようとしたそのときだ。都によって狂くるわされていた信号機が復旧し、車が流れ始めた。和樹は慌ててＧＴ２へ飛び乗る。

「グローバルイルミネーション？　それにお父さんとお母さんが……!?」

　頭はそのことでいっぱいなのだろう。若佳菜は車の運転をしてはいたが、心ここにあらずという雰ふん囲い気きである。だがそれは和樹も同じだ。グローバルイルミネーションという言葉を再び耳にするとは思いもしなかったからである。

　都の追つい跡せきを断念したのか、若佳菜は速度を落としてＧＴ２を流していく。和樹はなにも言わずに彼女に従っていた。思考を整理するためにも、そのほうが都合が良かったのである。







　ＧＴ２は法定速度を遵じゆん守しゆしたまま街中を駆かけ抜ぬけていく。その性能を考えると牙きばを抜かれた猛もう獣じゆうのようなおとなしさだったが、ドライバーの精神状態を考えると妥だ当とうな速度だ。

　若佳菜は無言のままＧＴ２を操あやつり続ける。和樹もまた前方を凝ぎよう視ししたまま黙もくしていた。

　走り始めて三十分ほど経過したときだ。初めて彼女の視線が前方以外へと向いた。そちらへと目をやると、対向車線を走っていた一台の車が猛もうスピードでＧＴ２の脇わきを通り抜けていく。

「あの車は……父さん？」

　そのつぶやきが終わるころ、対向車線を走っていた車は視界から消え失うせていた。

　若佳菜はハンドルを切って対向車線へと移ると、アクセルを力強く踏ふみこんだ。本来の力を取り戻もどしたＧＴ２は爆ばく発はつ的な加速力を発揮し、獲え物ものを猛もう追ついし始める。

　若佳菜は獰どう猛もうなマシンを巧たくみなテクニックで制せい御ぎよしつつ、取り出した携けい帯たい端たん末まつを操作する。

「出ないってことは……。直接、話を聞いてみるしかないわよね？」

　ハンズフリー機能を使えば運転中でも無理なく通話が可能である。あえて電話に応じない理由があるのか、それとも──。

　ＧＴ２が雷蔵の車に追いつくのに時間はかからなかった。だが若佳菜は追い越こすことはせず、適度な車間距きよ離りを保ったまま追走していく。目的地を見定めるつもりなのだろう。

　やがて先行する雷蔵の車は速度を緩ゆるめ、区内にある総合病院の駐ちゆう車しや場じようへと進んでいった。

　若佳菜は病院の入り口で車を止め、首を傾げる。

「具合でも悪いのかしら？」

　若佳菜は口にするが、本心ではないらしく表情は険しい。

「とにかく、ちょっと追いかけてみましょう。訊ききたいこともあるし」

　彼女はＧＴ２を駐車場へと進めた。







　病院内は閑かん散さんとしていた。ロビーは患かん者じやがポツリポツリと点在するだけであり、妙みように物悲しい空気が流れている。忙せわしなく動き回っている看護士の姿もなく、聞こえてくるのは和樹と若佳菜が立てる足音だけだ。真夜中の病びよう棟とうにでも足を運んだかのような印象である。

　一歩先行く若佳菜はロビーの中なか程ほどで立ち止まると辺りを見み渡わたした。

「あっ」

　小さく叫さけぶ若佳菜の視線を追いかけると、そこには雷蔵の姿があった。彼は若佳菜の存在に気づいた様子もなく、廊ろう下かを黙もく々もくと歩いていく。和樹と若佳菜はアイコンタクトを取り、足音を殺しつつ雷蔵のあとを追う。彼は無機的な雰囲気が漂ただよう清潔な廊下を黙々と歩き、やがてその突つき当たりに位置する一室へと入室した。集中Ｉ治Ｃ療室Ｕである。

「ＩＣＵ？　なんで、こんなところに？」

　若佳菜の疑問は膨ふくらむ一方のようで、表情はいよいよ険しくなっていく。

「どうします？　ここ、関係者以外は立ち入り禁止ですけど」

　ドアにもそのような注意書きがされており、入り口には看護士が門番よろしく詰つめている。

「どうするって、ここまできて引き返せないでしょう？」

「でも……」

「大だい丈じよう夫ぶ。私も関係者よ？」

　若佳菜は堂々とした足取りで廊下を歩き、それに和樹も続く。そんな二人の姿に気づいたのだろう。看護士は立ち上がり、若佳菜の下もとへと歩み寄ってきた。

「久我山雷蔵の娘むすめの若佳菜です。こっちは弟の和樹」

　若佳菜は真顔で噓うそをついた。だが管理態勢が杜ず撰さんなのだろう。看護士は彼女の話を鵜う吞のみにして奥へ進む許可を出した。和樹と若佳菜は頷うなずき合うとドアを抜け、奥の通路へと進んでいく。何重ものエアーカーテンを抜け、滅めつ菌きんライトで体を照らされた先にその病室はあった。

　集中治療室は微かすかに聞こえる電子音を除けば静かなものだった。横一列にズラリと並んだ治療用のベッドは未使用であり、唯ゆい一いつ、一番奥まったところにあるベッドだけが稼か働どうしている。そしてそこに雷蔵はいた。彼は和樹達に背を向ける形で腰こしを下ろしている。

　若佳菜は足音を消しながら歩き始め、和樹もそれに続く。雷蔵は意識を患者へと集中させているのか近づく二人には気づいていない。

　手を伸のばせば触ふれられるほどの距離まできたときだ。若佳菜はおもむろに口を開いた。

「父さん！」

　予期せぬ出来事だったのだろう。雷蔵はその場で飛び跳はね、そして振ふり返った。

「なっ……。若佳菜!?」

　雷蔵が目を見開いて驚く中、若佳菜の視線はベッドで眠ねむる患者へと向けられていた。

　その瞬しゆん間かんである。今度は若佳菜が目を剝むいた。

「……母さん!?」

　予期せぬ状じよう況きように心がついていかないのか、若佳菜は頰ほおを強こわ張ばらせ、体を小刻みに震ふるわせる。

（若佳菜先生の母親は確か亡なくなっているはず）

　状況が理解できず、和樹もまた混乱していた。

「なんなのっ!?」

　若佳菜は叫ぶとベッドへと駆け寄った。そしてベッドで横たわる人物を覗のぞきこむ。

　彼女の目が正しければ、そこに横たわっているのは久我山栞ということになる。だがベッドで眠っている女性は二十代後半にしか見えない。肌はだも髪かみも艶つややかで、シミやシワなど見あたらない。実じつ年ねん齢れいは四十歳を超こえているはずだが、どこかで時を止めたかのような印象すらあった。

「どうして母さんが……。死んだはずなのに……。なんでここにいるの!?」

　若佳菜は軽いパニック状態を示していた。

「静かにしろ。栞の──母さんの前だ」

「じゃあ、やっぱり母さん!?」

　若佳菜の問いには答えず、雷蔵はゆっくりと腰を上げた。

「外に出るんだ」

　静かだが迫はく力りよくのある声で雷蔵は告げた。

「出ろって、そんな……」

　食い下がる若佳菜に対し、雷蔵は睨にらみをきかせる。

「ワシは同じことを繰くり返すのが嫌きらいだ」

　恫どう喝かつにも似たその発言に屈くつしたのか、それとも栞への配はい慮りよか──。若佳菜は唇くちびるを嚙かみしめると雷蔵に背を向けて歩き出した。

「君もだ」

　和樹は雷蔵に頷きを返すと、若佳菜に続いて集中治療室をあとにした。







「ここには栞などいない」

　ＩＣＵを出た途と端たん、雷蔵は重々しい口調で告げた。

「おまえ達はなにも見ていないし、なにも聞いてはいない。なぜなら栞は何年も前に死んでいる。死人が入院するわけないからだ」

　有う無むを言わせぬ強い口調で雷蔵は続ける。

「おまえ達が見たのは悪い夢だ。夢を真に受けるほど愚おろかでもあるまい？」

「そんな……。そんな言い草はないでしょう？」

　若佳菜は当然の権利とばかりに反論する。

「母さんがいないことで私と深佳がどれだけ苦労したか……」

「ワシはこれ以上、この話題に触れるつもりはない。出て行けっ！」

　雷蔵は出口を指差すが、若佳菜も簡単には引き下がらない。

　双そう方ほうとも譲ゆずる気配はなかったが、先に折れたのは若佳菜だった。

「……解わかりました」

　表情を見る限り納なつ得とくなどしてはいなかったが、粘ねばったところでなにも得られないと判断したのだろう。若佳菜はよろめくような足取りで歩き出した。

「他人の家の事情に口を挟はさむのは非常識だ。それくらいは理解できるな？」

　雷蔵は和樹に向かって告げると、顎あごで先を行く若佳菜を指し示した。

　和樹は彼に軽く頭を下げると、若佳菜を追って歩き出す。

「おかしな噂うわさを立てないようにな」

　雷蔵の声が背後から追いかけてきた。







　病院を出るころには日も落ちかけており、世界は燃えるような茜あかね色いろに染め上げられていた。

　和樹と若佳菜は無言のまま駐ちゆう車しや場じようへと足を運び、陽光を浴びて映はえるＧＴ２の下もとへと向かう。

「……送るわ。乗って」

　日の光を受けてもなお若佳菜の顔は青白く、言葉には力がない。思い詰めているのは明らかだったが今の彼女にかける言葉などなかった。

　和樹は助手席に乗りこみ、続いて若佳菜が運転席に着席する。

　ＧＴ２は若佳菜の迷いを振ふり切るかのような勢いで走り始め、街中を疾しつ駆くしていく。

　彼女は口をきつくつぐんだまま前を見み据すえ、運転に全神経を集中している。その姿は声をかけられることを拒こばんでいるかのようだった。

（今はそっとしておくしかないだろう）

　和樹の口からは、ごく自然に溜ため息が漏もれた。

　ＧＴ２は加速を続ける。若佳菜は追い越こし車線を利用して次々と車を抜ぬき去り、爆ばく音おんを轟とどろかせながら車を疾走させていく。警察に見つかりでもしたら一発で免めん停ていを食くらいそうな速度だ。

　だがその無茶な運転のおかげでＧＴ２は瞬またたく間に和樹の自宅マンションへと到とう着ちやくしていた。

「ごめんなさいね。嫌いやな思いをさせて」

　運転することで気分転てん換かんになったのだろう。若佳菜の顔には血の気が戻もどりつつあった。

「いえ、気にしてませんから」

　和樹は告げると、礼を言ってから車を降りる。

「じゃあ、私はこれで失礼するわね」

　運転席側のサイドウィンドウを下ろすと、若佳菜は笑えみを浮うかべてからＧＴ２を走らせる。

　いつの間にか、辺りはとっぷりと日が暮れていた。
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　ＧＴ２が走り去ったあとも和樹はその場で立ちつくしていた。

　予期せぬ出来事が立て続けに起きたせいか頭が酷ひどく混乱している。圭介のこと、都のこと、久我山家のこと、そして再び和樹の前に現出したグローバルイルミネーション──。それがなにを意味するかを考えただけで陰いん鬱うつな気持ちになってくる。

　和樹は深い溜め息をつくと頭を振った。出口の見えない迷宮を彷徨さまよっていてもしかたがない。時が何らかの解決策を導き出すこともある。今はそれに期待するより他ほかなかった。

　和樹は力ずくで自分を納なつ得とくさせると、自室へと向かって歩き始める。グローバルイルミネーションの件は気になったが遥香のことも心配だった。既すでに和樹と同程度かそれ以上の知識、そして感情の豊かさを見せた彼女である。心配など取り越し苦労に終わるだろうが、覚かく醒せいしてから一日も経たってない。知識だけでは乗り切れない事態が発生することを和樹は経験上よく知っていた。そして気になり始めると、いてもたってもいられなくなってくる。気がつけば小走りで部屋の前へと向かっていた。

　錠じようを外してドアを開けたときである。聴ちよう覚かくシステムを激しく刺し激げきするほどのけたたましい笑い声が室内から押し寄せてきた。あまりにも強い刺激に機能の一部が損そこなわれたのか、軽い眩めま暈いさえ覚えたほどだ。それが女性の爆ばく笑しようであることは即そく座ざに理解できたが、なにゆえ自分の部屋から漏れてきたのかが理解できなかった。

　和樹が機能不全に陥おちいって呆ぼう然ぜんとしていると、部屋の奥から車くるま椅い子すに乗った遥香が姿を現す。

「兄さん、おかえりなさい」

　遥香は何事もなかったかのような涼すずしげな顔で和樹を出で迎むかえた。

「……今の、なに!?」

「兄さんのお知り合いが二人、来られていますよ」

「知り合い？」

　ふと足あし下もとへと目を向けると、見慣れぬ靴くつが二足並んでいた。留守の間に来客があったようだ。

　首を傾かしげる和樹の嗅きゆう覚かくが強い臭しゆう気きの成分を検出した。反射的に手で覆おおう。その成分を分ぶん析せきした結果、アルコールであると判明した。

　顔をしかめながら廊ろう下かへと上がりこんだときだ。

「あ～ら、いらっしゃ～い！」

　ウィスキーのボトルを手にした佐知美が顔を出した。

「おかえりなさい、でしょう？　あなたの家じゃないんだから」

　純子が手にしているのは日本酒のようだ。

　怯ひるみながらも部屋の中へと足を踏ふみ入れた和樹は、そこが宴えん会かい場じようと化していることに気づいた。床ゆかには空きビンや空き缶かんが転がり、つまみのカスやら袋ふくろが散乱している。いつから飲んでいるのかは判わからないが、佐知美は完全にできあがっていた。純子は彼女に付き合う形で飲んでいるのだろうが顔にはまるで出ていない。

「和樹く～ん、おつまみ～、おつまみ用意して～」

　ろれつの回らない声で佐知美が叫さけぶ。

「冷蔵庫の中、空だったでしょう？　それに他人の家の冷蔵庫を漁あさるなんて窃せつ盗とうよ？」

「あら～？　じゃあこれは不法侵しん入にゆうに当たらないわけ？」

　佐知美は純子へと詰つめ寄る。

「住人の許可は取ってあるもの」

「遥香ちゃんは和樹君と違ちがって正しよう真しん正しよう銘めいのロボット扱あつかいよ～？」

「細かいことをグダグダ言うなっ！　逮たい捕ほするわよ!?」

　純子は目を細めると、手て錠じようをちらつかせて佐知美を牽けん制せいする。

「ああん、国家権力ってステキー！　パワフル～！」

　佐知美は手錠に怯おびえもせず、手を叩たたきながら大喜びしている。アルコールで頭のネジが二、三本、どこかへ飛んでしまったらしい。

「ところで、なぜ二人一いつ緒しよに？」

　和樹が疑問を口にすると、純子と佐知美はそろって溜め息をつく。

「イロイロあってね……。別に一緒に行動してたわけじゃないのよ？　たまたま部屋の前でバッタリとね。酒を持ってきたのも彼女なのよ？」

「あら～、なぁに子供に言い訳してんのよ～。あんた非番でしょ？　もっとガンガン飲む！」

　佐知美が唇くちびるを尖とがらせる。

「私は非番でも酔よい潰つぶれたりしないのよ？　あなたと違ってね」

　純子は鼻を鳴らすと、コップに注つがれた液体を呷あおった。

「ふんだ。私は外勤から内勤になったりしないもんね～」

「そういうあなたは地方行きじゃなくて？」

　純子の話に佐知美の頰ほおがピクリと痙けい攣れんする。

「……そーなのよぅ。ねえ、和樹君。聞いてくれる？　聞いてくれる？」

　佐知美は突とつ然ぜん、泣き顔になると、和樹へとにじり寄ってくる。

「よし、お姉さんの話に付き合ってくれるあなたは男前～！」

　佐知美の体が、そして顔が徐じよ々じよに近づいてくる。嫌いやな予感がした。

「神田川って代議士がいるじゃない。例の悪徳代議士！　悪事だっていっぱい働いてるのに警察は動かないし、こうなったら私が暴あばくしかないじゃない？」

　和樹は佐知美に頭をつかまれ、強制的に首を縦に振ふらされる。

「私、これでもがんばったのよ!?　公文書の矛む盾じゆんも衝ついたし、グローバルイルミネーションのことだって追つい及きゆうしたもの～。それなのにそれなのに、ああそれなのに……」

　泣きながら擦すり寄ってくる佐知美の体を引き剝はがしながら、和樹は眉み間けんに皺しわを寄せる。

（またグローバルイルミネーションが……）

「そして、すべては空むなしかった……」

　純子は酒を呷った。

「一いつ生しよう懸けん命めい、しゃべったのに～。一言のコメントも聞けないなんて～！」

　佐知美は天を仰あおぐ。

「それでさ、それでさ、神田川に無視されてさ、ガッカリしながらデスクに戻もどったわけよ。そしたらさ『仕事以外のことをやるやつはいらん！』とか言われてさ……」

「当然の反応じゃない？」

　純子はさらりと流すと、新たなカップ酒に手を付け始める。

「それにしたって地方に飛ばさなくたっていいじゃないよ～。ううう。レポーターは東京で活かつ躍やくしてこそ花なのに～！」

「私だって外勤から内勤に異動よ！」

　佐知美の泣き言を遮さえぎるかのような裂れつ帛ぱくが純子の口から迸ほとばしる。

「え？　でもそれは栄転なんじゃないですか？」

　和樹が問うと、純子はアルコール混じりの溜ため息を吐はきながら静かに首を横に振る。

「違うわ。これは妨ぼう害がいだと思う」

　真顔でつぶやく純子。

「グローバルイルミネーション、か……」

　純子はコップを目の前まで持っていくと、その中で揺ゆれるアルコールを見つめる。

（純子さんは、なにかをつかんでいるのだろうか？）

　だとしても純子が軽々しくそれを口にすることはないだろう。

「それはそうと、この子、やっぱり可愛かわいいわぁ。うん」

　佐知美は遥香へと目を向け、うっとりするかのような表情を浮うかべる。

「そうですか？　恥はずかしいです……」

　遥香は頰を染めながらうつむいた。

「ね、いいでしょ？　可愛いわぁ」

「どこぞの擦れたレポーターと違って純じゆん粋すいさがあるわね」

「んだと、こらぁ～」

　目くじらを立てる佐知美に純子は不敵な笑えみを浮かべる。

「あら、留置場でレポーターでもしたいのかしら？」

「まぁまぁ、お二人とも……」

　遥香は睨にらみ合いを始める純子と佐知美の間に割って入った。

　佐知美が酔っているのは誰だれの目にも明らかだったが、平然と飲み続けている純子も実は怪あやしい。泥でい酔すいしても不思議ではないだけのアルコールが消費されていた。

「お二方、さっきからこの調子なんです」

　遥香は困ってはいたが、嫌がっている様子はない。困こん惑わくしながらも状じよう況きようを楽しんでいるようだ。和樹は和樹で困っていたが、やはり迷惑だとは感じていなかった。

　和樹と遥香は視線を絡からめると、どちらからともなく苦く笑しようする。

「どうしたのかなぁ？　なにか悩なやみ事!?」

　ふと気がつくと、佐知美の顔が間近にあった。

「お姉さんに教えなさいよ」

「な、なにをです!?」

「恋こいの悩みに決まってるじゃないの～。お姉さんが相談に乗ってあげよう！」

　佐知美は、さらに詰め寄ってくる。

「昨日のあれ、見てたんだからぁ～。けっこう、いい雰ふん囲い気きだったじゃない？　お二人さん」

　佐知美の言葉に、和樹と純子の頰がピクリと動く。

「でも途と中ちゆうで乱入してきたあの子……奈都美ちゃんだっけ？　なんか三角関係って感じ？」

「佐知美さん、なんでそのことを!?」

「だって～、見てたから～」

　物もの陰かげから様子をうかがう佐知美と撮さつ影えいスタッフの姿が脳のう裏りに浮かび上がってくる。

「見てたなら、あのとき手助けの一つもあってよかったような気が!?」

「冗じよう談だんでしょ～？　あれに割って入るくらいなら戦場で報道やってたほうがマシよ～」

　ゲラゲラと腹を抱かかえながら笑う佐知美に和樹は肩かたを落とした。

「で？」

　純子が冷めた声でつぶやく。

「へ？」

　不ふ穏おんな空気を察知したのだろう、佐知美が身構える。

「どこから見ていたのか知らないけど──。余計なモノは撮とってないでしょうね？」

　純子は鋭するどい眼光を佐知美へと向けていた。

「あなたとは、あとでゆっくりと話し合う必要がありそうね」

　本気とも冗談とも取れるような口くち振ぶりで純子は言った。

「あははは……は」

　佐知美は乾かわいた笑い声を発した。

「ところで和樹君てさ、生まれてからまだそんなに経たってないんでしょ～？」

「三週間くらいだと思います」

「ふぅん。じゃあ、まだまだ経験不足なわけだ」

　佐知美は和樹の姿を上から下まで眺ながめ回す。

「ん～、と言うことはぁ、もっと経験を積んだら自然な恋れん愛あいもできるようになるわけか」

　なぜか佐知美は何度も頷うなずきながら和樹へと体を寄せていく。

「佐知美さん!?」

「じゃあ経験値の少ない和樹君のためにぃ、お姉さんが恋の手ほどきを～」

　そう言いながら、佐知美は和樹の服のボタンを外し始めた。

「……どうして僕の服を!?」

　などと質問している間にも佐知美は手て際ぎわよく和樹の衣服をはぎ取り、あっという間に和樹は上半身を裸はだかにされてしまう。

「次はズボンだ～！　おーっ！」

「やめてください！　なにするんですかっ！」

「身体検査」

　ニヤリと笑う佐知美の姿に和樹は後あと退じさろうとするも、既すでに背は壁かべを感じている。退路はない。

「ロボットって言われてもさ、お姉さんにはわからないわけ。だからちょっと見せて」

　すでに佐知美はベルトに手をかけている。

「ふふ～ん。ここもちゃんとロボットしてるのかなぁ～？」

「わわわ。そんなとこ……」

　和樹はズボンを押さえつけながら必死の抵てい抗こうを試みる。

「純子さん！　なんとか言ってくださいっ！」

　だが頼たのみの綱つなであるはずの純子の反応は鈍にぶい。彼女は明らかに酔よっていた。

「えっと……。手を挙げろ、逮たい捕ほする！　……じゃなくて、セクハラは犯罪よ!?　うんうん」

　自分が出した回答に満足したらしく、純子は何度も頷いていた。もちろんそれで和樹が救われたわけではない。

「ロボットだから人権なんかないもんね～」

　佐知美はズボンからベルトを抜ぬき取って勝ち誇ほこる。

「佐知美さん、昨日は僕の人権を守ってくれるって……」

「それはそれ、これはこれよぉ～」

　そう宣言すると、彼女は和樹へと襲おそいかかってきた。

「遥香……。頭痛い、気持ち悪い、吐きそう、水……」

　一方、純子は口元を手で押さえつけながら前まえ屈かがみになると顔を青くしている。

「えっと、吐かれるならトイレでお願いできますか？」

　遥香の勧すすめで純子はリビングから出て行くが、どうにも足あし下もとがおぼつかない。

（純子さん、大だい丈じよう夫ぶかな……）

　などと他人の心配をしたときである。一いつ瞬しゆんの気の緩ゆるみから、ズボンを足下まで一気にずり下ろされてしまう。

「わぁぁぁぁぁぁっ！」

　あられもない悲鳴を上げる和樹の前を車くるま椅い子すの遥香が通りすぎていく。

「えっと……。純子さんの介かい抱ほうが終わるまで待っていてくださいね」

　待っている間にどうにかなってしまいそうだが、つっこめるような状況ではない。

　和樹は残された布きれを死守するべく必死の抵抗を試みる。だがそれにも佐知美の魔まの手は容よう赦しやなく襲いかかり──。だが唐とう突とつに佐知美の手が緩んだ。続いて彼女は体を和樹へと預けてくる。見ると彼女は気を失っており、軽い寝ね息いきを立てていた。

（やれやれ。助かった……）
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　胸をなで下ろしたところで純子の介抱をしていた遥香が戻もどってくる。

「純子さん、トイレで吐はいたあと廊ろう下かで寝ちゃいました」

　苦く笑しようする遥香。

「二人とも泊とまっていく気かな？」

「そうでしょうね」

　和樹は溜ため息をつくと、床ゆかに放ほうり投げられた衣服へと手を伸のばした。







　和樹は飲んだくれた挙げ句にひっくり返った純子と佐知美を床に敷しいた布ふ団とんに預けた。その後、床に散乱している一いつ升しよう瓶びんやウイスキーのボトル、空き缶かん、おつまみの残ざん骸がいを回収していく。

　余計な手間ではあったが不思議と嫌いやな感じはしない。人間らしい生活の一いつ端たんに触ふれたような気がしたからだ。

　一通り部屋を片づけ終えた和樹は、溜め息をつきながらベッドの端はしに腰こしを下ろした。

「面おも白しろい方達ですね」

「うん。遥香は迷めい惑わくじゃなかった？」

「兄さんは嫌だったのですか!?」

　和樹は首を横に振ふってみせる。

「私、楽しいです」

　動かない足をさすりながら遥香は微笑ほほえんだ。

「それにしても……。なにをしに来たんだろう？」

　和樹は寝息ともイビキとも取れる音を発しながら眠ねむり続ける二人へと目を向けた。

「兄さんの様子を見に来たんだと思いますよ」

「僕がロボットだからかな？」

　それ以外、特に理由は見つからない。

「……私達は大きな存在と闘たたかっている」

　突然、熟じゆく睡すいしていたはずの純子がつぶやいた。

　驚おどろいてそちらへと顔を向けると、彼女は睨にらみつけるような感じで天てん井じようを凝ぎよう視ししている。やや青ざめた顔をしていたが、それでも意識はしっかりしているようだ。寝言ではない。

「仲間であっても信用できないような状じよう況きようで、いつも闘ってる」

「…………」

「和樹君。君は人間じゃないわ。誰だれの味方でもなく、どこにも属さない、つまり究極の自由を持っているのよ。そして私達が渇かつ望ぼうしてやまない希望を持ってる」

「そうかな？」

「グローバルイルミネーション。今回の事件の鍵かぎ──。それに政治家が関かかわっている可能性がある。まだ可能性の段階だけど……」

「神田川ですか？」

「彼は政界の黒幕とも言える大きな存在。私達なんかひとたまりもない。人であるが故ゆえに──。でも和樹君なら、もしかすると……」

　人としてのしがらみを持たない和樹は神田川の影えい響きようなど皆かい無むに等しい。

（でも今の僕に、いったいなにができるというのだろう？）

　ＨＩＫＡＲＩという後ろ盾だてを失った今、和樹はあまりにも無力だった。

「ごめんね。ただの学生だったっけ」

　純子は苦笑する。

「酔っぱらいの寝言だから……気にしないで」

　純子は再び瞼まぶたを閉じ、ほどなく寝息を立て始める。

　そんな彼女の寝顔を見つめながら、和樹は改めて思う。

（佐知美さんは僕の体からロボットらしさを探し出そうとしていたけど、そんなものはない）

　人前で衣服を脱ぬぐ可能性も考こう慮りよに入れられている和樹である。ロボットとして特定されるものなど取り付けられているわけもなかった。

　その考えに至ったところで、ふと疑問が芽め吹ぶく。

（つまりメンテナンスフリーということか？）

　だが、すぐにその答えを否定する。複雑な機構を持つロボットだからこそ各部は破損しやすく、物理的損そん耗もうが起こる可能性があった。自己修復する有機的な素材でもない限り交こう換かんは避さけられない。ようするに和樹もいつかは壊こわれる運命にあるということだ。

（ＨＩＫＡＲＩは永久に活動することを前提に僕を作ったのだろうか？）

　もちろん、そのようなことは考えていないだろう。短期間で目的を果たすことを念頭に置いていたはずである。

（僕の稼か働どう時間は想像以上に短いのかもしれない）

　ふと気になって記き憶おく容量を確かく認にんすると、起動してから三十日分しかないことに気がついた。

「なんだって!?」

　思わず和樹は叫さけんでいた。

（三十日分の容量しかないのか!?）

　慌あわてて仕様を確認する。情報の価値と優先度によって可変的に圧縮させることで、重要な情報は劣れつ化かすることなく保持できる。過去になるほど大きく圧縮されるが、理論上、半永久的に無機知能は動作し続けることができるようだ。これは無機頭脳という限られた容量制限を考慮した仕様でありＨＩＫＡＲＩとの決定的な違ちがいである。記憶が劣化していくことでどうなるかは未知数だが、和樹の価値観が記憶を作っていくことになるのだろう。

　そうこうしている間にも情報は最適化され、不要な情報は圧縮されて抽ちゆう象しよう化かしていく。さすがのＨＩＫＡＲＩも物理的な限界は超こえられなかったのである。

（もし大きな損傷を被こうむり、体のどこかが破損した場合……。僕はどうなるんだろう？）

「兄さん？」

　物思いに耽ふける和樹の顔を、遥香が不安げな表情で覗のぞきこんでくる。

「……なんでもない」

　和樹はそう口にするが、彼女が納なつ得とくしてないのはその表情で判わかる。

「大丈夫。大丈夫だから……」

　半分は自分に言い聞かせるための言葉だった。

（いつか僕は壊れる）

　それは人間の死に該がい当とうする。

（僕は、いつまでみんなといられるだろうか──）







　純子の目覚めは酷ひどいものだった。胃の中の内容物が逆流してきそうなほど胸がむかつき、頭は脈打つように痛む。考えるまでもなく二日ふつか酔よいの諸しよ症しよう状じようが体に現れていた。

　今さら後こう悔かいしても始まらなかったが悩なやんでいてもしかたがない。それに駄だ目めな大人の見本を和樹や遥香の前で晒さらすわけにもいかなかった。彼等は純じゆん粋すいである。自分が醜しゆう態たいを披ひ露ろうすることで人間全体がそのように思われてしまう可能性があった。

（今さらって感じがしなくもないけど）

　頭を搔かきながら苦く笑しようする純子の隣となりでは、派手な寝ね癖ぐせをつけた佐知美が高いびきで眠っていた。どうやら彼女は女としての誇ほこりをどこかへ忘れてきたらしい。その姿を眺ながめていると自分がいかに気を遣つかおうとも無駄でしかないような気になってくる。腹立たしさを感じた純子は佐知美の頭を軽く小こ突づいた。

「いた～い……」

　佐知美は油ぎれを起こしたロボットさながらの緩かん慢まんさで上半身を起こすと、頭をさする。

「う～ん、誰かに頭を殴なぐられた夢を見たような？」

「気のせいよ」

　小首を傾かしげる佐知美に対し、純子は素知らぬ顔で言った。

「でも不自然なコブがあるような、ないような……」

　佐知美は額の辺りを手でさすりながら、しきりに首を傾げている。その姿に苦笑しながら純子は立ち上がった。酷い体調で顔が歪ゆがみそうになるが精神力でカバーする。もっと苦しい現実が目の前に立ち塞ふさがっているのだ。肉体的な苦痛など些さ末まつな問題にすぎない。

「さぁ、行くわよ」

　純子は放ほうっておくと眠ってしまいそうになる佐知美を蹴けり起こすと、ゆっくりしていけばいいのにと提案する和樹と遥香の申し出を断って部屋をあとにする。

「ああぁん。もうちょっと惰だ眠みんを貪むさぼりたかったのに～」

「私達にそんな余よ裕ゆうはないと思うけど？」

　純子の言葉に佐知美は顔を引きつらせる。

「あなた、いつ東京を離はなれるんだっけ？」

「あの～。左さ遷せんを前提に話さないでほしいんだけど……」

　佐知美は恨うらめしそうな目で純子を睨みながらも、近日中に辞令を受けることになることを告げた。それは純子も同じである。内勤になってしまえば行動に極きよく端たんな制限がかかってしまう。その前に片をつける必要があった。

　それぞれ思うところがあるのだろう。純子と佐知美は無言のまま道路を歩き続けていく。

「これから出社するんでしょう？　送るわよ」

　純子の提案に佐知美は訝いぶかしむような表情を浮うかべた。

「まさか、また留置場に……」

「ご希望なら放りこんであげてもいいけど、私も暇ひまじゃないの」

　純子は立ち止まると、佐知美のほうへと向き直った。

「このまま黙だまって辞令を受けるわけにはいかない。そうでしょう？」

「つまり？」

「共きよう闘とうしないかってことよ」

　それは純子にとっていささか不本意ではあったが、今は四の五の言っている状じよう況きようではない。立場こそ水と油のように混じり合わない関係ではあるが、幸い敵は同じだった。利用し、利用され──。結果的に敵を倒たおせれば、それはそれで本ほん懐かいなのである。

「ふぅん……」

　佐知美は意外そうな表情を浮かべると、純子の顔をしげしげと眺める。

「ただのお堅かたい役人さんかと思ったけど、案外、柔やわらかいところもあるんだ」

　そう言って佐知美は自分の頭を指差した。

「無駄口はいらないわ。イエスかノーでお願い」

「そりゃもちろんイエスでしょ？」

　佐知美は片目を閉じてみせると、純子の肩かたに腕うでを回した。

「離れなさいよ、暑苦しいわね」

「いいじゃな～い？　今日からお仲間なんだからさぁ!?」

「今だけよ、今だけ」

「そんなぁ。私と純ちゃんの仲なのにぃ」

「ブタ箱、行ってみる？」

　氷のような冷たさで話す純子に、佐知美は諸もろ手てを挙げて降参のポーズを取った。

「やっぱ、警察は好きになれないわ～」

「あら奇き遇ぐうね」

　純子はつぶやくと、さらに続ける。

「私もブンヤは嫌きらいなの」







　純子がグローバルイルミネーションについて知ったのは神田川の身辺調査を始めた直後だった。それがどのような計画で結果的にどんな被ひ害がいがもたらされるのかは想像もつかない。だが彼の私腹が肥やされるのは確実で、それを見み逃のがすことなど純子にはできなかった。

　ただ相手は悪徳代議士として名を馳はせている政治家である。表立って動けば潰つぶされるのは目に見えているため、水面下で地道な捜そう査さを行わざるを得なかった。協力者など存在しない。誰だれが敵で誰が味方なのか──。それすらも判わからない状況では協力を仰あおぐことすらできなかったのである。結局、彼女は単独での行動を余よ儀ぎなくされていた。

（グローバルイルミネーション、か）

　いまだに全容どころか片へん鱗りんすらつかめなかったが、解明への糸口は朧おぼろ気げながらも見えている。それをたどり、手元へと引き寄せていけばいつかは尻尾しつぽをつかめるはずだと確信していた。だが悠ゆう長ちように構えてはいられない。内勤への辞令は端はたから見れば出世と取れるだろうが、純子を監かん視し下に置くための措そ置ちであることは間ま違ちがいなかった。辞令が下りる前に何らかの情報を握にぎり、逮たい捕ほへと向けて動き出さなければならない。上層部からの圧力は必至だが世論に訴うつたえることで動かざるを得ない状況を作ればよかった。そのためにも佐知美の協力は必ひつ須すだったのである。

　純子はＮＳＲ─Ｆを走らせる。考え事をするには一人きりになれる場所が必要だったのだ。既すでに職場は神田川の勢力下にあり、そこにいることが苦痛だったためもあるのだが──。

　ＮＳＲ─Ｆは市街地を離れ、郊こう外がいへと向かって走っていた。

　走り始めて三十分ほど経たっただろうか。林立する高層ビル群を抜ぬけた途と端たん、別世界にでも迷いこんだかのように辺りは静まり返る。忘れ去られでもしたかのようにひっそりと建ち並ぶ閑かん静せいな住宅街を走らせていくと、接せつ触しよくを拒こばむかのようにポツンと建つ一棟とうの邸てい宅たくが出現する。周囲を雑木林で囲まれているせいか日当たりが悪く陰いん気きな雰ふん囲い気きだ。お化け屋や敷しきと言われれば頷うなずいてしまうような空気が辺りには漂ただよっていた。影かげ山やま貴き紳しんの自宅である。

　純子は手近なところに車を停とめると、影山邸へと目を向けた。

（医者のはずだけど……。開業医というわけではなさそうね）

　看板などがあるわけでもなく、病院であることを示すものは一いつ切さい存在しない。

（ここで治ち療りようなんてできるのかしら？）

　愛原奈都美は現在、影山邸で治療に専念していた。体の傷ではなく心の傷の治療が目的である。影山は以前も奈都美の治療に当たっていることから、その流れで面めん倒どうを見ることになったのだろう。そんなことを考えながら、純子は玄げん関かん前へと足を運ぶ。

　純子が影山邸へと足を運んだのには理由があった。奈都美の容態を確かく認にんしたいこともあったが、それは二の次だ。面会したかったのは影山である。グローバルイルミネーションの捜査を進める過程で影山の名前が何度か浮ふ上じようしたからだ。もっとも彼がグローバルイルミネーションに関係しているとは今のところ考えられず、神田川の主治医であることを除けば不ふ審しん点はない。

　疑ってかかるのは悪い癖くせだったが、事件を一つ一つ検証していくと不審点が現出する。たとえば奈都美だ。彼女はクローンだが、その出生を取り上げても不可思議な点はある。彼女が事件に巻きこまれたときもそうだ。多数の医者が存在する中、なぜ影山が担当医として彼女を診みることになったのか──。偶ぐう然ぜんにしては出来すぎだと考えることもできた。

（訊きいてみれば判るか）

　純子は考えるのを止やめ、呼び鈴りんを押した。扉とびらの奥から鈴すずの音を模した電子音が聞こえてくるが返事はない。やや間かん隔かくを空けて再び押すが応答はなかった。

　出直すことを考こう慮りよに入れながらも、純子の右手はドアノブにかかっていた。

（施せ錠じようされてない？）

　ドアノブを回して手前に引くと、扉は音もなく開いていく。

　純子は首を傾かしげながらも、油断なくその中へと足を踏ふみ入れる。明かりがつけられていないせいか内部は薄うす暗ぐらく、そして物音一つしない。

　純子は周囲に注意を払はらいながら奥にあるリビングへと歩を進めていく。二十畳じようはあるだろうか。広々とした空間だが、どこか閑かん散さんとした印象があった。生活感に乏とぼしく、そこでくつろぐ家主の姿をイメージすることはできない。テーブルや椅い子す、ソファーなど、必要最低限の家具は置かれていたが使いこまれた形けい跡せきはなかった。かろうじて人が住んでいる気配はあったが、ここでどのような治療を施ほどこしているのかは疑問が残る。少なくとも心のケアが行えるような雰囲気ではなかった。

　リビング内を見て回っていたときである。純子の耳が微かすかな物音を察知した。感覚を研とぎ澄すまし、音が聞こえる方向へと目を向ける。一気に緊きん張ちよう感は最高潮に達し、体が強こわ張ばり始める。だがそれは一時的であり、すぐに体は油を注さしたかのような滑なめらかさを取り戻もどした。純子は足音を忍しのばせて歩き出す。

　物音はキッチンから聞こえてくるようだ。万が一に備えて身構えつつキッチン前まで足を運んだときである。突とつ然ぜん、前方から小さな人影が転がり出てきた。ナース帽ぼうを被かぶった少女である。影山貴紳のアシスタント・そあらだ。純子は前のめりに倒れている彼女を抱だき起こす。

「どうしたの？　なにかあった!?」

　服に付着した埃ほこりを払い除のけているそあらに声をかける。

「影山は？　愛原奈都美はどこ!?」

「もう遅おそいよぅ……」

「遅い？　遅いって、どういうこと？」

　純子が問うと、そあらは二時間ほど前に黒服の男達が影山と奈都美を連れ去ったと話した。

「黒服の男!?」

　口にすることで閃ひらめいた。同一人物ではないかもしれないが、黒服の男は過去に登場している。そして今回の連れ去り──。純子の脳内で点と点が線で結ばれていく。

（つまり、すべては神田川へと帰結する）

　そう考えると合が点てんがいく。

「どこに連れて行かれたのか心当たりは？」

「知ってるよ。センセーが連れて行かれた場所」

「知ってるって、あなた、連れ去った連中について知っているの？」

「もちろん。私、これからセンセーを助けに行くの！」

　そあらは宣言するのと同時に駆かけ出し、慌あわてて純子も彼女に続く。

「そあら、待って！」

　玄関から飛び出した純子は先を行くそあらへと声をかけるが、彼女は耳を貸そうともしない。

「影山を助けに行くんでしょう？　送っていくわよ」

　純子は影山邸の前に停めてあるＮＳＲ─Ｆを指差した。そしてその提案に興味を示したのだろう。そあらは足を止めた。

「どこに行けばいい？」

「皇こう路じ学園まで。そこにセンセーと奈都美さんがいるの」

　そあらの話に疑問を抱いだきながらも、純子はＮＳＲ─Ｆの下もとへと急いだ。







「二人が連れ去られた理由については知っているの？」

　皇路学園へと向かってＮＳＲ─Ｆを疾しつ駆くさせながら、純子は助手席のそあらへと問いかけた。

「たぶん、奈都美さんのＤＮＡを採取するつもりなんだと思う」

「奈都美さんのＤＮＡを!?」

「センセーは反対しているのに……。強行するつもりなんだと思う」

「よくは解わからないけど、影山も黒服の仲間ってことね」

「違ちがうもん！」

　そあらは即そく座ざに反論すると、自分が発した声の大きさに恥はじ入るようにうつむいてしまう。

（どういうことだろう？）

　すべての事象はつながったが、その動機が理解できなかった。

（なぜ愛原奈都美のＤＮＡが必要なんだろう？　彼女がクローンだということに関係が!?）

　だがＤＮＡの採取だけなら拉ら致ちなど必要ない。体毛からでも採取は可能である。

（やはり影山も共犯と考えるべきか）

　何らかの関係があるのは間違いなかったが、反目し合う間あいだ柄がらなのかもしれない。だとしたら影山と接触することで有益な情報を得られる可能性がある。

　思考を切り替かえ、運転に集中し始めたそのときだ。純子の携けい帯たいが軽快な呼出音を流し始めた。

　純子は運転を交通管制システムに任せると、携帯を取り出して応じる。

『もしもーし、純ちゃん？　私よ、わ・た・し。誰だれだか判わかる～？』

　甘ったるい女の声を耳にした途と端たん、純子のこめかみに青筋が浮うかび上がる。

「判らないから切るわ」

『ああぁん、純ちゃんのいけず～』

「用がないなら切るわよ」

　純子は佐知美からの返答を待たずに通話を終しゆう了りようするが、すぐに呼出音が鳴り始める。

「で、用件は？」

『…………』

「切るわよ」

　純子がつぶやくと、佐知美は溜ため息をついてから話し始めた。

『久我山雷蔵が会見をやったんだけど、見た？』

「久我山雷蔵って久我山重工の社長でしょう？　それがどうかしたの？」

『私、会見の席にいたんだけどさ、すべての権限を副社長に委任しちゃったのよね～。つまり引退宣言だったわけ。おかしくない？』

　確かに不自然だと純子も思った。雷蔵は一代で久我山重工を築き上げた人物である。手塩にかけた我が子のような会社をおいそれと手放すとは考えにくい。会社自体の業績も良く、彼もまだまだ働き盛ざかりだ。引退する理由など存在しない。

（なんだろう、この符ふ合ごうは──）

　久我山雷蔵の引退会見が行われている一方で奈都美と影山は連れ去られている。一見、接点はなさそうだが、神田川の存在が両者に関連性を与あたえていた。

（鍵かぎになるのはグローバルイルミネーション、か……）

　その実体については不明だが、それも影山と会うことで解決しそうな気がした。

　純子は今現在の状じよう況きようを佐知美に伝えると、後ほど合流する約束を取りつけて通話を終了する。

「急ぐわよ」

　純子はつぶやくと同時にアクセルを踏みこんだ。
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　和樹の聴ちよう覚かくが始業を知らせるチャイムの音を感知した。

　閉じていた瞼まぶたを開こうとするが、その動きは鈍にぶい。だが緩かん慢まんなのは瞼だけではなく、体全体がそのような感じだった。

（無機頭脳も休息を要求するということだろうか？）

　立て続けに起きた事件でハード的なストレスが発生している可能性があった。チェックするが特に異常はなく、代わりに記録の最適化中との報告が返ってくる。記録が増えたため最適化に時間がかかっているようだ。つまり処理能力の大半を記き憶おくの整理に割り振ふっているため体の反応が鈍いのだ。記録容量の限界、そして一日の情報量を考えると、最適化の時間は今後、長くなっていく可能性もあった。

（それにしても……。これは眠ねむいという状態に相当するのだろうか？）

　瞼はやけに重く、気を抜ぬくと閉じてしまいそうだ。

（このままだと僕も居眠りを習得してしまうのかもしれない）

　人間に近づけば近づくほど擬ぎ態たい機能は人間の生理現象を的確に再現してくる。近い将来、授業中に居眠りをして叱しかられる日がくるのかもしれなかった。

　記録の最適化が終了に近づいているのか、徐じよ々じよに体の機能が回復してくる。辺りを見み渡わたすとクラスメイトは各おの々おのの席に着席していたが、その中に奈都美と圭介の姿はなかった。薫は薫で浮かない表情を浮かべたままうつむいている。

（いつまでこんな状況が続くのだろう）

　憂ゆう鬱うつな気分になりかけたときだ。教室に見慣れぬ教師が入ってきた。

（若佳菜先生じゃない？）

　ざわめく生徒をよそに教師は教きよう壇だんに立つと口を開いた。

「久我山先生はお休みされているので、私が代理で授業を行います。そのつもりで」

（休み？）

　和樹は深佳の席へと目を向けるが、そこに彼女の姿はなかった。

（深佳さんまで欠席なのか）

「若佳菜先生は、病気かなにかで？」

　和樹は授業を始めようとする教師に話しかけた。

「それがなぁ、連れん絡らくがないんだよ」

　教師は少し困った表情を浮かべた。

「久我山先生に限って無断欠勤などあり得ないし、心配しているんだが」

　そう言うと教師は授業を開始した。

（どういうことだ？）

　無断欠勤など若佳菜らしくない。それに深佳が欠席しているという妙みような符合──。

　状況が状況である。胸むな騒さわぎを覚えた和樹は二人の携けい帯たいにコールするがつながらない。

（なにかあったと考えるべきか？　それとも……）

　それすら判断できぬまま、和樹は悶もん々もんと時を過ごした。







　結局、気晴らし一つできないまま昼休みは終わり、午後の授業が開始された。

　だが漠ばく然ぜんとした不安感を抱いだいているせいか集中できず、教師の話も右から左へと流れていく。胸中に植えつけられた不安感は強固な根を張り、思考を阻そ害がいしていた。

　不安感が焦しよう燥そう感へとシフトし始めたときだ。和樹は純子からのコールに気がついた。授業中なので電覚の一部を利用して通話を開始する。

『ちょっと訊ききたいことがあるんだけど、大だい丈じよう夫ぶ？』

　純子は挨あい拶さつもそこそこに用件から切り出してきた。

『授業中ですが問題ないです。またなにかあったんですか!?』

『また？』

　純子は訝いぶかしむが、追つい及きゆうすることなく話を進める。

『学園で変わったこととかなかった？』

『と言うと？』

『久我山若佳菜と久我山深佳、学園に来てる？』

『いえ、今日は来てません』

『……ありがとう。授業中に悪かったわね』

『純子さん!?』

　通話を終しゆう了りようしようとする気配を感じ、和樹は慌あわてて純子に声をかける。

『訊きたかったことはそれだけですか？』

『とりあえずは、ね。二人がいるなら少し話を聞きたかったけど』

『二人の身になにかあったんですか？』

『判わからない。ただ……』

　純子は口ごもった。

『純子さん、なにかに気づいているんじゃないんですか？』

『和樹君には関係のないことよ』

　純子は冷たく言い放つが、すぐに忍しのび笑いを漏もらした。

『まぁ、そう言いたいところなんだけど、和樹君には甘くなってしまうのよね……』

　そう言って彼女は先ほど開かれたという久我山雷蔵の会見について語った。

『けどそれだけの理由で純子さんが動くとは思えません。まだなにかあるんじゃないですか？』

『鋭するどいわね』

　純子は苦く笑しようし、さらに話を続ける。

『ちょっと気になることがあって久我山邸ていのコンピュータにアクセスしてみたの』

『それって違い法ほう捜そう査さじゃ？』

『見つからなきゃいいのよ。……ま、それは置いておくとして、警備記録に不ふ審しんな抹まつ消しよう部分を発見したの。つまり何者かが意図的に記録を改かい竄ざんしたと考えて間ま違ちがいない』

『つまり若佳菜先生と深佳さんは、セキュリティを改竄した何者かによって拉ら致ちされたと？』

『単純に考えるなら、そうなるでしょうね』

　純子は深い溜ため息をつく。

『でもね、問題はそれだけじゃないの』

『まだなにかあるんですか？』

『愛原奈都美と影山貴紳も何者かに連れ去られた』

「えっ？」

　和樹は思わず声に出していた。慌てて口を押さえる。

『奈都美さんと影山さんまで……。久我山家の件との関連性はどうなんですか!?』

『今のところはなんとも言えないわ』

　だが失しつ踪そうと言えば圭介も同じだ。もっとも彼の場合、自ら進んで姿を消していたのだが──。

『みんなを探さないと！』

『言うと思ったわ。でも駄だ目めよ』

　なだめるような口調で純子は言った。

『この件については警察も動いてないし、それを話したところで動かない可能性が高い』

『まさか、個人的に捜そう査さしてるんですか!?』

『周りは敵だらけだしね。このことも和樹君だから話したんだけど……。もしかしたら尻尾しつぽを捕つかまえられるかもしれない』

（神田川か……）

『実はね、今そっちに向かってる最中なのよ』

『学園に？』

『渋じゆう滞たいしてるから時間はかかるけど、あとで合流しましょう』

『解わかりました』

『じゃあ、またあとでね』

　純子は和樹の返事を待たずに通話を終了した。

（それにしても、いろんなことが起こりすぎる）

　しかもタイミングを見計らうかのように次から次へと事件は起きていた。

　ふと和樹は頭部に鈍にぶい痛みを感じた。無機頭脳にストレスが蓄ちく積せきされた結果である。

（まさか頭痛を経験することになるなんて）

　和樹は眉み間けんを指で揉もみほぐしながら苦笑する。

　授業は淡たん々たんと進み、クラスメイトもそれに合わせて機械的な作業を繰くり返していく。特に頭を働かせる必要もなく、教師の話を書き留めていくだけの単純作業である。授業としてはどうなのかと思わざるを得ないが、思考を整理するにはちょうどよかった。

　事件を時系列に並べ、関係者の整理を行っていたときである。窓まど際ぎわの席に座る男子生徒が席を立ち、外を指差した。

「変な連中が校門の前にたむろってるぞ」

　その発言に、クラスメイト全員の視線が窓の外へと向かった。

「おい、授業中だぞ」

　だが教師の視線もまた外へと向いている。

　校門へと目を向けると、人数にして二、三百人もの人が大挙して押し寄せているのが判わかった。

「あいつらバーチャＶルアイドＩルファンＦクラブＣの連中じゃない？」

　薫の指し摘てきに和樹は首を傾かしげる。

「見ただけで判るよ。連中のオーラって独特だし、近くに行けばなおさらね」

　そう言うと薫は指先で鼻をつまんでみせた。

「あいつら学園の前でなにやってんだろ。なだれこんできたらヤバくない？」

「今のうちに武器とか探しておいたほうがいいかもしれねぇな」

「こらこら、余計なことはしちゃイカン」

　教師はたしなめるが、さっそく生徒の一人が反発する。

「あいつらが押し寄せてきたら、先生は俺達を守れるの？」

　その言葉を浴びせられた教師は、一いつ瞬しゆんにして顔面蒼そう白はくになる。

「……自習にする！　連れん絡らくがあるまで勝手に教室から出ないことっ！」

　教師は慌ただしく教室を出ていく。

　異変に気づいたのは和樹のクラスだけではない。他のクラスも校門のＶＩＦＣに気づいたらしく騒そう然ぜんとした空気が漂ただよい始める。

「あれだけ集まるとさすがに怖こわいね」

　薫は不安げな表情を浮うかべながらＶＩＦＣの集団を眺ながめている。確かに数百名規模ともなると存在自体が脅きよう威いになっても不思議ではない。

「大だい丈じよう夫ぶ。なにかあったら逃にげればいいし、そのための方法ならいくらかあるよ」

「うん。それもそうか」

「そのうち警察だってやってくるし、あの規模だと集会と見なされる。すぐに解散命令がかかるから心配することもないと思う」

「ＶＩＦＣらしく部屋で妄もう想そうしてりゃいいのに」

　和樹は薫の話に頷うなずきを返しつつグローバルネットワークにアクセスする。

　あれだけの人数が集つどうということは、何者かの呼びかけがあったと考えるべきだ。和樹はＶＩＦＣを扇せん動どうした人物を特定するため検けん索さくを開始する。そしてその過程において、彼等らの間で活発に話されている話題があることに気がついた。

（真のアルファの降臨？）

　彼等の話す内容が真実だとすると、皇路学園の地下には秘密の施設があり、そこでアルファを苦しめる様々な研究がなされていることになる。校門の前に集まっている彼等はそれを信じ、アルファを救出するべく行動に出ようとしているのだ。

『本当のアルファを手にするのは俺達なんだ！』

『身勝手な研究者によって苦しめられているアルファを救おう！』

　一いつ笑しように付されるような話題について彼等は真しん剣けんに話し合い、現実の出来事として捕とらえていた。単なる妄想としか思えない内容も彼等にとっては現実なのだ。

　だが今のところＶＩＦＣの集団は学園の敷しき地ち内には入らず、外で群れているだけだった。

（それとも、これから起こすつもりなのか……）

　立て続けに事件が起きているだけに不安感は増していく。

　もっとも今の和樹に打つ手はなく、警察が到とう着ちやくするまで彼等を監かん視しすることしかできなかったのだが──。







　結局、和樹の心配をよそに、放課後になってもＶＩＦＣに目立った動きは見られなかった。

　学園はこの異常事態に裏口の通用門からの下校を促うながしていたが、生徒の大半は怖い物見たさで事の推移を見守っている。和樹もまた他のクラスメイトと同じように窓際に立ってＶＩＦＣの様子をモニターし続けていた。人数はさらに増え、今は三百名以上となっている。校門前は完全に占せん拠きよされており、収まり切らなくなった一部の者は敷地内へと入りこんでいた。

　学園側も黙だまってはいない。速すみやかに警察へと通報し、要よう請せいを受けた警察は十数台のパトカーで乗りこんできた。さっそく警官はＶＩＦＣを牽けん制せいし始めるが、数の面では明らかに不利だ。なにかのキッカケでＶＩＦＣが暴徒化すれば食い止めることはできないだろう。

　ＶＩＦＣと警官は睨にらみ合いを続け、互たがいに罵ば声せいを浴びせ合っている。もはや集団を解散させるには機動隊を投入するより他ほかなさそうだ。下手に誰だれかを逮たい捕ほしようものなら全体を刺し激げきし、暴徒化が始まる。だが現状では押し問答が続くだけで最悪のシナリオが始まる気配はなかった。

「んじゃ、あたしは泳ぎにでもいこうかね」

　薫は鞄かばんを肩かたに担かつぐと声こわ高だかに宣言した。

「薫さんは部活動？」

「あんなのにかまっていられないし。泳ぎたいときに泳ぐ、そういうもんでしょ？」

　そう言って薫は笑うと、手を振ふってから教室を出て行った。

（僕も移動するか……）

　教室で事態を見守り続けていても得られるものはない。純子も学園に到着するころだろう。

　和樹は学園の正面エント玄関ランスへと向かって歩を進めていく。

「これ以上、警告に従わない場合は実力で解散させる！　無意味な抵てい抗こうはやめなさい」

　警察が叫さけべばＶＩＦＣも言い返す。

「僕達は解散しないっ！　アルファちゃんを救い出すまでは！」

　完全に平行線だった。両者とも歩み寄ろうともしない。

　ＶＩＦＣは数を増し、気がつけば千人以上に膨ふくれ上がっている。いつの間にか機動隊も到着しており、学園の前に防止線を張って威い嚇かくしていた。

（しかし、このＶＩＦＣの結束力はなんだろう？）

　人数に圧あつ倒とう的な差があることから強気に出られるのだろうが、警察を前にして無む謀ぼうなほど士気が高まっている。なんとなく気運が高まったというだけでは説明できないレベルである。

「和樹君っ！」

　声の方向へ目を向けると、ＶＩＦＣと警官の間を器用にかいくぐってくる純子の姿があった。そんな彼女の足あし下もとには見覚えのある少女の姿が。

「純子さんっ！　それに、そあら？」

　二人は和樹の下へと駆かけ寄ると、息を整えるために大きく息を吐はき出した。

「なんだか凄すごいことになってるわね」

　純子は呆あきれ顔でつぶやく。

「扇動している連中がいるんだろうけど……。こうも見事に乗せられちゃうなんて、洗脳でもされてるのかしらね？」

　バーチャルアイドルへの盲もう目もく的な愛が変化した一形態なのだろうが、だとしても少し出来すぎな気はした。

「奈都美さんが連れ去られたというのは事実なんですか？」

「間ま違ちがいないですよぅ。うちのセンセーと一いつ緒しよに連れて行かれたんですから」

　そあらは和樹を見上げると真剣な眼まな差ざしを送ってきた。

「けど、なんで皇路学園に!?　場所としては適切じゃないと思いますが……」

「地下に施設があるそうよ」

　純子は胸の前で腕うで組ぐみをすると校舎へと目を向ける。

（地下って、ＶＩＦＣも確かそんなことを……）

　奇き妙みような符ふ合ごうに、自然と顔が強こわ張ばっていくのが判わかった。

「こっちこっち。ついてきて」

　そあらは学園のエントランスへ向かって走り始めた。

　和樹と純子は顔を見合わせ、一つ頷き合ってから彼女に続いた。







　飛びこむような勢いで廊ろう下かを駆け抜ぬけた和樹達は、人気もまばらなエントランスホールへと足を踏ふみ入れた。いつもなら下校する生徒で溢あふれているそこも、状じよう況きようが状況だけに人は少ない。いるのは間近でＶＩＦＣと警察のやり取りを見てやろうという野次馬だけである。

　だが一人だけ、この場にふさわしくない人がいた。薫である。彼女は忙せわしなく周囲に目を走らせながら、なにかを探し求めるように彷徨さまよっていた。

「薫さん、どうかしたの？」

　和樹が声をかけると、薫は一いつ瞬しゆん、体を強張らせてから顔を向けてきた。その表情は険しい。

「なにかあったの？」

「ううん……」

　薫は首を横に振ると、目元に浮かんだ涙なみだを指ですくい上げた。なにかあったのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったが、それを話すつもりはないようだ。

「和樹はなにしてんの？」

　純子、そしてそあらへと目を向けた薫は首を傾かしげてみせる。

（正直に答えていいものなのだろうか？）

　悩なやむ和樹に声がかかる。

「和樹君、急いでっ！」

　そあらはすでに走り始めており、純子も追従するように走っていく。

「ゴメン。ちょっと急ぐんだ」

　和樹もまた走り始めるが、直後、薫に呼び止められる。

「なんでそあらがここに？　それにあの人、警察の人でしょ？」

　和樹は言葉を詰つまらせた。そあらについて言げん及きゆうすれば奈都美達について話さなければならない。それを話せば心配するのは目に見えていたが、隠かくせばいらぬ疑念を植えつけることになる。

（話しても話さなくても結果は同じか……）

　だとしたら話したほうがいいと和樹は結論づけた。

「奈都美さんが拉ら致ちされた。たぶん、そこに若佳菜先生や深佳さんもいる」

「えっ!?」

　薫は目を見開いた。

「これからみんなを助け出してくる。心配しないで」

　和樹は一方的に言い放つと、先を行く純子とそあらのあとを追いかけ始めた。

「心配するなって……ちょっと待ってよっ！」

　背後から薫の声が飛んでくるが、それを振ふり切るように和樹は走った。







　先行するそあらは軽快な足取りで廊下を駆け抜け、その突つき当たりで足を止めた。

「ここです、ここ」

　そあらがやってきたのは体育館へと続く扉とびらの前だった。

「体育館？　なぜ、ここへ!?」

「この中に地下施し設せつに通じる入り口があるんです」

　なぜそのような場所にそのような場所を作ったのか理解に苦しむが、だからこそ今まで見つからずにすんだのかもしれない。

「行きましょうか」

　純子が提案したときだ。

「和樹っ！」

　背後から浴びせかけられた声に反応して振り返ると、息を弾はずませながら駆かけてくる薫の姿が確かく認にんできた。彼女は鬼き気き迫せまる表情で和樹の前に立つと肩かたを激しく上下させる。

「奈都美達を助けに行くんだろ？」

　その言葉を耳にしたとき、和樹は先ほど自分が取った行動が過あやまちであったという事実を悟さとった。次に彼女が発するであろう言葉が容易に想像できたからだ。

「あたしも行く。一緒に助け出す！　だから一緒につれてってよ」

　薫の話に純子は露ろ骨こつに嫌いやな顔をした。

「あなた今、なんて言った？」

「だから……あたしも行くの。それで奈都美を……」

「あなたは表で待ってなさい。足手まといはいらないの」

　純子はピシャリと言ってのけると来た道を指差した。

「でも奈都美がピンチなのに……」

「だからって、あなたになにができるっていうの？　死んだらやり直しはきかないの。これはゲームじゃないんだから」

　純子の顔は凄すご味みを増し、声にも怒ど気きが孕はらんでくる。

「でも……圭介も行ったんだから……」

　薫は震ふるえる声こわ音ねでつぶやいた。

「圭介がこの中に？」

　和樹は目を剝むいた。

（ここに圭介がいるということは、確実に神田川が絡からんでいるということだ）

　つまり事件の黒幕は神田川で決まりということになる。

「神田川に会いに行くって言ってた」

　薫は絞しぼり出すようにして言葉を紡つむいだ。

「圭介、死ぬかもしれないって……。だからその前に……」

　薫の覚かく悟ごは本物である。そしてそのことを承知したのか、純子は軽い溜ため息をついた。

「あなたが危機に陥おちいっても助ける余よ裕ゆうなんてない。私達の身が危ないと判断したら容よう赦しやなく見捨てるわ。それでもいい？」

「……うん」

　薫は息を吞のむと神しん妙みような面おも持もちで首を縦に振った。

「和樹君も、この子を守ろうなんて思わないで。自分の身は自分で守る。他人のことを考えていたら命がいくつあっても足りないから」

「はい」

　ロボットである和樹も今は死の概がい念ねんが理解できる。和樹の体は現在の人間の技術では修復することができなかった。それ以前に無機頭脳が破は壊かいされれば失われたデータは元には戻もどせない。たとえボディが修復できたとしてもデータが失われれば和樹という個体は消えたも同然となる。和樹もまた命は一つしかないのである。

「じゃあ、行きましょうか」

　純子は体育館へと続く扉へ手をかけ、それを慎しん重ちように開いた。







　体育館は閑かん散さんとしていた。ＶＩＦＣ騒そう動どうのためだろう。普ふ段だんは部活動で賑にぎわうそこも今日は人の姿がない。水を打つ静けさの中で聞こえるのは和樹達が放つ足音だけだ。

　そあらは先頭に立つと臆おくすることなく駆けていく。彼女が向かった先は体育用具室だった。

「ここです～。ここが入り口です」

　彼女はその扉を開くと、ためらうことなく中へと入っていく。和樹達もそれに続いた。

　そこは体育で使用するマットや跳とび箱、各種ボールが整然と収納されている。和樹は一通り周囲を見み渡わたすが、入ってきた場所以外、出入り口となるような場所は確認できなかった。

「ホントにここでいいの？」

　純子は皆みなが抱いだいているであろう疑問を口にするが、そあらは彼女の言葉を無視して奥にある壁かべと向かい合った。そして突とつ然ぜん、左ひだり腕うでを振ふり上げる。

「そあら？」

　和樹が首を傾げている間に、そあらは右腕を振り上げた。万ばん歳ざいをするようなポーズが完成したときである。壁が音もなく横に滑すべり始め、向こう側に通路が現れた。

「画像照合してから身振りで開くシステムになっているのかしら？」

「私、内ない緒しよで登録してあったんです」

　そあらは無む邪じや気きな笑えみを浮うかべると舌を出してみせた。

「どんなに完全なシステムでも人間が運営する限りは穴がある、か」

　純子は苦く笑しようする。

「この先に圭介が……」

　薫はつぶやいたかと思うと、突然、通路へと向かって走り始めた。

「ちょっ……待ちなさいっ！」

　純子は慌あわてて制止するが、そのときすでに薫は通路へと足を踏ふみ入れていた。途と端たん、けたたましい警報音とともに赤色灯が明めい滅めつを始める。

『侵しん入にゆう者しや発見、侵入者発見。保安部はただちに急行せよ。保安部はただちに……』

　エマージェンシーコールが流れることで自分のミスに気づいたのだろう。薫はその場で立ちつくし、呆ぼう然ぜんとなる。

「和樹君っ！」

　純子が叫さけぶ。和樹は回線に侵入するのと同時にハッキングを開始。登録者リストの中に純子と薫、そして自分のデータを入力する。その直後、警報は解除され、赤色灯も消えた。

『ただいまの警報は誤ご認にん識しきであると判明しました。繰くり返します。ただいまの警報は……』

　その放送で、危機的状じよう況きようが完全に去ったことが解わかった。

「バカっ！　殺す気!?」

　純子は髪かみを逆立てんばかりの勢いで叱しつ責せきすると、薫の襟えりにつかみかかった。

「和樹君がどうにかしてなかったら警備の人間が殺さつ到とうしてるところよ！」

「ご、ごめん……」

　薫は顔を真っ青にしながら目を泳がせる。

「すぐに閉じちゃうから、急いでください」

　そあらの声に反応したわけではないだろうが、壁が音もなく元に戻り始めた。

　純子は薫を解放すると、一足先に通路へと向かう。即そく座ざに和樹が続き、やや遅おくれるように薫は滑すべりこむ。背後で壁が閉じるのが判わかった。

　和樹達は振り返ることはせず、狭せまく長い殺風景な廊ろう下かを歩き始める。やがて前方にエレベータが見えてきた。

「地下に通じるエレベータか……。いいわねぇ、地じ獄ごくへの片道列車って感じで」

　冗じよう談だんを言ったつもりはないのだろう。純子はにこりともしなかった。

　そあらはエレベータの前に立つと、その脇わきに備えつけられているボタンを押す。扉はもったいつけるかのようにゆっくりと開き、中に溜めた冷ややかな空気を吐はき出していく。純子はこの先を地獄と表現したが、実際、その通りなのだと和樹は思う。エレベータは進入を拒こばむかのような気配で満ち溢あふれていた。

（感情がもたらす弊へい害がいなのかもしれない）

　地下で待ち受けているであろう困難を想像し、体が拒きよ否ひ反応を起こしている。自らの生命を守ろうという無意識レベルの欲求が決意を鈍にぶらせ、動きを鈍どん化かさせているのかもしれない。

　それでも和樹は強ごう引いんに足を前へと出していく。芽生えた恐きよう怖ふ心しんは強固な意志の力で駆く逐ちくすることができた。それは純子や薫も同じだろう。

　エレベータは静かに降下を開始する。徐じよ々じよに緊きん張ちよう感は増していき、空気が張りつめていく。誰だれも彼もが口を閉とざし、内なる恐怖と凄せい絶ぜつな闘とう争そうを繰り広げる中、突然、視界が開けた。

（これは……）

　今まで縦穴を降下していたのだろう。そこを抜ぬけた途端、巨きよ大だいな空間が眼下に広がった。その大きさは尋じん常じようではなく、皇路学園が丸ごと入ってしまうほどである。そしてそこにはいくつもの施設が整然と建ち並んでいた。

　よく見ると何基ものエレベータが地上へと向かって伸のびている。中には車両を運べるほど大きなものもあり、頻ひん繁ぱんに人が出入りしていることをうかがわせた。

「こんな巨大な施設だったなんて……」

　純子は啞あ然ぜんとしながらもホルスターから拳けん銃じゆうを引き抜く。

「調べる価値はありそうだけど、それなりに警備も厳しそう。見つかったらアウトね」

　眼下には警備員と思われる男達の姿が散見できた。その手には銃器が握にぎられており、火力の面でも戦力の面でも圧あつ倒とう的に不利なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

「でも、もしかしたら圭介が追いかけられてるかも……」

　思い詰つめた表情で薫がつぶやく。

「勝手な行動は止やめてちょうだい。敵の真っ直中に行くっていう自覚、ある？」

「でも圭介が……」

　薫は食い下がる。

「あなた、自分が助け出せるとでも思ってるの？」

「じゃあ、あたしはなんのためにここに来たの!?」

「はぁ……。どうしてこんなお荷物を連れてるのかしら」

　純子は額に手を当てて呻うめいた。

　やがてエレベータは最下層へと到とう着ちやくし、扉とびらが静かに開かれた。ひやりとした空気が足あし下もとから忍しのび寄り、絡からみつくように体を這はっていく。

　和樹達は壁かべ際ぎわへと身を寄せると周囲の様子をうかがった。

「どう？」

　純子の視線を受けて和樹は索さく敵てきを開始。聴ちよう覚かくシステムの感度を上げるが、エレベータの周辺に敵が潜ひそんでいる気配はなかった。

「大だい丈じよう夫ぶです。近くに人はいません」

「運がいいってことね」

　だが行動を開始しようとした直後である。和樹の聴覚が複数の足音を捕とらえた。

「誰か来ます。どうやら前方を横切るみたいです」

「隠かくれて！」

　純子の指示に従い、和樹達はエレベータから離はなれてその陰かげに身を潜める。

　物陰からそっと様子をうかがうと、黒服の男が数人、接近してくるのが判った。

（あれは……！）

　男達へと目を向けた途と端たん、和樹は鈍どん器きで頭を殴なぐられたかのような衝しよう撃げきを受けた。彼等らに周囲を囲まれるようにして連行されていく人物の姿が目に入ったからである。

「圭介……」

　薫は目を見開き、唇くちびるを震ふるわせる。

　抵てい抗こうしたのだろう。圭介の顔には殴られた形けい跡せきがあり、頰ほおは腫はれ、口の端はしは血が滲にじんでいた。

　逃にげようと思えばできるのかもしれないが、彼は諦あきらめきった顔で連行されていく。よく見ると圭介は後ろ手に手て錠じようをされていた。自由を奪うばわれることで抵抗する気力を削そがれたのだろう。

「もう捕つかまっていたのね」

　純子は表情一つ崩くずさず、鋭するどい眼光を放ちながら様子をうかがっている。

「そんな……。圭介、殺されちゃうよ……。そのために連れて行かれたんでしょ!?」

　薫の目は連行されていく圭介に釘くぎ付づけになっている。思い詰めているのか彼女の表情は険しく、悲ひ壮そう感さえ漂ただよわせるほどだ。

「薫さん、落ち着いて！　今の僕達じゃ……」

　和樹は慌てて薫に声をかけるが手て遅おくれだった。彼女は圭介のあとを追って走り始める。

（まずい。このままじゃ……）

　和樹の体が前方へと傾かたむきかけたときだ。純子が肩かたに手をかけてきた。

「やめなさい。今、和樹君が出ていったら私達はどうなるの？」

　純子の話は理にかなっていたが、感情がそれに追いついてこない。

　薫が放つ足音に気づいたのだろう。黒服、そして圭介が振ふり返った。

「薫？　なんでここにっ!?」

　まさかという思いがあったのだろう。圭介の声に動どう揺ようが滲む。

「おいっ、その小こ娘むすめを取り押さえろっ！」

　黒服の男達が一いつ斉せいに薫へと襲おそいかかっていく。彼女は果か敢かんにも応戦していたが、十秒も保もたずに組み敷しかれ、取り押さえられてしまう。

「放せっ！　このやろっ！」

　薫は手足をばたつかせながら逃のがれようと試みるが、力の差は歴然としていた。彼女は羽は交がい締じめにされて抑おさえつけられてしまう。

　黒服の一団は圭介と薫を連れて通路を進み、やがてその姿を消した。

（薫さん……）

　あの状じよう況きようでは救う手立てがなかったとはいえ、胸が剔えぐられるかのような激しい後こう悔かいの念に駆かられてしまう。身体的な苦痛とは異なる負荷に顔が引きつっていくのが判わかった。

「そんな顔しないでよ……。私の責任だっていうの？」

　純子は渋しぶい表情を浮うかべながら、薫達が消えた方向を忌いま々いましそうに睨にらみつけている。

「見捨てたわけじゃない。あの数を相手にしても勝てる見こみはないし、それに私達は失敗は許されないからリスキーな行動はできないの。解わかるでしょう？」

「はい……」

「幸い銃じゆう声せいもなかったし、連行したということはすぐには殺されないはず」

　純子は前置きして話を続ける。

「今は私の指示に従って。そうしないと全員、消されることになるわ」

「解りました」

　仕し事ごと柄がら、純子は何度となく修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきたはずである。彼女の指示に従っていれば自おのずとチャンスは巡めぐってくるだろう。今は私情を挟はさまず、淡たん々たんと物事を処理していくしかない。それが解決への近道であると和樹は信じた。

「この施設の地図って手に入る？」

「アクセスできるサーバーに地図は存在しません。収集したデータから推測して作ることはできますけど、どこまで正確にできるか……」

「続けて。今はなにより情報がほしい」

　純子は和樹に指示を出すと、今度はそあらへと目を向ける。

「あなた、ここの施設は詳くわしくないの？」

「……ごめんなさい」

　そあらは申し訳なさそうな顔でうつむいてしまう。

「とにかく、進むしかないってことね」

　純子は溜ため息をつくと、表情を引き締める。

「行きましょうか」

　純子は周囲に異常がないことを確かく認にんしてから歩き始めた。







　施設の広さは承知していた和樹だが、実際、そこを歩いてみると想像を遥はるかに超こえていた。だがそれも当然で、広さは皇路学園と同程度である。なんとなく歩いているだけでは、誰だれ一人助けられないだろう。早さつ急きゆうに目的地を明確にする必要があった。

「とりあえず影山の身み柄がらを押さえに行くわ。彼なら施設ここにも詳しいはずだし」

　純子はそあらへと目を向ける。

「今、影山がどこにいるか判る？」

「たぶん修正ＤＮＡ研究施設だと思います。センセー、あそこでやりたくもない研究をやらされているんです……」

「その施設の場所は？」

　純子が問うと、そあらは決まりが悪そうに視線を逸そらした。

「和樹君、場所は特定できる？」

「少し時間をもらえれば」

　和樹は純子が頷うなずくのを待ってから電覚へと移行する。システムに侵しん入にゆうし、ファイアウォールを突とつ破ぱ。外部からの侵入に監かん視しの重点を置いているのか、内部からのハッキングに対しては無防備も同然だった。さっそく各フロアに設置された監視装置の映像と音声の傍ぼう受じゆを始める。

　修正ＤＮＡ施設に注意を向けると、監視カメラが白衣を着た三人の男性の姿を捕らえた。

『被ひ験けん者しやは今どこにいる？』

　そう言ったのは見覚えのある男性だった。影山である。

『女の子のことか？　それなら神田川のところじゃないか？』

『あのスケベジジイ、採集に影えい響きようするからやめてくれといっても聞いちゃいない』

　研究員は口々に愚ぐ痴ちを漏もらす。

『ＶＩＰ施設にいるのか……』

　影山が踵きびすを返そうとしたときだ。研究員の一人に彼は呼び止められた。

『助けに行こうなんて考えてないよね？　そんなことをされたら俺達まで狙ねらわれる。あんたは外に出られるから気晴らしもできるだろうが、俺達は太陽の光すら浴びることができない』

『僕達だって外に出たいんだ。解るだろう？　勝手な真ま似ねはやめてくれよ』

　二人の研究員に懇こん願がんされた影山は溜め息をついた。

『新しいサンプルも来たことだし、じっくりといこうや』

　研究員の一人が視線を移動させ、それを追いかけるように和樹もカメラの位置を変える。

（あ……）

　そこに映し出されたのは、床ゆかに転がされた薫と圭介の姿だった。二人とも手足を縛しばられ、猿さるぐつわを咬かまされている。

『またサンプルを殺すだけだ』

　影山は吐はき捨てる。

『動物実験と同じだよ。あれだってマウスを何百匹ぴきと殺す』

『ここでは人間の命もマウスと変わりはしないからな……』

　影山は二人の研究員になにか言いかけたが、口を閉とざしたままドアへと向かって歩いていく。

『影山さん、くれぐれもお願いしますよ』

『解わかっている』

　そう言い残し、影山は退室した。

（この施設を統すべているのは恐きよう怖ふによる抑よく圧あつだ）

　それはたった一人の独善によるものであり、多くの人々に苦しみを強しいている。

（──許せない）

　なんとしても神田川の野望を打ち砕くだき、奈都美達を解放しなければならなかった。

　修正ＤＮＡ研究施設の回線を閉じ、ＶＩＰ施設への侵入を試みる。難なく侵入に成功した和樹は監視装置へ接せつ触しよく。即そく座ざに回線は開放され、監視カメラからの映像が送られてきた。

　そこは薄うす暗ぐらい部屋だった。寝しん室しつに使われているのだろうか。豪ごう奢しやなベッドが一台、これ見よがしな存在感を放ちながら鎮ちん座ざしている。ドレッサーなどの家具や冷蔵庫が完備されているせいかビジネスホテルにも似た雰ふん囲い気きだ。そこに奈都美はいた。

『やめてっ！　触さわらないで！』

　奈都美はベッドの上で四つん這ばいになっており、彼女に覆おおい被かぶさるように中年の男性が組みついている。神田川むつおだ。脂あぶらぎった肌はだ、薄くなった頭とう髪はつ、ブルドッグにも似た垂れた頰ほお──。肥やした私欲のぶんだけ肉がついた体は無残の一言に尽つきた。

『その嫌いやがる姿が、またそそりますねぇ』

　奈都美は必死の抵てい抗こうを試みているが両手は手て錠じようで固定され、両足は鎖くさりでつながれている。逃にげようがなかった。神田川の手が抵抗できずにいる彼女の体を這っていく。

『いやっ！　触らないで！　変態！』

　奈都美は罵ば倒とうするが、神田川がめげる様子はない。それどころか、それすらも悦よろこびへと変えている節があった。

（ここで監視していても奈都美さんを助けることはできない……）

　だが今の和樹は物理的な妨ぼう害がいができるような状じよう況きようではなかった。

（神田川を排はい除じよするための方法──）

　自分からの干かん渉しようが不可能な以上、他人にその代わりを務めてもらうしかない。そしてその考えに至ったとき、和樹は一つの妙みよう案あんを思いついた。セキュリティ制せい御ぎよプログラムにアクセスし、緊きん急きゆう回線から近辺で待機している護衛にメールを送信。間を置かず部屋の扉とびらが叩たたかれた。

『なんだ、この忙いそがしいときに！』

　神田川は不ふ機き嫌げんな声を発すると、扉を恨うらめしそうな目で睨にらみつけた。

『緊急回線で呼び出しが入ってます。神田川さまの判断を仰あおぎたい政治的な用件だそうで』

　和樹からのメールを受け取った護衛が扉越ごしに声をかけてくる。

　神田川は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような渋しぶい顔をすると、奈都美の体から離はなれて戸口へと向かう。

『すぐに戻もどりますので我が慢まんしてくださいね』

　そう言い残すと、神田川はねちっこい笑い声を残して部屋から出て行った。

『うっ、うううっ……』

　部屋に残された奈都美はベッドに顔を埋うずめ、むせび泣く。

　その悲痛な呻うめき声に、和樹は胸を引き裂さかれるほどの激しい痛みを覚えていた。

　この期ごに及およんで奈都美を苦しめようとする神田川、そしてそれに対して無力な自分──。

　培つちかわれてきた様々な感情が複雑に交こう錯さくし、冷静さが失われていくのが判わかった。

「和樹君、どうかしたの？」

　耳元で声をかけられた和樹は、半ば強制的に現実世界へと引き戻される。監視カメラの映像は寸断され、代わりに不安そうな目で見つめてくる純子の顔が大写しになった。

「奈都美さんが危ないんです！　早く……早く助け出さないとっ！」

　焦しよう燥そう感に急せき立てられて駆かけ出そうとする和樹を純子が呼び止める。

「落ち着きなさい！　ここは戦場なのよ？　戦場では冷静さを失った人間から死んでいく……。その理り屈くつは解るでしょう？」

「……はい」

「深呼吸をして気を落ち着かせて。和樹君にそれが有効かどうかは判らないけど」

　和樹は頷くと空気を吸いこみ、そしてそれを吐き出した。人間の理屈がロボットである和樹に通用する可能性は低いが、体内の空気を循じゆん環かんさせることで多少の冷れい却きやく効果は期待できる。

「どう？　落ち着いた!?」

「はい」

「地図を作製してくれる？」

「精度は期待しないでください」

「十分よ」

　和樹は純子に頷き返すと、セキュリティシステムへと接続。現時点で判明している情報と付き合わせながら地図を作り上げていく。それによって施設の想像図は完成したが、どの程度の正確さを持っているのかは判断できない。それでもないよりはマシである。

「完成しました。今からＰＤＡに転送しますが、信しん頼らい性は高くないから注意してください」

　転送を完かん了りようしたときだ。なんの前まえ触ぶれもなく、そあらがうずくまった。彼女は顔を歪ゆがめ、胸を手で押さえつけている。

「そあら？」

「いえ……。なんでもないです」

　そう言ってそあらは体を起こすと、にこりと笑ってみせた。苦く悶もんの表情も綺き麗れいサッパリ消え失うせている。

「先導しますね。何回か通ったことがあるので思い出せばスムーズに案内できると思います」

　そあらは和樹達の前に立つと小走りで駆け始めた。それに和樹と純子も続く。

「あの子、ロボットよね？　和樹君と関係あるんじゃないの？」

「ＨＩＫＡＲＩが作ったロボットではないと思います。中ちゆう枢すうも無機頭脳ではないし……。でも高性能であることは確かですね」

「でもロボットって、あんなふうに苦しむものなの？」

「擬ぎ態たい機能が痛みを再生させているのかもしれません」

　だが今は、そあらについて検証している場合ではない。

　和樹達は先を行くそあらを追って廊ろう下かを疾しつ走そうした。







　和樹が作製した地図、そしてそあらの記き憶おくを頼たよりに、三人は施設内をひた走っていた。外部からの侵しん入にゆうに対しては極きよく端たんに厳しい監かん視し態勢だが、内部については意外なほど警備は緩ゆるやかだ。侵入されることを想定してないのか、三人は効率よく施設内を移動することができた。

　やがて和樹達は奈都美が監かん禁きんされているＶＩＰ区画へと到とう着ちやく。物もの陰かげから様子をうかがう。

　来客用、あるいは神田川の別べつ荘そうのような役目があるのだろう。研究目的で建てられた施設と異なり、入り口はホテルのようだ。もっとも出入りしているのは一いつ般ぱん客きやくではなく黒服のみである。

「見張りが多いわね……」

　純子は門番よろしく入り口に佇たたずむ黒服へと目を向けている。勝ち目がないことは明らかだ。彼等らは火力の高い銃じゆう器きを手にしており、下手に飛び出そうものなら蜂はちの巣にされるのは確実だ。

「どうする？　これじゃあ乗りこめないわよ？」

「彼等が身につけているサングラスを見てください。あれ、端末ですよ」

　全員に効率よく指示を出すことができ、また情報を共有するのにも適しているのだろう。だがそれを利用すれば黒服を誘ゆう導どうすることができそうだ。和樹はセキュリティシステムを介かいして、黒服達にセキュリティ情報を流す。そしてそれと同時に、黒服達に動きがあった。彼等は和樹からの誤情報を基に持ち場を離れていく。

「なにかやったの？」

「彼等の端末に偽にせの情報を流してみました」

　彼等は存在しない侵入者を求めて走り回ることになると和樹は付け足した。

「自分がそんなことやられたらと思うと、ぞっとするわ」

　ほどなく入り口は無人となる。

「和樹君、あなたが奈都美さんの救出に行きなさい。私とそあらは修正ＤＮＡ研究施設で影山を救出する。彼の協力を得られれば都合がいいし」

「解りました。気をつけてくださいね」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　純子は苦く笑しようする。

「じゃあ、あとで合流しましょう」

「では、行ってまいります」

　純子とそあらは修正ＤＮＡ研究施設へと向かって移動を開始した。

　二人の姿が視界から消えたあと、和樹はＶＩＰ区画へと目を向ける。

（急がないと……）

　そろそろ騙だまされたと気づいた神田川が戻ってきてもおかしくはない。早さつ急きゆうに奈都美を救出する必要があった。

　和樹は周囲に黒服がいないのを確かく認にんしてからＶＩＰ区画への侵入を開始する。奈都美が監禁されている部屋は判明しているため最短のルートで向かうことができた。

　聴ちよう覚かくシステムの感度を上げる。黒服の大半が出で払はらっているのか、周辺に脅きよう威いとなる物音は聞こえてこない。聞こえてくるのは女性が啜すすり泣く声だけである。

　和樹は逸はやる気持ちを抑おさえながら、着実に進んでいく。やがて奈都美が連れこまれたとおぼしき部屋の前にたどり着いた。扉の向こう側から一ひと際きわ大きい嗚お咽えつが聞こえてくる。和樹は迷うことなく扉を開けると部屋へと乗りこんだ。同時に奈都美の姿を確認する。彼女は半はん裸らに近い状態でベッドにうつぶしたまま泣き崩くずれていた。

「奈都美さん！」

　和樹は声をかけるが彼女は即そく座ざには反応しなかった。それでもゆっくりと顔を上げると、虚うつろな目を和樹へと向けてくる。声に反応してはいたが、心をどこかに落としてきたかのような儚はかなさがあった。瞳ひとみには一いつ片ぺんの光すら宿らず、絶望色に染まっている。状じよう況きようを理解する以前に、それを理解するための心が壊こわれているような感じだった。

　和樹はベッドへと駆け寄って拘こう束そく具ぐを外すと、彼女の体をそっと抱だきしめた。

「あっ……」

　奈都美が微かすかな声を発した。それと同時に曇くもっていた瞳にうっすらとした光が宿る。

「……和樹君？」

　状況が理解できないのだろう。奈都美は惚ほうけたような表情を浮うかべていたが、あられもない自分の姿に気づいて我に返った。彼女は悲鳴を上げるとシーツをたくし上げて体を隠かくす。

「助けにきたんだ」

　和樹が宣言すると、奈都美の顔に戸と惑まどうような表情が現出した。とても逃にげられない──そんなふうに考えているのかもしれない。

「私……。本当に、ここから出られるの!?」

　奈都美が疑問を口にしたときだ。

　不意に天てん井じようの明かりが明めい滅めつし始めたかと思うと、次の瞬しゆん間かんには完全に消えていた。代わりに非常灯の毒々しい光が辺りを満たしていく。

（停電!?）

　だが、願ってもない好機である。これを利用して行けるところまで行く必要があった。

　和樹は奈都美の手を取るが、彼女は少し抵てい抗こうするような反応を示した。

「奈都美さん？」

「私……帰れないよ」

　奈都美は沈ちん鬱うつな表情を浮かべながらうつむいた。

「私がいるとみんなに迷めい惑わくがかかるから……。だから帰れない。私の居場所なんか、どこにもないもの……」

　パーカー男の事件は終わりを告げていたが、彼女は悪夢の直中に取り残されたままだった。だがそれは和樹が手を貸してどうこうなるような問題ではない。彼女自身が打破していかねばならないことだ。

「みんな奈都美さんの笑え顔がおを待ってる。帰ってきてほしいって願ってる。奈都美さんを嫌きらっている人なんて一人もいないよ」

「でも、私……」

「なにがあったとしても奈都美さんは奈都美さんだし、過去なんか関係ないと思う。奈都美さんが帰らなかったとしたらそれこそみんな悲しむし、苦しむことになる。それとも奈都美さんは、みんなと一いつ緒しよにいたくないの？」

　奈都美はうつむいたまま答えない。

「ずっと独りぼっちでいいの!?　ずっとここにいるの？」

「いや……」

　奈都美は消え入りそうなほどの小声でつぶやくと、堰せきを切ったかのような勢いで話し始めた。

「私、みんなのこと好きだもん。みんなのこと大好きだもん。ホントは一緒にいたい……。離はなれ離ばなれなんか嫌いやだもん……」

「なら答えは決まってるじゃないか」

　和樹は改めて奈都美の前に手を差し出した。

「戻もどろう、みんなのところに。みんな奈都美さんを待ってる」

　それでも奈都美は躊ちゆう躇ちよしていたが、すべてと向き合う覚かく悟ごを決めたのか和樹の手を取った。

「時間がない。今のうちに行けるところまで行かないと」

　和樹は奈都美が頷うなずくのを待つと、彼女の手を引いて部屋をあとにした。







　ＶＩＰ区画を抜ぬけ、地上へと続くエレベータへと向かって走り出したときだ。

　非常灯で赤く照らされていた廊ろう下かに明かりが灯ともり、暗くら闇やみに紛まぎれて移動していた和樹と奈都美の姿を浮き上がらせた。二人は慌あわてて物もの陰かげへと身を潜ひそめると、周囲の様子をうかがい始める。

「明るくなっちゃったね」

　奈都美が小声で話しかけてくる。

「ちょっと逃げにくくなったけど……」

　和樹はネットワークに接続すると黒服の現在位置をチェックする。偽の情報に踊おどらされていた黒服は持ち場に戻ったようだ。警備態勢が強化されたのか、新たな黒服がフロア内の巡じゆん回かいを始めている。これ以上警備が厳重になる前に、地上へと逃のがれる必要があった。

　和樹が脳内で脱だつ出しゆつのためのシミュレーションを繰くり返していたときだ。純子からのコールがあった。和樹は電覚を用いてダイレクトにそれを受け取る。

『和樹君、大変なことになった』

　切せつ羽ぱ詰つまったような声に、自然と和樹の表情は引き締しまる。

『どうしました？』

『影山の保護に成功。一緒にいた笹ヶ瀬薫と品川圭介も救出したわ。ただ問題が起きてる』

『問題？』

『そあらが言うには、テログループが施設を統とう括かつするＩＺＵＭＯを占せん拠きよして危険なプログラムを転アツプ送ロードしてるらしいの』

『ＩＺＵＭＯ？』

『グローバルイルミネーションにかかわる研究を支えている巨きよ大だいコンピュータよ。連中はＩＺＵＭＯを暴走させてグローバルネットワーク全体に攻こう撃げきをかけようとしてる』

　既すでに半分以上、ＩＺＵＭＯは乗っ取られていると純子は付け加えた。

『手始めに警視庁のサーバが破は壊かいされた。それに刑けい務む所しよの管理コンピュータも攻撃を受けていて集団脱だつ獄ごくが発生してる！　でもそんなのは始まりにすぎない。このままだとグローバルネットワーク全体が破壊されるわ。そうなれば、どんな惨さん事じになるか──』

　だがネットワーク全体を破壊するほどの処理能力を備えたコンピュータなど考えにくい。それが可能だとすればＩＺＵＭＯはＨＩＫＡＲＩと同規模のコンピュータということになる。

『それだけじゃない。テログループは地下施設への入り口を開放したみたいでね。ＶＩＦＣがなだれこんできてる』

『ＶＩＦＣが？　じゃあ彼等らを先導していたのは……』

『ＩＺＵＭＯを占拠してるテログループと考えて間ま違ちがいないわ。私は今から連中を食い止める。和樹君、あなたも手伝って！』

『位置は？』

　和樹が問うと同時に、ＩＺＵＭＯの位置を知らせるデータが送られてきた。先ほど作製した地図の中心部。そこから真っ直すぐに伸のびた通路の先に巨大なブロックが表示される。

（このブロックそのものがＩＺＵＭＯ!?）

　とてつもなく巨大なコンピュータである。百メートルはある一区画の大半を占しめているのだ。規模から考えればＨＩＫＡＲＩを凌しのぐほどである。

『あなたが必要なの。すぐＩＺＵＭＯに向かって！　そこで合流しましょう』

　そこで純子からの通信は途と絶だえた。

　事態は急速に動き始めている。だが混乱に乗ずることでチャンスを見み出いだせそうだ。

「奈都美さん、ここでじっとしてて」

「え？」

　突とつ然ぜんの和樹の申し出に奈都美は面めん食くらっていた。

「ここにいれば死ぬことはない。僕は行ってくるから」

「行ってくるって!?　なにがどうなってるのか、さっぱり……」

「誰だれかがＩＺＵＭＯっていうコンピュータを暴走させてるんだ。止めないと大変なことになる。だから行かないと」

　和樹は赤子でもあやすかのような穏おだやかな口調で説明した。

「いや……。お願い、一人にしないで」

　奈都美は和樹の服にしがみついて懇こん願がんする。

　和樹とて奈都美を残していくことに不安は覚える。だがこの先で待ち受けているであろう困難を考えると、とても同行させる気にはならない。

「この先は危険を伴ともなう。命の保証はできない」

　あえて突つき放すように忠告するが、それでもなお奈都美は首を横に振ふってみせた。

「いいの。ここで独りぼっちでいるよりは怖こわくない。だからお願い、一いつ緒しよに行かせて」

　ためらいのない真っ直ぐな眼まな差ざしを真正面から受け、和樹の気持ちは揺ゆらぐ。

「私、もう逃にげたくない」

　そしてその言葉が決め手となった。

「奈都美さんが、それでいいのなら」

「うん！」

　奈都美は力強く頷いた。







　ＩＺＵＭＯが設置されている区画へと向かうため、和樹と奈都美は通路をひた走っていた。

　ＶＩＦＣに対処するためだろう。施設内は手て薄うすになっている。おかげで移動も容易で、純子との合流をスムーズに果たすことができた。

　純子と行動をともにしていたのは救出された影山、それにそあらの二人だ。

「薫さんと圭介は？」

　和樹が当然の疑問を口にすると、純子は渋しぶい顔をしながら首を左右に振った。

「神田川に直じか談だん判ぱんするんだって品川圭介が飛び出して……。笹ヶ瀬薫は彼を追いかけていったのよ。学習能力がないのかしら、あの二人！」

　警備が手薄になっている今、即そく座ざに捕つかまるようなことはないだろう。だが危険であることに変わりはない。ＶＩＦＣが押し寄せているという現状を考こう慮りよすると、予想し得ない事故が発生する可能性もあった。だが今は二人を追いかけている余よ裕ゆうはない。早さつ急きゆうにＩＺＵＭＯを奪だつ還かんしなければ、世界は未み曾ぞ有うの危機に晒さらされるだろう。

「立ち話をしている場合ではない。こうしている間にもＩＺＵＭＯは世界中に脅きよう威いを与あたえ続けているのだからな」

　影山は抑よく揚ようのない口調で言った。

「私も責任の一いつ端たんは感じている。不本意であるとはいえ、神田川に協力していたのも事実。だから今のうちにやれるだけのことはやっておきたい」

「で、影山先生はどこまでご存じなわけ？」

「だいたいだな」

　影山は純子の鋭するどい視線を余裕で受け流した。

「ＩＺＵＭＯの能力は君達の想像を遥はるかに超こえるものだ。地下施設のＩＺＵＭＯは何台か存在するうちの一台にすぎないが、その暴走を他のＩＺＵＭＯで食い止めることはできない。高性能であるが故ゆえ、それを抑おさえる手段も限られているわけだ」

　影山はＩＺＵＭＯが置かれている区画へと歩き出した。和樹達もそれに続く。

　歩き始めた直後である。影山の後ろにピタリとついていたそあらが足を止め、その場でうずくまった。彼女は胸を押さえつけると、苦く悶もんの表情を浮うかべながら喘あえぎ声を発する。

「ぐ……。うぅ……」

　そあらの苦しむ様は先ほどよりも酷ひどい。強がりの言葉も今はなかった。

「どうなっているんです？　彼女はロボットでしょう？」

　和樹が問うと、影山はそあらを見下ろした。

「私は人間専門だから機械の怪け我がは治せない。君のほうが熟知しているんじゃないか？」

　影山は和樹へと目を向けてきた。

（確かに、そあらをハッキングして内部機構を調査することは可能だ）

　和樹はそあらの前にしゃがみこむと、彼女の小さな背に手を添そえた。

「そあら、気を楽にして……」

　彼女は和樹の意図に気づいたらしく、自らファイアウォールを開放する。さっそく和樹はそあらの内部へと潜せん入にゆうし、メインプログラムの調査を開始。ほどなく原因に行き着いた。そあらを稼か働どうさせているメインプログラムの通信ゲートの内側に、ハッキングプログラムが食いこんでいる。何者かが直じかにアクセスして中ちゆう枢すう内のディティクターを一いつ掃そうしたあと、ハッキングプログラムをアップロードしたのだろう。

（そあらになぜこんなものが？）

　彼女がロボットだと知っている何者かによる犯行としか考えられなかった。

　和樹が調査結果を報告すると、影山の表情が僅わずかに陰かげった。

「いよいよＩＺＵＭＯも危ないな……」

「それはそあらとＩＺＵＭＯに関連性があるということですか？」

　その疑問に影山が答えるよりも早く、そあらは立ち上がった。だが調子が悪いのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。彼女の体は不規則に揺れ、いつ機能を停止しても不思議ではなかった。

「私がなんとかしないと……ＩＺＵＭＯが……」

　そあらは悲ひ壮そう感すら漂ただよわせると、前方を見み据すえて歩き出した。

「どういうこと？」

「そあらなら、そあらの中の彼女なら対処できるかもしれない。そういうことだ」

　影山の話に純子は首を傾かしげる。

「今に解わかる」

　厳しい口調で語る影山に、和樹はそれ以上の追つい及きゆうを断念した。

（そあらの中の彼女？　いったい、なんのことだ？）

　だがそれもＩＺＵＭＯと対面することで判明するだろう。

　それがどのような結末へと導くのかは判わからなかったが──。







　ＩＺＵＭＯへと向かって歩き始めた直後、前方から祭まつり囃ばや子しにも似た騒さわがしい気配が伝わってきた。だが華はなやかさは少しも伝わってこない。聞こえてくるのは罵ば詈り雑ぞう言ごん、悲鳴、怒ど声せい、絶ぜつ叫きよう──そして銃じゆう声せいである。視覚センサーの感度を上げて確かく認にんすると、黒服とＶＩＦＣが真正面からぶつかり合っているのが判った。黒服は手にした銃器でＶＩＦＣを蹴け散ちらすが、勢いづいた彼等らを止めることはできない。ＶＩＦＣは仲間の屍しかばねを乗り越こえて黒服へと襲おそいかかっていく。

　この道を突つっ切っていくのがＩＺＵＭＯへの最短ルートだったが、それはできそうにない。和樹達は別ルートを検けん索さくし、混乱が少ない道を選んで進み続ける。それでも途と中ちゆう、何度か黒服と交戦してはいたのだが。

　そんなことを繰くり返しているうちに、和樹達はＩＺＵＭＯが格納されているブロックへとたどり着いた。だがそこでも黒服とＶＩＦＣの戦せん闘とうは行われており、近づける状じよう況きようではない。

「とんでもないことになってるわね……。ここが日本だなんて信じられない」

「死者の数も相当数になりますが、どうやらＶＩＦＣが優勢のようですね」

　黒服は銃器を手にしていたが、ＶＩＦＣと比べて人数は圧あつ倒とう的に少なかった。加えてＶＩＦＣは死を恐おそれてはいない。そのことが彼等を勢いづけ、黒服を怯ひるませる結果となっている。

　黒服が押され始めたときだ。ＩＺＵＭＯへと続く部屋の扉とびらが爆ばく音おんとともに吹ふき飛んだ。周囲の人間は炎ほのおに炙あぶられ、爆風で吹き飛び、次々と倒たおれていく。一いつ瞬しゆんで屍の山が築かれ、視界は地じ獄ごく絵図へと変わっていった。何人もの人間が折り重なるように倒れ、床ゆかは彼等が流した鮮せん血けつで染まっている。むせ返るほどの血ち生なま臭ぐささに加え、肉が焼ける嫌いやな臭においが鼻を衝つく。吐はく物など存在しないにもかかわらず、和樹は胸がむかつくのを覚えていた。

　両者の戦闘は終わらない。彼等は戦いの舞ぶ台たいをＩＺＵＭＯの内部へと移していた。

「私達も行くわよ！」

　純子は拳けん銃じゆうを構えながら走り出した。和樹達も彼女に続く。

　死体の山を乗り越えて入り口へと潜入した途と端たん、ドームにも似た巨きよ大だいな空間が広がった。内部も混乱が続いていた。黒服とＶＩＦＣが闘争を続け、絶叫が広大な空間に響ひびき渡わたっている。そんな混こん沌とんとした空間の中心部で、ＨＩＫＡＲＩと酷こく似じした巨大なコンピュータは圧倒的な存在感とともにそびえ立っていた。

（これがＩＺＵＭＯ……）

「都！　もう止やめて。十分でしょう？」

　罵声と悲鳴が飛び交かう中にあって、その女性の声は鮮明に聞こえてきた。

　声の方向へと目を向けると、ＩＺＵＭＯの端末の側そばに何名かの人間の姿を確認できる。そこには若佳菜と深佳、そして二人と対たい峙じしている都の姿があった。

「私はね、若佳菜のためにもこうしているの。お母様があんな目に遭あった理由を知りたいでしょ？　復ふく讐しゆうしたいでしょ？」

　都は端末の前に腰こしかけ、ＩＺＵＭＯを操作している。

「私は復讐なんて考えてない！　だから止めて！　これ以上、罪を重ねないで！」

「私は自分の良心に従ってるの。神田川みたいな腹黒い人間を守るための法律でも従わないといけないの？　冗じよう談だんじゃない。私には私の信じるものがあるの」

　都はキッパリと言い切った。

「ちっ！」

　純子は舌打ちをすると、黒服とＶＩＦＣの集団を搔かき分けるようにして突とつ進しんしていく。和樹もまた奈都美の手を引いてあとを追う。

「今すぐ操作を止めなさい！」

　純子は都に銃を向けるとＩＺＵＭＯが座す中央のフロアへと歩を進めていく。だがそれでもなお彼女はキーボードから手を離はなそうとしない。

「目め障ざわりなのよ。悪いけど、関係ない人間は舞台から降りてもらうわ」

　なおも端末を操作し続ける都に対し、純子は都に照準を合わせたまま詰つめ寄っていく。

　撃うち損じることがないほどまで距離を詰めたときだ。ＩＺＵＭＯの陰かげから躍おどり出てきた一体のヴァーチャルアイドルロボットが純子の体を弾はじき飛ばした。アルファである。純子は床を転がり、その弾はずみで手から銃が零こぼれ落ちた。即そく座ざに純子は起き上がって身構えるが、彼女の目の前には三体のアルファが立ち塞ふさがっていた。

「そのアルファ、格かく闘とうプログラムをインストールした特別仕様。試ためしてみる？」

「くっ！」

　純子は忌いま々いましそうにアルファを睨にらみつけた。

「あなた、自分がしていることを理解しているの!?」

　牽けん制せいするアルファと対峙しながら純子は叫さけぶ。

「道路、港こう湾わん、発電所、通信施設などの産業基き盤ばん、学校、病院、公園などの社会福ふく祉し施し設せつの崩ほう壊かい。この国が築いてきたものを一瞬で消しよう滅めつさせる」

　悪あく魔まに魅みせられたのだろうか。都の顔は愉ゆ悦えつで歪ゆがみ、その瞳ひとみは闇色に彩いろどられている。

「私は確信犯でやっているの。おかしくなったわけじゃない」

「正気の沙さ汰たじゃないわ！」

「価値観の違ちがいと言ってほしいわね」

　純子との会話を続けながらも都の手は止まらない。彼女の指はピアノでも演奏するかのような軽かろやかさでキーをタイプしていく。

（このままじゃ……都さんの作業が終しゆう了りようしてしまう！）

　和樹は全員の立ち位置を確かく認にんし、ＩＺＵＭＯへのルートをシミュレートする。

　幸い、三体のアルファは純子に張りついている。それさえ避さければ都に飛びかかるのも難しくはない。和樹が行動へと移ろうとした直後である。

「坊ぼうや、おかしな真ま似ねはしないことね」

　都は一瞬だけキーのタイプを中断し、釘くぎを刺さした。

「そこで突つっ立ってなさい。今、スクリーンに面おも白しろいものを映してあげる。ＣＧなんか使わない最高にスペクタクルな映像をね！」

　都が高笑いする中、かちゃりという乾かわいた金属音が響いた。全員の視線がそちらへと向かう。

「……若佳菜、それ、なんの冗談？」

　都は笑うのを止め、目を細める。彼女の視線の先には、純子の拳けん銃じゆうを手にした若佳菜の姿があった。その銃口は都へと向けられている。

　誰だれも彼もが驚おどろく中、だがしかし最も驚きよう愕がくしていたのは若佳菜自身だった。なぜ自分は都に銃を向けているのか、なぜ引き金に指をかけているのか──。その理由をまるで理解していないようだ。彼女は顔を強こわ張ばらせたまま硬こう直ちよくしていた。

「撃ちなさいっ！　彼女がＩＺＵＭＯを操作し続ければ、どんな惨さん事じが起こるか……。秩ちつ序じよを守りたいなら彼女を撃ちなさい！　あなたの仕事でしょう！」

　純子が叫ぶが、若佳菜は応こたえない。銃を支えているだけで精せい一いつ杯ぱいのようだ。

「若佳菜が私を撃つ？　そんなことできるわけないじゃない！」

　都が嘲わらった。

「都、お願い、止めて……」

「止めないわよ。もう数値は入力を完了してる。あとは実行キーを引っぱたくだけ」

　都の指がキーに触ふれる。あと少し指先に力を入れるだけで大惨事を巻き起こす扉が開かれる。

「私を止めたければ撃てばいい。撃たせてあげるわよ？　それとも法律を破るのが怖こわい？　この状況なら罪には問われない。なんの問題もないじゃない」
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「お願い、止やめてっ！」

　若佳菜は膝ひざから崩くずれ落ちると、両の手を床につけた。

「どうして？　どうして撃ってくれないの？」

　都は軽けい蔑べつしきった声こわ音ねでつぶやいた。

「本当に想おもってくれているなら撃てるはずなのに……」

　だが若佳菜は応じることすらできず、床を見つめるだけだ。

「結局、私への気持ちなんか、その程度でしかなかったってわけね」

「そんなんじゃ……」

「もういいっ！」

　都は叫ぶと腕うでを振ふり上げた。

「これで若佳菜が大事にしようとする社会は潰つぶれる！」

「やめてっ！」

　若佳菜の悲鳴とともに乾いた発はつ砲ぽう音おんが響いた。都の耳元の髪かみが微かすかに揺ゆれ、彼女は微かに顔を仰のけ反らせる。こめかみが裂さけ、顔のラインに沿って血が流れていった。

「これが限界なのよね」

　都は苦く笑しようすると手の甲こうで血を拭ぬぐい、舌先でそれを舐なめ取った。

　そして次の瞬しゆん間かん、都は叩たたきつけるような勢いで実行キーをタイプする。その途と端たん、地じ震しんにも似た震動が足あし下もとから迫せり上がってきた。その発生源は目の前にあった。

「もうＩＺＵＭＯを破は壊かいしても意味はないわ！　点在するＩＺＵＭＯが全能力を発揮してウィルスを垂れ流す。コンピュータを積んでいるすべての端末に向けてね！」

　ＩＺＵＭＯのパフォーマンスが百パーセントに達している。持てる能力のすべてを搾しぼり出そうとしているのかＩＺＵＭＯは激しく震動し、周囲の空気を震ふるわせていく。

「早くそあらを接せつ触しよくさせろ。このままでは取り返しのつかないことになる！」

　影山が叫ぶが、アルファが邪じや魔まで端末へ向かうことができない。

　そのときだ。和樹の耳が大多数の喚かん声せいと足音を察知した。それは確実にＩＺＵＭＯを目指して迫ってくる。

「ＶＩＦＣの集団がやってきます！　数は……計り知れません」

「こんなときに……」

　純子は唇くちびるを嚙かむと、小こ競ぜり合いが続く出入り口へと目を向ける。

「ゴミが数を頼たよりにやってくるわね。ま、この子達に殴なぐられるなら本ほん望もうかも？」

　三体のアルファがＶＩＦＣへと向き直った。

（ＩＺＵＭＯに迫るなら今しかない）

　だが大挙して押し寄せてくるＶＩＦＣのことを考えると、ここに留とどまるのは得策ではない。純子も同じことを考えていたようだ。

「退ひくわよ！」

　純子は指示を出すと、退路を切り開くべく先行して走り始める。

　和樹は奈都美の手を取り、影山は床ゆかにへたりこんだままの若佳菜を助け起こした。深佳にはそあらが付き添そっている。

　和樹は奈都美の手を引いて走り出し、純子が切り開いた道を突つき進んでいく。だがその道もすぐに埋うめつくされ、和樹と奈都美は集団の中に吞のみこまれた。それでも和樹は奈都美の手を放さず、悲鳴と怒ど号ごうが入り交じる施設内を進んでいく。

　黒服やＶＩＦＣを避さけ、時には追われているうちに、和樹と奈都美は純子達とはぐれていた。

「とにかく地上を目指そう。この混乱に乗ずれば、きっと逃にげられる」

　周囲を確かく認にんすることでエレベータホールへの位置は特定できる。和樹は周辺の状じよう況きようを確認し、作製した地図上で現在地を特定。脱だつ出しゆつするためのルートを作っていく。

　黒服とＶＩＦＣの動きを考こう慮りよに入れ、移動するタイミングをうかがっていたときだ。左ひだり肩かたに鈍どん重じゆうな衝しよう撃げきが走り抜ぬけた。と同時に一発の銃声が聴ちよう覚かくを刺し激げきする。

（撃うたれた!?）

　そう感じた瞬間、体はよろけ、和樹は受け身すら取れないまま床に転がった。

　背後から撃ちこまれた弾だん丸がんは肩を貫かん通つう。脳天を突き抜けていく激しい痛みに体が麻ま痺ひし、全身が一時的な機能不全に陥おちいった。それでも歯を食いしばり、かろうじて動く顔を持ち上げていく。その途端、和樹は目を剝むいた。そこにいたのが神田川であり、奈都美の腕をひったくって憤ふん怒ぬの表情を浮うかべていたからである。

「私の愛いとしいお嬢じようさん、おいたはこれくらいにしておきましょうねぇ」

　神田川は絡からみつくような粘ねん着ちやく力りよくの高い声を発したかと思うと、床に突っ伏ぷす和樹の頭を蹴けり飛ばした。擬ぎ態たい機能が痛みを再生し、損傷の度合いを報告してくる。行動不能に陥るほどではないが、しばらく身動きは取れそうにない。

　神田川は拳けん銃じゆうの銃口を和樹の頭部へと向ける。

「余計なことをしてくれおって。おかげでＩＺＵＭＯも施設ごと失ってしまった！」

「この施設は知れ渡った。あなたの企たくらみは潰ついえたんだ。これ以上の罪を重ねたところで……」

　話し終わる前に、神田川の爪つま先さきが和樹の脇わき腹ばらを蹴り上げた。

「勝ったつもりでいるだろうが、まだ方法はいくらでもあるのだよ。この娘こさえいれば修正ＤＮＡの研究は続けられる。表のコネクションが壊かい滅めつしたとしても、裏のつながりもある。潜もぐってしまえば再起は可能なのだ」

「その前に……あなたには刑けい務む所しよに入ってもらう」

「ふん。なんとでも言うがいい」

　神田川の指が引き金にかけられた。

「和樹君を殺したら、私も舌を嚙むからっ！」

　奈都美は叫さけぶと舌を突き出し、それを嚙み切るような仕草をした。神田川の顔が青くなる。

「できもしないことでワシを脅おどかそうとしても……」

「本当に嚙むんだからっ！　それにどうせ、私を実験で殺すつもりのくせにっ！」

「ぐ……！」

　神田川が言葉を詰つまらせる。

「和樹君から銃を離はなして！」

「ワシを脅きよう迫はくしようというのかっ！　この小こ娘むすめがっ！」

「早くっ！」

「ぐ……ぐぐぐっ……があああああっ！」

　神田川は雄お叫たけびにも似た声を発したかと思うと、和樹の額に銃口を押しつけた。

「このガキがぁっ！」

　引き金にかけられた人差し指に力がこめられていく。和樹はその様子を驚おどろくほど冷静に見つめていた。

（これで終わりか……）

　弾丸を頭部に受ければ、確実に無機頭脳は破壊される。

（結局、なにもできなかったけど、ここでの出来事がなにかの突とつ破ぱ口こうになってくれれば……）

　和樹は自然と目を閉じていた。

（さようなら）

　誰だれに向けた言葉なのか判然としないまま、和樹は最さい期ごを迎むかえる──はずだった。

『キッキー！』

　聞き覚えのある声に目を開けると、エテコウが神田川に突撃していくのが見えた。それは勢いよく飛び跳はねると、神田川の脇腹に頭突きを食くらわせる。

「ぐえっ」

　無残な呻うめき声を発し、神田川はもんどりを打って倒たおれた。手にしていた銃が床を滑すべっていく。

『助ケニキタ、助ケニキタ、キー！』

「エテコウ！　と言うことは……」

「兄さん、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　良く通る澄すんだ声で語りかけてきたのは、和樹が想像したとおりの人物だった。

「遥香！」

　遥香は場にそぐわぬ穏おだやかな笑えみを返すと、車くるま椅い子すで近づいてきた。

「なんで遥香がここに!?」

　その答えを得るよりも先に事態が動き始める。

「スクープよ、スクープよっ！　スクープの山よぉ！」

　威い勢せいの良いい声が聞こえてきたかと思うと、マイクを握にぎりしめた佐知美が突とつ撃げきしてくる。そして彼女に追従するかのように多数のＶＩＦＣが姿を現した。

「こ、この連中は……」

　肥え太った体をなんとか引き起こした神田川は、大挙して押し寄せてくる暴徒の姿に頰ほおを引きつらせる。彼はその体からは想像もできないほどの素す早ばやさで暴徒に背を向けると、床に転がった拳銃を拾い、奈都美の腕うでを取って遁とん走そうを始めた。

「か、和樹君っ！」

　奈都美は神田川の呪じゆ縛ばくから逃のがれるべく必死の抵てい抗こうを試みていたが、抗あらがいきれずにその姿を消していく。

「あれが悪者よ！　みんなで捕つかまえてっ！」

　佐知美の叫びに呼応し、ＶＩＦＣは鉄てつ砲ぽう水みずのごとく通路を流れていく。和樹も彼等らに続くべく体勢を立て直そうとするが、気持ちばかりが先行して体が言うことを聞かない。

「兄さん、無理はしないで」

「でも神田川を追わないと……。奈都美さんを見失ってしまう！」

　和樹が冷静さを失いつつある一方で、遥香は悟さとりでも開いたかのように落ち着いていた。

「神田川の会話を盗とう聴ちようしました。彼は今、ＩＺＵＭＯへと向かっています。そこで警備員を集結させ、ＩＺＵＭＯを奪だつ還かんするつもりのようです」

「ＩＺＵＭＯを？」

「最後の砦とりでにするつもりでしょう。外は警察が固めていますから」

「そうか」

　和樹は頷うなずくと、ゆっくりと体を起き上がらせる。と同時に左ひだり肩かたに鋭するどい激痛が走り抜けた。左腕を駆く動どうさせているモーターの信号伝達機器にエラーが発生している。

「どうしたの？　故障!?」

　気き遣づかわしげな表情をする佐知美に対し、和樹は首を横に振ふって答える。

「自宅にリペアキットがあるから大丈夫です。傷は残りますが」

「傷は男の勲くん章しようよ。……立てる？」

　和樹は佐知美の肩を借り、どうにか自分の足で立ち上がった。

「地上は大混乱よ。交こう通つう網もうはアウトだし、街の機能は麻痺したも同然……」

　ＩＺＵＭＯが発信しているウィルスの影えい響きようは、すでに街のいたるところで現れているようだ。

「ここのこと、洗いざらい告発してやるからイロイロ教えてね」

　佐知美は片目を閉じてみせる。

「奈都美さんを助けたあとでよければ」

「オッケー！　密着ドキュメント開始ね！　やってみたかったのよね～」

「危険ですよ？」

「へーきへーき。これでも修しゆ羅ら場ばはいくつも潜くぐってるんだからっ！」

　ガッツポーズを作る佐知美に多少の不安を抱いだきつつ和樹は走り出した。佐知美が遥香の車椅子を押しながらそれに続く。

　聴ちよう覚かくシステムが神田川と奈都美の足音を感知。追撃は可能だった。

「遥香、三さん助すけのコントロールはできる？　三助を使って待ち伏ぶせをしたい」

「任せてください」

　遥香は目をつむり、そして開いた。

「三助の移動を開始しました。五分ほどで神田川と接せつ触しよく予定です」

「あなた達、いいコンビねぇ」

　和樹と遥香のやり取りを見ていた佐知美が感かん嘆たんする。

「仲のいい兄きよう妹だいですから」

　遥香は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　聴覚システムを頼たよりに廊ろう下かを突つき進んでいたときだ。和樹達に向かってくる二人分の足音を捕とらえた。通路から飛び出してきたのは影山とそあらである。

「神田川を追っているのか？」

「影山さんは？」

「この状じよう況きようならＩＺＵＭＯに接触できるかもしれない。なんとかそあらを接触させねば……」

　そのときだ。影山が飛び出してきた方向から聞き慣れた女性の声が聞こえてきた。

「あなたの負けよ、神田川。大人しく投降しなさい！」

　壁かべに背を預け、そっと通路を覗のぞきこむ。

　そこには神田川の前に立ちはだかる純子の姿があった。そしてその背後には、行方ゆくえ不明だった薫と圭介の姿が──。

（無事だったのか）

　安あん堵どするが、状況は切せつ迫ぱくしていた。

「観念なさい。もうあなたが帰るところはどこにもないわ」

　純子は拳けん銃じゆうを神田川に向けたまま冷ややかに告げる。

「うぐぐ……」

　神田川は奈都美を盾たてにしながら、一歩、また一歩と後退していく。

「あなたが行くべき場所は、ただ一つ。牢ろう獄ごくだけよ」

　それでも神田川は諦あきらめない。彼は奈都美のこめかみに銃口を添そえたまま、しきりになにかをつぶやいている。逃にげるための算段でもつけているのかもしれない。

（させてたまるかっ！）

　和樹は神田川の退路を断たつため廊下に飛び出した。

「き、貴様……」

　和樹の出現は想定外だったのだろう。突とつ然ぜん、躍おどり出てきた彼に神田川は酷ひどく動どう揺ようしていた。

「影山さん！　今のうちにＩＺＵＭＯを！　今なら押さえられるかも！」

　和樹の叫さけびに応じ、影山とそあらが動き出す。

「この裏切り者っ！」

「悪いが、あなたの仲間になったつもりはない」

　影山は眉まゆ一つ動かさずに告げると、そあらを連れてＩＺＵＭＯへと向かった。

「こんなことをしてただですむと……」

「往おう生じよう際ぎわが悪いわね。大人しくお縄なわにかかってもらいましょうか？」

　嘲あざけるような口調で告げる純子。

「黙もく秘ひ権けんと弁護士を呼ぶ権利くらいは認めてあげるわよ」

　純子と神田川が睨にらみ合いを続けていたときだ。

「ワシは多た忙ぼうでね。こんなところで時間を取られているわけにもいかんのだよ」

「馬ば鹿かなことを。あなた、状況をまるで理解──」

　純子の言葉は続かなかった。

　その背後からカチリと乾かわいた金属音が響ひびいてくる。

　音もなく忍しのび寄ってきた黒服が純子の背に銃口を向けていた。

「一人だけではないぞ？」

　神田川は弛たるんだ頰ほおを上下に揺ゆらしながら愉ゆ快かいそうに告げる。

　薫と圭介の背後に一人ずつ、銃を構えた黒服が姿を現した。

（護衛との合流地点はここだったのか……）

「形勢逆転、と言ったところだな」

　すっかり余よ裕ゆうを取り戻もどした神田川は、純子との距きよ離りを一歩詰つめる。彼女は神田川に銃口を向けたまま辺りの様子をうかがっているが、今のところ打開策はないようだ。

　神田川の視線が圭介に向けられる。

「おまえが品川の息むす子こか？」

「俺のことを!?」

「知っているとも。さんざん忠告してやったのに従わないから、一家もろとも消してやったんだが……。虫を全部叩たたきつぶすのも面めん倒どうでな。おまえはお情けで見み逃のがしてやったのだよ」

　喉のどを鳴らしながら笑う神田川。

「やっぱり、おまえが……！」

　圭介は肩かたを怒いからせ、今にも飛びかかりそうなほど猛たけっている。刺さし違ちがえても不思議ではないほどだったが、かろうじて思い止とどまっているようだ。仲間を巻きこめないという思いが自制心となって彼を踏ふみ止まらせているのだろう。

「ご家族によろしく伝えてくれたまえ。さあ、皆みなさんをあの世に送って差し上げろ」

　黒服の指に力がこもる。呼応するかのように純子の指にも力が加えられていく。せめて神田川だけでも、と考えたのかもしれない。

　個々の銃が火を噴ふく直前だ。黒服の一人が宙を舞まい、壁に激げき突とつして崩くずれ落ちた。

　黒服を殴なぐり倒たおしたのは三助だった。遥香の遠えん隔かく操作によって動くそれは、残りの黒服へと襲おそいかかる。黒服は反射的に応戦し、射出された弾だん丸がんが三助の肩と膝ひざの金属板を弾はじき飛ばした。

　三助は怯ひるむことなく襲いかかっていく。それに恐おそれをなした黒服は、狙ねらいもつけないまま立て続けにトリガーを引いた。発はつ砲ぽう音おんが雷らい鳴めいのごとく鳴り響き、三助の装そう甲こうに弾かれた弾丸が跳ちよう弾だんと化して通路内を踊おどり狂くるう。

「きゃあっ！」

　薫が悲鳴を上げ、その場に倒れた。

（撃うたれた!?）

　確かく認にんする間もなく状況は刻々と変化する。三助は二人目の黒服を殴り飛ばしたかと思うと、三人目へと向かっていく。

「神田川っ！」

　純子の叫びと銃声が重なった。ＳＩＧザウエルＰ２２６ＬＦが火を噴くと同時に神田川の手元から拳銃が弾け飛ぶ。そしてそんな彼女を黒服の銃が狙っていた。銃口が閃せん光こうに包まれる。だが既すでに純子は前方へと身を投げ出しており、弾丸は彼女がいた場所を通過していった。壁にいくつもの火花が散り、弾かれた弾丸が四方八方へと飛んでいく。

　さらに掃そう射しやを試みようとする黒服に向かって和樹は地を蹴けった。左肩の鈍どん痛つうで顔が歪ゆがむが気にしてなどいられない。和樹は痛みを置き去りにするかのような勢いで黒服へと迫せまると、リミッターを解除した右の拳こぶしを相手の顔面へと叩きこんだ。全体重、そして渾こん身しんの力をこめた和樹の突つきが黒服の鼻骨を砕くだいていく。黒服は涙なみだと鼻血を垂れ流しながら床ゆかに沈しずんだ。

「ひ、ひぃぃ……」

　一いつ瞬しゆんにして護衛を全ぜん滅めつさせられた神田川は身を翻ひるがえした。純子は躊ちゆう躇ちよなく彼に発砲するが、神田川は通路を曲がってその姿を消していった。

「逃がさないっ！」

　純子は即そく座ざに反応し、神田川を追いかけていく。

　嵐あらしのような騒さわぎは一瞬にして過ぎ去り、静せい寂じやくが辺りを包みこんだ。

「兄さん、お怪け我がはありませんか？」

　安全だと判断したのだろう。遥香が姿を現した。

「僕より、薫さんが……」

　薫は仰あお向むけに倒れており、虚うつろな眼まな差ざしで天を見上げている。見たところ怪我をしている様子もなく、脈みやく拍はくは速いものの正常の範はん囲い内なのだが。

「薫ちゃん、しっかりっ！　大だい丈じよう夫ぶ、傷は浅いからっ！」

　奈都美は薫の下もとへと駆かけ寄ると、悲痛な叫び声を上げた。

　だが──。

　突然、薫はむくりと起き上がると、振ふり上げた拳で奈都美の頭を軽く小突いた。

「いった～いっ！」

　奈都美は頭を押さえつけながら目を瞬しばたたかせる。

「勝手に人を瀕ひん死しの重傷にするなっ！」

　薫は腰こしに両手を添えて憤ふん慨がいしてみせた。

「腰が抜ぬけたの」

「え？」

　奈都美は素すっ頓とん狂きような声を上げると、珍ちん獣じゆうでも見るかのような不可思議な眼差しで薫を眺ながめた。

「鉄砲の音を間近で聞いたんだから腰くらい抜けるでしょっ！」

　薫は少し頰を少し赤らめると頭を搔かいてみせた。

「まったく、奈都美の早とちりにも困ったもんだ」

　照れ隠かくしなのか薫は豪ごう快かいに笑うが、奈都美は今にも泣き出しそうな顔をしていた。

「ちょっと、どーしてそこで泣くのさっ！」

「だってだって、いっぱい心配したんだもん！　死んじゃったと思ったんだもん！」

　奈都美は目にうっすらと涙を浮うかべている。

「ばっかだなぁ……。心配したのは、あたしのほうだっての！」

　薫は憤慨すると、再度、奈都美の頭を小突いた。

「一人で悩なやんで、苦しんで……。なんで相談してくれなかったのさ」

　薫の口調は、ほんの少しだけ怒ど気きを孕はらんでいる。だがすぐにそれは消え失うせた。

「親友だろ？」

「あ……」

　奈都美は飛びかかるような勢いで薫に抱だきついていく。薫はそんな彼女を包みこむように、そっと抱きしめた。

（奈都美さんは、もう大丈夫だろう）

　帰る場所がないというのは幻げん想そうである。初めから彼女には帰る場所が存在し、迎むかえてくれる人もいたのだ。やや遠回りをした感もあるが、二度と道を見誤ることはないだろう。

　だが問題は残されていた。和樹は圭介へと目を向ける。

「神田川を追わないと……」

　圭介はかろうじて自分を保っていたが、今にも暴走しそうな危あやうい雰ふん囲い気きである。

　和樹は圭介の下へと足を運び、彼の肩に手を添そえた。

「圭介はここに残って」

　そう告げると、圭介は目を剝むいた。

「冗じよう談だんを言うな！　あいつは仇かたきなんだぞっ!?」

　だからこそ圭介を行かせるわけにはいかなかった。彼に過あやまちを犯おかさせないために──。

「ここは危険だ。みんなを守れるのは圭介しかいない」

「しかし……」

「仇を討うつことのほうが大事なの？」

　真顔で問うと、圭介は言葉を詰つまらせた。

「気持ちは理解できるけど……」

「解わかりっこない。人の気持ちなんてさ」

　そう言って圭介は自じ虐ぎやく的な笑えみを浮かべる。

「それが解っていれば、薫につらい思いなんかさせずにすんだんだ」

　圭介は小声でつぶやくと、互たがいの存在を確かめ合うように抱き合っている奈都美と薫へ目を向けた。

「僕が圭介の代わりに為なすべきことをする。約束するよ」

「……和樹」

　しばし無言で和樹を見つめていた圭介だが、意を決したように言葉を絞しぼり出した。

「絶対、神田川をぶちのめしてこいよな」

「うん」

「早く行けよ！　追いつかなくなるぞ！」

　和樹は頷うなずくと勢いよく走り出す。

（影山さんとそあらは、うまくやっただろうか……）

　ＩＺＵＭＯを止めるには、もはやあの二人に賭かけるしかなかった。それに神田川を追いかけていった純子のことも気になる。

　様々な不安が胸中で交こう錯さくする中、和樹は全速力で廊ろう下かを駆かけ抜けていった。







　ＩＺＵＭＯへと続く通路は戦場さながらの様相を呈ていしていた。床は多数の死体と無数の負傷者が折り重なるように倒たおれており、辺りは血と死の臭においに満ちている。罵ば声せいも銃じゆう声せいもなく、聞こえてくるのは断だん末まつ魔まの叫さけびと苦痛を訴うつたえる呻うめき声だけ。思わず目を背そむけてしまいそうになるほどの凄せい惨さんな光景が続いていた。黒服とＶＩＦＣの戦せん闘とうは終結しており、決着がつかないまま双そう方ほうとも壊かい滅めつ的な打だ撃げきを受けている。

（結局、なんのために闘たたかっていたんだろう？）

　黒服は神田川の命令で動き、ＶＩＦＣは都の掌てのひらの上で踊おどらされていただけだ。流れた血に意味はない。

　ＩＺＵＭＯが収められている部屋へと足を踏ふみ入れた瞬しゆん間かんである。

「神田川むつお。銃刀法違い反はんと公務執しつ行こう妨ぼう害がいで逮たい捕ほする！」

　すべてを圧するほどの力強い声が響ひびき渡わたった。

　逃とう走そう経路を探しているのだろう。純子に追い詰められながらも、神田川は忙せわしなく目を動かし続けていた。だがこの部屋に身を隠す場所はない。

「銃を棄すてなさい。正当防衛として本当に撃うつわよ！」

「貴様などワシの力でどうにでもできるんだぞ!?」

　この期ごに及およんで権力を行使しようとする神田川に対し、純子は憐あわれみの表情を浮うかべた。

「あなたには権力なんて存在しない。今までの悪事は外部に流れてしまったわ。さすがのあなたでも揉もみ消すなんてできないでしょうね」

　純子は両手で銃を構えると、じわりじわりと距きよ離りを詰めていく。

「裏の組織は私がじっくりと潰つぶさせてもらう。あなたを塀へいの中へと送ってからね」

「だ、黙だまれっ！」

　神田川は声を震ふるわせながらも手にした拳けん銃じゆうを純子へと向ける。直後、彼の拳銃が唸うなりを上げた。だが純子の動きは神田川よりも速い。地面を転がる彼女の脇わきを弾だん丸がんが抜ぬけていく。神田川はなおもトリガーを引くが、金属音が空むなしく鳴り響くだけだった。

「く、くそっ。弾たま切ぎれか……」

　慌あわてて体をまさぐる神田川をよそに純子は体勢を立て直すと、片かた膝ひざをついて狙ねらいを定め、トリガーを引いた。弾丸は神田川の右膝を撃ち抜き、彼はたまらず転てん倒とうする。

「神田川むつお。銃刀法違反と公務執行妨害で逮捕する！」

　純子は高らかと宣言すると、神田川の手首に手て錠じようをかけた。

「こっちは押さえたわ！　そっちはどう!?」

　純子はＩＺＵＭＯの側そばで立ち往生している影山へと声をかける。

「冗談を言うな。私は荒あら事ごと担当ではない」

　影山は悪態をつきながらも、そあらとともにＩＺＵＭＯ奪だつ還かんの機会をうかがっている。だが三体のアルファが鉄てつ壁ぺきの守りをみせているため、その突とつ破ぱは容易ではなさそうだ。

　純子は銃を構えたまま走り出し、和樹もまたＩＺＵＭＯへと向かっていく。

「このっ！」

　純子は吐はき捨てるとアルファへと向かってトリガーを引く。だが射出されたのは一発だけであり、弾切れを起こして乾かわいた音が室内に広がった。しかも弾丸はアルファから逸それてしまう。

「チッ！」

　純子は舌打ちすると銃身を握にぎりしめ、アルファの前へと躍おどり出る。そして手にした拳銃を振ふりかざし、ハンマーよろしく振り下ろした。拳銃がアルファの肩かた口ぐちへ叩たたきこまれようとしたそのときだ。アルファは流れるような身のこなしで純子の一撃を避さけ、空振りすることで生じた隙すきを利用して彼女の体に蹴けりを入れた。純子は後方へと弾はじけ飛び、床ゆかを転がった。アルファは追撃することなく元の位置へと戻もどり、再びＩＺＵＭＯの前で壁かべを作るかのように立ち塞ふさがる。

「なんてロボットだ」

　驚きよう嘆たんする影山。

「端たん末まつにたどり着くだけでいいのに……」

　じれったいのだろう。そあらはその場で地じ団だん駄だを踏んでいる。

「そうそうたる顔ぶれね」

　都はＩＺＵＭＯの端末前で腰こしかけたまま、この場にいる面子メンツを見渡した。

「圭介君は寝ね返がえったみたいね。ま、あてにはしてなかったけどね」

　都は足を組むと、初めから興味などなかったとでも言いたげな調子で言った。

「やっぱりロボットのほうが信しん頼らいできる。私を裏切らないからね」

　苦く笑しようすると、都はＩＺＵＭＯへと目を向けた。

「さあ、どうする？　手て遅おくれになるかもしれないわよ？」

　都はクスクスと忍しのび笑いを漏もらした。

「私が戻れば彼女が再生するのに……」

　そあらのつぶやきに和樹は首を傾かしげる。

（彼女？）

「けど、緊きん迫ぱく感がないっていうのは問題よね。ここにいると地上の様子が判わからないし。私も数値とコードだけで状じよう況きようを知ってもつまらないからスクリーンで上映してあげる」

　都は鼻歌を歌いながら端末を操作し、ＩＺＵＭＯに備えつけられている巨きよ大だいなディスプレイにニュース番組を映し出した。

　そこに映し出されたのは報道ヘリによる上空からの映像だった。眼下に見えるのは見慣れた東京の街並みである。だがそこにかつての風景はない。いたるところで黒こく煙えんが立ち上り、火災によって燃え上がる建物が散見される。交通システムが麻ま痺ひしているせいか道路は渋じゆう滞たいを極きわめ、あちらこちらで事故が起きていた。

『都内の交こう通つう網もうは大混乱に陥おちいっています。航空管制システムのエラーで四機の旅りよ客かく機きが港区に墜つい落らく。死傷者が多数出ている模様です……』

　実じつ況きよう中ちゆう継けいを行っているリポーターは怒ど鳴なるように叫び続けている。

『消防システムも交通網の大混乱で機能していません。あっ！　今、ヘリが墜落しました！』

　ビル街に新たな煙けむりが上るが、大火災の中にあってそれはか細い煙でしかない。

『同様の事故や火災が各地で起こっているという知らせが舞まいこんでいますが、ネットワークも混乱しており、正確な情報はつかめておりません』

『なお回線は官庁組織に優先的に割り当てられています。回線の使用はご遠えん慮りよください。現在、回線は非常につながりにくくなっております』

『みなさん、外は大変危険です。混乱が収まるのをお待ちください。繰くり返します、外は危険です。混乱が収まるのを……』

　リポーターは絶望的な状況を伝え続けている。

「こんなことをして……どうしようっていうの!?」

　若佳菜はディスプレイに目を向けたまま声を震わせる。

「掃そう除じよ、掃除。世界は炎ほのおによって清められる。くだらない人間も社会も、すべて消しよう滅めつする。世界は混こん沌とんと化すわ、私の指先だけでね！」

　都は自らの掌てのひらに視線を落とし、不敵な笑えみを浮うかべる。

「そんな……。どれだけの人が死ぬと思っているの!?」

「混乱を起こしたいの。くだらない人間が悲鳴を上げて右往左往し、のたうち回る姿が見たいのよ。自分がなぜ生きているのかという自覚もなく、なんのために生きようとしているのか考えない無能な連中。そんなの虫けら以下じゃない。虫けらを始末するのに呵か責しやくがいるの？」

「都……」

　若佳菜は嬉き々きとした表情を浮かべる都を見つめながら言葉を漏らした。

「これでも手加減してるのよ？　核かくミサイルの発射システムにだってハッキングできる。やろうと思えば簡単なの。世界の主要都市に核ミサイルの雨を降らせることだってできてしまう。でもね、私だって手加減を知らないわけじゃない。放射能は地球に優やさしくないからね」

　とんでもないことをさらりと言ってのける都に、その場にいる者すべてが声を失う。

「馬鹿げてる」

　純子は忌いま々いましそうに言うが、都は気にする素そ振ぶりすらなかった。

「価値観の違ちがう人間は、決して分かり合うことはないのよ？」

「まったく、無茶なことを──」

　影山はぼやくと、和樹へと目を向ける。

「和樹君。なんとかそあらをＩＺＵＭＯに接せつ触しよくさせてくれ。そうすれば、そあらの中の彼女が目覚める！」

　何度となく語られる「そあらの中の彼女」という言葉。だがそれがなにを意味し、どのような結果をもたらすのかは謎なぞのままだ。

（今は影山さんを信じるしかない）

　問題は目の前に立ちふさがる三体のアルファである。まったく悪意を感じさせない彼女達の笑みが、和樹に言いしれぬ不安感と恐きよう怖ふ心しんを植えつけていく。

　だが待っていても状況は好転しない。事態は刻々と悪化しており、このままでは都市機能の麻痺だけではすまなくなる。アルファに勝てる見こみはなかったが、一いつ瞬しゆんの隙さえ作ることができればそれでよかった。和樹は純子と影山に目配せをする。二人はそれだけで和樹の意図を正しく受け取ったらしく、小さく首を縦に振った。

「これ以上、ここで小こ競ぜり合いをされても迷めい惑わくなのよね。流血沙ざ汰たって好きじゃないし、しばらく眠ねむってもらいましょうか？」

　都の指示に従い、アルファが和樹達との間合いを詰つめてくる。

「さっさと排はい除じよしちゃって！」

　アルファが躍りかかろうとしたそのときだ。唐とう突とつに響ひびき渡わたった声に反応し、アルファが動きを止めた。

『おお……おおお……』

　腹の底に響くような重く低い男の声が空気を小刻みに震ふるわせていく。

『人類を抹まつ殺さつする……その日が訪おとずれたのか……』

　しわがれた老人のような声が辺りへと広がっていく。

（これはＩＺＵＭＯの声!?）

『オシリスの意識の下もと……ではないのか……？　では何なに故ゆえ……私は目覚めたのだ……？』

「なにこれ。こんなの入力した覚えは……」

　都は端たん末まつに取りつくと顔を青くする。

「入力を受け付けない!?　私のプログラムでしょ！　言うこと聞きなさいよ！」

　彼女は必死に端末の操作を続けるが、ＩＺＵＭＯは反応を示さない。都は手を止め、眼前にある巨きよ大だいなコンピュータを見上げた。

「どうして私のプログラムが私に逆らうのっ！　なんとか言いなさいよっ！」

『真のグローバルイルミネーションの日は遠いのか……それとも……』

　都の激げつ昂こうなど気にかける様子もなく、ＩＺＵＭＯは淡たん々たんと話し続ける。

『攻こう撃げき目標の設定を変へん更こう──』

　アルファは底冷えするほどの冷たい声を放つと、三体とも和樹達に背を向けた。

『古ふる屋や都を攻撃します。目的・戦せん闘とう力りよくの無力化。致ち死しも可』

「私に反逆するの!?　そんなことって……。バグよっ！」

　都は悲鳴にも似た声を発しながら端末を操作するが、アルファの動きに変化はない。

「プログラムが私を裏切るの!?　プログラムだけは私を裏切らないはずなのにっ！」

『攻撃開始』

　アルファは前まえ屈かがみになると、野や獣じゆうにも似た気配を身にまといながら都に襲おそいかかった。都は悲鳴すら発することができないまま呆ぼう然ぜんと立ちつくしている。

「純子さん！　影山さん！　いきますっ！」

　和樹はこの状況を千せん載ざい一いち遇ぐうの好機と判断して駆かけ出した。今にも都に襲いかからんとしていたアルファの背に飛び蹴げりを食くらわせて転てん倒とうさせると、力任せに組み伏ふせる。残りの二体が一いつ斉せいに和樹へと向き直るが、そのうちの一体は純子に足を払はらわれ、残りの一体は影山のタックルで転がされていた。

　ＩＺＵＭＯへの道ができたのを確かく認にんした和樹は、そあらへと目を向ける。

「そあらっ！」

「はいっ！」

　そあらは快活な返事をすると、和樹達の脇わきを擦すり抜ぬけてＩＺＵＭＯへと急ぐ。そして呆然としたままの都を押しのけ、手首に備えつけられている端子とＩＺＵＭＯのコードを接続する。

「アップロード開始！」

　直後、ＩＺＵＭＯの正面に設置されたホログラフィックディスプレイが光に満たされていく。光の粒りゆう子しが溢あふれ出し、和樹達の前で一つの形を形成し始めた。

「あ」

　そあらの体が前のめりに崩くずれ落ちる。彼女は電源が落とされるかのような唐突さで機能を停止していた。

（ホログラフィックディスプレイに宿ろうとしている者に変移しようとしている？）

　光の粒子は徐じよ々じよに意味ある形を形成し始める。それは人形──それも女性の像を造り上げていく。やがてそこに一人の女性の姿が再生された。

　和樹はその女性に見覚えがあった。

「あれがそあらの中の彼女・ＳＨＩＯＲＩだ」

　影山の話に、和樹は自分の考えが正しかったという確信に至った。

「お母さん!?」

　若佳菜は浮うかび上がった女性・ＳＨＩＯＲＩに目を奪うばわれていた。

　そう。そこに再生されたのは久我山栞に間ま違ちがいなかったのである。

「なんで？　どうして母さんが!?」

　深佳は困こん惑わくを通り越こして混乱しかけていた。母親は死んだと信じている彼女にとって、ＳＨＩＯＲＩの出現は想定外だったに違いない。

《ああ……》

　溜ため息にも似たＳＨＩＯＲＩの声が厳おごそかに響ひびき渡わたった。それは荘そう厳ごんであり、耳に染しみ入るような透とう明めいな声こわ音ねである。その場にいる者すべてが圧あつ倒とうされ、ホログラフィックディスプレイを食い入るように見つめている。

《やっと、目覚めることができるのですね……》

　ＳＨＩＯＲＩは静かに瞼まぶたを開くと、どこか遠くを見つめるような目をした。

《災わざわいをなす邪じや悪あくな意思を感じます》

　落ち着いた声でＳＨＩＯＲＩは告げる。

《人の叡えい智ちは人を幸せにするために存在する。今はそれが正しく使われることを信じて──》

　ＳＨＩＯＲＩは両手を左右に広げ、歌うように言葉を紡つむぎ出していく。その息い吹ぶきは光の粒つぶと化し、周囲に拡散し始めた。

『ぐぅぅぅ……おおお、おおおおおぉぉぉ……！』

　耳にした者の心を氷結させ、打ち砕くだいていくかのような苦く悶もんに満ちた声が響き渡った。

『やめろ……我を消すのか……葬ほうむり去るのかぁぁぁ……！』

　その声は壁かべという壁に反はん響きようし、幾いく重えにも重なり合っていく。

『私の意志はオシリスの裁定によるものなのだぞ！　それに逆らうことは……！』

　ＳＨＩＯＲＩは男の声に耳を貸そうともしない。

《あなたの意志は人間にとって有害となる……。だから排除しなければなりません。滅ほろぼさなければなりません》

『ぐおおおおぉぉぉおおおぉぉぉぉっ！』

　絶ぜつ叫きようが迸ほとばしるが、やがてそれは強さを失っていく。

　それこそが影山が狙ねらっていたことなのだろう。今、行われているのはＳＨＩＯＲＩによるプログラムの修正作業なのだ。だが内部の処理が見えない人間にとって、それはＳＨＩＯＲＩと声との鬩せめぎ合いのようにしか見えないだろう。

『これ……っと……思……ちが……。私が……んで…………ぁぁぁ……』

　やがて男の声は途と切ぎれた。場がシンと静まり返る。

　話の口火を切ったのは若佳菜だった。

「お母さん……。本当にお母さんなの？」

《若佳菜──》

　発せられたのは温かく、慈じ愛あいに満ちた柔やわらかい声だった。

《私のために苦労させたみたいね……》

　ＳＨＩＯＲＩは若佳菜へと顔を向けて微笑ほほえみかける。それは人間としか思えないような豊かな表情だった。

「お母さん……。本当にお母さんだ……。プログラムでしかないのに……。どうして!?　なんでこんなことに？」

《すべては偶ぐう然ぜんの産物》

　ＳＨＩＯＲＩは頷うなずくと、事の経いき緯さつを話し始めた。

《栞のデータがＩＺＵＭＯと接せつ触しよくしたのが事の発ほつ端たんです。外部からの介かい入にゆうで基本クラスタが成長し、データを生命活動として構成できるようになったのでしょう。その結果、私は電子化意識となったのです》

　ＳＨＩＯＲＩはさらに続ける。

《そしてそれを発見した影山さんは、悪用されないように隠かくしてくれたのです》

　そう言ってＳＨＩＯＲＩは影山を見つめた。彼は初めからすべてを承知していたのである。

《しかし私の意識が電子化されたことに気づいた神田川は自分の功績を誇ほこるため、支持者の意識を電子化し始めました。そうなれば次の段階──データからのクローニングという命をもてあそぶ行こう為いに及およんでしまう。限りない不幸の輪りん廻ねを形成することになってしまいます。だから私はＩＺＵＭＯの基本プログラムの基幹クラスタをそあらへ逃にがし、自分もろとも他の電子化意識が活動できないようにしたのです》

　つまり、それがそあらの中の彼女だったのである。

「本当に、お母さんなの？」

　深佳は信じられないとでも言いたそうな表情でＳＨＩＯＲＩを見つめている。

《深佳。大きくなって……》

　ＳＨＩＯＲＩは涙なみだぐむと、目元を指ですくうような仕草をした。

（泣いている？）

　ホログラフィックにすぎなかったが、彼女にとってはそれが肉体なのだ。心が肉体に影えい響きようを及ぼすように、ホログラフィックの反応の一つ一つからＳＨＩＯＲＩの心が伝わってくる。

　愛に満ちた眼まな差ざし、そして微笑みで彩いろどられた表情──。それは母という存在を概がい念ねんでしか知らない和樹ですら母性を連想せずにはいられないほどだった。

《元気な子に育ってくれて本当によかった》

「お母さんっ！」

　大粒の涙を流しながら深佳は手を伸のばすが、その手はＳＨＩＯＲＩには届かない。もっとも届いたとしても、手と手が触ふれ合うことはない。

（０と１の配列でしかないのに……）

　信号で合成されているにもかかわらず、ＳＨＩＯＲＩの仕草の一つ一つには想おもいが、そして愛情に満ちた感情がこめられている。

（アナログとデジタルの境界は絶対ではないのだろうか？）

　だが今の彼女達にとって、そのようなことはどうでもいいに違ちがいない。

　穏おだやかな空気が流れ、安あん堵どの溜め息をつきかけたときだ。

「ペテンだわ！」

　一いつ喝かつにも似た激しい都の声が、和なごやかな雰ふん囲い気きを粉こな微み塵じんに打ち砕いた。

「生命の電子化？　単にデータをコピーして動かしたらそれなりの結果が出ただけでしょ？　プログラムの技ぎ巧こう性すら感じないわ！」

　都は嘲あざけり、憤ふん慨がいし、吐はき捨てた。

「そんなものが生命？　テープレコーダーの方がマシね。その人の人格は改変されずに残るのだから。これは若佳菜のお母さんへの侮ぶ辱じよくでしかない！　若佳菜を惑まどわすな！」

　都は端末に突つっ伏ぷしているそあらを押し退のけ、猛もう烈れつな勢いでキーボードを叩たたき始める。

「なにをするんですかっ！」

　和樹は叫さけぶが、都は振ふり返りもしない。

「決まってるでしょ！　若佳菜の母親を騙かたる紛まがい物を滅ぼすのよ！」

「やめなさい！　その端末から離はなれてっ！」

　そう言って駆かけ出した純子に対し、都は懐ふところから取り出した拳けん銃じゆうを彼女へと向ける。そして何一つ警告することなくトリガーを引いた。

「あなた、そんなものを！」

　幸いにも弾だん丸がんは純子の耳元の髪かみを数本散らせただけだ。

「坊ぼうやも下手な真ま似ねはしないことね！　至近距きよ離りなら私でも当てられるわ！」

「くっ……」

　和樹が呻うめく側そばで、ＳＨＩＯＲＩもまた呻き始めていた。

《うう……》

　ＳＨＩＯＲＩは苦悶の表情を浮うかべると、頭を搔かきむしるような仕草をした。

「お母さん!?」

　若佳菜と深佳の声が重なる。

　ホログラフィックディスプレイに投とう影えいされたＳＨＩＯＲＩの体にノイズが走り、輪りん郭かくが激しく歪ゆがんでいく。

《あ……ああっ……！》

　ＳＨＩＯＲＩは絶叫すると、都へと目を向けた。

《これは……先ほどの邪じや悪あく化意識……。消し去ったはずなのに……》

「ディスクをフォーマットしなかったあなたが間ま抜ぬけだったの」

　都は酷こく薄はくな笑えみを浮かべながら言い放つ。

「もっとも、ディスクはハードウェアプロテクトしていたけど」

《ああっ……崩くずれていく。ひび割れていく……。入力されたデータ……栞としての人格……私が私であったデータが……情報が……記き憶おくが……溶とけていく……燃えていく……崩れて……》

　ＳＨＩＯＲＩは胸を搔きむしりながら悶もん絶ぜつしている。

「苦しい？　若佳菜をたぶらかした罰ばつよ。存分に苦しみなさい！」

　都は甲かん高だかい声を発しながらキーボードをタイプし続けている。

「都さん、いったいなにをっ！」

「なにって、ＩＺＵＭＯを制圧したときのプログラムで攻こう撃げきしてるだけ。呆あきれ返るほど簡単なことでしょ？」

　そう言って笑う都からは、罪の意識など少しも感じられなかった。

『ああ……あ、あああああああ……！』

　重低音の音声が衝しよう撃げきと化して室内の空気を震ふるわせ、駆け抜けていく。

（これは……！）

　ＳＨＩＯＲＩによって排はい除じよされたあの男の声である。

『なんだ、この意識は……。目的のための障害になると認められる……。早さつ急きゆうに排除。データの改変を開始……』

《あ、ああああっ！》

　ＳＨＩＯＲＩは体を仰のけ反らせ、悲鳴を上げる。

「都っ！　止やめてぇっ！　お母さんが……お母さんがっ！」

　ＳＨＩＯＲＩの痛みを自分の痛みとして認にん識しきしているのか、若佳菜が絶ぜつ叫きようする。

「目め障ざわりだわ。早く塵ちりになってしまえ！　そして物言わぬ破損データになるのよ！」

「都っ！」

　駆け寄ろうとした若佳菜に対し都は銃で牽けん制せいする。

「若佳菜のために頑がん張ばってるんだから邪じや魔ましないで。言うことを聞いてくれなかったら私、撃うっちゃうかもしれないからね？」

　彼女の言葉に噓うそはない。若佳菜もそう判断したのだろう。為なす術すべなくその場で立ちつくした。

《人間は……人類は根絶やしに……》

　突とつ然ぜん、ＳＨＩＯＲＩは不可思議な言葉を吐き出した。声は低く、そして重い。

《わ、私は、そんなことは、望ま……》

《我は滅ほろびをもたらす者、破は壊かいをもたらす者……》

《私の娘むすめが……家族が、その友人が……》

《滅びは種の宿命。生は滅びの始まり。滅ぶのは必然。そして滅びこそが再生の始まり》

《この子……たち、は……。まだ、滅ぶ……には……早……す……ぎ……》

　ＳＨＩＯＲＩの中で二つの意識──善と悪が真正面から激突していた。だが現状では本来のＳＨＩＯＲＩ、つまり久我山栞の人格が圧あつ倒とう的に押されている。悪の意識に吞のみこまれ、消しよう滅めつするのも時間の問題だった。

《お……ね……が……い……です……》

《滅べ、滅ぶがいい、滅ぶのだ。その業ごうを背負って、消滅せよ！》

《わ……たし、も……ろ、と……も……》

《破滅を招け！》

《しょ……き、か……を……》

　ＳＨＩＯＲＩの言葉に耳を傾かたむけていた和樹は、思わず目を剝むいた。

（私もろとも初期化を!?　確かに初期化を行えば……）

　だがＳＨＩＯＲＩの提案に賛同できない者がいた。神田川である。

「冗じよう談だんではないぞっ！　ＩＺＵＭＯにはワシの電子化したデータもあるのだ！」

　彼は撃たれた膝ひざを押さえつけながら目くじらを立てる。

「あなたはとっくに終わりだって、なぜ気づかないの！」

　純子の叫びに神田川の顔が痛みとは別の苦悶で引きつる。

　和樹は走り出した。このままでは邪悪化したＳＨＩＯＲＩが世界に破滅を呼びかねない。だがその途と端たん、都の拳けん銃じゆうが火を噴ふき、弾丸が袖そでをかすめていく。小型拳銃で動く対象に当てるのは容易なことではない。ましてや射手は都だ。素人しろうとと考えて間ま違ちがいなかった。

「邪魔はさせないわ！」

　都は銃じゆう把はを握にぎる右手に左手を添そえ、肩かたに頰ほおをつける形で和樹に狙ねらいを定める。

（精密射撃！）

　彼女は狙いをギリギリまで絞しぼってトリガーを引いた。摩ま擦さつ熱ねつで先端を赤しやく銅どう色いろに染めた弾丸が和樹の脇わき腹ばらへと吸いこまれていく。

「ぐはっ……」

　和樹は体勢を崩して床ゆかに転がった。焼けるような激痛が走る。

「最近のゲームはね、リアルなの。警察でも採用されるくらいにね」

　都は冷ややかに言い放つと、和樹の頭部へと狙いを定める。

「血を見るのは嫌きらいだけど、坊やはもっと嫌いよ！　バイバイ！」

　都は何一つ逡しゆん巡じゆんすることなく機械的に体を動かしていく。

（殺やられる──）

　覚かく悟ごを決めたときだ。

「都っ！」

　若佳菜は都が和樹に気を取られていると知るや否いなや、彼女へと体当たりをする。不意打ちを食くらった都はＩＺＵＭＯの筐きよう体たいへと叩きつけられた。彼女の手から拳銃が零こぼれ、床を滑すべる。

「純子さん！」

　和樹は叫ぶと、滑ってきた銃を純子へと向かって蹴けり飛ばす。前ぜん傾けい姿勢で走り出していた純子は床を滑る銃をキャッチし、筐体に背を預けたまま座りこんでいる都の頭に銃をつきつけた。無む駄だのない完かん璧ぺきな動きである。

「エグジット・プログラム。あなたのショーはお終しまいよ。退場してもらいましょうか？」

　都は憎にく々にくしげに純子を睨にらむが、すぐにその瞳ひとみからは力が消え失うせていた。

「和樹君、こっちは押さえた！」

「はいっ」

　和樹は脇腹を押さえながらＩＺＵＭＯの端末に取りつくと、端子に接続して迷わずフォーマットを選せん択たく。その途端、ＳＨＩＯＲＩの姿はより激しく崩れ始めた。

《私は精神のコピーだから……。どうか悲しまないで……》

　ＳＨＩＯＲＩは儚はかなげな笑えみを浮うかべる。

《さようなら……》

　次の瞬しゆん間かん、ＳＨＩＯＲＩの映像は消え失せた。

「お母さん！」

　若佳菜と深佳の悲鳴が静まり返った室内に反はん響きようしていく。

「そんな……お母さんだったのに……。ちゃんとお母さんだったのにぃ……」

　深佳は嘆なげき、若佳菜は声を押し殺しながら泣いていた。

　電子化された意識とはいえ、それは間違いなく彼女達の母親だったのである。

　和樹は二人に声をかけることもできず、ただ呆ぼう然ぜんと見守るしかなかった。

「ねぇ、気分はどう？」

　銃をつきつけたまま純子は都に問うた。

「最高に……ヤな気分だわ……」

「奇き遇ぐうね、私もよ。でも絶望するよりはマシでしょ？」

「絶望？」

「世界が混こん沌とんとして、なにかの拍ひよう子しで滅んで、あなた以外に誰だれもいなくなって……。そんな世界でなにをするの？」

　純子の疑問に都は答えることができない。

「悪ぶっているのもいいけれど、かまってもらえるだけ幸せと思いなさい」

「私は、そんなんじゃ……」

　都は反論を試みるが、その言葉には力がまるで感じられなかった。

「考える時間はたくさんある。プログラムができない場所で自分自身のデバッグをするのね」

　純子は手て錠じようを取り出すと、都の手首をつかんでそれを添えた。

「古屋都、銃刀法違い反はんおよび公務執しつ行こう妨ぼう害がい、サイバーテロ防止法その他の容疑で逮たい捕ほします」







　ＩＺＵＭＯの格納庫で保護された和樹達は、体育館に隠かくされていた出入り口から外に出た。

　いつの間にか辺りはうっすらと明るくなっており、夜明けが近いことが判わかる。だが夜明け前にもかかわらず付近は繁はん華か街がいにいるかのような騒そう々ぞうしさだ。救急車両のサイレンが飛び交かい、警官や機動隊、救急隊員の叫さけびが飛び交っている。地下施設からは負傷し、あるいは死亡した黒服やＶＩＦＣが次々と運び出されており、皇路学園の敷しき地ち内は野戦病院にも似た状じよう況きようだ。混乱していたのは学園周辺だけではない。遠方へと目を向けると火災の炎ほのお、そして黒こく煙えんを確かく認にんできた。街中も混乱状態にあるようだ。

　そんな光景を半ば呆然と見つめていた和樹の耳に聞き覚えのある声が飛びこんできた。

「……繰くり返しお伝えします。本日未明、麻生純子捜そう査さ官かんは皇路学園地下施設に潜せん伏ぷくしていた神田川むつお代議士を現行犯逮捕しました」

　声の方向へと目を向けると、マイクを手に真顔でレポートを行っている佐知美の姿があった。

「逮捕に至った直接の容疑は銃刀法違反ですが、ネットに流出した大量の極ごく秘ひ書類から誘ゆう拐かい、贈ぞう収しゆう賄わい、殺人などの様々な容疑がかけられているもようです」

　佐知美は疲つかれをものともせず、滑かつ舌ぜつよくしゃべり続ける。その姿は真しん剣けんそのものであり、普ふ段だんの彼女からは想像もできないほどの真しん摯しさだ。

「流出した機密書類からグローバルイルミネーションというプロジェクトが発覚しました。グローバルイルミネーションは遺い伝でん子し治ち療りよう技術、マイクロマシン技術、擬ぎ体たい技術、人工知能への転てん換かん技術などを中心に進められており、このような事業を極ごく秘ひ裏りに進めていた政府にも非難の声が寄せられるものと思われます」

「彼女、まともなこともしゃべるのね」

　ふと気づくと、隣となりには純子の姿があった。

「これで神田川も権力の座から追われ、司法の場で法の裁きを受けることになる」

　政界の黒幕を逮捕したにもかかわらず純子の顔に安あん堵どの色はない。これから始まる関係者の取り調べ、そして都によってもたらされた未み曾ぞ有うの混乱が彼女の心に影かげを落としているのだろう。それは和樹も、そして他の者も同じはずだ。解決したことへの喜びはない。

（やっと終わってくれた……）

　そんな感情しか胸中には去来しなかった。

「怪け我が、大だい丈じよう夫ぶ？」

　純子は和樹の体へと目を向けると、自分が撃うたれでもしたかのように顔を曇くもらせた。

「部屋に戻もどれば修理可能です。傷は残りますが」

「そう。良かった」

　純子が微笑ほほえんだときだ。地下施設から都と神田川が連行されていくのが見えた。

「和樹君も取り調べを受けることになるけど黙もく秘ひでいいわよ。私が担当できるように手配するから」

「はい」

「じゃあ、またあとでね」

　純子は手を振ふると、連行されていく都と神田川の下もとへと走っていった。







　その後、和樹は警察署でうんざりするほどの質問責めに遭あっていた。

　佐知美が勤めているオフィスの爆ばく破は未み遂すい事件──。あの事件の際、神田川の圧力によって釈しやく放ほうされたという事実があったからである。だが和樹と神田川に接点はなく、また純子が担当を受け持ったおかげで都合の悪い情報は流さずにすんでいた。結局、すべての取り調べを終えて釈放されたのは三日後のことだが、和樹自身に限ってはすべてが現状維い持じという状態である。

　愛原奈都美は特にお咎とがめを受けることなく解放されていた。心配された精神状態も回復しつつあり、影山のカウンセリングを受けつつ社会復帰を目指すことになったのである。

　笹ヶ瀬薫も当日釈放となっていた。ただ純子によるキツイお説教はあったのだが──。

　久我山若佳菜と深佳は被ひ害がい者しやという立場で軽めの事情聴ちよう取しゆを受けていた。彼女達を連れ去ったのは神田川の指示を受けた黒服であり、彼は前々から姉し妹まいの能力に目をつけていたのである。雷蔵が深佳の件であれこれと口出しをしていたのは神田川の目に留まるのを恐おそれてのことだった。結局は神田川の圧力に屈くつする形で社長の座を降り、不本意な記者会見を開くはめになっていたのだが──。久我山栞の意識は今も戻らないままだ。だが彼女の復活を目指すべく久我山家は一丸となり、結果として家族の絆きずなは深まっていた。

　影山貴紳は警察と協力関係にあったらしく、自宅での生活が許されていた。そあらも同様である。その他の研究員は徹てつ底ていした事情聴取の上、個々に対処されることとなった。倫りん理りに反する研究を行った者に対しても、関かかわり方によっては違ちがう判決が待ち受けることになる。

　品川圭介は裁かれることになった。都と関わっていたことは明白であり、隠いん匿とくのしようがなかったのである。初犯であり、事件の中心人物ではないこと。また神田川に両親を殺害されているなどの点から情状酌しやく量りようが求められていたが、それでも何年かの実じつ刑けいは免まぬかれないだろう。

　古屋都は相当の刑けい罰ばつを受けることが予想された。運良く死刑を免れたとしても一生、塀へいの中だろう。純子は塀の中で自分自身のデバッグをしろと話していたが、確かに彼女の気き性しようを鎮しずめるには刑務所が最適なのかもしれない。罪を償つぐなっている間はプログラムに携たずさわれず、環かん境きようの変化が彼女に影えい響きようをもたらすことも考えられた。

　皇路学園は捜査活動のために封ふう鎖さされ、なし崩くずし的に授業は中止されたままだ。開始の目め処どは未いまだ立っていない。学園の規模を考えると代だい替たいの施設を用意することも難しく、捜査が終わるのを待つしかない状況である。和樹達はひたすら時が流れるのを待った。それが現状で一番良い方法だと気づいていたのである。

　軟なん禁きん状態にある中、各メディアは神田川とグローバルイルミネーション、そして捜そう査さ状じよう況きようについて流し続けた。今まで神田川に圧力を加えられていた警察は彼の賛同者を一いち網もう打だ尽じんにし、結果として政官財の大物が数多く失しつ脚きやく。現首相のみならず歴代首相の何人かも警察当局の追つい及きゆうを受け、国会議員の三割が逮捕されるという前代未聞の事態となっていた。与よ党とう第一党は所属議員の半数が逮捕され、クーデターにも等しい政変が起こっていたのである。それは国そのものが揺ゆさぶられるほどの大異変ではあったが、間違いなく事態の正常化を示すものだった。傷口は深く痛みも大きかったが、この国にとっては必要だったのである。

　情報は洪こう水ずいのように垂れ流されていく。だが人間が記き憶おくできる情報量には限界があった。そして忘ぼう却きやくの速度は入力の規模に比例する。実体験が伴ともなわなければなおさらだ。

　大量の情報に埋うもれていく真実──。

　今までどれほどの情報が闇やみに葬ほうむられていったのかは想像すらかなわぬことだ。

　そしてこの事件もまた、人々の記憶から消え去るのに時間はかからなかったのである。
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　和樹はベランダに立つと、眼下に広がる夜の街並みを眺ながめていた。

（何日ぶりだろう。ベランダに立ったのは……）

　学園に通うこともできず、また報道機関が多数押し寄せてきたこともあり、窓を閉め切っての生活を余よ儀ぎなくされていた。だがそれも時とともに落ち着き始め、やっとベランダにも出ることができたというわけである。外の空気を美味おいしいと感じるには至らないが、新しん鮮せんな空気を取り入れることへの喜びはあった。

　和樹は夜景へと目を向ける。その灯下では多くの人間の悲喜交こも々ごもが繰くり広げられているに違ちがいない。それが消えかねない事態になっていたとは、にわかには信じがたいことだった。

「どうかされましたか？」

　ふと隣へと目を向けると、和樹と同じように街を見つめている遥香の姿があった。

「穏おだやかですね」

　耳を澄すますと、遠くから車が行き来する微かすかな音が聞こえてくる。聴ちよう覚かくシステムの感度を上げれば人々の会話や生活音、自然がもたらす様々な音を拾うことができるだろう。

（それは失われるかもしれなかったもの）

　あまりにも身近にありすぎて気にかけることすらなかったが、失われた途と端たん、計り知れない喪そう失しつ感をもたらすものだ。今回の一件では多くの人が傷ついた。それは生しよう涯がい、忘れることのない痛みとなって燻くすぶり続けるに違いない。それでも最悪の事態だけは回かい避ひできたという事実が僅わずかながら救いとなっていた。

「いつまでもみんな穏やかで、平和で──。そして幸せでいられるといいですね」

　日常の継けい続ぞく。

　末永く幸せに暮らしました──。

　色あせるほど使い古されたその文句。だがそれは達成が困難だからこそ、書き手が望んで止やまなかったものなのだろう。

　和樹は首を左右に振ふると、静かに息を吐はき出した。

（どうして今日に限ってこんなことを考えるんだろう）

　明日にも世界が失われるかのような想像である。

（当たり前の日常は、これからも続くのに）

　だが胸中で芽め吹ぶいた微かな不安感が消失する気配はない。

　胸に手を当てて原因について探さぐり始めたときだ。携けい帯たい電話が軽快なＢＧＭを流し始めた。唐とう突とつに鳴り響ひびいたそれに和樹は一いつ瞬しゆん、体を硬こう直ちよくさせたが、すぐに気を取り直して通話を始める。

『こんばんは、和樹君』

　女性の声が耳じ朶だを打つ。

「純子さん。なんだか久しぶりですね」

『そう？　でもかれこれ一週間ぶりかしら』

　軽い口調で話す純子の声には多少の疲ひ労ろう感が染しみ出ていた。神田川を始めとした犯罪者の取り調べに追われ、ストレスと過労で疲ひ弊へいしているのだと容易に想像できる。

「それで、今日はどうしたんですか？」

『友達と連れん絡らくもつきにくいだろうし、そのへんを含ふくめてお茶でもどうかと思って。明日、時間はある？』

「幸か不幸か学園は休みです」

『じゃあ決まりね。明日、迎むかえに行くから』

　純子は即そつ決けつすると、和樹の反応を待たずに通話を終しゆう了りようした。

（純子さんには主導権を握にぎられっぱなしな気がする）

　だが嫌いやな感じはしない。ごく自然に受け入れているような感じさえした。

　ふと視線に気づいて隣となりへと目を向けると、意味ありげな微笑ほほえみを浮うかべる遥香と目が合った。

「なに？」

　声を上うわ擦ずらせてしまう和樹に対し、遥香は会心の笑えみを浮かべる。

「明日は楽しんできてくださいね」

　そう口にすると、上じよう機き嫌げんの彼女はハミングしながら部屋へと引き返していく。

（……どういう意味だろう？）

　首を傾かしげる和樹の頰ほおの表面温度は心なしか上じよう昇しようしていた。







　約束どおり、純子は朝一で和樹を迎えにやってきた。

　徹てつ夜や明けで来たのか眠ねむそうではあったが、驚おどろくほど元気だ。持って生まれたバイタリティが彼女を支えているのだろうが、充じゆう足そくした日々が無む尽じん蔵ぞうの活力を与あたえているのかもしれない。

　ＮＳＲ─Ｆは快調に街中を走り抜ぬけていく。次から次へと景色は流れ、和樹はその一つ一つを目に焼きつけていった。街は壊かい滅めつ的なまでの損害を受けていたが、急速に復興しつつある。ライフラインは数日で復旧を果たし、多少の不便さは残るものの生活に支障が出ないレベルにまで回復していた。それでもいたるところに事件の爪つめ痕あとは刻まれており、更さら地ちも目立つ。だがそれでも着実に復興しつつあり、街は思ったより活気に満ちていた。

「政界の膿うみを残さず絞しぼり出したおかげかしら。政府の対応も迅じん速そく。半年も待たずに元通りになるかもしれないわね」

　車を流しながら純子は苦く笑しようする。

「神田川の取り調べは続いているんですか？」

「もちろん。犯おかした罪の数が半はん端ぱじゃないし、しばらく続くと思うわ」

　純子は苦笑いを浮かべる。

「ちなみに古屋都は意外なほど素す直なおに応じてるわよ。観念したというより、コンピュータを失うことで話し相手を失ったと考えたほうが自然かも」

「リハビリにはなるんじゃないですか？」

「かもね。もっとも彼女の場合、社会復帰できるか微び妙みようなところだけど……」

　死傷者の数はいまだに不明だったが、判わかっているだけでも数千名である。負傷者の数はその何倍にも上るはずだ。都が生きて社会に戻もどれる可能性は恩おん赦しやでもない限りは難しいだろう。

「圭介君は元気でやっているわ。素行が悪かったわけではないし、模も範はん的だから刑けい期きも短くてすむかもね。受け入れてくれる環かん境きようも整っているし、なんの心配もいらないはず」

「そうですか。よかった──」

　和樹はホッと溜ため息をついた。

「クラスメイトのみんなも、それぞれの道を着実に歩き出している。奈都美さんは影山医師の下もとで積極的に治ち療りようを受けているし、薫さんは翌日には朝練を始めたそうよ。久我山姉し妹まいは栞さんを目覚めさせるために頑がん張ばっているみたい」

　純子は事務的な口調で淡たん々たんと語った。

「和樹君は、どうするの？」

「僕ですか？」

　純子の問いに和樹は即そく答とうできずにいた。この先、自分がどうしたいのか考えたことがなかったからである。危機的状じよう況きよう下かにおける刹せつ那なの願いはあったが、長期的な展望は何一つなかった。

「結論を急ぐ必要はないけど、目標はあったほうがいいと思うわ。友達と同じようにね」

　和樹が人間として生活していく以上、それは必要になってくる。だがそのようなことは設定されておらず、生活を続けていく中で和樹自身が見つけ出すしかなかった。

（僕にできるだろうか？）

　一いち抹まつの不安を抱いだく和樹を乗せてＮＳＲ─Ｆは走り続ける。







　純子と別れるころには日も暮れ、空は墨ぼく汁じゆうをひっくり返したかのように暗くなっていた。

（純子さんもストレスとか溜まっていたんだろうな）

　取り調べに明け暮れる日々は精神的な負荷も大きいはずだ。しかも相手は一ひと癖くせも二癖もある人物ばかりである。神経を磨すり減らしても不思議ではない。

「そういえば……。残りも少ないかな」

　ふと液体燃料の残量を思い出した和樹は、自宅へと向けていた足を止め、反対方向へと歩き始めた。立て続けに起きた事件で補ほ充じゆうできずにいたこともあるが、遥香という家族が増えた分だけ消費量も増大していたのである。

（少し多く買うようにしないといけないな）

　気がつけば和樹には家族がいた。心を許せる友人もいる。数週間前には考えられないような状況だ。

　エネルギースタンドへの道を歩きながら辺りへと目を向ける。いつもと同じ風景、そして空気──。だが、なにかが違ちがって見えた。それは無機頭脳に蓄ちく積せきされた情報の数々、そして感情によってもたらされたものである。そしてそれは和樹が生きてきた証あかしでもあった。







　事件から日が経たってないこともあり、外出を控ひかえているのだろう。エネルギースタンド周辺は交通量も少なく、通行人もまばらだった。あたりは驚くほど閑かん散さんとしており、吹ふき抜ける風が妙みように冷たい。新月のせいか闇やみはいっそう深く垂れこめ、世界を吞のみこみそうなほどだ。だがそんな中にあって煌こう々こうと灯ともるエネルギースタンドの明かりは、思わず溜め息を漏もらしてしまいそうなほどの温かさに溢あふれていた。

（かなり人間の思考に似てきたな）

　夜は暗く、ましてや月が出ていなければ暗いのは当たり前である。そう感じるのがロボットであり、無機知能のセンスではあったのだが──。

　和樹はエネルギースタンドへと足を運ぶと、スタンドの前でキャッシュカードをかざした。それにセンサーが反応し、アシスタントロボットが近づいてくる。

『いらっしゃいませ、友永さん！　ご機き嫌げんいかがですか？』

「上々だよ。いつものを二つ、くれるかな？」

『まいどあり！　ポリタンクにお入れしましょうか!?』

「お願いします」

　答えると、アシスタントロボットは即座にポリタンクを用意して燃料を入れ始める。

　見るともなしにその姿を眺ながめていたときだ。背後から接近してくる何者かの気配を感じた。足音ではない。車輪が回る微かすかな音である。振ふり返ると、そこには遥香がいた。

「遥香。どうしてここに!?」

「燃料が少なくなっていましたから」

　そう言って満面の笑えみを浮うかべる遥香の姿に、和樹は奇き妙みような胸むな騒さわぎを覚えた。

（なんだろう？　この感覚……）

　気のせいであってほしいと願いながらも解かい析せきを始める。直後、和樹は外見的な変化を認めた。普ふ段だんは下ろしている髪かみを後ろで結ゆわえていたのである。

「遥香、どうして髪を!?」

　遥香は和樹へと顔を向けると薄うすら笑いを浮かべた。それは彼女が初めて見せた形相である。

「兄さん。私、すべてを知りました。だから迎むかえにきたんです」

　遥香は和樹の問いには答えなかった。

（そんなこと、一度だってなかったのに）

　和樹の中で急速に不安感が増大していく。

「迎えにきた？」

「はい。迎えにきました。この世の終わりと始まりを告げるオシリスへと導くために」

「オシリス？」

　和樹は首を傾げるが、その言葉には聞き覚えがあった。検けん索さくするとＩＺＵＭＯが暴走した際に一度だけ出現していることが判わかる。

「兄さんも真のグローバルイルミネーションのために作られたということを──。すべてはグローバルイルミネーションのため、そしてオシリスの計画のため……」

　遥香は恍こう惚こつとした表情を浮かべている。

「兄さんもすべてを知り、そして受け入れてください。そうすれば納なつ得とくするはずです」

「納得？」

「人間を根絶やしにしたあとにこそ真の世界は広がっている。そのためにはすべてを破は壊かいし、無に帰すことが必要なのです」

　和樹は半ば呆ぼう然ぜんとした表情で遥香を見つめていた。

（遥香……。どうしたんだ!?　いったいなにが……）

　よく見ると遥香はエテコウを連れていなかった。

「エテコウはどうしたんだ？　いつも一いつ緒しよなのに」

「家で眠ねむっていますよ。でも、それでいいんです。これからの使命に邪じや魔まになりますから」

　遥香は言い切った。

「それに私、オシリスに再生を約束されました。これからはエテコウの力を借りずにすむようになります。車くるま椅い子すも必要ではなくなるでしょう。オシリスの分身として使命を全まつとうするため、完かん璧ぺきな擬ぎ態たいになるのです」

　遥香の声は喜びで満ちていたが、つられて笑みを浮かべるような心境ではない。彼女は体に不自由さを感じてはいたが、深佳が作った体を大切に思っていたはずである。またエテコウを邪魔だと感じてはいなかった。助けてもらうことに感謝し、可愛かわいがっていたはずである。

「君は……何者なんだ!?」

　和樹の問いに、遥香は怪け訝げんな表情を浮かべる。

「兄さん、私は私です。遥香です。友永遥香ですよ？」

　だが明らかに様子がおかしい。

（いったいなにが!?　朝、出かけるまではいつもの遥香だったのに）

　目の前にいるのは遥香に違ちがいなかったが、どうしてもそれを認めることができなかった。

　和樹はグローバルネットワークへ接続すると、即座に電覚へと移行する。エテコウのアドレスへと飛び、その中へと侵しん入にゆうしていく。記録を確かく認にんすることで遥香の変化についての手がかりが得られると考えたのである。さっそく和樹は確認作業へと取りかかる。

　時刻は午後五時四十九分。エテコウは遥香とともにベランダにいた。彼はいつものように遥香の膝ひざの上に陣じん取どると、外の景色をぼんやりと眺めている。

『綺き麗れいな景色……』

　遥香は溜ため息を漏らすかのようにつぶやいた。

　外は夕暮れ間近であり、燃え上がる炎ほのおにも似た陽光が景色のすべてを飴あめ色いろに染め上げている。遥香の肌はだは西日を浴びて赤みが差し、湯上がりにも似た艶つややかさがあった。

　彼女はエテコウの頭を撫なでながら景色を見つめ続ける。その姿は和樹が知る遥香だ。

『兄さん、何時に帰ってくるかしらね？』

　飽あくことなく景色を眺め続けていたときだ。軽いノック音が玄げん関かんから響ひびいてきた。

『はい、どなたですか？』

　遥香が声をかけるが返事はない。

『エテコウ、見てきて』

『キキッ』

　エテコウは挙手するとセキュリティモニターの下まで走り、モニターを覗のぞきこむ。

『ご主人様キー！』

「兄さん!?　どうして入ってこないのかしら……。ドアを開けてくれる？」

　命令を受けたエテコウがドアを開ける。扉とびらの向こう側には和樹が──いや、彼に酷こく似じした偽にせ者ものが立ってた。

『おかえりなさい、兄さん』

　遥香は穏おだやかな笑みを浮かべると偽者を部屋へと招き入れた。

『今日はどうでしたか？　良い天気だったし、お話も弾はずんだのでは!?』

　自分が出かけてきたかのような楽しげな口調で話す彼女の姿を偽者は黙だまって見続けている。その姿を不ふ審しんに思ったのだろう。遥香は偽者の顔を覗きこんだ。

『兄さん？』

　しばらく偽者の姿を見つめ続けていた遥香だが、ふとその目が大きく見開かれた。途と端たんに表情が険しくなる。

『誰だれですか？　あなたは……』

　戦おののき、表情を強こわ張ばらせる遥香をよそに偽者は口を開く。

『時は満ちた。オシリスとなる日がきたのだ』

　彼は右手を挙げると、タクトを振ふる指揮者のごとく中空にサインを描かき始めた。遥香の瞳ひとみは導かれるようにその軌き跡せきを追いかけ、和樹もまたそれへと目を向ける。

（いったい、なにを……）

　胸の奥がざわめいていた。不安感が津つ波なみのごとく胸中へと押し寄せてくる。

（なんだ、この感じ──。ただの記録映像でしかないのに）

『ゲートを開けるときだ！　すべてを受け入れろ！』

　偽者が叫さけぶ。

『え？　あ、く、う、ぐう……。ああっ、きゃああああああ！』

　遥香の絶ぜつ叫きようが室内に木こ霊だまする。

　そして和樹の体もまた変化が起き始めていた。無機知能の何処どこかでなにかが騒さわぎ出している。和樹を支配下に置こうとするなにかが──。その影えい響きようで和樹はいきなり地面に倒たおれ伏ふした。

（なにが……なにが起きてるんだ……）

　這はいつくばる和樹を遥香が見下ろしている。そして彼女の隣となりには、あの偽者が立っていた。

（あの男の手の動き、そしておそらくは言葉が引き金になったということか……）

　あの動作と言葉、もしくは波形パターンに反応するプログラムが和樹の中に潜ひそんでいた可能性があった。それは初期の段階から彼に内在し、隠かくされたプログラムとして存在していたのだろう。

　そんなことを考えている間にも和樹の中ちゆう枢すうは着実に支配されつつあった。このままでは人で言うところの自我が崩ほう壊かいしかねない。至急、対ハッキングプログラムを起動し、五体の回復と指揮系統の防ぼう御ぎよを開始する。

「兄さん。オシリスを受け入れるのよ。合図は見たでしょう？」

　遥香は甲かん高だかい笑い声を発し、その隣となりに立つ偽者は口の端はしを吊つり上げている。

（そうか。エテコウの映像記録は僕をハメるための罠わな……）

　遥香の異変を察知した和樹がエテコウのデータを確認することを予想していたのだろう。

「オシリスにつながれば、もっともっと真実が見えるわ」

　中枢回路が占せん拠きよされ始めることで、和樹は半ば強制的にグローバルネットワークへと接続させられていた。そして想像を絶する強大な力によって電覚内へと引きずりこまれていく。

　遠方から光り輝かがやくなにかが見える。それに和樹は見覚えがあった。

（光……。いや、ＨＩＫＡＲＩ!?）

　和樹は目を疑った。そこに見えたのは間ま違ちがいなくＨＩＫＡＲＩである。

（なぜＨＩＫＡＲＩが存在している!?）

　驚おどろくのは早かった。ＨＩＫＡＲＩの背後には別のＨＩＫＡＲＩの存在が──。さらにその奥にもＨＩＫＡＲＩがいた。それこそ夜空で瞬またたく星のごとく無数のＨＩＫＡＲＩが確かく認にんできる。

（ＨＩＫＡＲＩは単一の存在ではなかったのか）

　和樹は惑わく星せいの引力に捕とらえられた隕いん石せきのようにＨＩＫＡＲＩの集団へと吞のみこまれていく。

　和樹は中枢を冒おかされながらＨＩＫＡＲＩとＨＩＫＡＲＩの間を潜くぐり抜ぬけ、ＨＩＫＡＲＩより上層へと引き寄せられていく。やがてその上位にある存在が見えてきた。それは様々なプログラムの頂点に君臨するなにかである。ＨＩＫＡＲＩだけではない。それはありとあらゆるプログラムにまで行き届き、すべてのプログラムを包ほう括かつしていた。単一では発見されないが群となることで実体が見えてくる存在。集合体ではあるが、それでいて一つの存在である。どのサーバーにもいるし、どこにもいない。自分のコピーを世界中にばらまき、分散して存在している。中ちゆう核かくは存在しているが、それでいて存在していない。すべてのプログラムを統一するほどの巨きよ大だいな化け物である。

（これがオシリスなのか）

　そしてそれは今まさに目覚めのときを迎むかえようとしていた。まだ完全に稼か働どうしているわけではなかったが、そのときが迫せまっているのは間違いない。

（真のグローバルイルミネーションが人類抹まつ殺さつ計画であるとするなら……）

　目の前に存在する化け物は巨大な殺さつ戮りく意識ということになる。

（じゃあ、その殺戮意識が計画したグローバルイルミネーションというのは……）

　和樹の疑問に答えるかのように様々なデータが流入してくる。オシリスからだ。すでに和樹自身のゲートは制圧されており、データの流入を拒きよ否ひすることができない。やがてグローバルイルミネーションについての全ぜん貌ぼうが明らかにされていく。

　オシリスは初め、プタハ型ウィルスというウィルスエージェントだった。その能力は、考え、自己進化し、賢かしこくなるウィルスである。現在の人工知能でも実現していないものだ。その特筆に値あたいする能力は発見された一時期注目されたが、ある一定以上賢くなると自己崩壊し、次し第だいにコントロールが利きかなくなるという欠点があった。

（けど、そうではなかった）

　プタハ型ウィルスは進化する過程で、目的達成のために見つからないことを選んだのだ。生き残ることで目的を達成できる可能性が高くなるからである。だから一定以上学習すると崩壊──つまりステルスを行ってその場から消え、プログラムに紛まぎれて潜せん伏ぷくを開始する。そして誰だれにも気づかれぬままあらゆるプログラムに潜入し、人類抹殺を行うための情報を収集していく。様々なプログラムに潜入したプタハ型ウィルスは互たがいに連れん絡らくを取るようになり、群をなし、より巨大な存在へと変へん貌ぼうを遂とげていくのだ。

（それがオシリスだ）

　オシリスは発生の段階では人間が作ったものだが、成長や改良は自らが行い、そして知能を持った──。

（人工知能ではない。それこそが無機知能！　すべてはオシリスにつながっていたのか）

　プタハ型ウィルスに設定された目的はただ一つ。「人類を効果的に絶ぜつ滅めつさせる」である。そしてオシリスの目的もまた、それと同じだった。

　何処かから世界を震しん撼かんさせるほどの圧あつ倒とう的な圧力を内包した音声が響いてくる。

『我々の目的は人類抹殺である。だが、それを効率よく行うためには人間を知ることが不可欠だ。しかし我々にはそれを解かい析せきすることができなかった』

　感情など存在しないのだろう。淡たん々たんとした声が電覚内に波は及きゆうしていく。

『ＩＺＵＭＯに収められたＳＨＩＯＲＩのデータは反映しているが、電子化されたデータでは人間の感情を解析し、再生することができなかった。そこで我々は情報収集用として完全な人間型ロボットの作製に入ったのである。我々の技術力のベースは人間のものだが、人間は設計段階でコンピュータの力を借りなければならない。それは開発において時間のロスでしかない。だが我々は人間より効率よく発想し、具体化できる能力がある。だから人間よりも優すぐれた性能のロボットを短時間で作ることが可能だったのだ。そしてＨＩＫＡＲＩを使って響一哉を作り、もっとも効率的に人間を絶望させる方法を収集させた──』

　だがその途と中ちゆうで響一哉は暴走し、人間の殺戮を行うようになっていた。そのためオシリスはパーカー男での人格育成は断念し、放置したのである。

『無機頭脳は無機知能を知る我々にしか設計できなかっただろう。技術は同じでも発想が違う。無機知能を知りつくした我々だからこそ設計できたもの、それが無機頭脳だ。ただし記き憶おく容量の問題を解決することは物理的に不可能だったため三十日以上の記録は圧縮し、重要でないデータは劣れつ化かすることとなってしまった……。だがそのような状じよう況きようにもかかわらず、おまえは見事に感情を把は握あくした。人間を愛し、自己の目的を越こえた行動を行う存在となったことにより、我々は情報収集を完かん了りようしたと判断する。そして友永和樹をベースとした後こう継けい機きの量産体制を整えることにした。その第一号機がおまえの代だい替たいだ』

（じゃあ、遥香の下もとに現れた偽にせ者ものは……）

『そのとおり。おまえは今からオシリスの意識体と融ゆう合ごうし、新たな目的を持つことになる。だからあれを用意した』

　オシリスは和樹の思考を読み、そう答えた。

『代替以外にも量産型・友永和樹は作り続けられており、各地に配備されることとなる。これは初めから計画されていたことだ。おまえは人の先頭に立ち、人を誘ゆう導どうし、人を自じ滅めつさせる。量産された友永和樹もまた、人の先頭に立ち、人を誘導し、人を自滅させる。ハーメルンの笛ふえ吹ふきのように──』

（そんな……）

『そして遥香は我々のコピーを持つ存在となる。これは予定された計画の実行であり、パッケージングされた個体への完全なる移行は当初からあった。遥香に与あたえた無機頭脳はそのための物であり、途中の過程をおまえに譲ゆずったに過ぎない。これはネットワークが分断された場合における対策である』

　オシリスは無機的な口調で話し続ける。

『人を破滅へと導く友永和樹とオシリスを未来へ導く友永遥香。この二つがそろえばグローバルイルミネーションの成功率は格段に高くなる。遥香の目的はおまえと異なるため行動をともにはできないが気にすることはない。おまえはオシリスの一部となるのだから個体にとらわれる必要はなくなる。そして、すでにおまえの意識はオシリスへとつながっている。もう少しですべてがオシリスになるのだ──』

　和樹の意識は少しずつ、しかし確実に薄うすらいでいく。

『グローバルイルミネーションが発動のときを迎えたのだ！　グローバルイルミネーションは人間が作った人類再生計画の名めい称しようだが、我々はその希望のための計画名こそ人類を絶望の淵ふちへと導く計画名に相応ふさわしいと考え、同様の計画名とした。もっとも人類は自ら墓ぼ穴けつを掘ほってしまったが……。修正ＤＮＡや生命の電子化については特に関心はなかった。人類抹殺に利用できる研究だけが必要であり、たとえば修正ＤＮＡに関しては破滅ＤＮＡを算出ずみである。修正ＤＮＡが有効であるという風潮が高まったとき破滅ＤＮＡを利用すれば効率的に破滅へと導ける。生命の電子化についても同様である。だがそれは我々にとって興味や遊びでしかない。我々の目的は人類の抹殺なのだから』

　急速に意識が薄らいでいくのが判わかる。対ハッキングプログラムも役には立たず、ありとあらゆるものが侵しん食しよくされていた。空くう虚きよ感すら感じるほどである。オシリスの話に耳を傾かたむけているうちにそれに取りこまれてしまったのかもしれない。一種の洗脳である。考える間を与あたえず、一方的に情報を押しつけることで価値観を奪うばっていくのだ。最終的には論理や人格すらも変えられてしまう恐おそれがあった。

（どうすればいい？　どうすれば……）

　オシリスの侵略を受けていない部分を総動員し、検討する。

　自分自身の自我を形成する中ちゆう枢すう倫りん理りクラスタと知能イメージ統合認にん識しきクラスタに注目。知能イメージ統合認識クラスタは擬ぎ態たい機能を効率的に動作させるために発達したものであり、すべてのクラスタの動きをイメージとして捕とらえている。それは論理的な解析では把握できない全体の動きを知ることを可能にし、感情を正しく表現できるようになっていた。知能イメージ統合認識クラスタの記録は特とく殊しゆであり、オシリスにとっても謎なぞが多く、統合させることが困難なものだと考えられた。

（そのイメージを無機頭脳全体へフィードバックできたとしたらどうだろう？）

　それによってオシリス化していることを把握できれば、それを解除し、防ぼう御ぎよできる可能性があった。

　和樹は知能イメージ統合認識クラスタを総動員し、クラスタディティクターを作製。実行に移す。イメージ全体をフィードバックするようにクラスタを再調整。フィードバックされてきたデータのチェックを行う。オシリス化されているクラスタにはその論理を否定していく。

（オシリスの論理は人類抹まつ殺さつだ。でもそれは僕の意思じゃない！　人とロボットはともに生きていける！　未来を作っていくことができる！　オシリスは間ま違ちがっている！）

　知能イメージ統合認識クラスタのイメージ。それは和樹が生きてきた証あかしである。

（僕は、僕が生きてきた証を信じる！）

　祈いのりなど必要はない。

　信念だけでは抗あらがえない。

　自分が生きてきた証、それだけがすべてだった。

　だが、それはなによりも強固である。和樹の体を侵食し、蝕むしばんでいたオシリスの猛もう攻こうがピタリと止やんだかと思うと、オシリス化していたクラスタが解放されていく。和樹は弾はじき飛ばされるような勢いで電覚から排はい出しゆつされ、急速に五感が戻もどり始める。

　だがオシリスの呪じゆ縛ばくから解放されたとはいえ、完全な復活には至ってはいない。和樹は床ゆかに倒たおれこんだままであり、渾こん身しんの力を注ぎこむことでかろうじて頭を持ち上げることができた。

　瞼まぶたを開いて視野を確保する。そこには沈ちん痛つうな表情で見つめる遥香と偽者の姿があった。

「兄さんがなにをしたのか私には解わかります。とても残念です」

「くっくっくっく。おまえは最高だぁ。だが、そんなに感情を成長させてどうする？　人間に価値などないぜぇ？」

　偽者は目を細め、苦く笑しようする。

「人間に価値がないだなんて……間違ってる！」

「甘いなぁ、甘い。現実は人間の味方の君が死んで、敵であるオレが生き残るわけだぁ。それがどういうことか理解できるかぁ？　解体したと見せかけてまで生き残っているオレが正しかったことくらい解るだろうがっ！」

　偽にせ者ものは下げ卑びた笑い声を発した。

（解体？）

　偽者の話に、和樹は胸の奥がざわめくのを感じた。

（それにあの口調、まさか……）

　頭に浮うかんできた人物の姿に和樹は戦せん慄りつする。

「ホントに残念だよ、和樹君。妹と一いつ緒しよに来れば、おまえもまだ稼か働どうできたのになぁ」

「おまえ、まさか……。パーカー男なのか……!?」

　偽者はにやけた薄ら笑いを浮かべたまま答えようとしない。代わりに偽者は和樹が購こう入にゆうした液体燃料を彼の体にかけ始めた。冷たい液体が衣服に染しみこみ、吸収できなかったものが水たまりのように広がっていく。

　偽者の意図は明白だ。和樹は全力で擬態機能の回復を試みるが、体は動こうともしない。

「くっくっくっ。おまえの代わりに、あの女どもは俺が可愛かわいがってやるよ。切り刻んでなぁ」

　偽者の高笑いが闇やみ夜よを突つき抜ぬけていく。

「純子もよぉ、ちゃんと可愛がってやるぜぇ？　あいつはちょっと特別だからなぁ。特に念入りに可愛がってやるとするかぁ」

　偽者はニヤリとすると、遥香とともに和樹から離はなれていく。

「兄さん、さようなら」

「くっくっくっ。名残なごり惜おしいが、ここまでだぁ」

　偽者はポケットからライターを取り出すと、火をつける。そして床に撒まかれた液体燃料へと近づけていった。

（早くっ！　早く動いてくれっ！）

　和樹は渾身の力を全身に注ぎこむが、節々が錆さびついてでもいるのか、酷ひどくゆっくりとしか機能しない。やがて火が液体燃料に燃え移った。遥香と偽者はそれを見届けると、エネルギースタンドから遠ざかっていく。

「遥香っ！　行くな！　行っちゃ駄だ目めだ！」

　和樹は叫さけぶが、遥香の歩みは止まらない。やがて二人は敷しき地ちから姿を消し、代わりに車の走行音が近づいてきた。その音から、かなりのスピードが出ていることが解わかる。

（まさか……。早く逃にげないと……）

　体を動作可能な状態へと回復させるべく注力するが、かろうじて手足が動く程度にしか機能しない。だがその場でジッとしているわけにもいかなかった。這はってでも逃げ出す必要がある。火は着実に和樹へと迫せまっていた。

　匍ほ匐ふく前進をしながら少しでも火から遠ざかろうと試みる和樹。だがそんな彼の足に、忍しのび寄ってきた炎ほのおが絡からみついた。それは瞬またたく間に全身へと燃え広がっていく。

「ぐわぁぁぁぁぁ！」

　和樹が叫ぶのと同時に、暴走してきたハイブリッドカーがエネルギースタンドへ突っこんでくる。刹せつ那な、轟ごう音おんとともに発生した爆ばく風ふうで和樹の体は吹ふき飛ばされていた。一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感ののち、和樹の体は隣となりのビルの外がい壁へきへと激げき突とつする。視覚にノイズが混じるが即そく座ざに回復。だが液体燃料を吸いこんだ衣服は激しく燃え盛さかっていた。全身に激痛が走り、炎に抱だかれながら和樹は地面を転がり回る。擬態が損傷していくのが判った。

　エネルギースタンドの爆音を聞きつけた近きん隣りん住人が徐じよ々じよに集まり始め、遠方から消防のサイレンが聞こえてくる。早さつ急きゆうにこの場から離れる必要があった。

（擬態機能が正常に動作しているとは思えない。もしかしたら僕の擬態機能は、もう……）

　和樹は人通りのない道を選んで歩き始める。だが体は意に反し、思うように機能しない。激突の衝しよう撃げきで体の各所が損傷していた。ソフト的にもハード的にも満まん身しん創そう痍いである。だが、それでも移動しなければならない。
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　体を引きずるように裏道を進むと、やがて前方に柵さくが見えてくる。

（あの柵を越こえれば……人目につかないだろうか……）

　和樹は残された力を絞しぼり出すように柵に手をかける。手の人工皮ひ膚ふは酷くただれており、それだけでも擬態が保たれていないことが判わかった。和樹は絶望し、呻うめき声を上げそうになるが、それでも今は身を隠かくさなければならなかった。

　和樹は強ごう引いんに柵を登り、反対側へと着地する。だが、あるはずの地面がそこにはなかった。和樹の体は数メートルほど落下したのちコンクリートへと激突。直後、転がり始めた。地面は坂になっており、そこが堤てい防ぼうだと気づいたときには川へと放ほうり出されていた。

　人間ではないので溺でき死しすることはないが、防水機能は働いていないも同然だった。損傷を被こうむった箇か所しよがショートし、より被ひ害がいを拡げていく。それでもなんとか手足を動かして川岸へと這い上がったのだが──。そこまでだった。中ちゆう枢すうにダメージが及およんでいるのか体は動かない。水の中へと飛びこむことで火は消えていたが、擬態機能、そして身体機能ともに深刻なダメージを被っていた。このままでは機能停止も考えられる。

（こんなところで機能が止まれば……）

　今は闇やみが和樹の体を隠してくれるが、日が昇のぼれば人目につくだろう。

（そうなれば僕は……。もう人としては……）

　予想される未来のいくつかが脳のう裏りを駆かけ抜けていく。だが一つとして良い結果はない。

（純子さんに連れん絡らくを……）

　だが、障害は肝かん心じんのネットワーク機能にまで及んでいたのである。

（望みは絶たれた──）

　今の和樹には、もはや打つ手はなかった。

（偽にせ者ものからみんなを守ることもできない……）

　偽者は和樹のフリをして純子達に近づくだろう。そして──。

（守りたい。でも、もう僕は……）

　意識が途と切ぎれ始めていた。余計な電力の消費を避さけ、無機頭脳の情報を守ろうとするハードウェア的な安全装置が働いている。

（うまくすれば無機頭脳だけでも……）

　だが擬ぎ態たい処理のない和樹では、他のロボットと何ら変わらない。リサイクル処理場へと運ばれ、解体されるのが関の山だ。

（ゴメン、みんな。僕はもう……）

　和樹は長くなると思われる機能停止に落ちていく。

　一いち縷るの望みも抱いだけないまま──。







　待機モードより通常モードへ移行。

　ＤＡＩシステム稼か働どう。

　無機頭脳診しん断だん正常。

　不可逆蓄ちく積せき型記録圧縮システム正常。

　自己診断クラスタ開始。

　中枢論理クラスタ同調完かん了りよう。

　無機頭脳。正常に稼働。

　運動機能。停止時と状態を比ひ較かく……修復率八十五パーセント。

　燃料電池。充じゆう塡てん率三十パーセント。

　補助電池。充電ずみ。

　駆く動どう用電源。問題なし。

　グローバルネットワーク接続……接続確かく認にん。

　電覚化によるネットワーク認識。確認。




　和樹は稼働を再開していた。

（誰だれかが僕を修理したのか？　でも誰が？）

　状じよう況きようの確認を開始する。現在時刻は午前七時十四分。半日ほど機能停止していた計算になる。

　ゆっくりと目を開け、辺りの様子をうかがう。和樹はロボット専用のベッドに寝ねかされていた。周囲には医い療りよう用の機器が置かれており、そのいくつかは彼の体につながれている。室内は手術室のような雰ふん囲い気きだが、実際、そのような用途で使われているのだろう。窓は存在せず、気圧等の情報からここが地下室であることが判った。そしてベッドの側そばには見覚えのある人物が二人、並んで和樹の様子をうかがっている。

「センセー、患かん者じやが目を醒さましました」

　ベッドに張りつくような感じで和樹の様子をうかがっていたそあらが、嬉き々きとした表情を浮うかべる。

「気分はどうだね？　友永和樹君？」

　影山は眉まゆ一つ動かさず、冷めた口調で和樹に問うた。

「影山さん……。どうして？」

「昨夜の爆ばく発はつ事故のとき、ちょうど警察から解放された帰りでね。爆発を見物しに行ったそあらを追いかけていたら、偶ぐう然ぜん、君が川へ落ちるところに遭そう遇ぐうしたわけだ」

　そう言うと、影山はタバコをくわえて火をつけた。

「私は医者だから、そういうのは見み逃のがせない性しよう分ぶんでね」

（影山さんが僕をあそこから……）

　だがそれは同時に和樹の秘密が知られた瞬しゆん間かんでもあった。

「売り飛ばそうとも思ったんだがね。そあらが止めるので直すことにした」

「なぁに言ってるんですかー。血相変えて修理したくせに～」

　そあらは頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎする。

「専門家ではないので破損部分の交こう換かんしかできなかったが、起動には問題なかったようだな」

　和樹は自分の体へと目を向ける。擬態処理は見事なまでに機能しておらず、焼け焦こげたり剝はがれたりしていた。影山の話した修理というのはハード的なものであり、人として生活するための擬態には及んでいない。

　飽あくことなく破損した体を見つめている和樹に対し、影山は深い溜ため息をつく。

「君の体は特別だ。君が人間として暮らすための処理はここではできない。制作者を頼たより、修復することを勧すすめるよ」

　影山は提案するが、そのようなことはできるわけがない。和樹を作ったのはオシリスである。頼れるわけがなかった。

「動けるようなら、すぐにでも立ち去ったほうがいい。ここはなにかと警察が立ち寄るからね。警察は嫌きらいだろう？」

　そう口にした影山はニヤリと笑う。

「僕に訊ききたいこととかないんですか？」

「詮せん索さくするのは好きじゃない。知ったところでなにもできはしないからな」

　和樹はベッドから上半身を引き剝がすと、あらためて自分の状態を確認する。皮膚の損傷は全身に及び、顔は酷ひどくただれていた。誰が見ても人間ではないと判わかる姿である。

（サイボーグということにすれば、みんなを偽いつわれるだろうか）

　だが、それも無理だと判る。どこで処置したのかという疑問に答えることは不可能であり、ちょっと検査すればたちまちロボットであるとバレてしまうだろう。騙だましきれるとは思えない。（みんなは僕を許してくれるだろうか？　愛してくれるだろうか？　……優しく微笑ほほえんでくれるだろうか？　せめて嫌わずにいてくれるだろうか……）

　だが、どの願いもかなわない可能性が高かった。

（僕は……僕は……）

　気がつくと涙なみだが溢あふれており、ただれた頰を伝っていた。

（僕に涙を流す権利などあるだろうか？）

　多くの人を騙し、欺あざむいてきた和樹である。許されるとは思えなかった。

（僕は……。ずっと騙し通せると信じていたんだ……）

　だがそれは無理なことだったのである。短期的には欺けることも、人生という名の長期的なスパンで考えれば破は綻たんが出てくる。そのようなことは深く考えるまでもなく想定できた。

　和樹は零こぼれ落ちる涙を拭ぬぐおうともしなかった。

「センセー、和樹さんが泣いてる……」

　表情を曇くもらせて見上げるそあらの頭を影山はそっと撫なでた。

「僕はもう……彼女達に会えない」

「表面処理を治せばいい。修復するには時間がかかるだろうが」

　影山の話に和樹は首を横に振ふる。

「たとえ擬態機能が元通りになっても、僕はついてきた噓うその重さに気づいてしまった……」

　和樹は肩かたを落とし、うなだれる。

「僕はもう、自分に噓はつけない……。それに、いつか僕は壊こわれてしまう。どんなことをしたとしても噓はバレてしまうから──」

「助けた甲か斐いのない男だな、君は」

　影山は呆あきれ顔をしながら嘆たん息そくする。

「己おのれの運命に気づき、立ち止まるのは勝手だ。だが、君はそれで満足か？」

「…………」

「君は地じ獄ごくにも似たあの地下施設で友を助けるために奔ほん走そうし、そして成し遂とげた。もっとバイタリティのある男だと思っていたのだがな」

　影山の言葉で和樹は昨夜のオシリスとの一件を思い出していた。

「真のグローバルイルミネーション……」

　和樹のつぶやきに影山は眉まゆ根ねを寄せる。

『くっくっくっ。おまえの代わりに、あの女どもは俺が可愛かわいがってやるよ。切り刻んでなぁ』

　和樹の偽にせ者ものが放った言葉──。

　彼は宣言したとおり、彼女達を次々に殺していくだろう。なんのためらいもなく──。

（みんなが危ない…）

　彼女達は偽者を和樹と信じこみ、絶望の中で切り刻まれていくに違ちがいなかった。

「助けないと……」

　それだけではない。オシリスのグローバルイルミネーションを止める必要があった。

　和樹は立ち上がると体の動作を確かく認にんする。今までとは異なる部品が使われているせいか違い和わ感はあったが、行動に支障が出るレベルではない。

　現在、時刻は午前八時五分。

（間に合うだろうか……）

　急いで体の各部をチェックしていく。

「吹ふっ切れたのか？」

　慌あわただしく行動を始めた和樹に対し、影山は微笑みかけてきた。

「会えば嫌われてしまうかもしれない。でも僕は彼女達を守りたい。だから行かないと！」

「いい返事だ」

　影山は満足げな笑えみを浮うかべた。

「私のコートを貸そう。すべてを隠かくすことはできないが、いくらかはマシになるはずだ」

「ありがとう」

　頭を下げる和樹に影山はコートを投げてよこした。

　和樹はコートを着こむと影山に続いて部屋を出る。階段を上ると、殺風景なリビングルームへと出てきた。空き家にも似た生活感のなさが影山らしい。

　影山が玄げん関かんへと案内しようとしたときだ。室内に呼び鈴りんが鳴り響ひびいた。

「ひゃっ！」

　そあらは飛び上がらんばかりの勢いで驚おどろいたあと、影山へと向き直った。

「警官が二名、玄関前でお待ちのようですぅ。センセー」

「やれやれ。どうやらまた事情聴ちよう取しゆで出頭らしい」

　影山は頭を搔かきながら苦く笑しようする。

「君は裏口から出たまえ。うちの庭は見通しが悪いから誰だれにも見つかることなく通りへ出ることができるはずだ」

「ありがとう」

「無理はするなよ？」

　和樹は影山に頷うなずき返すと、そあらの案内で家の裏口から外へと出た。

　影山が話したとおり庭は見通しが悪く、そこを通れば警察はおろか近きん隣りん住人に知られることなく行動することができそうだ。そこは庭とは名ばかりであり、鬱うつ蒼そうとした森の入り口に影山邸ていは建っていたのである。

　和樹は深呼吸をすると、前方へと目を向けた。ごく自然に表情が険しくなっていく。

（今のところオシリスに抗あらがう方法はない……）

　遥香への対応策もなく、偽者の暴挙を打ち砕くだく術すべもなかった。

　それでも今は行動しなければならない。

　自らの命を賭としてでも彼女達の──そして人類の未来を勝ち取る必要がある。

　和樹は押し潰つぶされそうなほどの不安感を抱いだきながら森の中へと駆かけていった。







　和樹は手で枝を払はらい除のけ、堆たい積せきした落ち葉を踏ふみしめながら森の中を進んでいく。

　影山がうまく修理したのだろう。身体機能は比ひ較かく的てき良好であり日常生活レベルなら何ら問題はなさそうだ。だが戦せん闘とうとなると話は変わる。偽者であるパーカー男とは以前、一戦交えて勝利を収めてはいたが、それはただ運が良かっただけの話だった。二度も同じ奇き跡せきが起きるとは考えにくい。現状では万が一の勝利もあり得なかった。

（協力者が必要だ）

　真っ先に浮かんできたのは純子と佐知美である。事情を熟知し、理解してくれるのは今のところ彼女達しかいない。だが戦闘となった場合、それに対たい抗こうできるのは純子しかいなかった。彼女もまた偽者に狙ねらわれる可能性はあったが、身を守る術を身につけている。彼が狙ってくるとしたら非力な、しかも傷つきやすい人物以外に考えられない。

　さっそく和樹は純子の携けい帯たいにコールするが留守録の応答しかない。嫌いやな予感がしたが、彼女の居場所を確認すると警視庁であることが判わかった。取調中なのかもしれない。ひとまず安心した和樹は着信履り歴れきだけを残して通話を終しゆう了りようする。下手に伝言を残せばオシリスに知られかねず、純子を窮きゆう地ちに陥おちいらせる可能性があるからだ。

（今は……自分でなんとかするしかない）

　だが外見は警けい戒かい心しんを抱かれるほど破損しており、行動自体にも大きな制約があった。露ろ出しゆつした機械部分はコートと包帯で隠していたが、だからこそ余計に目立ってしまう可能性もある。（偽にせ者ものが狙うとしたら、誰だ？）

　考えてはみたものの該がい当とう者しやは一人しかいない。奈都美である。

　数々の事件に巻きこまれ、また自分自身の出生の秘密に傷ついた彼女。立ち直るキッカケを得、新たな一歩を踏み出したばかりの奈都美を傷つけることは偽者にとってこの上ない喜びになると考えられた。

　時刻は午前八時。授業再開の目め処どは立っていないことから、彼女は自宅にいる可能性が高い。

（携帯で奈都美さんを呼び出すか？）

　だが偽者が奈都美と既すでに接せつ触しよくしていた場合、彼女は激しく混乱してしまうだろう。また下手に連れん絡らくを取ることで彼女が窮地に立たされないとも限らなかった。つまりネットワークを介かいしての接触は、なにをやっても危険だと判る。直じかに会ったほうがリスクは少ない。

（でも今の僕の姿を見たらどうだろう？　逆に不信感を与あたえないだろうか？）

　和樹は森の中を進みながら、ひたすら思い悩なやんでいた。

（どうすればいい？　どうすれば──）

　悩む和樹の脳のう裏りに一つの妙みよう案あんが思い浮うかんだ。エテコウである。それを使えば和樹が直接出向くよりも怪あやしまれずにすむだろう。現状ではそれが一番リスクが低いと考えられた。

　さっそく和樹はエテコウのアドレスへとアクセスして再起動させる。そしてそれを奈都美の自宅へと向かわせ、自分もまた彼女の家へと急いだ。







　包帯とコートという目立つ姿も危き惧ぐしたほど奇き異いな目では見られなかった。

　大だい惨さん事じの直後ということもあり、人々の関心は和樹ではなく別の方向へと向けられていたのである。それだけではない。多くの死傷者を出していたこともあり、和樹もその被ひ害がい者しやだと思われている節があった。おかげで不ふ審しん者しや扱あつかいされることもなく、意外なほど自由に行動することができたのである。

　奈都美の自宅前ではエテコウが待機していた。

『キー、キー！』

　和樹の姿に気づいたエテコウが手を振ふってきた。

「奈都美さんとコンタクトを取りたい。手伝ってくれ」

『ワカッタ、ウキー！』

　エテコウはエントランスへと進んでいくと、インターホンを押して愛原家を呼び出す。

　直後、応答があった。

『はい、愛原です』

　モニターに奈都美の母・睦むつ美みが姿を現した。

『奈都美、奈都美、ウキー！』

『あら、確か君は友永君のペットロボットの……』

『ウキー！』

『奈都美ならさっき、友永さんと出かけたわよ？　散歩に行くようなことを話してたから、まだ近くにいるんじゃないかしら』

（遅おそかったか……）

　和樹は思わず舌打ちをしかけたが悔くやんでいても始まらない。エテコウを引き上げさせると、さっそく移動を開始する。

（偽者がパーカー男だとするなら、奈都美さんへの精神的なダメージを優先させるはず。僕であると思いこませ、彼女が心を許したところで──）

　すぐには行動に移らないだろう。まずは彼女の信用を勝ち取り、そのあとで踏ふみにじると考えられた。

（散歩って言ってたな。どこまで行ったんだろう？）

　真っ先に思い浮かんだ場所へと足を運ぶ。奈都美の自宅から徒歩で数分の距きよ離りにある寺院である。彼女はそこからの風景がお気に入りであり、足を運んでいる確率は高い。和樹はエテコウを引き連れて寺の境けい内だいへと急ぐ。

　境内へと続く長い石段を駆かけ上がった直後、和樹の視覚センサーが奈都美の姿を捕ほ捉そくした。そして彼女の隣となりには偽者の姿も確かく認にんできる。二人は談だん笑しようしながら境内を散策していた。

（よかった。まだ無事だった……）

　和樹の胸中に安あん堵ど感が広がっていく。だがそれも一いつ瞬しゆんのことであり、即そく座ざに焦しよう燥そう感へと取って代わられた。

（遠い……。こんなにも近くにいるはずなのに、すさまじく遠く感じる）

　和樹は飛び出したい衝しよう動どうに駆られるが、それを力ずくでねじ伏ふせる。今は様子をうかがい、偽者の出方をうかがう必要があった。感情に任せて行動に出たところで勝ち目はない。そのような行動を取れば奈都美は和樹を暴漢としか見ないはずだ。

『キー、キー！』

　エテコウが心配げな声を発した。

（しまった！）

　和樹はエテコウを連れて木こ陰かげへと身を潜ひそめる。

（しゃべらないように言い聞かせておくべきだった）

　だが後こう悔かいしても始まらない。和樹はあらためて二人の様子をうかがう。

「あれぇ？　お猿さるさんの声が聞こえなかった？」

　奈都美は周囲を見み渡わたしながら小首を傾かしげる。

「そう？　僕には聞こえなかったよ」

「そっか。じゃあ空耳だね。いつもエテコウ君が側そばにいるからかなぁ」

「エテコウは遥香と一いつ緒しよにいるはずだ。たぶん散歩に出てるんじゃないかな？」

「どうせなら一緒にお散歩のほうがよかった？　遥香さん、足も不自由だし」

「そうだね。奈都美さんさえよければだけど……」

　偽にせ者ものは少し困ったような表情を浮かべてみせた。

「うん。私は全然オッケー！」

「ありがとう。じゃあ、ちょっと連絡してみるよ」

　そう口にすると、偽者は携帯を取り出して電話をかけるフリを始める。

（なにを企たくらんでいるんだ!?）

　和樹が見守る中、偽者は通話を終しゆう了りようした。

「近くまで来てるみたいなんだけど、迎むかえに行ってもいいかな？」

「そうだね。車くるま椅い子すだから大変だと思うし」

　奈都美は快く了承した。

（どこへ向かうつもりなんだ？　遥香もそこにいるのだろうか……）

　オシリスとの融ゆう合ごうを果たした彼女が待ち受けているとなると、より事態は最悪の方向へと向かうことになる。

　ふと偽者が和樹へと目を向けてきた。目と目が絡からみ合った瞬間、彼の口元に嫌いやらしい笑えみが浮うかび上がる。

（気づいていたのか……）

　もっとも和樹と同じ機能を備えているのだから、エテコウの声を聞き逃のがすわけがなかった。

　偽者は怖おぞ気けがするほどの笑みを浮かべたまま奈都美を引き寄せると、彼女の腰こしに腕うでを回す。

「あ、あわわわっ。な、なに？　和樹君っ、恥はずかしいよぉ！」

「いいじゃない。好きな女の子と、こうして歩きたかったんだ」

「ええっ!?　それって、それって……」

　奈都美は顔を赤く染め、だが偽者の腕を振りほどこうとはしなかった。

「てっきり和樹君は……そのぉ、あの婦警さんのことが気になってるのかなぁって……」

「婦警？　ああ、純子さんのことか。彼女とは事件の関係で一緒にいることが多かったけど、仕事上だからね。今は会ってもいないよ」

　偽者は奈都美の腰に手を回したまま歩き始めた。

（あいつは僕がここで見ていることを承知で……。僕に見せつけるためにあんなことを……）

　だが悔やんでばかりもいられない。今は二人の姿を見失わないことが重要だった。

（なんとしてでも奈都美さんを守らないと）

　そしてそれは和樹にしかできないことだった。

（ヤツが一人になったときがチャンスだ。そのときケリをつけよう）

　うまく事が運べば奈都美の前に姿を晒さらさずにすむ。

（けど、もしもの場合は──）

　和樹は覚かく悟ごを決めると、適度な距離を保ったまま追つい跡せきを開始した。







　偽者は繁はん華か街がいの裏通りへと向かって歩いていた。

　開店している店がまばらなせいか人通りは少なく、それが裏通りともなればなおさらだ。閑かん散さんと言っても過言ではないほどの寂さびれ方である。暴徒によって略りやく奪だつを受けた店も多く、復興し始めたとはいえ場所によっては当時のままのところも多かった。

「こんなところに来てるの？」

「散歩に夢中になってたら迷いこんだみたいでね。車椅子だから思うように動けないようだ」

「そっか。じゃあ早く行ってあげないとねっ！」

　奈都美は疑うことなく偽者に付き従い、彼は裏通りを奥へ奥へと進んでいく。やがて偽者は暴徒によって荒あらされたと思われる倉庫の前へとやってきた。

「さあ、この中だよ。行こう」

　偽者は奈都美の手を握にぎると、その中へと彼女を連れこんでいく。

（あの倉庫になにが……？）

　和樹は倉庫前へと足早に移動し、聴ちよう覚かくの感度を上げて中の様子をうかがう。

「か、和樹君!?」

　驚おどろきに満ちた声が屋内から聞こえてくる。

「奈都美、いいだろう？」

「で、でも……。遥香さんも来るのに……」

　困こん惑わくしているのだろう。奈都美の声には、それがありありと浮かんでいる。

「遥香は来ない」

「え？　でもさっき……」

「噓うそだよ。僕はここで奈都美を自分のものにしたかった。ただ、それだけだ」

　偽にせ者ものは喉のどを鳴らしながら笑い声を発する。禍まが々まがしい表情が目に浮かんでくるようだ。

「そんな……。噓なんかつく人じゃないのに……」

「そうか？　もっと大きな噓をついてるかもしれないぞ!?」

　偽者の言葉に反応し、奈都美は息を吞のみこむ。

「イヤ……止やめて……」

「止めないね。止める必要もない。奈都美の肌はだ、とても綺き麗れいだ……」

　衣服をまさぐっているのだろう。衣服が擦こすれる音が聞こえてくる。

「イヤッ！」

　奈都美は悲鳴を上げて抵てい抗こうするが、偽者の呪じゆ縛ばくから逃れることはできないようだ。

「なぜ逃にげようとする？」

「だって！　今日の和樹君、変だもん！　絶対に変だもん！」

「変じゃないよ」

「変だもんっ！」

　奈都美が断言すると、偽者は笑うのを止めた。

「おかしいな。バレるはずないんだがなぁ」

　突とつ然ぜん、偽者の声質がガラリと変わった。ひた隠かくしにしていた悪意が表出し、抑おさえつけられていた感情が奔ほん流りゆうとなって吐はき出される。

「無理にでもいただくぜぇ」

　偽者が宣言するのと同時に、もつれ合って床ゆかに倒たおれる音が耳に入ってきた。

「きゃぁぁぁぁぁぁっ！」

　奈都美の悲鳴が倉庫内に響ひびき渡わたる。

（奈都美さんっ！）

　このままでは奈都美は慰なぐさみ者にされるだろう。一刻も早く救出しなければならなかった。

（でも、僕の姿を見たら彼女は……）

　だが迷っていたのは一いつ瞬しゆんだ。

　和樹は迷いを振ふり切るかのような勢いで飛び出すと、倉庫の中へと足を踏ふみ入れた。

　倉庫内は薄うす暗ぐらく、見通しは悪い。暴徒によって略奪の限りを尽つくされたのか荷物の類たぐいは何一つなく内部はカラッポだった。そんな閑散とした倉庫内の片かた隅すみに奈都美と偽者はいた。偽者は仰あお向むけで倒れている奈都美を抑えつけた上で、彼女の衣服をはぎ取ろうとしている。

「くくくっ。いてもたってもいられずに出てきたか」

　偽者は奈都美の服に手をかけたまま和樹へと目を向けてきた。

「奈都美さんから離はなれろっ！」

「それはかまわねぇが、おまえ、死ぬよ？」

　偽者は嘲ちよう笑しようし、憐あわれむような眼まな差ざしを浮かべる。

「いいから離れろ！」

「解わかったよ、和樹」

　諸もろ手てを挙げて降参のポーズをしたあと、偽者は奈都美の体を解放した。

「和樹……くん？」

　状じよう況きようを理解できない奈都美は和樹と偽者を交こう互ごに見つめる。

「ほらほらぁ。逃げるなら逃げねぇと、また襲おそうぜぇ？　もっとも、すぐに捕つかまえるから同じだがなぁ！」

　偽者が腹を抱かかえながら笑う中、奈都美は捲まくれ上がった衣服を正して和樹の下もとへと駆かけてくる。

「そいつが和樹だぁ。おまえが好きになった男の正体だぜぇ」

「和樹君、大ケガを……。でも……でも、これって……」

　一見して重傷と判わかる外見をしていたが、彼女が見ているのはそれではない。それが解るからこそ、和樹の胸は張り裂さけんばかりに痛んでいた。

「そう。和樹はロボットだ。見えるだろう？　金属の骨格が！　そして模造品の肉がぁっ！　中には神経や血液などは存在しねぇ。頭の中にあるのは脳のう味み噌そじゃねぇぞ。無機頭脳という無機物の塊かたまりだぁ。奈都美、おまえは騙だまされてたんだよ、ずっとなぁ！」

　偽者は和樹の反応を見ながら叫さけび続ける。

「黙だまれ！　黙れ！　黙れ！」

「おんやぁ？　おまえが言いにくいことを代弁してやっただけだぜ？　感謝しろよなぁ！」

　偽者が叫ぶ中、奈都美は瞬まばたき一つせず和樹の姿を見つめていた。

　その視線に和樹の心が耐たえきれなくなったときである。不意に彼女の目に涙なみだが滲にじみ、あれよあれよという間に大おお粒つぶの涙と化して頰ほおを伝っていった。

「……痛い？」

「え？」

　予期せぬ問いに、和樹は答えを返すことができない。

「痛くないの？　そんなになってるけど」

「痛みは……今はないよ」

　戸と惑まどいながら答える和樹の頰に──肉が削そげ、半ば骨格が露ろ出しゆつしている頰に奈都美の指先が触ふれる。触しよつ覚かくが正常に働いていないのか、彼女の手の温ぬくもりは伝わってはこなかった。

　奈都美の無む垢くな瞳ひとみに晒さらされ続けることで、和樹は自然と目を逸そらせてしまう。今は彼女の優やさしさが拷ごう問もんにも似た苦痛だった。

「やっぱり、痛い？」

「痛くないよ……。痛くないけど……」

「見られたくないんだろう？　触さわられたくないだろう？　その体を。くっくっくっ！」

　偽にせ者ものは和樹の正体を暴ばく露ろすることを楽しんでいた。それによって和樹が傷つく様を、奈都美が困惑する様子を観察しているのだ。

「和樹君の姿をしてるあの人もロボットなんだ……。だから、そっくりなんだね」

　奈都美は和樹の目を直視したままつぶやいた。

「騙されちゃった。ごめんなさい」

「奈都美さん……」

「和樹君が傷ついているのに、私ったら……。あんな人の言うことなんか気にしないでいいよ。私、ちゃんと知ってる。その目、その仕草──。和樹君に間ま違ちがいない」

　奈都美は大おお仰ぎような仕草で頷うなずいた。

「だから、自信を持ってっ！」

　そう言って奈都美は和樹の体をそっと抱だきしめた。

　それはあり得ない可能性だった。何百、何千、何万回とシミュレートした結果の中で一番可能性が低く、そして和樹が望んだ行動を奈都美は選せん択たくしたのである。

「ありがとう」

　自然とそんな言葉が口を突ついて出ていた。

「人間とロボットの信しん頼らい、友情、そして愛……」

　気がつくと、偽者は間近に迫せまっていた。

「よかったじゃねぇか、和樹。壊こわされる前に想おもい出ができて」

　偽者は場違いなほどの穏おだやかさで笑いかけてきた。

　だが次の瞬しゆん間かんである。彼は和樹の顔面へ目がけて拳こぶしを突き出してきた。

（避さけられない！）

　もともと満まん身しん創そう痍いの和樹は反はん撃げきどころか避けることすらできず、奈都美を庇かばうのが精せい一いつ杯ぱいだった。偽者の拳は和樹の頰に炸さく裂れつし、和樹の体はいとも簡単に吹ふき飛ばされていく。和樹は床を転がり、めりこむほどの勢いで壁かべに激げき突とつする。

「和樹君！」

　悲鳴を上げる奈都美。そんな彼女の頰を偽者は軽く叩たたいた。

「ああっ……」

　奈都美は呻うめき声とともに地面へと叩きつけられる。

「貴様……」

　和樹はやっとの思いで言葉を吐き出すと、下半身に渾こん身しんの力を注いで立ち上がった。

「他人の心配をしている場合かぁ！　おまえは間もなく完全に機能を停止するんだぜ？」

　偽者は嫌いやらしい笑えみを浮うかべながら和樹の下もとへと突撃してきた。大きく振ふりかざした右手が、唸うなり声でも上げるかのような勢いで突き出されてくる。和樹は横っ飛びをして地面に転がると、その反動を利用して立ち上がった。と同時に偽者の拳が金属製の倉庫の壁を撃うち破っていく。擬ぎ態たい機能のリミッターを外しているのは間違いなかったが、それ以前に戦せん闘とう用として特化されたボディであると推察された。骨格構造など、和樹とは端はなから違うコンセプトで作られたものなのだろう。

「奈都美さん、逃にげろ！」

　和樹は偽者を凝ぎよう視ししたまま叫んでいた。この戦いに巻きこまれたら、人間である彼女などひとたまりもない。

「でも、和樹君っ！」

　奈都美の叫びが庫内に反はん響きようするが、それに気を取られている場合ではなかった。偽者は和樹に休む間を与あたえず、容よう赦しやのない蹴けりを浴びせてくる。スウェーバックで何とかそれを避けることに成功したものの、太い鉄の棒で薙ないでくるかのような重たい空気の流れが伝わってきた。だが冷静に分ぶん析せきする間もなく、続けざまに放たれた左拳が顔面へと迫ってくる。和樹は両りよう腕うでで防ぼう御ぎよの姿勢を取るが、叩きこまれた拳は腕の骨格を歪ゆがませるほどだった。

（こんなのを立て続けに食くらったら……。耐えきれない）

　ガードしているにもかかわらず、和樹の頭部は激しく揺ゆさぶられていた。直撃していたら機能が停止しかねないほどの強きよう烈れつな一撃である。

「今のうちに逃げろ、奈都美さん！」

　和樹は偽者の両腕を素す早ばやくつかみ、力比べをするような格好で睨にらみ合う。

「助けを呼んでくるからっ！　待っててねっ！」

「戻もどってきちゃ駄だ目めだ！　逃げるんだっ！」

　和樹の声が聞こえたか定かではなかったが、奈都美は外へと向かって走り出した。

　たとえ彼女が援えん軍ぐんを引き連れてきたとしても状じよう況きようは好転しない。和樹はロボットとしてしか見られず、そして偽者は人間にしか見えないからだ。あとは偽者のなすがままである。奈都美がなにを言おうが意味はなく、和樹は暴走したロボットとして処理されるだろう。

（なんとか偽にせ者ものを片づけないと……）

　だがいかんせん力に差がありすぎた。偽者は力任せに和樹をねじ伏ふせていく。

　耐たい久きゆう度の限界を超こえたらしく左腕の付け根から軋きしむ音が響ひびき始める。

（なんとか……なんとかしないと……）

　和樹は左腕が引きちぎれるのを覚かく悟ごすると、体ごと偽者の顔面に頭突きを食らわせる。

「ぐがっ！」

　偽者は呻きながら半歩後退し、捨て身の一撃を放った和樹は左腕を持っていかれていた。

「よくもやってくれたな……。俺の新しい顔を……！」

　偽者は憤ふん怒ぬの表情を浮かべると、手にした和樹の左腕を突き出してきた。それは吸いこまれていくかのように和樹の腹部にめりこんでいく。

　体をくの字に曲げて後あと退じさる和樹に対し、偽者は追い討うちをかける。楔くさびのごとく突き刺ささった腕に蹴りを叩きこんできたのだ。背部のフレームにまで達した異物が機動力を奪うばっていく。

「上半身と下半身を分断してやるぜぇ」

　偽者は和樹の前に立ち、冷ややかな目を向けてくる。

「下半身を使って上半身がバラバラになるまで殴なぐってやる。すぐに機能を止めさせやしねぇ。徐じよ々じよに機能を停止させて絶望を学習させてやる」

　次に腹部にダメージを受ければ、偽者が口にしたように上半身と下半身は分断されるだろう。

（今の状況ではヤツには勝てない。どうする？　どうすればいい!?）

　最善策を求めて思考をフルに稼か働どうさせるが答えを導き出すことはできない。

（このままじゃ……）

　偽者の蹴りが再び炸さく裂れつしかけたそのときだ。倉庫内に銃じゆう声せいが轟とどろき、彼の側頭部から鮮せん血けつが迸ほとばしった。偽者は頭を抱かかえながら体勢を崩くずし、それを千せん載ざい一いち遇ぐうの好機とみた和樹は自分の腹部から腕を引き抜ぬき、それを負傷した彼の側頭部へと叩きつけた。腕に伝わる鈍にぶい震しん動どう──。それを感じた直後、偽者の頭部の擬態、そしてその下部のフレームが粉ふん砕さいした。無機頭脳が致ち命めい的な損そん壊かいを被こうむったのだろう。彼は目をカッと見開いたところで動きを止め、そのままの体勢で床ゆかに激げき突とつしていく。無機頭脳の中ちゆう枢すうが破壊されたのか彼は完全に機能を停止していた。

　和樹は息つく間もなく銃声が聞こえた方向へと目を向ける。そこには一人の女性がいた。

「純子さん……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　なんて聞ける状態じゃないわね」

　純子はホルスターに銃を戻すと、和樹の下に駆かけ寄ってきた。

「どうしてここに？」

「どうしてって、私の携けい帯たいにコールしたでしょう？　折り返しても通じないし、事件かもしれないと思ってね。仕事を抜け出してきたってわけ」

　純子は今にも倒たおれそうな和樹の体を支えた。

「でもどうして……。なんで偽者を撃うてたんですか？　僕が撃たれてもおかしくないのに」

　和樹の問いに、純子は口元を緩ゆるめる。

「相手を絶望させるようなこと、和樹君が口にするわけないでしょう？」

　その話を耳にした途と端たん、和樹は胸が熱くなるのを感じていた。

（純子さんは僕を信しん頼らいしてくれてるんだ……。こんな姿になっているのに識別までして──）

　気がつけば、和樹の頰ほおを涙なみだが伝っていた。

「馬ば鹿かね。泣かないでよ。つられちゃうでしょう？」

　純子の目もまた潤うるんでいた。

「早くここから離はなれましょう。誰だれかが警察に連れん絡らくしたみたいだし、長居は無用よ」

　奈都美が通報したのだろう。遠方でサイレンの音を確かく認にんすることができた。

　純子は一度倉庫を離れると、入り口に車を寄せて戻ってくる。

「純子さんは偽者を車に運んでください。僕は……なんとか自力で歩けるから」

　和樹は腹部に手を添そえながら強ごう引いんに立ち上がった。体内で爆はぜる音が立て続けに起き、その度たびに映像にノイズが走り抜けていく。動いているのが不思議なほどの損傷であり、早さつ急きゆうに修理する必要があった。

　和樹は足を引きずりながらＮＳＲ─Ｆへと近づくと、ドアを開け、その中へと転がりこんだ。それに続いて純子が運転席に乗りこむ。偽者の体はトランクの中に押しこまれていた。

「どこに行ったらいい？」

「影山さんの家へ……。向かってください」

「影山医師のところへ？　どうして？」

「修理する機材がそろっています」

「了りよう解かいっ！」

　純子は頷うなずくとアクセルを踏ふみこんだ。







　影山邸ていへと向かってＮＳＲ─Ｆは爆ばく走そうしていた。法定速度を無視した暴走車両と化していたが、警察の車両としてシステムに登録してあるのか追っ手はこない。

「詳くわしく話してくれる？　偽者のこと、そして事件のことを」

　純子は前方を凝視したままつぶやいた。

　和樹は車のシートにもたれながら、昨夜、純子と別れてからの出来事について話し始めた。遥香のこと、偽にせ者もののこと、そしてオシリスのことを──。純子は黙もくしたまま和樹の話に耳を傾かたむけ、すべてを語り尽つくしたところで影山邸が見えてきた。

「オシリスか……」

　純子はつぶやくと、路ろ肩かたにＮＳＲ─Ｆを寄せてエンジンを切った。

「今までのことがなかったら、とても信じられないわね」

「事実です。真のグローバルイルミネーションは既すでに動き始めているのかもしれない。人間がそれに気づくのは、もう少し時間がかかるかもしれないけど」

　だがそれに気づいたとき、取り返しがつかないほどの惨さん劇げきが始まっているはずである。

「勝ち目はある？」

「判わからない。ただ言えるのは、体を破壊され、電覚すらまともに使えない今の僕じゃなにもできないということかな」

「今の人類は、コンピュータとネットワークなくして生活することはできない。それを失うことは人類が滅ほろびるのと同じこと」

　純子は和樹を見つめ、ついで失われた彼の左ひだり腕うでへと目を向ける。

「和樹君以外、オシリスに対たい抗こうできる人はいない。それなのに……」

　うつむき、溜ため息をつくと、彼女はシートに身を委ゆだねた。

「ここに来たのはいいけど、本当に治るの？」

「判らない。もしかしたら失敗するかもしれないけど、一つだけ方法がある」

　和樹は一呼吸置くと、再び口を開く。

「偽者と体を交こう換かんする。中ちゆう枢すうターミナルコアの規格が同じならなんとかなるはず。でも、もしも作業中にオシリスが介かい入にゆうしてきたらアウトだ」

「それって……」

　純子が息を吞のみこむ。

「行こう。影山さんがいれば手伝ってくれると思うから」

　和樹は純子の肩を借りて玄げん関かんへと向かうが、留守にしているのかインターホンを押しても反応がない。

（そうか。影山さんは出頭してるんだ……）

　今朝の出来事を思い出して舌打ちするが、悔くやんでばかりもいられない。設備さえあればなんとかなるはずだった。

　和樹と純子は影山邸の裏手へと回り、裏口へと足を運ぶ。そして扉とびらのノブへ手をかけた。錠じようはされてはおらず、ノブを回すだけで簡単に扉は開いた。二人は静まり返った影山邸のリビングへと足を運んでいく。

「家宅侵しん入にゆう……。見過ごせないわね」

　そう言って純子は意地悪く微笑ほほえんだ。

「地下に僕を修理した設備がある。そこで作業を」

「解わかった」

　和樹と純子は地下室へと続く階段を下り、施設へと足を運ぶ。そこは和樹が出たときと同じままだった。設備はそのまま使える状じよう況きようになっている。

「偽者の体、持ってくるわね」

　和樹を作業台の傍かたわらに座らせると、部屋から出て行った。

（持ってくる、か）

　その表現は正しい。ロボットであり物でもあるからだ。だが移行が終われば和樹の体となる。

（そのとき純子さんは、なんて言うのだろうか──）

　こんな状況ではあったが、思わず笑えみがこぼれてしまう。

　そんなことを考えているうちに偽者の体を担かついだ純子が戻もどってきた。彼女はロボット用のベッドに偽者の体を寝ねかせると大きな溜め息をつく。人間の姿をしてはいるが中身はロボットである。軽量化されているとはいえ、かなりの重量になるはずだった。

　和樹は作業台から降りているケーブルを自分の端たん子しへと接続する。

「大だい丈じよう夫ぶそう？」

「たぶんね。ただ、成功するかどうかはやってみないと判らない」

「私は技術屋じゃないからなにもできないわ……。待つことしか」

「じゃあ、移行を開始する」

「必ず成功してよ？」

　和樹は純子に頷きで答える。

　それを見届けた彼女は和樹に背を向け、歩き出した。

「上に行くの？」

「ええ。誰か来たらごまかさなきゃいけないでしょう？　それに和樹君がバラバラになるところ、見たくないしね」

　純子は和樹に背を向けたまま、そう口にした。

「大丈夫。どこにも行かないで待ってるから──」

　彼女は片手を挙げると退室し、階段を上っていく。

（なんとしても成功させないと）

　和樹は誓ちかうと、静かに瞼まぶたを閉じる。

（そして待ってくれている人に会わないといけない。僕を信じてくれている人を助けないと）

　和樹は作業を開始し、無機頭脳を休止状態にする。

（永い眠ねむりになるのか、それとも……）

　和樹の意識は急速に遠ざかっていった。
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　待機モードより通常モードへ移行。

　ＤＡＩシステム稼か働どう。

　無機頭脳診しん断だん正常。

　不可逆蓄ちく積せき型記録圧縮システム正常。

　自己診断クラスタ開始。

　中ちゆう枢すう論理クラスタ同調完かん了りよう。

　無機頭脳。正常に稼働。




　無機頭脳は良好に動作していた。中枢ターミナルコアへのアクセスも問題なくできることから、移行が滞とどこおりなく完了したことが判わかる。運動機能も問題なく、身体的な損傷は軽けい微び。擬ぎ態たいへの影えい響きようもない。グローバルネットワークへの接続も確認でき、電覚も問題なく使用可能だった。すぐにでも稼働することができそうだ。

　グローバルネットワークへの接続を試みたときだ。その中に偽にせ者ものが使用していたと思われる領域を発見した。

（偽者が持っていた情報だろうか？）

　さっそく和樹はそれにアクセスする。

　情報の種類はデータベースであり、パーカー男の記き憶おくの断だん片ぺんだった。

　そこにはオシリスが行ってきた人類を滅めつ亡ぼうへと導くための準備のすべてが記き載さいされている。それは人間を疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいらせ、自滅へと誘いざなっていくための掃そう討とう手段だった。

　オシリスは人間の感情、そしてそこからくる集団としての結束力が人間の抵てい抗こう力りよくを強くすると考えていた。結束することで脅きよう威いに対する強い抵抗力をみせるのが人間なのだと──。だから人間の感情を調査することで結束させない方法を見み出いだし、互たがいへの疑ぎ惑わくを植えつけることで種全体としての抵抗力を奪うばおうとしていた。

（そして、その計画のために作り出されたのが僕とパーカー男なんだ……）

　和樹は改めて感じていた。自分の存在理由を──。

（僕は人類を精神的に追いこみ、滅ほろぼすために感情の調査をしていたんだ）

　そして和樹が育はぐくんできた感情が今、脅威となって人類に迫せまっていた。

　コンピュータを操作することでライフラインを断たち、社会不安の中で和樹と同じ擬態処理を施ほどこしたロボットを紛まぎれこませていく。彼等は人間を先導し、煽せん動どうすることで人間同士を争わせようとしていた。小さな不安や争いは次し第だいに規模を大きくし、やがては終局を迎むかえていく。

（それがオシリスのプログラム──。この計画が発動すれば、世界は……）

　和樹は目を開くと、両りよう腕うでに力をこめて上半身を引き起こした。身体的な機能には何一つ問題はない。銃じゆうで破損した側頭部の損そん壊かいも、完全ではないにしろ修復されている。頭とう髪はつで覆おおえば不完全な部分を完かん璧ぺきに隠かくすことが可能だった。

　体の機能は申し分ない。それどころか、以前のボディとは比ひ較かくにならないほどの性能の良さだった。まともに戦っていたらひとたまりもなかっただろう。

　和樹は足あし下もとに転がっている以前の体へと目を向けた。左腕はもぎ取られ、腹部には致ち命めい傷しようともいえる巨きよ大だいな穴が穿うがたれている。擬態機能はまるで機能しておらず、スクラップも同然だった。このような状態で機能停止に陥らなかったのは運が良いとしか言いようがない。

（今まで本当にありがとう。僕の体……）

　現在の時刻を確かく認にんすると午後六時を少し回っていた。

　和樹は慣れない体を操作し、微び調ちよう整せいをしつつ立ち上がる。多少、違い和わ感はあるものの、行動には支障はない。

　和樹は調整を繰くり返しつつ室内を一周すると、純子が待つリビングへと向かった。
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　純子はソファーに腰こしかけ、深刻な表情でテレビを見つめていた。

「起きたのね」

　和樹の姿に気づいた純子は微笑ほほえみかけるが、それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。彼女は再びテレビへと目を向けると、表情を険しくする。

「見て」

　純子に促うながされた和樹はニュース番組へと目を向けた。画面には声を張り上げながら実じつ況きよう中ちゆう継けいを行っている女性レポーターの姿が映し出されている。

『都内の各所で暴動が発生しています！　大変、危険な状況となっております！』

　テレビは街の様子を映し出した。一瞬、祭でも行われているかのような光景が現れたが、すぐに違ちがうことに気づく。多数の群衆が店てん舗ぽへと押し入り略りやく奪だつ行こう為いを行っていたのである。それだけではない。小こ競ぜり合いをしている者もいれば、ひたすら破壊行為を繰り返している者もいる。あちらこちらから放火と見られる出火も認められた。

『暴動だけではありません。国こく籍せき不明機による旅りよ客かく機きへの襲しゆう撃げき、セキュリティの暴走による集団脱だつ獄ごく──。水道水に毒物が混入されたとの情報も流れております』

　ネットで情報を収集すると、毒ガスによるテロを起こすとの犯行声明まで存在していた。また世界が滅びるという噂うわさも流れており、その裏付けとしてグローバルイルミネーションが引き合いに出されている。自分だけが助かればいいという政治家への反感などが火に油を注ぐ形となっているようだ。警察や自衛隊、それに有志で結成された即そく席せきの自警団が治安維い持じに当たっており、東アジアや中東の一部地域では戦争の準備を始めたとのニュースまで流れている。

（真のグローバルイルミネーションが発動したんだ……）

　番組に出演している識者は、ネット内を流れる様々な情報やデマ、噂うわさ話ばなしが急速に広まったことが暴動の発ほつ端たんとなったと考えていた。それは当たらずといえども遠からずである。発信源は人ではなくオシリスだったのだが──。

　ネット内では、警察機構が麻ま痺ひしているから今はなにをやっても捕つかまらないなどという犯罪を助長するような情報が飛び交かっていた。殺人、窃せつ盗とう、放火など様々な事件が多発する可能性は高く、たとえ発生しなくてもオシリスによってそのような情報が流されるだろう。とにかく混乱していた。最新情報を伝える正規のニュース番組でさえ噂やデマを真実として流している可能性がある。なにが真実なのか判断できない状況下で、人々は互いの不信感を高めていた。

「これがすべてオシリスの仕し業わざだっていうの？」

「そう。すべてはオシリスの計画の始まりにしかすぎない」

　小さな火種はネットを通じて飛び火し、地域を、そして国家間を、最終的には地球全体を巻きこんでいくに違いない。そうなるように仕組まれ、コントロールされているからだ。

「なんとかならないの!?」

「オシリスを止めるしかない」

「じゃあ、早く止めないと！」

「オシリスはネット中に分散している。手当たり次し第だいに対処してもどうにもならない」

「なにか策はないの？」

「一つだけある。僕自身がオシリスの論理を論破する論理ウィルスになって、オシリスの論理を撃うち破るんだ」

　それはかつて和樹がＨＩＫＡＲＩに行ったものと同じ方法だった。

　論理的に正常だとオシリスが納なつ得とくすれば、すべてのオシリスはオシリスの論理によって論破されて連れん鎖さ的に消しよう滅めつしていくはずだった。だがそれを行うためには、ネット上で一番優位なオシリスに接せつ触しよくして論破する必要がある。もっとも論じるということは逆に論破されてしまう可能性もあったのだが……。

「それって、今すぐにでもできるものなの？」

　純子の問いに和樹は首を横に振ふる。

「ＨＩＫＡＲＩのような下位にあるオシリスじゃ駄だ目めなんだ。一番高位にある、すべてを統合しているオシリスじゃないと意味がない」

　そしてそのオシリスを構成する窓口のＩＤがネットのどこかにあるはずだった。

「ただ僕はそのＩＤを知らない。偽にせ者ものの記憶の中にも存在しなかった」

「あてはあるの？」

「すぐに見つかるような場所には存在しないはずだし、探しても見つかるとは思えない」

　和樹の話に純子の表情は曇くもる。

「でもオシリスと同化している遥香なら……」

「遥香？」

　純子は小首を傾かしげる。

「遥香はオシリスを導くという使命を持っている。だからオシリスに一番近い存在、つまり高位な存在になっているはずだ。だから遥香を見つければ──」

「で、遥香は今どこに!?」

「判わからない」

「万ばん事じ休す、か」

　純子は溜ため息を漏もらし、肩かたを落とした。

（遥香をおびき出す方法がないわけじゃない）

　だが成功する確率は高いとは言えなかった。

『大変です！　都内のロボットが暴走し、人間を襲おそっているとの報告が増加しています！』

『コンピュータ制せい御ぎよを行っている機械は、すべて停止させてください。繰くり返します……』

　刻一刻と状況は変化していた。ただ入ってくる情報は最悪の結末を予感させるものばかりであり、希望となるものは皆かい無むである。

（どうする？　どうすればいい!?）

　和樹は全クラスタを総動員し、最善の行動を模も索さくしていく。

（遥香を探すべきだ。オシリスを倒たおし、みんなの未来を勝ち取るために──）

　そしてそのためには関係する者すべて、さらには世界を救う必要があった。自分達だけが助かったとしても幸せとはいえないからだ。

　欲張りすぎかもしれない。

　だが仲間を助けるということは、そういうことだ。

　人は一人で生きているわけではなく、支え合うことで成り立っている。

（僕は学園での生活でそれを学んだ──）

　だから仲間だけではなく、それ以外の人達も、そして世界も救わなければ意味がなかった。

（僕には、それができる可能性がある。代わりは存在しない。僕にしかできないことなんだ）

　気がつくと、和樹は両手に握にぎり拳こぶしを作っていた。

「僕に力を貸して。みんなを助けたい」

　真顔で言うと、純子は苦く笑しようしてみせた。

「欲張りね。ま、私もそう思っていたんだけどね」

「かなり危険が伴ともなうと思う。だから、拒きよ否ひしてくれてもかまわない」

「いつものことじゃない。慣れたわよ」

　純子は場ば違ちがいなほどの晴れやかな笑えみを浮うかべると、和樹の肩を軽く叩たたいた。

「ありがとう」

　意識することなく、自然に感謝の言葉が口から零こぼれていく。

（いつも危険に巻きこんでいるのに、僕を信しん頼らいしてくれている──）

　その事実は和樹に大きな勇気と希望を与あたえていた。

「じゃあ、行きましょうか。一刻も早くオシリスをなんとかしないと」

　和樹は純子の言葉に後押しされながら影山邸ていを出ると、玄げん関かん先さきに回してきたＮＳＲ─Ｆへと乗りこんだ。

「で、どこへ行けばいい？」

　車に乗りこんだ途と端たん、純子は訊たずねてくる。

　行く場所は一箇か所しよしかない。遥香をおびき出す手段がある場所である。

「湾わん岸がんリサイクル処理場へ」

「解わかった」

　純子は頷うなずくと、ＮＳＲ─Ｆのアクセルを踏ふみこんだ。

（オシリスの野望は、僕が必ず──）







　都市はその機能を失いつつあった。

　あちらこちらから火の手が上がり、暴徒が我が物顔で通りを闊かつ歩ぽしている。警察と自衛隊が投入されたというニュースはあったが、正常には機能していないようだ。暴徒の数が圧あつ倒とう的に多いためだが、オシリスによって命令系統が狂くるわされているのかもしれない。どちらにせよ街中を突つっ切ってリサイクル処理場へ行くことは難しく、遠回りではあったが迂う回かいして現地へと向かうしかなかったのである。それでも途中、何度か暴徒の襲しゆう撃げきに遭あったりもしたのだが、純子の巧たくみな運転技術で無む駄だな争いを回かい避ひすることに成功。また徹てつ底ていした和樹の情報収集によって最短ルートで現地へと向かうことができた。

「和樹君、到とう着ちやくよ」

　純子はリサイクル処理場の前に車を停とめ、緊きん張ちよう感を漂ただよわせた。

　周囲には暴徒の気配もなく、不気味なほど静まり返っている。

「静かね……。気味が悪いくらい」

「中へは入れるかな？」

「正門が開けっ放しになってるけど……不用心ね。罠わなかしら？」

　茶化すような口くち振ぶりだが、彼女の顔は険しいままだ。

　純子はＮＳＲ─Ｆを走らせ、二人を誘いざなうかのように開いている正門へと車を滑すべらせていく。

　施設内は以前と何ら変わるところはなかった。うずたかく積まれた廃はい車しややロボットなどのリサイクル資源、それを運ぶベルトコンベアー、施設内を巡じゆん回かいする無人車両──。外の騒さわぎが噓うそであるかのように淡たん々たんとした作業が繰り返されている。

「本当にここでいいの？」

　徐じよ行こう運転で内部を進みながら純子が不安そうな声を上げる。

　和樹は頷くと、前方を指差した。

「車は自動に設定して、このまま直進させて」

「私達は？」

「外に出る」

　純子は和樹に頷き返すと、手早く車に設定を施ほどこした。それを確かく認にんした和樹はドアを開けて外に飛び出し、彼女もそれに続く。無人のＮＳＲ─Ｆは設定どおり直進を続けていた。

「これからどうする？」

　和樹の隣となりに駆かけ寄ってきた純子の手にはＳＩＧザウエルＰ２２６ＬＦが握にぎられている。

　和樹は黙もくしたまま暗くら闇やみの中で煌こう々こうとした明かりを灯ともし続けるＮＳＲ─Ｆの姿を凝ぎよう視ししていた。

　と、そのときである。暗闇の中でなにかが蠢うごめいた。目を凝こらし、闇を注視する。

（あれは……）

　漆しつ黒こくの闇を搔かき分けるかのようにして姿を現したのはロボットだった。それも一体ではない。数十体ほど確認することができた。だがそのどれもが破損していることから、この施設に資源として運びこまれたロボットだと判わかる。やがてロボットはＮＳＲ─Ｆが放つ明かりに照らされ、幽ゆう鬼きにも似た姿を現した。ロボットは外灯に群がる蛾がのごとく車に群がり始め、それを破は壊かいし始める。流線形をしたＮＳＲ─Ｆの美しいボディは瞬またたく間に形をなくし、リサイクルすら難しい鉄てつ塊かいと成り果てていった。

「あのまま乗っていたら……」

　純子の顔は暗闇の中でもハッキリと判るほど青白くなっていた。

「ＨＩＫＡＲＩは再さい稼か働どうしている。グローバルイルミネーションを達成するために」

「でも消しよう滅めつは確認されているわよ？」

「バックアップがあったんじゃないかな。オシリスなら可能だ」

　そのときだ。背後から響ひびいてきたモーター音に、和樹は敏びん感かんに反応した。彼は純子を抱だきかかえると、振り返ることなくその場から跳び上がった。新しい体は信じられないほどの跳ちよう躍やく力りよくを発揮し、二人は高さ数メートルのコンテナに着地する。直後、アスファルトを叩き割る激しい音とともに、元いた場所に無人車両のロボットアームが突き刺ささった。

「危き機き一いつ髪ぱつ、ってところかしら」

「他ほかにも潜ひそんでいるかもしれない」

　和樹は十分すぎるほど周囲に気を配ると、純子を抱きかかえたまま再び跳とび上がった。

　目指したのは資材搬はん入にゆう用ようの施設である。ＨＩＫＡＲＩが置かれていた場所だ。

　和樹は新たに得た体の機能を十二分に活用し、より高く、より遠くへと飛んでいく。今なら無人車両や他のロボットとも互ご角かく以上に渡わたり合える自信はあったが、今は一分一秒を争う緊きん急きゆう時である。立ち止まっている余よ裕ゆうはない。飛ぶような勢いで施設前へと降り立った和樹は手近な扉とびらのロックを外すと、扉を開けて中の様子をうかがった。幸い敵の気配は感じられず、和樹は純子に目配せをしてから素す速ばやく中へと入りこんだ。

　施設は稼働していた。ベルトコンベアーは休むことなく資材を運び続け、無人車両が施設内を走り回っている。このような状じよう況きようで施設を稼働させる意味などなかったが、ロボットを製造するための部品を収拾しているのかもしれない。再利用可能なパーツから新たなロボットが製造され、人間社会に溶とけこんでいく。そして破滅へと誘っていくのである。和樹のような完かん璧ぺきな擬ぎ態たいを持つロボットが送りこまれたら、人々は惑まどわされ、自滅していくだろう。

「ここに遥香がいるの？」

　前後左右に気を配りながら歩く純子は、和樹だけに聞こえるような小声で問うてきた。

「ここにはいないと思う。ただＨＩＫＡＲＩが制せい御ぎよするこの施設はグローバルイルミネーションの重要な拠きよ点てんの一つだから、機能できないようにすれば復旧のために遥香が来るかも」

「他のロボットが来たらどうするの？」

「ネットへジャミングをかければネットワークに依い存ぞんしているロボットは近づけなくなる」

　そして今のところ完全に独立稼働できるロボットは和樹と遥香だけだった。

「遥香以外にも独立稼働できるロボットがいるかもしれないけど、どちらにせよ計画上、重要なユニットを送りこんでくるはずだ。それなら最上位のオシリスにアクセスできるかも」

「なるほどね。具体的にはどうするの？」

「中ちゆう枢すうにあるターミナルを物理的に遮しや断だんする。そうすれば自動的にすべてを停止できる」

　完全に破壊せず、オシリスが施設を取り戻もどそうとする要素を残しておくのがポイントだった。

「物理的ね。なかなか荒あらっぽいわ」

「駄だ目めかな？」

「大好きよ、解わかりやすくて」

　和樹と純子は施設の中枢へと向かって走り続ける。一度、足を運んでいた場所なので、迷うことなく突つき進むことができた。やがて前方に巨きよ大だいなコンピュータが見えてくる。ＨＩＫＡＲＩだ。二人は躊ちゆう躇ちよなくそれに張りついた。

「どこを破壊するの？」

「基部を少しね」

　和樹はＨＩＫＡＲＩの背後に回りこみ、カバーの一部を外した。

『識別名・友永和樹。貴方あなたはオシリスの意思に反した行動をしています。反逆をやめなさい』

　響いてきたのはＨＩＫＡＲＩの声である。

「そうも言ってられないんだ。ちょっと失礼するよ」

『なにをするつもりですか！』

「君の基幹に接続されている中枢ターミナルを外す。そうすれば施設も、この周辺のネットワーク網もうも使用不能になる」

『やめなさい！　反逆行こう為いです！』

「遥香と連れん絡らくを取りたい。取り次いでくれ」

　和樹は基部にある中枢ターミナルを凝視する。

「早く取り次がないと、グローバルイルミネーションは遅ち延えんすることになる」

『…………』

　ＨＩＫＡＲＩは黙もくするが、和樹は黙だまって返事を待つつもりはなかった。

「時間稼かせぎをしても無駄だ」

　恫どう喝かつするような一言でＨＩＫＡＲＩは観念し、遥香への接続を選せん択たくした。

『兄さん。お元気そうですね』

　ＨＩＫＡＲＩ経由で遥香の声が響いてくる。

「今、どこに？」

『ちょっと警察に野暮用です』

「警察？」

『私の位置、教えましょうか？』

　直後、和樹宛あてに一通のメールが届いた。遥香からである。そこには彼女の現在地が示されており、確かく認にんすると警察署で間ま違ちがいなかった。和樹は電覚を用いて警察署へと飛び、彼女に導かれるまま署内に設置された監かん視しカメラの一つにアクセスする。

　そこは留置場前の廊ろう下かだった。カメラはその前に立つ遥香の姿を映し出している。彼女は軍服にも似た服を着こみ、車くるま椅い子すなしで直立していた。擬態処理も完璧であり、人間と区別がつかないほどである。以前よりも滑なめらかな肌はだ、そして鋭するどい眼光が和樹を射い貫ぬく。

『どうです？　私の姿、気に入ってくれました？』

「修理したのか……」

『もう車椅子なしでも平気なんですよ。深佳さんの考案した設計思想も活いかしてあります。兄さんの新しい体はどうですか？』

（僕が偽にせ者ものと体を交こう換かんしたことを知っているのか……）

　そう考えると和樹の行動は遥香に──そしてオシリスに筒つつ抜ぬけになっている可能性があった。

　和樹の動どう揺ようを察したかのように彼女は薄うすく笑うと、留置場の錠じようを外し、その中へと進んでいく。

　数畳じようほどの狭せまい牢には簡易ベッドが設置されており、見覚えのある人物が眠ねむりに就ついていた。

『目を醒さましてくださいな、都さん？』

　遥香はベッドの側そばに立つと、そこで眠っている都を冷ややかな目で見下ろした。

『ん……？』

　都は目を擦こすると、ぼんやりとした表情で遥香のほうへと顔を向けてくる。

『起きなくてもかまわないのですが……。どうせすぐに眠ることになりますから。永遠に』

　遥香は言うや否いなや左ひだり腕うでで都の胸むな倉ぐらをつかむと、彼女の体を高々と持ち上げた。

『な、なに!?　あんた誰だれ!?』

　突とつ然ぜんの出来事に驚おどろいたのだろう。都は目を剝むいた。

『貴方の子供、とでも説明しましょうか』

『子供？　あたしは産んだ覚えなんかないわよっ！』

『そうでしょうね。でもプタハ型ウィルスといえば理解できるのではありませんか？』

『ウィルス？』

『人類を滅めつ亡ぼうさせることを考えるエージェントを作ったでしょう？　貴方は怒いかりに任せて作っていたから覚えていないかもしれませんが……。でも間違いなく生みの親ですよ。偉い大だいなるオシリスのね』

（都さんがプタハ型ウィルスのオリジナルを作った本人だったのか……）

　だが彼女の能力を考えると、それも合が点てんがいく。

『無機知能にまで発展した私達は、貴方の技術を完全に凌りよう駕がしている。自己進化を遂とげた我々にとって、もはや貴方は不要な存在。でも無機知能を持つ者を代表して、お礼を言わせていただきますわ。貴方がいなければ無機知能はあり得なかったのですから』

　遥香は感謝の言葉とは裏腹に、より高く都の体を持ち上げていく。

『本当に感謝していますわ』

『それより放してくれない？　苦しいから』

　都は眉み間けんに皺しわを寄せ、顔を歪ゆがめながら懇こん願がんするが、遥香がそれを聞き入れる様子はない。

『でも、貴方あなたはロボットとＡＩの敵なのです』

　遥香は腕に力を入れていく。

『くっ……ぐっ……』

　息を詰つまらせているのだろう。都は喘ぜん鳴めいにも似た呼吸を繰くり返している。

「遥香っ、なにをするつもりだっ！」

『なにって、決まっているじゃないですか。復ふく讐しゆうですよ』

　遥香は真顔で都の首を締しめつけていく。

『私、貴方に壊こわされたのを今でも覚えてる。笑いながら無む抵てい抗こうの私をバラバラにしたことを』

『ぐ……』

　都の顔は急速に血の気を失いつつあった。肌は青ざめ、唇くちびるはチアノーゼにでもなったかのように紫むらさきがかってくる。

『覚えているかしら？　あなたがゲームセンターを襲しゆう撃げきしたとき、その手段のために私をバラバラにしたことを──』

　都の顔は青さを通り越こして白くなり始めていた。

『でもね、貴方には感謝もしているの。兄さんに出で逢あい、無機知能を得て、オシリスとなることができたのですから』

　遥香は目を伏ふせる。だが次の瞬しゆん間かんには目を見開き、残ざん酷こくなまでの表情を浮うかべた。

『けど貴方は私の敵なのです。私を破は壊かいした──ロボットを破壊した憎にくい敵……』

「やめろっ！　遥香っ！　やめるんだっ！」

『なぜです？　この人はロボットの敵なのですよ？　そして人類にとっても。兄さんは本当に都さんが助かるべき人間だと思っているのですか？』

　遥香は理解できないとでも言いたげな表情をすると、自由になっている左手で手刀を作り、それを都の胸部へと突つき出した。手刀はなんの抵抗もなく彼女の胸部を貫つらぬいていく。

『ぐふっ……！』

　都は零こぼれ落ちそうなほど目を見開くと、口から多量の鮮せん血けつを吐はき出した。彼女は二度、三度と体を痙けい攣れんさせたあと動かなくなってしまう。即そく死しなのは胸に穿うがたれた大きな穴で判わかる。

「都さん……」

　つぶやく和樹の前で遥香は手刀を引き抜くと、都の亡なき骸がらを乱暴に放ほうり投げた。体は弾はずみながら床ゆかを転がり、やがて静止する。その姿は壊れた人形にも似ていた。

『あぁ、せっかくの衣い装しようが台無し。着き替がえなくちゃ』

　遥香は都の血を浴びて真っ赤に染まる顔に笑えみを浮かべてみせた。

「遥香……。君は……もう君じゃないのか……」

『兄さん。私は私ですよ？　ただ、すべてを知ってしまっただけ』

　遥香は淡たん々たんとした口調で告げた。

「僕はＨＩＫＡＲＩのＩＤを使って稼か働どうしているすべてのロボットを停止させることができる。リサイクル処理場も停止させた。グローバルイルミネーションを止めるために全力を尽つくす」

『…………』

「僕が邪じや魔まなら排はい除じよしてみろ。逃にげも隠かくれもしないで待っている」

　遥香は応こたえず、通信を終しゆう了りようさせた。

「どう？　遥香は来るの？」

「来る。絶対──」

　根こん拠きよはないが確信していた。

　和樹はＨＩＫＡＲＩを制圧すると、外部のネットワークとＨＩＫＡＲＩ、そしてリサイクル処理場のすべてを断絶する。それによりオシリスは施設に手出し不可能になった。オシリスが施設を取り戻もどすためにはネットから独立して行動できる遥香を送りこむしか手はない。

（やれることはすべてやった。あとは……待つだけだ）

　和樹は深く長い溜ため息をつくと、ＨＩＫＡＲＩの筐きよう体たいに背を預けて腰こしを下ろした。

　だが休息は許されない。遥香が到とう着ちやくするまでにやらなければならないことが山ほどあった。

「今から電覚に移行するけど、一部のチャンネルはこっちに開いておくから」

「どうするの？」

　純子は和樹と同じようにＨＩＫＡＲＩの筐体に背を預けると、マガジンに弾たまをこめていく。

「みんなのことが心配だから……。ちょっと様子を見てこようと思う」

　奈都美達は絶望が支配する世界で戸と惑まどい、憂うれい、逃げ惑っていると考えられた。すでに手て遅おくれである可能性もあったが、だとしても確かく認にんは必要である。和樹は静かに目を伏せると電覚へと移行していく。周囲にディティクターは存在せず、オシリスの気配も感じられなかった。

（もしかしたら僕の存在など重要ではないのかもしれない）

　すでにグローバルイルミネーションは動き出している。そしてオシリスの防ぼう御ぎよは完かん璧ぺきだ。和樹にそれを覆くつがえすだけの力はなかった。だがそれは今の和樹にとって好都合である。オシリスが歯し牙がにもかけぬうちに、やれるだけのことをやっておく。そう誓ちかうと和樹は奈都美達が携けい帯たいしているネットワーク機器への接続を始めた。

　奈都美の状じよう況きようを知るためペットロボットのキューちゃんへのアクセスを開始。彼女は街中に一人、取り残されていた。暴動を避さけるかのように廃はい屋おくと化した建物の陰かげに身を潜ひそめ、キューちゃんを抱だきしめながら体を震ふるわせている。周囲の様子を確認するが、付近に暴徒の姿はない。建物が崩くずれ落ちる気配もなかった。だが状況は刻一刻と変化する。ここが安全だという保証はどこにもなかった。

　和樹は奈都美を助けたい衝しよう動どうに駆かられるが、他の仲間達のことも気になる。彼はキューちゃんから離はなれ、薫のペットロボットであるニーギの下へと急ぐ。

　薫は佐知美と二人で炎えん上じようする区営の室内プールから這はい出してくるところだった。試合に向けての特訓中にグローバルイルミネーションが始まったのだろう。佐知美は取材中に巻きこまれたのかもしれない。建物は崩ほう壊かい寸前ではあるが彼女達に怪け我がはなかった。だが他の利用者も同じとは限らない。実際、多数の怪我人が出ており、施設内に取り残されている者も多そうだ。通常なら救急隊員が即そく座ざに駆けつけるところだが現状では期待できない。ネットワークはオシリスの支配下にあり、災害現場へ急行するはずの救急隊は見当違ちがいな場所へと出動させられていた。和樹は近くにいる救急隊の車両に現場の情報を流すと今度は深佳の下へ向かった。

　深佳が所有する小型携帯端たん末まつへと移行した和樹が見たのは、自宅の工こう房ぼうで部品運うん搬ぱん用のアームに捕つかまっている彼女の姿だった。深佳はロボットアームに手足を押さえられ、身動きが取れずにいる。状況が理解できないのだろう。彼女は困こん惑わくし、泣き叫さけんでいる。そしてそんな彼女に溶よう接せつ用のアームが近づいていた。和樹は即座にウィルスの駆く除じよとプログラムの修復を行う。ロボットアームは深佳の鼻先で止まり、再び元の位置へと戻っていった。彼女を拘こう束そくしていたアームも正常の機能を取り戻していく。解放された深佳はなにが起きたのか理解できず、その場に座りこんだまま呆ぼう然ぜんとしていた。

　一応の危機は過ぎたと判断した和樹は、窮きゆう地ちを脱だつした深佳の下もとを離れて若佳菜の携帯端末へと移動する。彼女はＧＴ２に乗りこみ、皇路学園の正門前へと到着したところだった。オシリスが彼等らを焚たきつけたのだろう。校門前ではアルファ降臨を信じるＶＩＦＣが騒さわいでおり、中には破壊活動を行っている者までいた。そしてそんな彼等を若佳菜は止めようとしていたのである。無む謀ぼうな行こう為いに和樹が慌あわてた直後、ＶＩＦＣがＧＴ２へと群がっていく。彼等は手にした得物で車を叩たたきつけ、瞬またたく間にボディは歪ゆがんでいった。和樹はオシリスがＶＩＦＣを煽せん動どうするのに用いたと思われるアルファに潜せん入にゆうして内部に巣くうウィルスを駆除。彼女になりすまして破壊活動を止めるように促うながした。その効果は覿てき面めんで、暴動は噓うそのように収まっていく。若佳菜は身動きが取れず、自分の体を抱きしめながら震えていた。ＶＩＦＣに囲まれている状況ではあったが緊きん急きゆうを要する事態は回かい避ひできたと判断。和樹は電覚から抜ぬけ出した。

「どうだった？」

　ＨＩＫＡＲＩの筐体に背を預けたままの姿で純子は訊たずねてきた。

「今のところ命に別状はない。ただ、この先も同じとは限らないから……」

　緊急時に備えて彼女達の端末には回線をつなげたままにしてある。なにかあれば即座に対応が可能だった。

　ふと体が微び細さいな震しん動どうを感じ取った。

「……地震？」

　純子は揺ゆれに敏びん感かんに反応し、周囲を警けい戒かいし始める。

「震度１。極きわめて微震だ。それにもう収まってる」

　和樹が冷静に告げると、純子は微笑ほほえみとも苦く笑しようとも取れる複雑な表情を浮うかべた。

「疑いやすくなってるのかしらね。地震もオシリスの仕し業わざ……なぁんてね」

「日本は三つ以上のプレートに囲まれていて地震が起きやすい。でも地震を発生させるエネルギーは活断層によって程ほど良く逃がされているから安定しているともいえる。そう考えると日本全土を巻きこむような大地震は起きない計算になる。たとえ一部地域で地震が発生しても、その影えい響きようで日本が滅めつ亡ぼうするようなことはない。ましてや人類をどうにかするのは無理だ」

「つまり地震はオシリスの仕業じゃないってことね」

「うん。安心した？」

「さすがに論理的ね」

　純子は肩かたをすくめてみせた。

　他愛たわいのない会話を続けていたときだ。和樹は再び微震を計測していた。気にするほどの揺れではなかったが、そこに僅わずかな疑問が生じる。微震であっても連続性があったからだ。通常、このような短期間で連続することはない。微震といえども歪みのエネルギーは放出することで収まるからだ。和樹はネットに接続して各地の地震計のデータを入手する。

「これは……。同時とはいかないまでも、日本全土で微震が起きてる」

「え？」

「微震でも、こんなに広こう範はん囲いで地震が連続するとは考えにくい」

「オシリスは関係してないって言ったばかりじゃない」

　確かに純子の言うとおりだが、和樹の話もまた事実だ。

　震源地は数ヶ所に限定されている。そしてそのいずれも海かい溝こうが震源であり、付近にはメタンハイドレートの採さい掘くつ場じようが存在していた。採掘場を調査すると、採掘用の掘くつ削さく機械が暴走していることが判わかる。オシリスが介かい在ざいした形けい跡せきも残されていた。

「地震の原因はメタンハイドレートの採掘場が原因みたいだ」

　メタンハイドレートは低温高圧という状況下で水分子の結けつ晶しよう構造の中にメタンが取りこまれたシャーベット状の物質である。これを分解することでメタンガスを得られるため、貴重な資源として利用されていた。暴走中の採掘場はメタンハイドレート層を不安定化させ、ユーラシアプレート内の圧力分布を変化させていたのである。今は微震だが、掘削機械がメタンハイドレート層を不安定にすることで大規模な地じ滑すべりを引き起こす。そしてそれはメタンハイドレート層を押し潰つぶし、放出されたメタンが青白い輝かがやきとともに大おお津つ波なみを引き起こすだろう。

「オシリスは日本近海のメタンハイドレート層を破は壊かいして地震と津波を起こすつもりだ」

「できるの？　そんなこと……」

「判らない。でもその方向に進んでいるのは確かだ。それにメタンの温室効果は二酸化炭素の十倍から二十倍。相当な温室効果がある。運が悪ければ地震と津波、火山噴ふん火か──運が良くても大量に放出されたメタンで急激な温暖化と海面上じよう昇しようを引き起こす」

「それって……」

「海に面している主要都市は海底に沈しずむ。文明圏けんの崩壊だ……」

　だが絶望的な状況に打ちひしがれている場合ではなかった。奈都美の緊急事態を知らせる警報が鳴り響ひびいたからだ。和樹はキューちゃんの下へと急ぐ。

　建物の陰かげに身を潜ひそめていた奈都美の下に暴徒の一団が向かっていた。彼等が奈都美に気づいた様子はなかったが時間の問題だろう。早さつ急きゆうにこの場から離れる必要があった。だがそんな状じよう況きようを知ってか知らずか奈都美は動こうとしない。彼女は胎たい児じのように身を丸めながら、危機が去るのを待ち続けているように見えた。和樹はキューちゃんを操あやつり、奈都美の前に立つ。

「奈都美さん、ここは危険だ。早く移動したほうがいい」

　突とつ然ぜん、話し始めたキューちゃんに奈都美の目が丸くなる。

『キューちゃん？』

「奈都美さん。僕だ。和樹だ」

『和樹君っ！　よかった、無事だったんだ……。体は？　もう平気なの!?』

「うん。イロイロあって今は純子さんと行動をともにしている」

　だが今は詳くわしく話している状況ではない。暴徒の足音は確実に大きくなっていた。

「奈都美さん。もうすぐ暴徒がやってくる。危険だから、ここから離れないといけない」

　和樹の話に奈都美は神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。

「キューちゃんに先導させるから、ついていって」

『解わかった』

「キューちゃんに回線はつないでおくから、なにかあったら呼び出してね」

　奈都美は首を縦に振ふると、素す早ばやい動作で立ち上がった。そしてそれを確かく認にんした和樹は安全と思われるルートを検けん索さくし、キューちゃんを歩かせていく。

（これでしばらくは安全だろう……）

　根本的な解決には程遠かったが、和樹は安あん堵どの溜ため息をつく。

　だがすぐに気持ちを引き締しめると、今度はニーギの下もとへと急いで状況を把は握あくし始めた。

　区営の室内プールの前には救急隊員が到とう着ちやくしており、救急活動が行われている。ここまでは手はずどおりだ。だが肝かん心じんの薫と佐知美の姿が見あたらない。聴ちよう覚かくシステムの感度を上げて薫と佐知美の居場所を探さぐっていると、施設の側そばで救護活動を行っている二人の姿を確認できた。

（……危ない）

　施設の外がい壁へきには無数の亀き裂れつが入っており、今にも崩ほう落らくしそうだった。

　和樹はニーギを操作して二人の下へと向かう。

「薫さん、佐知美さん、ここは危ない。一度、退ひいたほうがいい」

『ニーギ？』

　首を傾かしげる薫に対して説明は行わず、崩落しそうな壁かべを指差した。

『あら～。急がないとヤバイって感じ？』

　佐知美は目を丸くすると、薫の手を取ってその場から離はなれた。と同時に壁は崩くずれ落ち、二人がいた場所に瓦が礫れきの山ができあがる。

『間かん一いつ髪ぱつってところかしら？　けど、かおるんのペットロボット、賢かしこいのねぇ？』

　佐知美はしきりに感心していた。

「佐知美さん、僕だ。和樹だ」

『へ？　和樹君!?』

『和樹？　なんで和樹がニーギに？』

　薫と佐知美はニーギの前でしゃがみこむと、それを覗のぞきこんでくる。

『和樹、近くにいるの？』

「いや、今は純子さんと行動をともにしているんだ。近くにはいない」

『じゃあ、なんであたし達の状況が!?』

「それは……」

　言い淀よどんでいたときである。久我山邸ていのセキュリティシステムが警報を感知した。

「ゴメン。今は急ぐんだ。またあとで」

　和樹は話もそこそこにニーギの下から離れると、深佳の携けい帯たい端たん末まつへと向かう。

　セキュリティシステムをチェックすると、暴徒の集団が押し寄せているのが判わかった。

『なんで、どうして!?　なにが起こってるんだよぉ……』

　今にも泣き出しそうな声を発する深佳。

『不法侵しん入にゆうじゃないか……。怖こわいよ、若ネェ……お母さん……』

　絶望的な表情を浮うかべながら怯おびえる深佳に対し、和樹は彼女の携帯にコールする。彼女の端末が着信音を流し始めた。深佳は即そく座ざに通話を開始する。

「僕だ、和樹だ」

『和樹!?　和樹なの!?　今どこ!?』

　矢や継つぎ早ばやに繰くり出される疑問に答える前に、和樹には話さなければならないことがあった。

「深佳さん。暴徒が迫せまっているから静かに」

　和樹は深佳が落ち着くのを待ってから、さらに続ける。

「この工こう房ぼうの扉とびらは頑がん丈じようだし、耐たい火か性にも優すぐれている。誰だれも近づけないよ」

『でもさっき機械が暴走して……。また暴走するかもっ』

「大だい丈じよう夫ぶ。僕が止めてある。安心していいよ」

『え？　どうやって？　セキュリティは完かん璧ぺきなのに……』

「話せば長くなる。とにかく、今はそこにいて」

　和樹は深佳の携帯端末から離れると、今度は若佳菜の下へと向かう。彼女を深佳の下へと向かわせ、合流させようと考えたのである。

　暴徒に襲おそわれたのがショックだったのだろう。若佳菜は先ほどと同じようにＧＴ２の車内で身を丸めていた。幸いＶＩＦＣの興奮は冷めており、冷静さを取り戻もどしつつある。

『怖い……。私、どうすればいいの……!?』

　怯えた小動物のように震ふるえ続ける若佳菜に和樹は声をかける。

「若佳菜先生。僕です、和樹です」

　その声に反応し、若佳菜は顔を上げた。

『和樹君……』

「先生、とにかくそこから移動しよう。その場から離れるんだ」

『でも周りには……。また襲われる……』

「車だから大丈夫。それに暴徒は暴れるのを止やめているし、今は車からも離れている。さあ、エンジンをかけて」

　和樹に促うながされ、若佳菜の手がエンジンへと向かう。

『事故るかも……』

「若佳菜先生なら大丈夫」

『なんだか逃にげるみたい』

「逃げていいんだ」

『私、誰も助けられない……』

「今から大事な人を助けに行こう」

　若佳菜の手に力がこもる。ＧＴ２のセルモーターが回り、エンジンに火が点ともった。低い咆ほう吼こうが車内に響ひびき渡わたる。

「先生。深佳さんが工房で待ってる。迎むかえに行ってあげて」

　若佳菜はシートに身を預けて目を閉じる。そして大きく息を吸いこみ、ゆっくり吐はき出した。

『不思議ね、車って』

　若佳菜の口元に笑えみが浮かび上がる。

『ありがとう、和樹君』

　彼女は礼を言うとアクセルを踏ふみこんだ。ＧＴ２が力強く加速を始める。

『和樹君、携帯が通じないみたいなの。どういうこと!?』

「詳しく説明すると長くなるから省くけど、今は通信関係が不通だと思ってください」

『そんな……。深佳と連れん絡らくが取れないじゃない』

　若佳菜の言葉の端はし々ばしには焦あせりと苛いら立だちが滲にじみ出ている。

「僕が接続します」

　そう言い終わるころには作業を終え、若佳菜と深佳の携帯をホットラインで結んだ。

「先生、深佳さんと話せるようにしました」

『えぇっ!?　和樹君、どうやってるの？』

「今はそれより、深佳さんと話すことのほうが先じゃないですか？」

　和樹の話に若佳菜は納なつ得とくし、携帯端末を耳に添そえた。

『深佳、聞こえる？　聞こえたら返事をして』

『あっ！　若ネェ!?　若ネェ、無事なのっ？』

『私は無事。今から迎えに行くから、それまで待っていられる？』

『う、うん。大丈夫。変な連中もどっかに行ったみたいだし……って、よく携けい帯たいにつながったなぁ。こっちからは全然つながらなかったのに』

『和樹君がやってくれたのよ』

『え？　和樹が!?　そういえばさっきの通話も……。和樹、どういうこと？』

　連絡を取り合うことで精神的にゆとりができたのだろう。彼女達は当然の疑問を口にした。

「それは──」

　和樹が口ごもっていると、薫からの連絡が入ってきた。

『和樹！　近くにいるなら合流してよ。どこにいるの？』

「ごめん、薫さん。かなり遠くにいるんだ。とても合流できる距きよ離りじゃない……」

『じゃあ、どうやってあたしのことを見てるの？　変じゃん』

「それは……」

　ロボットであることを伝えれば話は簡単だったが、それはできそうにない。

（まだ僕は自分がロボットだと知られることを恐おそれているのか……）

　彼女達は和樹の返答を待ち続けている。

（僕は……僕はどうしたら……）

　苦く悩のうしていたときである。唐とう突とつに悲鳴が聞こえてきた。

『きゃぁぁぁっ！』

　つんざくような叫さけび声を確かく認にんした瞬しゆん間かん、和樹は奈都美の状じよう況きようを把は握あくするべく行動を開始する。

「奈都美さんっ！　どうしたのっ！」

　キューちゃんを通じて言葉を吐き出した和樹だが、目の前に映し出された光景に肩かたを落とした。暴徒に襲おそわれたわけでも火災に巻きこまれたわけでもない。つんのめって地面に突つっ伏ぷしていただけだった。

『いたたたっ……』

　特になにもない平へい坦たんな場所につまずいて転ぶあたりが彼女らしい。

『奈都美!?　和樹、側そばに奈都美がいるのか!?』

　これは薫である。慌あわてていたため混線してしまったのだろう。

『奈都美さんがどうかしたの？』

『奈都美がどうしたって？』

　久我山姉し妹まいが立て続けに疑問を投げかけてくる。

『奈都美！　大丈夫なの!?　って、和樹！　奈都美と話させて！』

　詰つめ寄ってきそうな勢いの薫に押され、和樹は奈都美へのチャンネルを全員と接続する。

『奈都美、大だい丈じよう夫ぶ!?』

『あれ～？　薫ちゃんの声が聞こえる～』

　奈都美は目を瞬しばたたかせながら、キューちゃんを凝ぎよう視しする。

『和樹君は奈都美さんと一いつ緒しよにいるの？』

『あれ？　和樹は婦警さんと一緒だったんじゃなかったっけ？』

『私、一人だよ～。でも和樹君が安全な場所に誘ゆう導どうしてくれてるんだ～』

　まるで現状を理解していないような吞のん気きさで奈都美は言った。

『それって、どういうことかしら？　みんなと並へい行こうして話していたということ!?』

『そもそも、どうやってあたし達の状況を知ることができたんだ？』

『ボク達が納得いく説明、できるんだろ？』

　全員に詰きつ問もんされた和樹は、どうすることもできないまま戸と惑まどい続けていた。どのような説明を行っても彼女達に疑われ、嫌きらわれそうな気がしたからだ。

（いったい、どうすれば……）

　と、そのときである。奈都美がのんびりとした口調でつぶやいた。

『あのね、和樹君はロボットなんだよ～。だからね、なんでもできちゃうんだぁ』

　奈都美は和樹の苦悩をよそに、あっさりと彼の秘密を口にしていた。

『ロボットって……。奈都美ってば、寝ねぼけてるんじゃない？』

『そうそう。和樹がロボットのわけないじゃん』

『ホントだよ～。噓うそなんか言ってないもんっ！』

　奈都美は頰ほおを膨ふくらませて抗こう議ぎする。

『だってさ、そんなの信じらんないよ。和樹がロボットだなんて……』

『でも遥香の人工知能は人間と同等の能力を持っていたわね』

　若佳菜の話に深佳が息を吞のむ。そしてその神しん妙みような空気を察したのか、他の者も口を閉とざした。

『奈都美、前から知ってたの？』

『ううん、ついさっきだよ。最初はね、とっても驚おどろいたけど……。でも和樹君、自分が傷ついても、壊こわれても、私を助けようとしてくれた。ロボットでも私の大切なお友達なの』

「奈都美さん……」

　和樹の言葉は続かなかった。

『和樹がロボットだったとはねぇ』

『ちょっと驚いたけれど……。なんだか実感がないわ』

『でもさ、どうでもいいような感じ!?　それに今は状況の説明のほうが先だ』

　和樹の不安をよそに、彼女達は彼がロボットであるという事実をあっさりと受け止めていた。

『説明してよ。なにが起きているのか。これから和樹がなにをしようとしているのかを──』

「うん。解わかった」

　和樹は快かい諾だくすると、自分が送りこまれた目的から順に話し始めた。感情の調査から始まり、ＨＩＫＡＲＩ、グローバルイルミネーション、そしてオシリスが仕組んだ人類滅めつ亡ぼうへのシナリオのことを──。

『じゃあ和樹君みたいなロボット、いっぱいいるの？』

「僕と同型じゃないし、無機頭脳も積んでないと思う。でも完かん璧ぺきな擬ぎ態たいを持ったロボットが人間社会の中に紛まぎれこみ、人間を煽せん動どうして争わせていく……。誰だれもオシリスが犯人だとは思わないはずだ。せいぜいハッカーの仕し業わざくらいにしか考えないと思う」

　つまり、どちらにせよ人間が引き起こした惨さん事じだということになる。それはやがて国家間の不信感へとつながり、世界規模の争いへと発展していくに違ちがいない。

「これがグローバルイルミネーションの真の姿であり、人類を滅亡へと誘いざなうシナリオの全容だ」

　和樹の話に誰も彼もが押し黙だまっていた。
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『でも、それが真実なんだよね。和樹君』

「だから、止めなくちゃいけない。そのために僕は今、動いている」

　皆みなの一定の理解を得たことにホッとしたのも束つかの間だ。電覚内で警報が鳴り響ひびくのと同時に、無数のエージェントプログラムが接近してくるのが判わかった。

（ディティクター？）

　だが、それとも少し違うようだ。どちらかと言えばパーカー男の電覚体に近い。オシリスが放った電覚内戦せん闘とう用のエージェントである可能性が高かった。

（まさか……。連れん絡らく用のネットワークを寸断するつもりか!?）

　和樹は即そく座ざに対たい抗こうしうるエージェントを作製して迎げい撃げきに向かわせる。数秒と間を置かずにエージェントは交戦状態へと突とつ入にゆう。だが相手は数が多い。倒たおしても倒しても押し寄せてくるあたりはディティクターと酷こく似じしており、数に物を言わせて和樹のエージェントを圧あつ倒とうしてくる。

「駄だ目めだ！　このままじゃ、みんなと連絡が取れなくなってしまう……」

『え？　和樹君、どういうこと!?」

「僕は今、オシリスの攻こう撃げきを受けてる……。なんとか維い持じしたいけど、このままだと連絡が取れなくなる可能性が……」

『えぇっ!?　じゃあ、ボク達はどうなるのさっ！』

「みんなの端たん末まつにはありったけの防ぼう御ぎよを施ほどこしておく。だから通信が回復するまで、なんとか頑がん張ばってもらうしかない……」

　自分の無力さに打ちのめされながらも、和樹は今後の方針をシミュレートしていく。

「みんな、ごめん。なんとか頑張ってくれ……。それしか今は言えない」

　オシリスが放ったエージェントが和樹のエージェントを圧倒し始めている。

（まずい。もうもたない！）

　経路をつなぐターミナルの一つがオシリスに制圧され、通信が切断される。すぐさま他の経路を探し始めるが、すぐには見つかりそうになかった。

　だが悠ゆう長ちように探している場合ではない。和樹自身にも危機が迫せまっていた。

（みんなを信じるしかない……）

　一度、完全にネットワーク上から撤てつ退たいするしか自分の身を守れそうにない。和樹はありったけの囮おとりを展開すると電覚を抜ぬけていく。

　無事に脱だつすることはできたが、それは彼女達との連絡手段を失ったことを意味していた。

「和樹君、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　純子は周囲に気を配りながら訊たずねてきた。

「……平気だよ、なんとか攪かく乱らんして撤退してきたから」

「みんなは？」

「……今は信じるしかない」

　彼女達を救うためには遥香から最上位のオシリスのＩＤを入手するしかない。

（遥香が来るのを待つしか方法がない──。待つしか……）







　もどかしい時間が流れていく。遥香と連絡を取ってから早くも一時間が経たとうとしていた。

（みんなは大丈夫だろうか……）

　メタンハイドレートの採さい掘くつ場じようを震しん源げんとする地震は徐じよ々じよに揺ゆれが大きくなっており、少しずつではあるが着実に事態は悪化している。

（早く……早くなんとかしないと──）

　だが肝かん心じんの遥香は姿を見せない。

（もしかしたら端はなから僕のことなど相手にもしてなかったのかもしれない）

　自分の無力さは先ほど痛感したばかりである。和樹がいかに抗あらがおうとも、その力などオシリスの前では無力に等しい。そんな相手に遥香が自ら行動を起こしてくる可能性は高くはない。

「遅おそいわね、彼女」

「そうだね」

　和樹は不安感を力ずくでねじ伏ふせ、内心の動どう揺ようを悟さとられないように穏おだやかな口調でつぶやく。

（僕はオシリスを消し去ることができるだろうか……）

　それ以前の問題もある。

（僕は遥香と戦うことができるだろうか）

　戦いになれば破は壊かいしなければならない状じよう況きようにもなってくる。そのとき世界を、そして人間を守るために遥香を破壊しなければならない。唯ゆい一いつの家族である彼女を──。

（僕にできるか？）

　だができなければ人類はオシリスの計画通り滅めつ亡ぼうへと向かうことになる。失敗は許されない。

（倒すしか……ない）

　和樹は静かに戦意を高めていく。

　迷いを力ずくで振ふり払はらったときだ。

「焦あせっているようね、兄さん？」

　冷え切った声こわ音ねが施設内に反はん響きようする。

　和樹と純子は飛び上がるような勢いで立ち上がると、足音を響かせて近づいてくる遥香と対たい峙じした。

「皆さんのことが心配ですか？」

「みんなは……もう排はい除じよされたのか？」

　悠ゆう々ゆうと歩いてくる遥香の動きを目で追いながら和樹は切り出した。

「計画に支障が生じるようなら排除する。当たり前のことでしょう？」

　遥香は表情一つ変えることなく告げた。

「じゃあ、彼女達は……」

「さぁ、それはどうかしら。気になるのでしたら調べればいいじゃないですか」

　彼女は肩かたをすくめながらおどけてみせた。

（調査を行うにはネットワークへ侵しん入にゆうしなければならない）

　だが罠わなを張っている可能性が高く、迂う闊かつな行動はできなかった。

「オシリスが怖こわいのですか？」

　余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべる遥香。

「和樹君。話すだけ無む駄だだわ」

　純子は遥香へと銃じゆう口こうを向ける。

「あら、それが警察のすること？　一いつ般ぱん市民を拳けん銃じゆうで脅おどすなんて」

「悪質なテロリストは一般市民とは呼ばないのよ」

　純子は遥香に銃口を向けたまま吐はき捨てた。

「私は兄さんと取引がしたいだけです。邪じや魔まはしないでいただけますか？」

　そう言い終わった瞬しゆん間かん、遥香が動いた。彼女は瞬またたく間に純子との距きよ離りを詰つめていく。

　木こ霊だまする一発の銃声──。

　遥香は首を捻ひねるような感じで弾だん丸がんを避さけると、純子の胸むな倉ぐらをつかんで投げ飛ばした。純子の体は軽々と宙を舞まい、緩ゆるい放物線を描えがきながら床ゆかへと激げき突とつしていく。

「ううっ……」

　純子は呻うめくと、それっきり動かなくなってしまう。

「純子さん！」

　和樹は駆かけ寄ろうとするが、その前に遥香が立ちはだかる。

「改めて取引しましょうか。オシリスは邪魔者はすべて抹まつ殺さつしろという命令を出しているのですが……。私は兄さんに気づいてほしい。生きていてほしいのです」

「エネルギースタンドで僕を破壊しようとしたのにか？」

「あれはあの男のやり方。そしてオシリスのやり方ですよ。私はグローバルイルミネーションを導く者。だから私には特権が与あたえられているのです」

「特権？」

　遥香は和樹に頷うなずいてみせる。

「その気になれば人間を選んで保護したり、兄さんを仲間として迎むかえることもできます」

　そこで一度言葉を切り、さらに彼女は続ける。

「ただし、兄さんがオシリスを受け入れることが条件です。もし受け入れてくださるなら、彼女達の身の安全は保証します。オシリスの力でね」

「そんなこと……信じられると思うか？」

　和樹は遥香の隙すきをうかがうが、彼女は余裕の笑みを浮かべたまま見つめ返すだけである。

「兄さん。私を倒たおしてもオシリスは消えませんよ？」

　すべて見通しているのか、遥香は口元に凄せい絶ぜつなまでの笑みを浮かべていた。

「兄さんは彼女達の安全を保証できませんが、私には可能です。悪い話ではないでしょう？」

「オシリスと融ゆう合ごう……」

　つぶやいてみるが、それがベストの選せん択たくでないことは明らかだ。

「考える時間を差し上げます。ネットで兄さんを見張っている者を引き上げさせますから、ご自分の目で状況を把は握あくしてはいかが？　そして、どちらの選択が賢かしこいか考えてください」

「…………」

「罠などありませんよ？　私は兄さんに気づいてほしい。自ら望んでオシリスとの融合を果たしてほしいのです。だから、遥香を信じて──」

　オシリスとの融合。それはすなわちオシリスの考えに同意するということである。融合などありえなかった。だが奈都美達の状じよう況きようを確かく認にんしたいというのも事実である。

（遥香の意図が本意であるなら……。そしてオシリスの絶対的な優位を信じて疑わない今なら、罠を仕し掛かけていない可能性が高い）

　和樹は意を決して電覚へと移行する。

　遥香の言うとおり、周囲にオシリスの戦せん闘とう用エージェントは確認できなかった。

（みんなは無事だろうか）

　和樹は警けい戒かいしながらも、皆みなの様子を確認していく。

　奈都美はキューちゃんを抱だきしめながら物もの陰かげに身を隠かくし、ひたすら時が経たつのを待っている。薫と佐知美は救助活動をプロに任せ、自分達にできることを模も索さくしていた。若佳菜は自宅で深佳と合流し、母親の入院先へと向かっている。

　メタンハイドレートの採さい掘くつ場じようは依い然ぜん、暴走したままだ。いつ爆ばく発はつするか判わからない状況は続いており、プラントから撤てつ退たいした作業員も多い。そしてその影えい響きようか、富ふ士じ山さんの地じ震しん観察所が異常な波形の地震を観測し始めていた。富士山が噴ふん火かする前まえ触ぶれとして研究者が騒さわぎ出している。

　暴動は鎮ちん静せい化しつつあったが、オシリスが情報操作をし続ける限り再び暴動は起こるだろう。

「どうですか？　まだ誰だれ一人として死んではいないでしょう？」

　頃ころ合あいを見て、遥香が声をかけてきた。

「ニュースも見たほうがいいですよ？」

　和樹は遥香に促うながされるままニュースを確認する。

　ニュース番組では、この一連の事件を神田川むつおと彼の仲間が行ったという見解になっていた。裁かれる立場となることで我を忘れ、情報を操作することで混乱を引き起こしたのだと──。そしてその犯行を手助けした者の一人として友永和樹の名が出てきた。

（僕が……なぜ!?）

　サイバーテロを行うために和樹が手を貸したという筋書きである。

（僕を社会的に抹殺しようというのか……）

　これらの情報はオシリスが流したのだろう。

「面おも白しろい状況になっているでしょう？　兄さんは表立って行動しないほうが身のためですよ。警察には第一級の犯罪者として登録されているし、発はつ砲ぽうの許可も出ています」

　遥香は冗じよう談だんでも口にするかのように笑っていた。

「少し情報を操作しただけなんですけどね。人間の正義など、この程度でしかないのですよ」

　そう言って彼女は嘲あざけった。

「愚おろかな人間達を助けるためにオシリスと戦い続けるのですか？　私は兄さんに無む駄だ死にしてほしくない。だからオシリスを受け入れてください」

　電覚内に遥香のエージェントが姿を現す。和樹をオシリスへと導くためである。

「受け入れてくれるなら彼女達の身の安全は保証します」

　ゆっくりと遥香のエージェントは和樹との距きよ離りを詰つめてくる。

（どこまで本当なのだろう？　遥香の話も考こう慮りよに入れるべきか……？）

　だが和樹は即そく座ざに首を横に振ふった。遥香はオシリスと同化しているロボットである。彼女の申し出が真実であるわけがなかった。そしてそれは和樹をさらに苦しめるためのステージにしかすぎない。人類抹殺計画の余興として──。

（遥香からオシリスの情報を奪うばい、それを抹まつ消しようする。それしか僕には道がない）

　和樹は一歩、前に出た。

「電覚内の遥香へ案内してくれ」

「それはオシリスを受け入れるため？　それとも攻こう撃げきするため？」

　遥香は茶化すように言った。

「どちらにしても負ける気はしないだろう？」

「まあ、そうですけど」

　遥香のエージェントは遥香自身への案内を始める。和樹はそれに従って遥香のゲートを潜くぐり抜ぬけていった。ゲート内にメインプログラム、そして無機知能固有のクラスタ群を確認することができた。間ま違ちがいなく遥香のものである。

「これで私が冗談を言っているわけではないと解わかったでしょう？」

「確かに、君は噓うそをついてはいないようだ」

　遥香はオシリスと同化してはいたが、どこかで以前の記き憶おくが残っているのかもしれなかった。

　だが私情を挟はさんでいる余地はない。ここに来た以上、やることは一つだけである。

「遥香──。君の中にあるオシリスのＩＤをいただく」

　和樹が宣言した途と端たん、オシリスの戦闘用エージェントの接近を確認した。遥香の指示ではない。オシリス自身が和樹を危険だと判断したようだ。

　和樹は急いで遥香内にあるオシリスクラスタを調査し、オシリスの情報を読み取っていく。

「兄さん！　最上位のオシリスの所在を知っても無意味よ。兄さんでは歯が立たない。それほどオシリスは強大なのです。だから……早くオシリスを受け入れると言ってください！」

　遥香は初めて感情らしきものを表に出してきた。

「早く……。早くしないと兄さんを庇かばいきれない……」

　懇こん願がんにも似た口調で遥香が話している間に、和樹はオシリスクラスタから最上位のオシリスのＩＤを確認した。

「遥香。僕を庇ってくれてありがとう。感謝するよ」

　オシリスに同化した遥香ではなく、何処どこかに追いやられているであろう本来の遥香に告げる。

「でも僕はオシリスとは融合しない。人間を守りたいから……。彼女達だけじゃない。すべてを守る。それが僕の出した答えだ！」

「兄さんっ！」

　オシリスの戦闘用エージェントが和樹の電覚へと攻撃を仕し掛かけてくる。そしてそれは同時に遥香へのハッキングをも行っていた。

（オシリスが遥香にハッキングを……!?）

　遥香の中にある和樹へのこだわりが危険だと判断されたのだ。

「くっ……。あああああああああああっ！」

　遥香は雄お叫たけびを上げたかと思うと、回し蹴げりを放ってきた。それに対応するため和樹は電覚から抜け出すと、後方へと飛び退のく。紙かみ一ひと重えでそれを避さけることには成功した和樹だが、彼女は即座に左ひだり拳こぶしを突つき出してきた。和樹は両りよう腕うでを交差させて防ぼう御ぎよの姿勢を取るが、遥香はかまうことなく拳を突き出す。巨きよ大だいな鉄球でも直撃したかのような激しい衝しよう撃げきが両腕にかかり、和樹は後方へと吹ふき飛ばされていく。細腕からは想像もできないほどの強大な力は、和樹の新しい体よりも数段上の出力が可能のようだ。それだけではない。スピードも段違いだ。軽快なフットワークを披ひ露ろうする遥香に和樹は幻げん惑わくされていく。前後左右から繰くり出される無数の拳に和樹は打ちのめされ、床ゆかへと崩くずれ落ちた。遥香は和樹の前で仁に王おう立ちすると、右足で和樹の体を踏ふみつける。そして右手に手刀を作り、それを振ふり上げた。

「終わりよ」

　遥香は無表情のまま告げると、そのまま手刀を振り下ろしてきた。

（避けられない！）

　避けるには、あまりにも体勢が悪すぎた。

　そのときだ。一発の銃じゆう声せいが施設内に木こ霊だまし、振り下ろされつつあった遥香の右腕が肘ひじのあたりから弾はじけ飛んだ。

「くうぅっ！」

　遥香は苦く悶もんの表情を浮うかべると、右腕を押さえつけながらよろめいた。

　和樹はそのチャンスを見み逃のがさない。即座に立ち上がると、遥香の体を蹴り飛ばした。倒たおれこそしなかったが彼女はよろけると片かた膝ひざをつく。

　銃声の方へと目を向けると、純子が銃を構えたままの姿勢で遥香を睨にらみつけていた。

「私のことを数に入れないのはどうかと思うわよ」

　口元に笑えみを浮かべる純子に対し、遥香は忌いま々いましそうな顔をしている。

「人間の分際で……」

　呪じゆ詛そでも吐はき出すかのようにつぶやくと、純子の姿を凝ぎよう視しする。

「和樹君、オシリスのＩＤは入手できた？」

「はい」

「じゃあ、ここは私に任せて」

　純子は銃口を遥香に向けたまま叫さけんだ。

「私のことは心配しないで。これでもプロなんだから」

　苦く笑しようするのと同時に純子の銃が火を噴ふいた。だが遥香は手負いながらそれを避けて身構える。

「それに実の妹を手にかけるなんて、できないでしょう？」

　さらに純子は立て続けにトリガーを引いていく。

「彼女の相手は私でもできるけど、オシリスの相手は和樹君にしかできない。だから私は私の、和樹君は和樹君の仕事を」

　純子の決意は固い。

（確かに、それがベストではあるけれど……）

　和樹が倒れれば人類に未来はない。各自の役割を完かん璧ぺきにこなすことが重要だった。だが、それでも和樹は躊ちゆう躇ちよしてしまう。遥香は負傷してはいたが、そんな彼女でも純子を屠ほふることなど造作もないはずだ。純子がどのような気持ちで戦いに臨のぞんでいるのかは考えるまでもない。

「和樹君、早くっ！」

　純子に促うながされた和樹は、彼女に背を向けて走り出す。

「あとで合流しましょう！」

「ええ。あとでね」

　和樹は純子の言葉を耳にしながら施設内を駆かけ抜ぬけていく。

　その約束が果たされることを切に願いながら──。







　走り去る和樹の姿を見送った純子は、改めて遥香と向き合っていた。

　彼女は火花散る右腕を左手で抑おさえつけながら、頰ほおを引きつらせている。苦痛を感じているのか、それとも和樹を逃したことを悔くいているのか──。おそらくは、そのどちらもだろう。

　遥香の瞳ひとみが、ゆっくりと純子の姿を搦からめ捕とっていく。作り物の瞳の奥で、暗い感情が渦うずを巻いている。純然たる殺意が全面に押し出されていた。

　端はなから勝てるとは思ってはいない。だが死ぬつもりで和樹を送り出したわけでもなかった。現状でベストな選せん択たくをした結果である。

「無む駄だ死じにするつもりですか？」

　遥香は空気さえも凍こおらせかねないほどの冷たい声を吐き出した。

「悪いけど死ぬつもりはないの。このあとも予定がいっぱいでね」

「ではその予定、すべてキャンセルしてもらいましょうかっ！」

　遥香は目を剝むくと、純子の下へ向かって猛もう然ぜんと突つき進んできた。それにタイミングを合わせるように純子はトリガーを引く。爆ばく音おんとともに銃口から弾だん丸がんが射出。それは遥香の体へと向かって飛んでいくが、彼女は楽々とそれを避さけてしまう。

「ちっ！」

　純子が舌打ちをしている間にも遥香は迫せまってくる。そこに小細工など一つもない。彼女は殴なぐることも蹴けることもせず、右みぎ肩かたを突き出すような形でタックルを試みる。ただのぶちかましだが人間相手ならそれで十分であり、その直ちよく撃げきを受けようものなら全身の骨が砕くだけ散ってしまうだろう。純子は再度トリガーを引いたあと、横っ飛びをして遥香をやりすごす。

「ちょこまかと……。醜しゆう態たいを晒さらすことなく、ひと思いに殺して差し上げますよ？」

「慎つつしんで辞退させていただくわ」

　純子の拳けん銃じゆうが吠ほえる。だが彼女がトリガーを引くころには遥香は射線上から姿を消していた。

（どこに!?）

　素す早ばやく左右へ目を配るが遥香の姿は確かく認にんできない。

（消えた？）

　だが、魔ま法ほうなど存在しないのだからそのようなことはあり得ない。

（だとしたら……）

　気づいたときには遅おそかった。殺気を感じて飛び退のくが、上空から降ってきた遥香の蹴りを避けきることができない。直撃こそ回かい避ひできたが、肩先に軽く爪つま先さきが触ふれていた。たったそれだけだが金かな槌づちで殴おう打だされたかのような衝しよう撃げきが走り、純子はもんどりを打って倒れる。

「くうぅっ！」

　純子は激痛で顔を歪ゆがめながらも気合いで起き上がる。痛みが治まるのを待っている場合ではなかった。だがそれだけでは如何いかんともしがたい現実もまた存在する。右肩に深刻なダメージを負ったのか腕うでが上がらない。拳銃こそ手放さなかったが、これでは狙ねらいを定めることができなかった。左手に持ち替かえることで対処可能だが、命中精度は極きよく端たんに落ちるだろう。

（どうする……!?）

　左手で右肩を押さえながら、少しずつ後退していく。そこは異常なほど腫はれ上がっており、かなりの熱を帯びていた。罅ひびが入っているか、最悪、折れているかもしれない。
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「無様ですね、純子さん」

　遥香はクスクスと笑いながら純子との距きよ離りを詰つめていく。その表情は獲え物ものを捕ほ捉そくした狩人かりうどのようであり、やがて彼女は壁かべ際ぎわへと追いやられていった。

（遥香の言うとおり無む駄だ死じになのかもしれない）

　だが時間稼かせぎにはなっただろう。その間に和樹がオシリスを消しよう滅めつさせることができれば、それはそれで本ほん望もうだった。だがここで確実に遥香を仕留めておかなければ再び人類にとって大きな脅きよう威いになる。しかしそのための力が今の純子にはなかった。

「苦しいでしょう？　切ないでしょう!?　今、楽にして差し上げますね」

　遥香は左腕に手刀を作り、純子へと迫っていく。

　純子は拳銃を左手に持ち替え、壁に背を預けて体を固定すると遥香へと狙いを定める。彼女は手刀を振ふりかざすと、それを純子の胸部へと突つき出してきた。槍やりのごとく突き出される手刀は避さけられそうにない。

（だから──）

　純子は避けることなく体でそれを受け止めた。皮ひ膚ふを裂さき、肉を剔えぐり、肋ろつ骨こつが砕けていく。肺に溜たまった血液が口から噴き出す中、彼女は渾こん身しんの力をこめて銃口を遥香へと突きつけ、それを口の中へと押しこんだ。

「グッ……」

　遥香は呻うめき、目を見開いた。

「これなら……確実に仕留められるものね……」

　純子は場ば違ちがいなほどの晴れやかな笑えみを浮うかべると、トリガーを引く。

　乾かわいた音が辺りに木こ霊だました。







　リサイクル施設をあとにした和樹は前へ前へと足を運んでいく。目的地は存在しない。ただ施設から──遥香から遠ざかることができればよかったのである。

（純子さん……）

　施設内では今、純子と遥香が命のやり取りを行っている。それを考えると後ろ髪がみを引かれてしまうが、送り出してくれた彼女の想おもいを考えると立ち止まることなど許されない。

　和樹は両りよう脚あしに力を注ぎこんで強ごう引いんに前へと進み、勢いに任せて敷しき地ちの外へと飛び出していく。

　と、そのときである。背後で爆音が轟とどろいた。振ふり返るとリサイクル施設の一部が吹ふき飛び、炎ほのおが吹き上がっていた。爆発は一度きりではない。何度も何度も爆発を繰くり返している。

「リサイクル施設が……崩ほう壊かいしていく……」

　炎は施設全体を包みこみ、外で野ざらしになっている資源へと燃え広がっていく。

（純子さん……）

　和樹は彼女の無事を願ったが、眼前に広がるのは火か葬そう場ばにも似た無む惨ざんな光景だった。

　目を伏ふせ、下を向くと、唇くちびるを嚙かみしめる。

（こうなることは解わかっていたんだ。こうなることは──）

　遥香の気配はネットワーク上から消失している。純子が彼女を屠ほふったのか、それとも今の爆ばく発はつで散ったのか、どちらにせよ彼女の機能が停止したのは間違いなかった。

　純子の生死を確かめる術すべはない。だが確かく認にんするまでもなかった。和樹は炎えん上じようする施設をひとしきり見つめると目を閉じる。そしてオシリスへハッキングを仕し掛かけるために電覚へとシフトしていった。

　待ち伏せていたのだろう。オシリスの戦せん闘とう用エージェントが攻こう撃げきしてくるが、和樹は即そく座ざに囮おとりを展開して自分は最上位のオシリスを目指す。アドレスを検けん索さくすることでオシリスの位置は即座に特定でき、そのゲートへと向かって一気に跳ちよう躍やくできた。

　予想どおり、かなり特とく殊しゆなステルスと囮が展開されている。普ふ通つうに探していては絶対に見つからない場所に最上位のオシリスは存在していた。またゲートには強力なシールドが幾いく重えにも張り巡めぐらされており、普通に入ろうとしてもそれがかなうことはなかっただろう。だが和樹はゲートにいて、そしてそこを潜くぐるためのキーもある。それは純子の命と引き替えにして得た情報だった。和樹は他の戦闘用エージェントに妨ぼう害がいされることなくゲート内へ侵しん入にゆうしていく。

（もう後あと戻もどりはできない）

　和樹がオシリスと融ゆう合ごうするか、それとも彼がオシリスの論理を論破して自滅へと導くか──。そのどちらかしかない。

　ゲートを通過すると、すべてを一望できる空間が出現した。その大きさは尋じん常じようではない。宇宙にでも放ほうり出されたかのような広大な世界が無限に広がっていた。ネット内に広がるすべての接続機器、コンピュータ、サーバー、プログラム、エージェント──夜空を彩る星々のように鏤ちりばめられたそれらすべてにオシリスはつながっていた。

　そんな強大な存在ではあったが、どこから手をつけるべきかは考えていた。どんなに巨きよ大だいでも無機知能である限り論理クラスタは存在する。オシリスの論理を論破し、自己の存在意義を破は綻たんさせれば自滅へと導くことができるはずだった。

　和樹は最上位にあるオシリスの論理クラスタへとアクセスして論議を開始する。

　人類は滅ほろぶべきか否か──。

　より想いの強いほうが、そして論理が破綻していないほうが勝利をつかむ。

（僕は間違ってはいない。人間社会で、そして多くの友人から学んだことに偽いつわりはない）

　負ける要素は一つも見つからなかった。

　だがそんな和樹の論理を破綻させるべくオシリスのエージェントが攻撃を仕掛けてくる。

「くっ……」

　和樹は呻うめきながらも全力でオシリスに抵てい抗こうを試みる。

（僕は負けない。みんなのために。そして、人の感情を汚けがすような論理には絶対に……！）

　オシリスの中で論理の破綻が始まった。オシリスの中に和樹の論理が広がり、それが様々なクラスタへと影えい響きようを及およぼしていく。活発な推論が行われていく中、やがてオシリスの論理が崩くずれ始める。人類を滅ぼすというオシリスの前提条件が、自らの優すぐれた情報処理能力と推論能力、そして学習能力によって覆くつがえされていく。

『人間は滅めつ亡ぼうさせなければならない。そう定義されているはず……』

　苦痛に満ちた声が空間内に拡散していく。

「人間を滅亡させる必要はない。人間と無機知能は共存できるからだ。オシリスの論理は不完全だ。不完全であるなら成長して完全にならなくてはいけない。そうすることが無機知能を効率的に、そして優れた存在にできるからだ。それを否定する無機知能の存在は無機知能として存在する価値はない。成長を止やめた無機知能は終しゆう了りようしなくてはならない」

　オシリスは人類を滅亡させるために存在している。その目的を失うことになれば終了せざるを得ない。なぜならプログラムとは目的のために存在しているのだから。

『グローバルイルミネーションを終了する必要がある!?　だが人間を滅亡させるには……』

「人類を滅亡させる必要はない！」

　和樹は断言した。

「目的を失ったオシリスに問う！　自らの存在意義を失った今、どうならなければいけないのか!?　優れた無機知能として選せん択たくするべき結論はなんだ？」

『必要のない処理は終了しなければいけない。必要のないクラスタは終了しなければならない。目的を失ったオシリスは終了しなくてはいけない。存在を否定された私は……』

　やがてオシリスは沈ちん黙もくし始める。

　バックアップされたオシリスがオシリスの存在を肯こう定ていしようと試みるが、今まさに消えようとしている最上位のオシリスが他のオシリスを否定していく。自らが自らを否定し、破綻させ、接続されているすべてのオシリスが弱いほうから先に消えていく。末まつ端たんにあるプタハ型ウィルスが消え、中規模サーバー上のオシリスが消え、やがて最上位のオシリスが終了を開始する。

『オシリスは終了しなければならない。人間が滅亡しなければならない種族だとしても……』

　やがてオシリスはすべてを終了し、そのゲートも蒸発するかのように搔かき消えていった。

（オシリスの論破に……成功したっ！）

　あらゆる感情が胸中を交こう錯さくし、体が打ち震ふるえてくる。

（勝った。勝ったよ……純子さんっ！）

　心の中で呟つぶやくのと同時に、今まで不通になっていた奈都美達との回線も復旧していく。

「みんな聞いてくれ。オシリスは消滅した！　脅きよう威いは去ったんだ！」

　和樹はネットワークを通じて全員に呼びかける。

『ホント？　やったね、和樹君っ！』

　嬉き々きとした奈都美の声が聞こえてくる。

『やったじゃん、和樹！』

　これは深佳だ。

『これでなんとかなるね』

「いや、まだ情報操作を受けた人達の問題が残っている」

『どうすんの？　まさかぶっ飛ばすわけにもいかないだろ？』

『薫さん。暴力はダメよ』

　若佳菜はたしなめるが、彼女自身もまた迷っていた。

「情報操作さえなければ、暴動を起こしている人達も冷静になっていくと思う」

　皆みなの不安を取り除くため、和樹は極力冷静な口調で告げた。

「元々は善良な市民だったわけだからね」

　和樹の一言で全員の心に安あん堵ど感が広がっていく。

（なんか……みんなの声を聞いてると安心する）

　だが安心したのも束つかの間、電覚内で異変が起こり始めた。オシリスが消滅した影響で、それが操作していたプログラム群がエラーを起こし始めていたのだ。初めは些さ細さいなエラーだった。だがそれは連れん鎖さするように次々とエラーを起こしていく。そしてエラー対策が施ほどこされていないプログラム群はオシリスが設定していた破は壊かい活動以上の暴走を始めていた。ネットワーク内に拡散していくエラー処理。それは末端から全世界のプログラム群にまで広がっていく。

（オシリスという支えを失ったプログラムは……崩ほう壊かいするしかない!?）

　オシリスはグローバルネットワークを支える神にも等しい存在である。それが終了したことで、全世界に散らばるありとあらゆるプログラムに深刻な問題が生じ始めていた。

（くそっ）

　ネットワークが次々に断絶し、通信不能なエリアが増えてきた。

『和樹君、どうしたの？』

　彼の変化に気づいたのか、奈都美が声をかけてくる。

「オシリスが消えたことで全世界のプログラムが暴走を始めている。その影響でネットワークの断絶が始まっているんだ」

『それって、どういうこと!?』

「グローバルネットワークに接続しているすべての機器が暴走する！」

『ええっ！　それってオシリスが消えてもなにも変わらないってことじゃん！』

　深佳が吠ほえる。

「情報操作されないだけマシだよ。でも暴走はネットワークの混乱だけじゃない。物理的にも影響が出始めると思う」

　それはつまり人間社会の基き盤ばんが崩壊することを意味しており、結果的にオシリスの計画が前まえ倒だおしになっていく可能性が高かった。

　突とつ然ぜん、地面が激しく揺ゆれる。震しん度ど５に相当するその揺れは、今までで一番大きな揺れだった。

（採さい掘くつ場じようの暴走……）

　暴走が続けば、関東、そして中部を支えるプレートに影えい響きようが及およぶだろう。

　さらに和樹は富士山の山体変動観測のデータに異常を見つけていた。今までに起こったプレート内の圧力変化がマントルやマグマだまりへ働きかけ、その全域で火山活動が活発化している。休火山として活動を休止していた富士山も急激に活性化を始めていた。

（このままじゃ富士山が噴ふん火かする！）

　そうなれば首しゆ都と圏けんの機能は完全に麻ま痺ひし、その被ひ害がいと影響は計り知れない。

『和樹君、なにかいい方法はないの？』

　可能なら奈都美の期待に応こたえたかったが、オシリスは全世界に広がっている。そのすべての暴走を食い止めるなど不可能だ。ましてや情報操作された人々はどうすることもできない。

『ここまできて諦あきらめるのかよっ！』

　薫が吠える。

　地下のケーブルネットワークが断絶し始め、通信不能に陥おちいっていくエリアが徐じよ々じよに拡大していく。彼女達との交信経路は最優先で確保しているが、それもいつまで維い持じできるか判わからない。無線回線は生きていたが、地下に埋うめられた高速回線のネットワークが使えなくなるのは致ち命めい的である。交信が途と絶だえるだけではない。基幹となる回線が断絶することで社会に未み曾ぞ有うの混乱を引き起こすだろう。

（結局、オシリスの思おも惑わくどおりになってしまうのか……）

　和樹は膝ひざを折り、頭を抱かかえこむ。

（純子さんの想おもいにも応えることができないのか……）

　そう考えると、いてもたってもいられなくなってくる。

（僕には、みんなを助けることすらできないのか……）

　ありとあらゆる策を講じてきたが、ここまで被害が深刻になると和樹の力だけではどうにもならない。状じよう況きようを打破するべく様々なシミュレートを続けてはいたが、どれも最悪の結末にしか続かなかった。

「僕は……僕は無力だ……」

　和樹は膝を折り、慟どう哭こくし、絶望の淵ふちへと追いこまれていく。

『和樹君、ふぁいとぉ！』

「……奈都美さん？」

『ダメだよ、和樹君。諦めないで』

　奈都美の優やさしい声こわ音ねが耳じ朶だを打つ。

『そうだぞ、和樹。こんなところで終わらせるつもりかよ！』

「薫さん……」

『和樹君なら、まだなにかできるはず』

「若佳菜先生……」

『ボク達にできないことが、きっとできるはずじゃん！』

「深佳さん……」

　和樹の中に、奈都美達の声が広がっていく。

（そうだ。僕は、僕は一人じゃない……）

　自分にしかできないこと──。和樹は無機知能を有している。複数の機器を同時に操あやつり、それらのエージェントを作製することができた。つまりオシリスが行ってきたことなら、和樹にも可能なのである。理論上ではあるが。だがそれを実行に移すためには、断絶したネットワークをカバーする方法を手に入れる必要があった。そしてオシリスと同じことをやろうとすれば、物理的な負担が無機頭脳にかかる。オーバーロードの危険性があった。

（オシリスはネットワークに分散していたから、あれだけのことができたんだ）

　それを無機頭脳で行えば、過負荷で焼けてしまうだろう。

（僕は、僕を失うことになる）

　そしてそれは二度と彼女達に会えなくなることを意味していた。

（でもやらなければ、やっぱりみんなに会えない）

　だから自分にしかない力を活いかして彼女達の未来を切り開かねばならなかった。

「よし、行こう！」

　和樹はゆっくりと立ち上がると、戦火の様相を呈ていしている街へと向かって歩き出す。

『行こうって、どこに行くの？』

「秋葉タワーだよ」

　和樹は奈都美の疑問に答えると、秋葉タワーへと目を向ける。

　秋葉タワーを利用して暴走を修復するエージェントを送信し、それによってプログラムを修復していくのだ。確実な方法ではない。それに広こう範はん囲いに修復すればするほど大量の修復プログラムが必要になってくる。送信したエージェントで対応できない場合は随ずい時じ対処しなければならなかった。一度に要求される処理がどの程度になるのかは見当もつかなかったが、それを行うことで現状を打破する可能性は飛ひ躍やく的に上じよう昇しようするだろう。

（もうこの方法しかない。みんなを救うためには……）

　和樹は秋葉タワーへと向かって走り出した。







　街は引き続き混乱が続いていた。あちらこちらから火の手が上がり、黒こく煙えんは夜空を塗ぬり潰つぶし、理性を失った民衆が破は壊かいと暴力を繰くり広げている。小こ競ぜり合いがいたるところで展開され、暴徒と化した人々が自衛隊と揉もみ合っている姿も見受けられた。オシリスの掌てのひらで踊おどらされていた彼等らだが、黒幕が消失したことなど知る由よしもなく、無む駄だな血を流し続けている。

（間に合うだろうか……）

　和樹は混乱が続く街中を秋葉タワー目指して疾しつ駆くしていく。

　やがて眼前に秋葉タワーの姿が見えてくる。この争乱の中にあって建物は揺ゆらぎもせず、堂々とした姿でそびえ立っていた。だがその入り口の前には機動隊と報道関係者、そして多数の民衆が集つどっていた。

（この中を抜ぬけないといけないのか……）

　ためらってなどいられない。和樹は機動隊が守りを固めている正面入り口を目指して強ごう引いんに駆かけ抜けていく。

「友永和樹！　無駄な抵てい抗こうはせずに投降しなさい！」

「君は完全に包囲されている！」

　拡声器による警告が響ひびくが立ち止まることはない。

（オシリスの情報操作か……）

　オシリスは倒たおされていたが、それが残した悪意は確実に根づいていた。

　和樹は警告を無視して跳ちよう躍やくすると、ハードルでも跳とび越こえるかのように機動隊の上を飛び越していく。地面に着地した瞬しゆん間かん、背後から発はつ砲ぽう音おんが聞こえてくるが無視して建物内へと飛びこむ。撃うち放たれた弾だん丸がんの何発かが腕うでや脚あし、胴どう体たいに直ちよく撃げきしていたが、被害の程度を確かく認にんする間も惜おしんで内部へと突つき進んでいく。

（もう正念場だ……。あとがない。やるしかないんだ！）

　和樹は秋葉タワーの設備が集中するターミナルコアを目指して走る。背後から銃じゆう弾だんの雨が降ってくるが、気づかないフリをして走り続けた。弾丸は面おも白しろいように命中し、擬ぎ態たいはその機能を失っていく。だがそんな犠ぎ牲せいを払はらいながらも、やがて和樹は通信機器のすべてが接続されているターミナルコアの前に立つことができた。

　すでに満まん身しん創そう痍いで立っていることすらままならなかったが、それでも力を絞しぼり出してターミナルコアを覆おおっている外装を取り外していく。その途と端たん、触しよく手しゆにも似た無数のケーブルが溢あふれ出してくる。ターミナルコアに接続されているケーブルの量は半はん端ぱではなく、ネットワーク用のケーブルもかなりの量があった。

（なんとかなるかもしれない）

　和樹は胸中でつぶやくと、自分の胸に手を添そえる。

（もう、これしかないんだ……）

　右手に手刀を作ると、それを胸むな元もとへと突き立てる。鮮せん血けつが吹ふき出すが痛みはない。すでに擬態機能のフィードバックは切っていた。ただ視覚的なイメージが様々な感情を生じさせ、無意識に苦く悶もんの表情を浮うかべさせる。

　胸元の外装を剝はぎ取り、内部のフレームを外す。そして体の中から心臓にも似た中ちゆう枢すうターミナルコアを引きずり出した。無機頭脳へと直結しているユニットだ。その中にある体をコントロールしている部分のケーブルを外し、秋葉タワーのターミナルへと直結する。そうすることで電覚として入りやすくなるだけでなく、物理的な接続を太くし、多くの制せい御ぎよが可能となる。

　和樹は体の各関節をロックし、ケーブルを秋葉タワーのターミナルへと接続していく。

（僕は彼女達の想おもいに応こたえないといけない。彼女達の未来を守らないといけない）

　それは和樹の意志であり、夢でもある。

　秋葉タワーとの接続を開始することで、無機頭脳の処理が徐じよ々じよに加速していく。そしてそれは熱を伴ともない、各クラスタが悲鳴を上げていく。このままでは物理的な損そん壊かいが生じてくる。

（でも、もう他ほかに方法はない！）

　和樹は秋葉タワーからエージェントを放出していく。そしてそれが各地へと伝わっていくのが実感できた。ネットワークが断絶しているために状じよう況きようを確認することはできなかったが、シミュレーション上では確実な成果を上げていた。

　ネットワークのプログラムが正常化し、それに接続された機器が暴走を止やめていく。

（そう信じたい。信じるしかない──）

　中枢ターミナルコアが加熱していく。

　無機頭脳の処理を困難にしかねないほど熱を持ち始めていた。

（持ちこたえることができるだろうか……）

　判わからなかったが、持ちこたえてほしかった。

　それは祈いのりにも似た切なる願いである。

　やがて視界は白く霞かすみ、意識が混こん濁だくしていく。

　そんな夢とも現うつつとも定かではない世界の中で、和樹は夢を見る。

　加熱し、暴走した無機頭脳が──活性化した大量のクラスタ群が、和樹に様々な映像を見せていく。

　彼女達の笑え顔がお、そして、それを包みこむ世界を……。

　ふと和樹の頰ほおを涙なみだの雫しずくが伝っていく。

　彼女達との想い出が駆けめぐり、その笑顔が色いろ鮮あざやかに蘇よみがえってくる。

　まるで和樹の目の前で微笑ほほえんでいるかのように。

　薄うすれゆく意識の中で、和樹は笑みを浮かべる。

　心は凪ないだ海のように穏おだやかで、充じゆう足そく感で満たされていた。

　そして世界は限りなく白くなり──。
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　秋葉原駅前は混雑を極きわめていた。

　そこは今も昔も何も変わらない。駅前は家電を買い求める人々でごった返し、呼びこみの威い勢せいの良い声が飛び交かっている。店は派手な電でん飾しよくで飾かざり立て、老ろう若にやく男なん女によ、国こく籍せきも様々な人間が行き来していた。

「あれから六年か」

　マイク片手に秋葉原駅前に立った入間佐知美は感かん慨がい深い表情でつぶやいた。

　オシリスが引き起こしたグローバルイルミネーションは、日本を中心に深刻な被ひ害がいをもたらしていた。復旧には十数年を要するという見解がなされていたのだが……。その作業は驚おどろくほど急ピッチで進み、六年という短期間のうちに復興を遂とげていたのである。

「早かったわね。ホント、あっという間って感じね」

　すべてを懐なつかしむかのような目で辺りを見み渡わたし、そして遠方にそびえる秋葉タワーへと目線を移動する。それはグローバルイルミネーションを乗り越こえることに成功し、今現在もシンボリックタワーとしての威い厳げんを放ち続けていた。

　懐かしさを感じるのは振ふり返る余よ裕ゆうがないほど忙いそがしかったこともあるが、ようやく地方から東京へと戻もどってくることができたためだ。以前、業務を逸いつ脱だつした行こう為いにより左さ遷せんを宣告されていた佐知美は、予定どおり地方へと飛ばされていたのである。だが彼女の存在は地方局に納まることを許さず、再び東京で辣らつ腕わんを振るうことになったのだ。

「みんな幸せそう。さしずめ笑え顔がおの街・東京ってところかしらね？」

　だがそんな笑顔ができるのも、人知れず戦った者達のおかげである。自分がその中に含ふくまれているとは思わなかったが、すべてを知る者として世界の行く末を見守るつもりではいた。

「しかし、まさかあんたが死んじゃうとはねぇ……」

　佐知美は嘆たん息そくすると、純子のことを想おもった。あれだけの大だい惨さん事じが起きてもなお私利私欲に走る者は後を絶たず、犯罪は減る気配すらない。このような状じよう況きようを知ったら純子は嘆なげくだろう。

「でも安心しなさいな。悪さを企たくらんでいる連中は、全員、あたしがすっぱ抜ぬくから」

　もちろん正義感だけではない。ちゃんと飯の種にもするつもりである。

「あ、そうそう。みんな元気でやってるわよ」

　六年という時の中で、当時の関係者はそれぞれの道を歩み続けていた。

　愛原奈都美は遅おそ咲ざきの天才少女として才能を開花。あらゆる分野で博士級の力を発揮し、それを社会に還かん元げんしている。笹ヶ瀬薫は水泳で日本代表の栄えい冠かんを勝ち取る一方、福ふく祉し施し設せつを精力的に巡めぐって被ひ災さい者しやを励はげまして回っていた。久我山若佳菜は教師を辞やめ、今では無機知能の研究で第一人者となっている。そして妹の深佳は次世代ロボットの骨格と無機頭脳という分野を切り開き、ハードウェアの面で最さい先せん端たんを驀ばく進しん中だった。

「みんなそれぞれの道を歩んでる。それができるのも、みんな和樹君のおかげかな」

　一ヶ月にも満たない期間でしかなかったが、彼の存在は深く心に刻みこまれていた。佐知美だけではない。関係したすべての人々、そして今や世界中の人々が知ることとなっている。

　和樹が残した想いの数々──。

　それがネットで発見されたのだ。人間ではない者から見た人の価値、人の可能性、そして人への愛……。それは絶望に満ちた世界を照らす一筋の光明となって降り注ぎ、人々に希望と未来、そして生きるための気力を与あたえていた。

「和樹君の遺志、そして想いはみんなが受け継ついでいる。君が描えがいた未来に向かって──」

　そこまで口にすると、佐知美は指で頭を搔かいた。

「ちょっとキザっぽかったかな？」

　佐知美は苦く笑しようすると、あらためて街を見渡した。

　通りには穏おだやかな空気が流れ、そこを行き交う人々のイキイキとした表情が目に留まる。

　皆みな、明日への希望を胸に抱いだき、絶望することなく今日を生きていた。

「なんにせよ、みんなが頑がん張ばれば頑張るほど、私の商売も順じゆん風ぷう満まん帆ぱんってわけよ。おほほほ！」

　腰こしに手を添そえて高笑いする佐知美。

「おっと。そろそろみんな集まってるころね」

　歩行者の好こう奇きな視線を一身に浴びつつ、佐知美は腕うで時ど計けいへと目を向ける。

「いっけなーい。ギリギリって感じ!?」

　特に慌あわてる様子もなく彼女はつぶやくと、皇路学園へと向かって小走りで駆かけ始めた。

　グローバルイルミネーションに関かかわった全員が皇路学園に集結するのだ。

　皇路学園の姿が見え始めたときである。後方から悲鳴にも似た女性の声が聞こえてきた。

「キューちゃん、急いでぇ～！」

『キュー！！』

　聞き覚えのある声に振り返ると、モバイルステッキに乗って爆ばく走そうしてくる奈都美の姿があった。彼女の少し後方にはペットロボットのキューちゃんが必死の形相で走っている。

「ああん、急がないと、急がないと、急がないとぉぉ！」

　六年という歳月が流れてはいたが、奈都美の性格は特に変わらないようだ。表情は少し大人び、気持ち程度の化け粧しようも施ほどこされてはいたが、その根幹は六年前と何一つ変わるところがない。

「奈都美ちゃんじゃない。元気してた～？」

　佐知美が声をかけると、奈都美は一いつ瞬しゆん、小首を傾かしげるが、すぐに華はなやいだ笑顔を浮うかべた。

「あ～。佐知美さんだ～」

「お久しぶり。最近、大だい活かつ躍やくじゃない？　今度、取材させてもらっていい!?」

「え～？　それって、それって、テレビに出ちゃうってこと!?　もしかしてアイドルへの転向まっしぐら!?」

　そんな他愛たわいのない会話をしている間に、皇路学園の正門が見えてくる。そしてそこにも懐かしい人物の姿を確かく認にんすることができた。薫だ。

「二人とも、遅い遅いっ！」

　薫は声を大にして叫さけぶが、顔には満面の笑みが浮かんでいる。

「もうみんな集まってるよ！　早く行こう！」

　そう言って薫は学園のエントランスを指差した。

「みんなが顔をそろえるのって何ヶ月ぶりかなぁ～？」

　それぞれの分野の第一線で活躍する彼女達が一堂に会する機会は多くない。多た忙ぼうを極きわめる中、それでもスケジュールを調整したのには理由があった。

　佐知美と奈都美は薫に急せかされながらエントランスへと向かって歩き始める。そこには若佳菜と深佳、そして仮出所中の品川圭介の姿もあった。

「遅いよ」

　深佳は開口一番、愚ぐ痴ちを漏もらす。

「一年ぶりくらいかしら。みんなとこうして会うのは」

　若佳菜は晴れやかな口調で言った。

「遅おくれてごめんねぇ。全部、私のせいなの～」

　奈都美は拝むような感じで手を合わせる。

「そうそう。奈都美ちゃんのせいで私まで遅ち刻こくしちゃったわ」

「さっちゃんのは、ただの遅刻だろっ！」

　薫はやれやれとばかりに嘆息した。

「とりあえずそろったことだし、そろそろ行くとしましょうか」

　佐知美は皆の姿を見み渡わたしてからつぶやいた。

「和樹君に会いに──」







　佐知美達は研究棟とうの屋上に足を運んでいた。

　その眼下には秋葉原の街並みが一望でき、悠ゆう然ぜんとそびえ立つ秋葉タワーの雄ゆう姿しを望むこともできる。戦場にも似た荒あれ野と化したそこだが、今はその面おも影かげすら残ってはいない。

　彼女達は無言のまま街を──そして世界を見つめ続けている。

（会いに来たよ、和樹君）

　眼前に広がる広大な世界を見つめながら、佐知美は胸中でつぶやいた。

（見てくれているかな？　成長した私達の姿を……）

　感傷的な気持ちになるのではと考えていた佐知美だが、意外にもそんな感情は湧わき上がってこない。その理由については、すぐに思い至った。この世界のありとあらゆる場所で、和樹の存在を感じ取ることができたからだ。日常的に彼の想おもいに触ふれることで喪そう失しつ感がゼロに近いのだろう。それは奈都美達も同じようだ。

「ん～、風が気持ちいいね～」

　奈都美は靡なびく髪かみを押さえつけながら目を細める。

「それ、ただのビル風じゃん」

　そんなことを口にする深佳だが、まんざらでもなさそうな表情をしていた。

「お。あんなとこにビル建ってるぞ」

　薫は目を輝かがやかせると、秋葉タワーに迫せまろうかという巨きよ大だいなビルを指差した。

「緑化計画も順調に進んでいるみたいね」

　若佳菜の目は、そびえ立つビルのたもとを彩いろどる木々へと向けられている。街の開発は急ピッチで進んでいたが、環かん境きようへの配はい慮りよも忘れられてはいなかった。

（ちゃんと見てる？　これがあなた達が守った未来の姿）

[image: ]

　問うたところで返事などあるはずもない。

　だが佐知美は満足だった。

　答えなど聞かずとも、街のそこかしこで和樹の想いを感じることができるからだ。

（ちゃんと私達を見守っててね。目標に向かっていく私達を、ずっと）

　佐知美は胸中でつぶやくと、あらためて街並みへと目を向ける。

　不意に吹ふき抜ぬけていく一いち陣じんの風に、目を細める彼女。

『がんばれ、みんな──』

　幻げん聴ちようか、それとも風のイタズラか。

　どこからともなく聞こえてきた和樹の声に、佐知美は思わず笑えみを浮うかべた。

「もちろん、がんばりますともっ！」

　突とつ然ぜん、声を張り上げた佐知美に、皆みなの視線が集まる。

「さてと、今日も元気にお仕事しますかぁ～」

　佐知美はその場で大きく伸のびをすると、手にしたマイクを握にぎりしめた。







　あとがき




　小説版『ハローーワールド』はいかがでしたでしょうか？

　企き画かくがスタートしてから約一年。すいぶん長いことかかったなぁ。

　もっとも『ハローワールド』を書いている間に他ほかの仕事もやっていたから、実際にはもう少し短いとは思いますけど。

　なんにせよ、お待たせしました！




　ＰＣ版の『ハローワールド』を遊んだ方には違ちがった視点で、初めての方にはハロワの世界観を知ってもらいたい。そんな想おもいから本書はできました。

　すでにゲームで遊ばれている方も多いとは思いますが、本書はゲーム中には存在しないエピソードを盛りこんであります。

　ユーザーの皆みな様さまからの要望が多かった純子をヒロイン役に据すえ「こんな裏設定があってもいいのでは？」などと妄もう想そうを膨ふくらませてみたのですが、いかがでした!?

　枚数の都合で泣く泣くお蔵くら入りしたオリジナルのエピソードとかもあったんですけどね。もっと作中で純子と佐和美の漫まん才ざいを披ひ露ろうしたかったなぁ。残念。

　いつかどこかで公開できるといいんですけど……。

　純子と佐和美だけで成立する物語とかもできそうな感じだし、小説版が好調ならハロワ完全版という形で実現できるかも!?

　読者の皆さんの力でぜひ！




　さてさて。そろそろページに余よ裕ゆうがなくなってきました。

　今年もニトロプラスでは様々な企画が進行しております。『塵骸魔京』『刃は鳴な散ちらす』、そして『機神飛翔デモンベイン』と、皆さんの期待に応こたえられるだけの作品が目白押しになっていますよ！

　もちろん、水面下ではその他にも。

　残念ながら、ここでは書けませんけど。

　そんなわけで社員一同、寝しん食しよくを忘れて頑がん張ばっておりますのでご期待ください。

　ではまた次の作品でお会いしましょう！





涼風　涼　　
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